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二つのレーニン諭
Two　Rece血士S伽d三es　o皿〃刀加

　　　．池田嘉郎‡

要旨

本稿では、ロバート・サーヴィスの『レーニン』とエレーヌ・カレール＝ダンコースの『レーニンとは何だっ

たか」という、近年邦訳の出た二つのレーニン論を素材にして、ソ連期ロシア史研究の今後の可能性について・

の考察を行なう。サーヴイスの著作が、ロシア史’の特殊な文脈を極力離れて議論を展開しようとするのに対し

’て、カレール＝ダンコースの著作は、ロシアの政治家としてのレーニンに一貫してこだわっている。本稿の筆

者は、後者の姿勢により大きな可能性があると考えるものであ㌫本稿の構成を示すと・史料状況・研究動向

を概観した後、1）レ」ニンのパーソナリティ、2〕レーニンとソ連体制の歴史的位置づけ、の2点について、両

著作の内容を検討する。

はじめに

　近年、わが国では、レーニンに関する大部の著作があいついで翻訳された。一つ目はイギリスのソ連史家口・

バート・サーヴイスの『レーニンjであり、二つ目はフランヌのロシア史家エレーヌ’・カレール＝ダンコース

の『レーニンとは何だっ．たか」であ．る。二つの著作はともにソ連解体後の新史料を用いて・ソ連創設者レーニ

ンの人格、政策、および歴史的意義に、あらたな光を当てることを試みている。両者はいずれも・一個人の分．

析を通じて、ロシア革命とソ連という歴史的現象についての認識をも新たにしてくれる好著である。そこでこ

の小論では、サーヴィスとカレール＝ダンコースのレーニン論を素材にして、ソ運期ロシア史研究の前に開か

れている可能性について考えてみたい。なお二つのレーニン論を比較するという発想は・塩川伸明氏の要を得

た論稿「二つのゴルバチョフ論」から想を得ていることを記しておきたい（lL

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※

　ソ連時代、レーニンの手ヒなる文書は党・政府の厳重な管理下に置かれていた。一方ではソ連当局は、聖典

であるレーニンの文書の刊行に大きな力を注ぎ、丁レーニン全集』（第5版）55巻、『レーニンスキー一ズボール

ニク・〔拾遺集〕』15巻、『レーニン活動年譜』12巻、さらに丁ソヴィエト政権法令集」（1997年に第14巻刊行）

なとに、彼の文書（余白への書き込みなども含む）24000点以上が公表された。だが他方では・レーニンの多

くの文書はイデオロギー的一技術的な理由から公表が禁止され、共産党中央委員会のアーカイヴに厳密に保管

されていた。1990年の時点で、レーニンの手になる文書（書き込みも含む〕約3700点、および彼が署名した公

的文書約3000点が、未公表のままであった（2）。

・それらの文書が公表されなかった理由は、以下のように大別できる口

1）国家機密を含むか、陰謀的性格をもつとみなされた場合（ソ運の外交・財政一その他の国家利害に関わる

もの、外国とその諸政党の利害に関わるもの）

2）イデオロギー的に不適切とみなされた場合（公定レーニン像および歴史像に抵触するもの〕。

3）技術的・学術的な問題がある場合（判読不能、鑑定上の疑義）。

4）技術的・財政的な問題がある場合（とくにレーニンの手が入っている政府議事録の全てを干1」行しようとす

れば、膨’大な手聞がかかった）（ヨ）。

　ソ連崩壊前後から多くのアーカイヴ史料の解禁が進み・これらのレーニン文書もま乍・様々な文献におゼて

引用・発表され始めた。とくに1994年には、エリツィン大統領の軍事顧問で元ソ連国防省軍事史研究所所長の

ドミートリー・ヴォルコゴーノフが、二巻本『レーニン」を著した（4）。この著作は、レーニンの家系図やイ

ネッサ・アルマンド・と’の恋愛関係、ドイシによる資金援興など、ソ連本国でタブニとされていた聞題をある程
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度まで明らかにしたものの、時代状況を無視して道徳的裁断を下そうとする姿勢が顕著であるため、歴史研究

としての深みには乏しい（5㌧

　1996年にはア．メリカのリチャード・パイプスが、史料集丁知られざるレrニン』を編纂Lた（6）。パイプス

が第一級の『シア史家であることは論を挨たないのであるが、レーニンの評価に関する限り・支配欲や残虐性

といった個人的な性質を、必要以上に強調する傾向がある。この本に収められた史料も、共産党政権のテロル

に関わるものをはじめとして、ミスリーディングな注釈が付されていることが多い。

　こうした窓意的な文書解釈に対する反論の意味もこめて、1999年にはロシアの研究者たちによって、史料集

『ヴェ・イ・レーニン：知られざる文書　1呂91－1922jが刊行された。そこには未公表のレーニン文書3ヨ2点が、

充実した注釈つきで収録されている（7〕。これは良心的な仕事であるが、いまだ多くの文書がアーカイヴで研

究者を待っていることには変わりがない。

　本稿で取り上げる二つのレーニン論のうちでは、カレ∵ルーダンコースのものが先に出た。彼女は現代フラ

ンスを代表するロシア史家の一人で、ムスリム世界に焦点を当ててソ連の民族問題を論じてきたことで知られ

糺その彼女が199呂年に書いたのが丁レーニン」で、その邦訳『レーニンとは何だったか」は2006年に刊行さ

れた（呂Lこの著作は、史料面ではヴォルコゴーノフとパイプスに大いに依拠しており、とくに独自の史料を

活用しているわけではない（9）。だが史料面での弱さは、骨太な歴史把握によって抽われている。とりわけ彼

女は民族問題の専門家であるだけに・ロシア帝国全体の変動という文脈の中でレーニンを捉えようとする姿勢

が顕著に見られる。

　もう一つのレーニン論の著者サーヴイスは、現代イギリスを代表するソ運史研究者の一人である。サ＝ヴイ

スのレーニン論の原題は丁レーニン：伝記』で、2000年に刊行された後、2002年に邦訳丁レーニン』．が出た

（10〕。こ？本は、サーヴィスがそれまでに著した丁レーニン：’政治的人隼」全三巻（19呂5年、1991年、1995年〕

を圧縮したものだが、独立した書物としてのまとまりを備えており二史料も増補されている。カレール＝ダン

コースと異なり、サ∵ヴィスは多くのアーカイヴ史料を渉猟している。なかでもレーニシの身内の回想を巧み’

に利用したことで、サーヴィスはレーニンのパーソナリティを克明に描出することに成功している。その反面、

レーニンやロシア革命の歴史的な位置づけについては、サ．一ヴィスの議論はやや特色に欠けるようにも思われ

る．。

　カレール＝ダンコースとサーヴイスめレーニン論はともに大部であり、注目すべき論点を数多く含むもので

あるが・以下では「レーニンのパーソナリティ」と「レーニンとソ運体制の歴史的位置づけ」の二点に絞って・

論じてみたい。

1．レーニンのパーソナリティ

　まず、レーニンのパーソナリティについて見てみたい。この点に関しては、既に述べた通りサーヴイスの薯’

書が優れている；実際・’カレール三ダンコースの著書が、レーニンの伝記であるよりは、彼を通して見るロシ

ア箪命論になっているのに対して・サーヴィスの著書は・公刊一．未公刊史料を駆使して・何よりもまずレーニ

ンという人間を歴史の中に浮さ上がらせることを目的としているように見え乱

　はじめに家系図について見てみよう。レーニンの母マリアの祖父モイシェ・ブランクがユダヤ人であったこ

とは新情報では巷いが・サーヴィスはここに、モイシェが熱心な反ユダヤ主義者であったという興味深い事実

を付け加えている（したがってレーニンの思想と行動をユダヤ的背景から説明することは困難である）。また、

マリアの母親アンナ・グロショフがルター派であることは知られていたが、サーヴイスによればマリア自身も

また、娘オリガ（レーニンの妹）をルター派の墓地に埋葬するほどに、ルター派へのこだわりを維持していた。

他方でサーヴィスは、レーニンの父イリヤ・ウリヤーノフが、カルムイク人の要素を受け継いでいたという通

説に対しては慎重である。・

　全体としてサーヴィスは、世問に対し亡閉じこもり、マージチルな位置にありながら、まさにそれゆえに強

．い上昇奉向をもってロシア文化に同化しつつ幸る勤勉な一家として、ウリヤーノフ家の像を描いている右自己

を厳しく律し、勉学と仕事に励まねばならぬというのが、レーニンとその兄弟が両親から受けた教育であった。
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カレール三ダンコースが、世襲貴族というウリヤーノフ家の特権的な社会的地位や、その「安楽な保守主義」

を強調するのに対して、サーヴィスのこの認識は、節制や禁欲といったレーニンの性質の重要な側面を理解す

る上で、より有意義である。こうした性質は、後年のレーニンの政治活動を大きく規制するば牟りでなく・彼

をモデルにした．「あるべきソヴィエト人」像にも、そのまま受け継がれることになるであろう（H）』家庭環

境に関してはさらに、『アンクル・トムの小厘』や、農民生活をリアルに描いたグレープ・ウスペンスキーの

短編といった、レーニンの読書暦についてのサーヴイスの指摘も興味深い（ωポ

　家族との関連では、サーヴィスもカレール＝ダンコースもともに、一家の女性たちのレーニンに対する特別

．の態度にとくに言及していえ。母、姉アンナ、妹オリガとマリアは・期待あるいは崇拝の対象としてレーニン

に常に気を配っていたのだった。この点に関するサーヴィスの評価は、・レーニンは「家族の中の感情の相互作

用を利用していくことを覚えた」、「母の聖人的なところを意図的に大いに利用Lていた」と、やや幸辣である。

対照曲にカレール三ダンコースは、他の点でぽレーニンに手厳しいのであるが、「もっとも狭い身内だけの世

界での暖かく思いやりのあるレーニンがいた」と、どこか筆致が穏やかである。いずれにせよここで注目すべ

．きは、文字油りのこの身内的な関係が、ボリシェヴィキ党の大事な構成要素になっていたことである・レーニ

ンの妹や弟は彼の機関紙『イスクラ』の通信員であったL、妻のクループスカヤは長らくレーニンの個人秘書

を務めていた。こうした家族関係が、ボリシェヴィキ党の組織において、その初期にも、またより後の時期に

も大きな役割を果たしたことは、党組織が全体としてもつ、ある種の特質を集約的に示していたのではないだ

ろうか。それは・私的な、あるいは擬似家族的な人的結合ということである。もっとも本稿ではこの点に立ち入

って論じることはしない。

　レーニンの伝記を書くということは、ある程度までは妻クループスカ’ヤの伝記を書くことでもある。実際サ

ーヴィスの著作は、クループスカヤのパーソナリティを照らし出すこ・とにも成功してい乱彼女がバセドー氏

病に悩まされており、容貌まで変・わってしまったこと、’イネッサ・アルマンドに対する夫の感情に苦しめられ

ながらも、両者の関係に寛容であったことなどの事実が、豊富な史料をもとに描き出され糺内戦期にクルー

プスカヤが、啓蒙活動のためにヴォルガ旅行を行なったことはよく知られてい局が・その背後に夫婦関係の緊

張があったとは私は気づかなかった。「気の毒な女性であった」とサーヴィスはいうが、それでも夫と同様に

政治的人聞であった彼女の人生は、ともかくも充実していたというべきであろ㌔

　他方、’レーニンの恋人イネッサ・アルマンドに関しては、伝染病に倒れた後の最後の数日のメモが非常に印

象的である白革命国家の理想が色あせる中で、彼女自身も「人民に対する愛と共感（…）の一切の源泉がかれ

果てた」と記して力尽きた。彼女の最期は十分に悲劇的であるが、かつて夫を捨てて義弟のもとに走ったこと

のある自由恋愛論著アルマンドの生涯にぽ、どこか無軌道との印象を禁じ得ない。まさにそのような人問とし

て、彼女もまた典型的な初期ボリ’シェヴ’イキの一人なのであろう。

　レーニンのパーソナリテイに？いてもう一点重要なことは・彼の病気である口二人の論者がともに指摘して

いるよ’うに、政治生活において激しい緊張を強いられたとき、レ．一ニンはしばしば神経性の病気に悩まされれ

革命前について見ると、カレール±ダンコースによ牝ば、『イスクラ』編集の疲労（19d2）、第2回党大会後

（1904）、1905年革命後（1906）、内部抗争からの疲弊（1911）といった機会に、レニニン．は抑鑑状態に陥っれ

身内の女性たちの配慮、クループスカヤやジノヴイエフとの長い休養だけが、彼の気力を回復させるのであっ

た。これがレーニンの個人的な問題に留まら左いのは、革命後、彼の体調がその政策に大きく影響してくるか．

らである。サーヴィ・スによれば、’191呂年春から夏にかけてレーニンは頭痛と不眠に悩まされており・、「激しい

昂奮状態におかれていたに違いない」。そのことは富農弾圧を呼びかける彼の電報の語調に辛・はっきり反映

されていたという。さらに、カレール＝ダンコ＝スとサーヴィスはともに・192i年から22年にかけての抑圧措

置の強化・すなわちメンシェヴィキとエスエルの迫害・教会弾圧・さらに知識人の大量追放も・・レー二．ンが病

気（既に致命的な脳の病気が始まってい牟）のせいで・非常に怒りやすくなっていた二とを抜きにしては理解

できないと考える。同様にサーヴイスは、半身不随のレー二．ンが遺書の中で同志たちの人物評定をやったとき

にも、せっかちな状態に置かれていたことに注意を向けている。私は先に、党組織の擬似家族的な性格につい

て触れたが、これらのこともまた、レーニンの政治がときに、極めて私的な性格を帯びていたことを指し示し
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ているのではないだろうか（13）o

　このようにサーヴィスとカレール＝ダンコースの著書は、．レーニンのパーソナリテイを克明に描き出すぱか’

りでなく、’彼の政治における擬似家族的ないし私的な側面についても、重要な示唆を与えてくれる。ここで私

がレーニンの政治、またソ連政治体制をこのような角度から捉えよ’うとするのは、別にその否定的な面を暴露

することを求めてのことでは壬い。そうではなく私は、レーニンの政治がもつ私的な側面に目を向けることに

よって・ソ連政治体制のもつ歴史的な特質・とりわけロシア帝国の家産制的な政治秩序との関運性を考え名上

で、必要を手がかりが得られるのではないかと考えているのである（14）。

2．レーニンとソ連体制の歴史的位置づけ

　では、サーヴィスとカレール＝ダンコースは、レーニンと彼の体制のもつ歴史的な位置についてはどのよう

に考えているのであろうカ㌔この点では二人の間には、かなりはっきりとした違いが見られるように思われる。

もとより二人とも、一党制三単一イデオロギー国家のもつ歴史的な新しさと、それを作り出す上でのレーニン

の中心的な役割幸認める点では同じであ乱だが、サーヴィスがロシア史の文脈から距離を置き、ソ連政治体

制の歴史的な独自性を重視するのに対して、カレール＝ダンコースには、レーニンとソ連政治体制を論じる際

に、ロシア史の文脈に目を向けようとする傾向が顕薯に見ら’れるのである。．

　まずサーヴイスの議論を見よう。彼は、「レーニンのロシア史への貢献は変革者というよりむしろ促進者と

しての貢献ではなかったか」という議論を批判して、「ロシア史と世界史には、レーニンなくしては起らなか

ったような歴史の転換点があった」と述べ乱「ソヴィエト的な一党一単一イデオロギー国家はレーニンなく

しても生科たであろうとか考えるのは（…）馬鹿げている」。

　そうした国家を支える価値体系についてサーヴィスは、レーニンとボリシェヴイキの「政治観は、独裁、階

級闘争、指導力、革命的没道徳主義を優先していた」と記す。これらの諸点は中世以来、ロシアとヨーロッパ

の歴史に見られる伝統であった。だが、20世紀になってこれらの伝統が再び現れるためには、「ロシアのマル

クス主義政党が必要であった。さらに言えば、ほかならぬレーニンが必要であった」。

　たしかにサーヴィスが論じるように、一党一単一イデオロギー国家の成立はロシア史と世界史における大き

な転換であったし、そのような転換はレ・一ニンがいなければ起らなかったであろ㌔また、その国家・を支える

価値体系についても、サーヴィスの議論はおおむね妥当であろう。

　だが・ソ連の歴史的経験をロシア史の文即牟ら可能な限り引き離そうとするサーヴイスの姿勢には・疑問を

覚える（15）。それは、既！こ触れたように、レーニンの政治の私曲な性質と帝政期の家産制との結びつきに対

して私が関心をもづているからだけではない。政権を受容する側である民衆の権力観もまた、1917年を境にし

てがらりと変わるわけにはいかなかったであろう（16Lさらに、多様な構成要素からなり、全体として発展

の運れた広大な国土を、限られた人員で統治しなければならないという条件をも、ソ連政府は帝政政府から引

き継いでいた。そのような条件の下では、統治イデオロギーの相違にかかわらず、歴代のロシア統治者が取り

得る可能性は、おのずから限られたものとなるであろ㌔最も可能性の高い選択肢は二普遍性を標棲する理念

に基づく行政的な管理である。

　他方で私は、サーヴィスがレーニンとその後継者たちについて、．両者の運続性を強調しているのには共感す

る。彼によれば、「基本的な建物はレーニンの死去の数年前にすでに建てられてし．・た。スターリンはそれに大

きな牽更を加えて彼個人の専制麦配に変え、ソヴイエト国家内の党の権威を低下させた（…）。しかし本当の

ところ、建物の申核はそのまま残っていた」。

　もとよりレーニンとスターリンの「相違」に対する関心が残らぬわけそはないし、そのような問題設定が学

問的な意義を失ったわけでもない（17〕。だが、恐らくこの問題を生産的に検討するためには、ソ連史の枠組’

みを超えて、それをより長期的な近現代ロシア史の文脈中に置き直すことが、必要なのではないだろう力㌔実．

際、ロシア史の経験は、この問題を考える上で多くの示唆に富んでいる。たとえばニコライ1世とアレクサン

・ドル2世の治世、あるいはアレクサンドル2世とアレクサンドル3世の治世には、政策の方向性において大きな

違いがあった。だが、専制という統治原理自体は一向に揺るがなかったので’ある。
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　サーヴィスと比・べてカレール＝ダンコースの議論には、一貫してロシアの葦命家・政治家としてレーニンを

捉えようとする姿勢が顕著である。たとえぱ彼女は、レーニンの帝国主義論の源には、ロシアの特殊な帝国構

造に対する彼の認識があったと指摘する。すなわち、海外に植民地をも？西欧諸国と比して、ロシアの社会主・

義勢力は強力であった。・「なるほどロシアもやはり植民地を持つが、ロシア帝国の性格は他のヨーロッパ列強

の帝国のそれとは極めて異なる。ロシアの広大な帝国は、領土が「陸続き」であり、さまざまな民族が入り組

んでおり、特に早くも一905年より周辺部の植民地的地域で革命運動が発展しているという特徴があ乱レーニ

ンはこうしたばらばらの事実を一貫性ある総体に統合する努力をし、そこから一ヨーロッパの社会主義が経験

している危機に説明を与えるのは帝国主義であるとの結論を亨1き出す」。ユーラシア帝国の構造に対する観察

が、世界規模の現状認識の根底にある、とするカレール＝ダンコースの三の議論には、ロシアの革命家レーニ

ンが提示した秩序変革プログラム（帝国主義論）あ独自のダイナミズムが、よく照らし出されているといえる

（18）；

　同様にしてカレール＝ダンコースは、植民地世界の民族運動とヨーロッパ諸国の社会主義者の共闘というレ

ー三ンのヴィジ目ンをも、ロシアの革命家独自のプログラムとして理解する。そのヴィジ目ンは・「ロシアに

とって決定的なある問題に関する彼の考察から出発して形成されたものである。その問題とは民族運動であり、

労働者運動が民族運動に与えるべき地位の問題である」。カレール＝ダンコースによれば、このヴィジョンに

はさらに、「民族的騒擾が（…）ロシア帝国内に留まらず世界の到る所で重要性を帯びつつあ名」だけに・「歴

史的に遅れた特殊な国というロシアの特性を隠蔽し、ロシアに箪命運動における申心的地位を与えるという禾1」

点があった」。ここでカレール＝ダンコースは、国際秩序の申でのロシア世界の時間的（先進か後進か〕およ

ヴ空問的な位置（中心か周縁か）に関する・ロシア人の間での古くからの議論に立ち返り・レーニンをその末

窩と捉えているのである。

　したがってレーニンとロシア革命の歴史的な位置づけに関しても、サーヴィスと対照的にカレール三ダンコ

ースは、何よりもまず口．シア史の文脈を重視する。いわく「ロシア人のレーニンは、すべてのロシア人と同様

に、ロシアの本性に関する、またロシアの進歩を確実にするために取るべき道に関する、古くからの議論の後

継者であった」。カレール＝ダンコースによれば一ロシアを「「アジア的野蛮」から引き剥がすための唯一の・

そしてもっとも確実な道は革命である」というレーニンの考えこそが、ロシア史に次のような逆説的な緒果を

もたらしたのである。「革命によって西欧化するという強固な意志をもって、権力と社会の関係に関する自分

の考え方を近代化に’適用することによって、レーニンは進行中の近代化を停止させ・前進しつつあった民主主

義を廃して、代わりに全体主義体制を据えつけ、ロシアを長きにわたり西欧世界から遠ざけることになったの

である」。こうしてカレール三ダンコースの著作は、あくまで「ロシアを統治する人物にして、同時に革命家

である者」としてのレーニン論とレて・環を閉じるのであ私

むすび

　以上に見たよづに、サーヴィスとカレール三ダンコースのレーニン論は、多くの点で重なりつつも・全体を

貫く視線には、大きな違いが見られる。サーヴィスが、ロシアという個別の文脈によ．る説明を極力回避しよう

とするのに対して、カレール＝ダンコースは、ロシアの革命家としてのレーニンにあくまでこだわるのである。

私は、後者の方により共感する。

　もちろん私は、レーニンはロシア帝国における近代化の進捗と民主主義の前進を廃して、．かわりに全体主義

を据えつけたとするカレール＝ダンコースの結論を、そのまま受け入れるわけではない。そこにはまず、帝政

末期の近代化と「民主主義の前進」に対する過大評価があるように思われ乱また．・ソ運の体制は一言で「全

体主義」と呼べるほどに現代的な’ものだったのか、との疑問も生じてくる。たしかに統治のテクノロジ「ま現

代的であったかもしれ・ないが・ソ運政治件制にはむしろ・近現代社会とは異質のライトゥルギー（対甲家奉仕

義務）の要素が色濃く見られたのではないだろうか（I9）。この点で、帝政末期の政治・社会状況に関するロ

シアの歴史家ブルダコーフの次のような言葉は、示唆的である。「間題は（あるいは不幸は〕、ロシアのように

超複雑に組織されたシステムにとっては、均衡の喪失こそが何よりも危険であっ．たということそある。と言う
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のはそうした喪失は常に、「安定を取り戻すための」後カヘの退却を伴うからである」（20）。

　とはいえ・革命後のソ連における20世紀師＝世界史的文脈と前近代的iロシァ史的文脈との相克め解明は・

われわれ自身が取り組まねばならぬ課題であろう口その課題を果たす上で、サーヴィスとカレール＝ダ・ンコー

スの二つのレーニン論は、そのいずれもわれわれに大きな示唆を与えてくれるのであ乱

注釈

1、塩川伸明「二つのゴルバチョフ論」上下、『UP』、315号、1999年1月；ヨ16号、1999年2月。

2．1999年に出た史料集『ヴェ・イ・レーニン1知られざる文書」で紹介されている数字である。B．H、刀eHHH，

He鵬BecTH冊且gl｛WeHT』1．1891－1922．M．，1999．C．3．その後、『ソヴイエト政権法令集」は第I7巻まで出て、現

在も刊行中である。

3．Ta刑択e．C．5－6．

4．同年に出た英語版が、1996年に丁レーニンの秘密」として邦訳されている。ドミートリー一ヴォルコゴーノ

フ丁レーニンめ秘密」上下（白須英子訳）、NHK出版、1995年。

5．l096年に出たラティシェフの『秘密を解除されたレーニン」にも同様の傾向が見られる。＾．r．刀肌皿eB，

P且c［芭1｛PeπleHHH尚　」1巴HHH．M．，1996．

6。η昭σ刑㎞o加冊工酬加Fro柵丘加∫“肥f＾㍑κ帽．Ed．by　Rヨoh酊d　Pipe畠，Y且1e　Un～eI；ity　P肥畠；，New　H冊en　md　Londo皿，

1996．

7．B．H．JIeHHH．HeHヨB直cTHH但』ol｛yMeH↑H．1冨91－1922，

8．H・カレール＝ダンコース『レーニンとは何だったか』（石崎晴已・束松秀雄訳）、藤原書店、2006年。大部

の著作を翻訳された訳者の労には敬意を表したいが、ロシア言吾の訳に少なからず誤りが見られるのは残念であ

る・たとえば．「ヴーペリョート」は「フペリョート」・「マイケルソンエ場」は「ミヘリソンエ場」、「プデイエ

ニF」は「プジョンヌ’イ」である。

9．パイプスの誤った注釈をカレール＝ダンコースが鵜呑みにしている箇所も克られる』たとえぱカレール＝

ダンコースはパイプスの史料集に依拠して、191君年9月3日か4日にレーニンがテロルを準備する委員会の設

置を促したと述べるが（430頁）、このときレーニンは暗殺未遂事件直後で活動不能であった。B，H、刀eHHH・、

He鵬日ecTHHe且ol｛We早丁』1・1罧91－1922・C，583，参照。

lO．ロバートーサーヴイス『レーニンj上下（河合秀和訳）、岩波書店、2002年白ロシア語訳に誤りが多いのは’

残念である。た・とえば「リーバー」は「リーペル」、「ゼレジンヤコフ」は「ジ。。レズニャコフ」、「ダル」は

「ダーリ」である。

11．NiIla　Tum酊ki皿，工虐冊加工加召∫’η召工酬加C阯〃加∫oΨ’前肋■』肋，en1皿ged巳dition，H皿v皿d　Ul1iΨeI昌it｝P祀冒畠，C且mbIidg已，

1997，参照。

12．もっとも丁アンクル・トムの小屋』がレーニンやケレンスキーの愛読書であったことには、ハ・リソン・ソ

ールズベリーがだいぶ前に着目している。ハリソン・月・ソールズベリL『黒い夜白い雪　ロシア革命1905－

1917年」上（後藤洋一訳）、時事通信社、1983年、24，29頁。

13．同様に、レーニンの政治には悪い意味でのアマチュアリズムの要素が少なからず見られた。ヴォルコゴー

ノフのレー二’ン伝の解説の中で、山内昌之氏が、「晩年のレーニンが日夜直面した仕事は、中年後期になるま

で、まるで社会的自覚や責任をもたずに自由気儘な生活を送っていた人間には大きすぎるものであった」と書

いているのは適切であ乱山内昌之「革命家と政治家との問一レーニンの死によせて」、ヴ．オルコゴーノフ

『レーニンの秘密』下、3呂2頁。

14．私の問題歯心については、池田嘉郎「革命期ロシアにおける労働とネイション・ビルデイング」、『ロシア

史研究』、第7冨号、2006隼5月、参照。

15、ただしサーヴィスは、ロシア革命に関する通史では、ロシア史の長期的な支脈により大きな注意を払って

いる。ロパート・サーヴイス『ロシア革命　IgOO－1927」（中嶋毅訳）、岩波書店、2005年。

16。；れはブルダコーフのロシア革命論『赤い動乱」を貫く主張である。B．n．・By皿■且1｛o台、1｛p目cH朋㎝yT且、
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npHpo朋・m㎝直且cT日・・pe・o皿10uH0HH0・o冊㎝皿H珂・M・，1997・

17以下を参照。グ・レイム・・ギル『スターリニズム』（内圧健；訳）、岩波書店、2004年、124頁（訳者解説）；

サーヴィスTロシア革命」’（中嶋毅訳）、149頁（訳者解説11．

1呂、「アジアξヨーロッパの間にあるロシア」の革命という観点は・日本の歴史家も伝統的に重視してきたも

のである。たとえば、和田春樹丁マルクス・エンゲルスと革命ロシア』、勤草書房・1975年；山内昌之丁スル

タンガリエフの夢1イスラム世界とロシア革命」、東京大学出版会、1996年：高橋清治『民族の問題とペレス

トロイカ」、平凡社、1990年。

19、ライトゥルギー、また、それと密接に緒ぴつく家産制概念を用いて近現代口．シア史を包括的に捉えるとい

う視角を、私はベイプスから学んだ。Rioh皿d　Pipe畠，肋冊抽＾肋r伽αd肋岳j柵虐，Pen馴in　Book畠。L㎝d㎝，1974；

リチャード・パイプス『ロシア革命史j（西山克典訳）、成文社、2000年、399頁、参照。

20．ヴェ・ぺ・プルダコーフ「20世紀初頭のロシア帝国に関する現代の論争」（池田嘉郎訳）・『ロシア史研究」・

第73号、2003年10月、2島頁。

．参考図書’

Rioh肛d　Pip巳畠，R阯冊加皿〃〃肋虐0〃他苫｛閉島Penguin　Book昌，Lo皿do11．1974

Nh曲Tum且Tkin，L虐蜆加工加色∫’τ肪畠〃蜆加C咀〃加∫oΨ’前肋j曲，en1趾ged　edition，H酊v肛d　UniveI冒it｝Pm呂昌，C田ml〕dd壇e，

1997

冊虐σ冊㎞ow冊工虐蜆加’〃o柵士此虐∫虐α前＾π〃世邊、Ed，by　Rioh趾d　Pip巴畠，Y乱1巴U㎡ve正昌ity　P肥冒s，New　H洲en　md　Lo皿don，

1996

B，n・B岬肌。目・伽・・朋・・γ帆ゆ叩㎝”叩帥・旧岬・・㎝把口・。・削m．朋cH”見M・ヨI997

B、”．”eH”H，He”3眉εcTH刮e月o』｛γ〃直HTH．1891＿1922．M、。1999

A．r．刀且・・皿・』．P邊・・砒ρ冊冊描疵舳H．M、，1996

池田嘉郎「革命期ロシアにおける労働とネイション・ビルデイング」・丁ロシア史研究』・第78号・2006年5月

ドミートリー・ヴォ・ルコゴーノフ丁レーニンの秘密』上下（白須英子訳）、N冊（出版、1995年

H・カレール＝ダンコース『レーニンとは何だったか」（石崎晴已・’東松秀雄訳）、藤原書店、2006年

グレイム・ギル『スターリニズム」（内田健二訳）、’岩波書店、20⑪4年

ロバートーサーヴイス『レーニン』上下（河合秀和訳）、岩波書店、2002年

ロバート・サーヴィス『ロシア革命　1900－1927』（中嶋毅訳）、岩波書店、2005年

塩川伸明「二つのゴルバチョフ論」上下、『UP』、315号、1999年I月；3I6号、I999年2月

ハリソン・E一ソールズベリー丁黒い夜白い雪　ロシア革命1905－1917年』上下（後藤洋一訳）、時事通信社・

19君3年

高橋清治丁民族の問題とペレストロイカ』、平凡社、1990年

リチャード・パイプス丁ロシア革命史」（西山克典訳）、成文社、2000年

ヴ…　ぺ・ブルダコーフ「20世紀初頭のロシア帝国に関する現代の論争」（池田嘉郎訳）・丁ロシア吏研究」・第

73号、2003年10月

山内昌之『スルタンガリエフの夢1イスラム世界とロシア革命』、東京大学出版会、19君6年

山内昌之「革命家と政治家との間一レーニンの死によせて」、・ヴォルコゴーノフ・『レーニンの秘密』下・所収

和田春樹『マルクス・エンゲルスと葦命ロシア』、勤草書房、1975隼
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『べ一オウルフ』における「フロニメガール王の説教」の意図は何か

冊ヨ士js此e〃e皿廿㎝of’Hro晦〃」・S・㎜㎝’加B・o㎞〃

　　　　　　　　　　苅部恒徳｝．

要旨

古英語叙事詩『べ一オウルフ』はs世紀中ごろイングランドで成立したと見られる、北欧を舞台に英雄べ一オ

ウルフの生涯を物語った、ヨー戸ツパ語での最初の叙事詩であ乱前半は・今はなきイェーアタス国の若き・

英雄べ一オウル7が隣国デネ（デンマーク）の宮廷を12年問悩まし続ける怪物グレンτル退治に向かい・こ

れを首尾よく退治し、わが子の復讐に来襲レ廷臣を連れ去った母親も・その湖底の棲家に赴いて退治す乱（後

半は50隼後、故国の王となったべ一オウルフが国土を焼き払う火龍と対決し、若武者の助太刀でこれを退治

するも、自らも致命傷を負って死ぬ。）本論の「フロースガール王の説教」・は前半のクライマックスをなすも

ので、怪物の湖底の棲家からグレンデルの首級と、彼らの毒血で刃が熔けてなくなった・巨人の作なる刀の

柄を戟勝記念に持ち帰ったべ一’オウルフに、彼を迎えたデンマLクの老賢王ρフロースガールが垂れる説教

の意図を以下に考察した。重々Lい述べ方と内容によって、王としての威厳を保つためのものであったとの

結論に達した。

前置き

　古英語叙事詩Beow山fにおける「Hroth筥趾王の説教」は、Beowulfを始め’て読んだときから・物語全体の流

れの中で唐突感と違和感を覚えた部分であった。と言ってもその感覚は、現代人が説教というものになじめ

なくなったといった一般論ではなく、筆者のこの作品の解釈法に由来する個別的な感覚なのである。その頃

のBeowujf解釈は、教父たちの聖書釈義を当てはめたH刮mi1ton（1946），K冊kE（一958），’Gold呂mith（1963

乱nd1970）1などによる‘Exegetic且ppro訂oh’の全盛時代だったので、StAugu帥in，Pop己Grとg0fy，StAmbro呂eな

どの聖書釈義に通じなければBeow山fを車しく読めないのかと恐怖した記憶がある。しかし聖書釈義の間題を

脇に置いても、主人公Beowu／fのたどった道を歩む時、この説教は、道中の中ごろに道をふさぐように転が

っている巨石、悪く言えぱ障害物のよ’うに思え、いつか自分なりに納得の行く仕方でこれを処理、つまり解

釈しなければ、作晶BE0wulfの読みを全うしえないと思え、課題となったのであっれ

　筆者がこの説教に覚えた唐突感・違和感は、当蒔は漢然としたものだったが、最近ようやくその理由が分

かってきた。若き英雄B己owulfと老王Hrothg且rが活躍する第1部（1－2199行・以下2200－31呂2行が第2部）を

解釈するに際して、若き他国の英雄と賢い老王という．、’よって立つ基盤・原理が全く異なる対照的なこの二

人の人物の’間に・鍔迫り合い・．葛藤の目に見えぬ心理的ドラマがあるのを発見した。・この説教をここに至る

二人の主人公の葛藤のドラマと関連付けて解釈してみたい。

　では、どんなドラマがあると見てい・るか説明しよう。怪物GT㎝de1退治に訪れた異国（Ge目1且菖）・の王子

Beowu／fを迎えてD㎝己の国王’Hrothg且rはこう述べる。昔、他部族の者を殺めたため亡命してきた彼の父親

Ec臼theowを受け入れ、人命金（W明ild）まで払って争いを解決してやったことがあるが・彼はその父が受け

た恩を返しに来てくれたのだろう（457－90行）と。しかし、詩人もBeowul．f本人もそれまで彼の父親

Ecgtbeowの過去のことには一言も言及していない。

　このHrothg町の言葉にBeowu1fは応答しない。応答しないのは当然である・父の受けた恩義を返しに来た

と言えばHroth臼虹の思う壼にはまる。Deneの人たちめ倒せない強敵を倒し、武士としての名を上げるために

来たと本心を言えば、Hroth卿の面子をつぶすことになるからである。Hmthg且rの顧問官U㎡erthが宮廷儀礼

を守らずBeowu1fに楯突くのは・Dene芦廷の屈辱感の裏返しの表現なのである。思うに詩人は・両芦の鍔迫

り合いのドラマを仕掛けたのである。’GrEnde1を倒して目的を果たし、D㎝e’を救ってくれ．た救国の英雄に

＃KAR肥E，丁冒㎜巳noH［」1清報システム学科］
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Hroth目肌王は大きな借りができた。D㎝eの宮廷が12年間なし得なかったことを一夜にして異国の若武者．

B日oWulfが成し遂げてくれたのである。この偉業に対し当然曄謝はするが、王の面目がつぶれたことも確かで

ある。戦勝の宴を開き、黄金の軍旗・鎧兜・宝刀からなる豪華な贈物で報いたが、屈辱感を胸に秘めた

Hrothg酊は威厳を保つにはまだ不十分である。両者の力関係のバランスを保ち、さらに優位に立つにはとiう

したらよいか。．ここでHrothg町が考えたのが、まず、養子縁組である（946b－49且行）。

　これでG．e．d．1への復讐は他国の英雄による代理復讐ではなく、D㎝巴の王子による復讐になり、この新た

な親族関係によりB已owu／fの国Ge訓冊と．の将来起こりうる争いも予防できるかもしれない。一石二鳥なめで

あ乱Hm軸肌はさすがに知恵者である。しかし下またまた両者のバランスが崩れることが起こる。Gre皿del

の母親の思いもかけぬ襲来である。このあたりの物語は日本の「渡辺綱の鬼退治」に似ている。一この母親退

治もBeow1fに頼らざるを得ないことにな乱彼女の湖底の棲家に赴いて難敵を切り倒し、死んで横たわる

Grendelの首も切り取った剣を土産に凱旋したBeowulfにHrothgムrは再び祝宴を張り、贈物を追加する約束は

したが、まだ王の威厳を保つには足りないのである。

　そう悟ったHrothg日rが、土産の剣の、神によって洪水で滅ぼされた巨人族のことがルーン文字で刻まれた

柄を眺めながら、突然始めるのがこの説教なの亡ある。洪水で滅ぼされた巨人族は、G王㎝de1親子がその末蕎

だと言われているC且inにつながるものであり、巨人族もC且inも傲1曼の罪で滅ぼされたことになっていること

から、説教の主題は傲慢の罪であることは間違いない。話を先取りすると、この説教のパンチカは強烈で、

Hroth卿は所期の目的を達成する。Beowulfはこの一方的になされた説教を無視することで無言の抵抗を示し

たと考えられる。

本論

　前置きが長くなったが・ここで本題の「説教」の分析に入乱説教の冒頭（1703b－06出行）でHrothg町は、

Beowu1fの名声がこれによって広く確立した。君は知恵と腕力（彗叩i㎝ti且et　forti岬do）を兼ね備えていると賛

美するのは良いとして、その前の開ロー番（I700－02且行11のもったいぶった言葉「真に、こう言いうるのだ、

誠と正義とを∫国民の間で行ない、過去をすべて記憶する者、∫年取った国の守護者は」と言って、Beowu1f

を賛美する資格が自分にあることをわざわざ誇示するのは、常に自分の威厳を維持したい彼の心の現われで

ある。それに加えて注目すべきは、I703h行で月睦d　js互r星肥d「名声は確立した」と持ち上げておいて、もう一

度後半のI761b－62且行で同じキーワードのb幌d「名声・評判」を用いて、Mj苫肺卸皿鈎鵬s鵬d／互舵＾w〒1「君

の力の評判は今’一時である．」と引き下ろすのは老槍なレトリックではないだろう力㌔国王と偉業を成し遂げ

た英雄との力のアンバランスは・贈物によって回復されるので、1706b－7且行艸ε∫紬1皿㎞eO巴幌舳η／舵ode，

w互舳fur肋m苫ρ曲c㎝．「わしは君にわしの友情を果たさねばならぬ、／我ら二人が少し前に話し合ったように」

は漠然とした表現だが、贈物の約束に言及・したものであ糺

　次にBeowulfが将来国を治める身分になるだろうと仮定して・1709b－22割行で悪い王の見本としてHe祀mod

を挙げる。H巴remodについてはすでに902h－13乱行で、詩人がDeneの歌人にGr㎝de1を倒したBeowulfを賛美

する歌物語の中で言及させ、915b行で止加e取醐o皿wδd「罪業が彼にとりついたのだった」と締めくくってい

たが、その罪業をHroth脚がSermonで取り上げるという趣向になってい乱ここでは被と家臣たちとの関係

においてその罪業が具体的に語苧れ㌫1709b－I5b行では・彼は怒りにまかせて家臣らを殺し・追放の身にな

って、最期は無残な死を遂げたと語り、次の1716且一1呂且行で神の信仰者らしく、全能の神が彼をそうした国王

の地位に押し上げてくださったにもかかわらず云々、と付け足す。

　次の1719b－22宜行で、ゲルマンの共同体では、国王が臣下に宝物の贈物をし、’臣下が戦役で奉仕するという

互酬制度が体制維持に最も重要な柱であるが、宝物を分配する国王の義務を彼が放棄したために、家臣団と

の間に不和が生じ、宮廷の喜びを奪われ苦痛をなめたことを述べ、1722止一24且行で、これを教ヨllとせよと

Beowu1fに語りかけるのである。ここでも冒頭と同じように、正体djdbe陣／互“閉ow加mm桁d「わしはこの

物語を君のため／齢重ねた知恵者として語ったのだ」と、自分が知恵者であることを強調せずにいられないの

が彼の性格なのでる。
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　Hrothg且rがこういう王にはなるなよと、極悪非遭のH巴祀modを例に引いたのは・f纈irでないと思ってい糺

前に歌人によってBeowulfと同じく賞賛の対象であるゲルマ．ンの英雄SyOem㎜d」の引き立て役（foil〕として

H冊mbdが例’に引かれたのは問題でない。しかし今度は間題である。BE0wulfが将来なるかもLれない負の

イメージとしてH冊mgdの影をB巴owu1fに背負わせることになる’からで・これは一種の脅しであり二巧妙な．

中傷である。

　次の1724b－27出行からはHer巴modを離れ、より一般的に無名の王者の陥る危険を述べる。知恵と土地と身

分は神の贈物であると、後のキリスト教詩Chrj刮’（664－6呂刮行）にも詠まれ・おそらく当時すでにキリスト教

徒の常識になっていたことに言及し、続くIわ8宜一34出行では、神からのこうした揮かりものを特に享受するの

は国王で、宮廷でこの世の喜びを保持できるのも、実は神のお蔭なのに、わが身の終わ？を思うことができ

なくなるのだと、この世のすべてが神の支配の下にあることを、Hrothg肛は一神教信者（monothei；t〕らしく

強調する。続けて1735乱一42乱行で、繁栄と安寧と平和のうちに身を置き・ao阯皿e囲1woro』d／w己ηded㎝w〃帥

「全世界が彼の∫意のままに動く」と慢心していると、最悪の「傲慢」o危柳紬が生じ増大すると、この説教

の眼目である「傲慢」が登・場する。ヨ

　次の1741出一47b行で、傲11曼が人の心に生じるさまを、教父たちが用いた比瞼を援用して述べる。慢心した人

の良心が眠っている問に心臓めがけて悪魔が傲慢・の突を射てくるので防げない、というのであ乱次の174君a－

57bでは、傲1曼に取り付かれた王はどうなるか、・やや理屈っぽくHe祀mod現象を繰り返Lて述べ㍍臣下と

の絆など取るに足らなく思え、宝物を与えなくなり、王の権能は神が賜った栄誉なのに・それを忘れて死に

．至り、宝を分配する別の王に取って代わられる、とここでも話るのである。・この説教における飲慢？意味は、

慢心した王子や王が互恵制度の共同体のルールを一方的に破って臣下にそむかれ、追放の身で哀れな最期を

迎ええ原因と解釈でき、ゲルマン社会の現実に引っ掛けた明快な主題にはなってい乱

　Hrothg肌は1758早一62割行で、再度Beow1fに呼びかけて、・傲11曼など心に懐かぬようにと警告するが、このよ

うな傲11曼はB巴owu1fが抱く可能牲のない感情であると思われる以上、意地の悪い説教のための説教とはなら

ないだろうか。Hrothg肝はI759b－60且で臨r創冊（I760旦〕「永遠のご利益」’を選ぶようにBeow1fに忠告する。

この句は議論の多いところで、キリスト教的意味に解すれば「死後の魂の救済」（et芭m刮1呂且1v帥・i㎝・そのための

敬神一善行など〕であり、．非キ1」スト教的意味では「死後に残す名声」（そのための武功・善政など）になる

と思われる。詩人は両義一1生を意図し、Hmthg且rはキリスト教的意味で用へBeowulfは非キリスト教的意昧で

受け取るように按配したのだと思われ乱しかしいずれにしろここは・反Heremod的な立派な倫理的生き方

を勧告したのであろう。

　次の1762b－6呂b行では、人の命を予告なく奪う君つの動因（刮g㎝t昌）をA　oτB　oTC．．．・と列挙した構文を用い

て「死を忘れるな」（m巳mento　mori）と述べているが、これは散文の説教集（homi1ie呂）でよく見られる常套

句であると言われてい乱しかし・人に死をもたらすものについては・古今卒西同じような発想があるわけで・

ゲルマンではそれを一種の宗教観念と言ってもいい無常観（f舳1i彗m）にまで高めたのであり・キ・リスト教で

は神に救いを求める理由にし・たのだろうと思われ乱詩人はキリスト教文学や神学の知識に関心を持ってい

たと思われるが・それ幸引瞼の形でHrothg且rの説教に集中的に適用し・Hrothg肛の・説教者にふさわしい教

訓癖のある聖職者的性格付けに禾1」用し．たのだと考えられ糺次にHroth0町は自分の運命を語孔

　1769且．7呂a行ではGエendelの襲来による自分の運命の逆転を語るが、ここでもまた50隼間、国を治め無敵を

誇ったと自己賛美・自己肯定の前置きで始まるのである。この運命の逆転を感情表現の常套句でgym記fter

gom㎝巴（1η5刮）「喜びの後に悲し牛」が訪れたと述べているが・ここで重要な？は・Hrothg且rに自分も傲11曼

の罪を犯していたという自責の念が見られるかどうかである。研究者の中でもキリスト教的解釈に重点を置

　く人たち、Brodeur，Go／d昌mhh・らは見られると言っているが・筆者にはまったくそうは感じられない。自分．

の過去を誇り・それ故に招いたかも知れない運命の逆転の原因（黄金の館He？rotを建て怪物Grendel．親手の

来襲を受けたのは自分の傲慢のせいであった〕には触れず、心に鎧をかたくなにまとっている。この態度は

後年Beowulfが火龍に宮殿を焼き払われたときに・何か罪悪感を覚えるイノセントな彼の姿勢晶とは対照的で

ある。しかもHrolhg且rは次のI77冨b一呂Ib行では、Grendelの首級を眺めることができたことを補に感謝しよう
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と締めくくり、この後17君2副一84bで彼を祝宴に誘い、明日の宝物の授受を約束して説教を終える。神への感謝’

も結構だが、これはよく見られる、人のお蔭を藷らず、何事も神様仏様のお蔭と祈りを唱える信者に余りに

も似ていまいか。

　この国王の威信を第一に考えるHroth明rは、Beowulfに国を救ってくれて有難うと素直に言えなかったの

である。これによって筆者のように反感を懐く者も出て来るし、知恵に長けた立派な王だと尊敬する人も出

てくることになる。このように王が王子に、父親が息子に行う形をとった説教は8世紀中ごろの宗教家

Alcuinも用いているとW．C．Bolton・は指摘している’が、内容的には共通点は少ない。また、王子教育、帝王

学あるいは処世言11といった実用的な目的を持ったものでもない。LかしこのHrolhg酊の説教は、実際に父の

Hroth目趾が子の埠E0wulfに垂れた・阿㎝舳．1舵エm㎝であると主張する非常にナイーヴなH餉呈en咀の論文の存在

を知って驚かざるを得なかった。

結論

　勇気を持って強敵に立ち向かい、これを倒すという偉業を成し遂げ、名声を勝ち取った若き英雄に対し、

何とか国王の威厳を保ちたいと老猜な知恵で対抗する老三Eとの確執という目に見えないドラマを見てきた筆

者には、この説教がその確執のクライマックスになるのである。このように解釈することによって最初覚え

た唐突感と違和感の原因が自分なりに分かった気がする。この説教はHmlh卿にとって起死回生を図る車要

なポイントになっており、この説教と、その後に豪華な贈物で報いたことにより、国王の威厳は無事保たれ

たのであ孕・だからこそ・この後は気を緩めた彼はBeowu1fを抱き別れのキスをする好々爺になれたという

ことである。説教とは未来についての教訓を含むものであり、Hrothg且rの説教を第2部で国王になった

B已owu甘の生き方と関連（あまりないとの推測だが、それがあるかないかも含めて）付けるのが当然であるが、

その間題は別の機会に論じたい。以上・Hmthg趾の説教をこのように誘むことによって・道の真ん中に置か

れ通行を妨げていた巨石をどかせないまでも、少し脇へ押しやって通れるようになったのではと感じているが、

どうだろうカ㌔

資料・Hrothgar’s　Sermon（ll．r700－1，784）の対訳

1700“b盟t，1高．m鋤・・伽n，盲巨仁e宮5己o・d・jht

　　fremed0H　fo／ce，feor　e目1白emon、

　　朗1d…ael－We帥d、峰t己巴；eO－／W晶祀

　　ζ己bo肥nb巴ter且！B］晶d　i彗互r曇red

　　d巴ond　wid－weO且呂，wine　mτn　B巨owulf，．

I705凸Tn　ofer　p…od刮白巴hwy16e－E刮1閃hit

　　　　鋤yldumhe且1d己呂t，

　　m鋤㎝midm己de∬nWrm－Iり…；‘e昌1

　　　　mτne白e1晶呂t日n

　　fr…od巴，昌w百wit　fur芭um畠pT曇oon－D一；亡朗1t

　　　　t石fr石f祀附orp且n

　　e刮11且ng－twid了白1冒odum呵mm，

　　h龍1己己um　tδhelp巳N巳w巳肛凸He祀m5d宮w互

1710eafommE6自we1帥，Ar－S6yIdingum．’

　　Ne色ew…ox　h…him　t己wi11刮n、且c　t5w配1－fE且11e

　　ond　t石d壱刮a－ow且1um　Deni細1…odum；．

　　br…且t　bolgen－m5d　b…od一白en亘前且呂、

　　朋x1－O巳呂傲11刮n，o帥田th壱査mhwe肛f，．

17I5m晶r己p…oden，mon－dr…刮munl　from，

1700『真に、こう言いうるのだ、誠と正義とを

　　国民の問で行ない、過去をすべて記憶する者、

　　年取った国の守護者（H〕は、この貴人こそ

　　誰よりも生まれ良き人である1名声は確立した

　　遠くの地域まで、わが友べ一オウルフよ、

1705君の名声はすべての民族の上に。君はそれをすべて

　　　　　　　しかと御しておる、

　　腕力を心の知恵をもって。有しは君にわしの友情を

　　　　　　　果たさねばならぬ、

　　我ら二人が少し前に話し合ったように。君は慰めと

　　　　　　　なろう、

　　長き聞に渡り、君の国民の

　　武士たちの助けとな。　ヘレモードは違った、

1710エッジウェラの子ら、「誉れの」シュルデインガスにとっては。

　　彼は長じて彼らの喜びとはならず、殺害と

　　無残な死をもたらした、．デネの国民にとって。

　　彼は怒りに任せて殺害した、食卓め仲間らを、

　　肩触れ合う友達を、ついに彼はた．だ独り去った、

1715名高き王は、人の世め喜びから、
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　　捉刮h　pehin已mihti白God　m記ζene呈wynnun1，

　　冊fφ・m昌t…Pt・、of…且11巴㎜・一

　　for己白efエemede．Hw記眸肥him　on　fer巾dgr壱ow

　　l〕王…o；t－hordb1石d－r喜ow；n且11刮；b…且g冊白囲f

1720Denum鴉fterd石me．Dr；刮m－1喜朋白El〕百d，

　　一記t　h壱p肥畠白eWinnE呂　WeOrC頂r石W旦d巳，

　　］…od＿be且1o　lonO；um－　DO　p巨1寵r　be盲on，

　　gum－oy；tとon白iu　正pi；色id　be扉

　　壷w鵬c　wi叫um　fr5d．Wundo－i昌t己；納且㎜e，

1725hO　mihti自God　m且nm〔ynn巳

　　頂urh；τdne呂己f呂n岬t甘ubrytt刮己，

　　閉rd　ond　eorl一；亡ipe：h…百h　e呂1閉自ewe刮1d．

　　H　wT　lu　m　h…o　n　l　u　f刮n　　1曇te己　hwo　r　f且n

　　mo㎜e彗m石d－Oφon［m轟mnoyme昌1

17ヨO；ele凸him　on昂1e　eo巾m　wynne

　　15he刮／d纈nneh1…o－burhwe閉；

　　自巴d硫him；w互白ewe刮1dene　worolde　d曇1且菖，

　　言τd巴・T6・，庫th…’hi∬・lf纈n・m鈎

　　for阯昌un宮nyt1rum㎝d巳鋤已n6em．

1735Wun且a　h…on　wi；喧，nδhin巴wiht　dw巴1Ea，

　　　高dl・喜y1db，・…himi・wit珊・h

　　㎝舵f且n菖wE0r㏄凸、n…白e昌且ou石hw亀r

　　曲一h・柁…owe凸，刮obim・刮1wo・o1d

　　wende芭on　wil1且h．H…巾捌wy鵬ne〔on■

　　　　　　　　　　、XXV．

1740o己仁配t　him　on　innm　ofer－hy竈d且d免1

　　　we刮xe［a］ond　wrτd百お，bonnE昔e　we肌d；wefe菖，

　　　；百wele　hyrd巴；bia昌…昌1曇p　t石f記呈t，

　　　bi；白um白ebunden；　bon刮；wT君E　n…目h，

　　　帥eoff1百・一bo9田・fソ祀・um；6…ot・a・

1745P㎝冊bi凸g・h・φ陀・・d舳巳㎞d祀岬

　　　bile士m…tr曇1e　－himl〕eb已org且n　n巴con－

　　　w石m　w■ndor－bebodum　werg呂ng互畠te；；

　　　pinとe昔11im　t石1ラtel，p鴉th…1丑ng巴h壱o1d；

　　白畑ag・om－hずdi有、m1lと畠o・白ylp昌・1己凸

1750f副tt1阜bE旦g旦呂，o・dh壱’b互fo・晦呂亡e日ft

　　缶工白ytea　ond　bT飯m曲庫頂e　him壷God舵宜旧e，

　　w／d祀昌W且1dend，w巴or己一mynd且d星1．

　　Hit　on　ende一昌鵬f　eftξelimped，

　　1］配t呂e1丁亡一hom且　1免ne　O巳dr…o昌ed，

1755f副e白efe且11巴凸；f…h凸石陣t石，

　　帥・㎜mumli6・m百dm・d晶1φ，

　　eor1e昌晶r一白e；tr…on，e白e；固nneOずme己、

　　もっとも全能の神が彼を　御力の喜びもて、

　　盛んに持ち上げ給い、すぺての人の上に

　　押L上げ給うたのだが。　だが彼の心に生じた

　　血に飢えたる胸の思いが；宝環を与えなかった、

1720誉れを求めるデネの人たちに。　喜びなく過ごし、

　　そのため彼は（家臣団との〕争いの　難儀をなめた、

　　長い大苦痛包　　君はこのことから已を教育し、

　　男の美徳を学ぶがよい1わしはこの物語を君のため

　　齢重ねた知恵者として語ったのだ。　語るも驚異なるは、

1725いかに全能なる神が　人類に

　　偉大なる御心から　知恵を授けておられるかだ、

　　住む土地と身分と共に：神はすべてに支配権を持ち給う。

　　時々神は懐かしき故郷に　向けさせ給う

　　人の心の思いを　誉れある一族の；

1730故郷で彼に与え給う　地上の喜びを

　　保持すべき、つまり人々．の城市を；

　　（神は）彼に従わせるので、世界の一部を、

　　広い王国を、・彼はわが身の終焉を思うことが、

　　自分の（知恵なき）愚行のために　できなくなる

1735彼自身は繁栄の中に安住し、何も彼を妨げない、

　　病も老齢も。　また邪悪な思いが

　　彼の心の申に暗くつのらず、またいずこにても敵意が

　　刃の憎しみを表すことなく、全世界が彼の

　　意のままに動く。　彼はより悪しきことを知らず一

　　　　　　　　　　　XXV

1740ついには彼の心の中に　大いなる傲慢が

　　成長して繁茂する、番人が眠っている間に、

　　魂の守護者が：　その眠りは余りに深い、

　　雑念に縛られて；殺人者がすぐ近くにいる、

　　弓矢を悪意もて　射る者が。

1745やがて兜の下の　心臓めがけて射られる、

　　鋭い矢によって　一彼は己を守る術を知らず一

　　邪悪な怪しい唆しによって　呪われた妖魔の；

　　彼には取るに足らなく思える　彼が余りに長く保持

　　　　　　　Lてきたものが；

　　　貧欲にして怒りっほく．騎り高ぶり与えない

1づ50金箔の宝環を：　そして彼は未来の運命を

　　　忘れて無槻する、神が彼に給うていたが故に、

　　　栄光の「支配者」が、栄誉の分け前を。

　　　最後に　また起こるのだ。

　　　肉体が　はかなく衰え、

1755死すべき者が倒れ名ことが；次の者が彼の後を襲う、

　　　その者は惜しまず宝物を分配し、

　　　貴人の伝来の富を、　（分配など）恐れぬ者は。
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　　B巳beorh　p…done　b巴且］o－n了凸，B…owulf1亘of囲，

　　；蛸b巴帖帖，ondp…庫t呂…1祀自eE；o菖，

1760…亡巳・晶d且呂；of・r－hテd且・巳砺皿

　　m曇re㏄mp且！NOiψn巴彗maヨ自n巴畠b1曇d

　　亘ne　hw了1巳；已ft；石n且bi凸

　　b記t　b巴6五dl　o舳e　e的　囲foP巴彗白巴tw曇fe己，

　　○舳efテr己呂fEng　o舳ef15de呂wylm

1765閉岬ipem…と・呂欄・g百r・彗fliりt

　　○舳e肌oly1Oo；oa凸e…且gembe肌htm

　　for；ite凸ond　for；worced；畠巴mninOa　l〕i凸

　　仁捌凸eE，dry111－9um吐　d…日凸ofer一昌預e己一

　　　Sw亘io　Hrin目一Dem　hmd’mi；盲…r且

1770w…o1d　undEr　wo1o皿um　bnd　hi自wi白e　be1喜刮c，

　　mmi釦m　m曇Φ且白己ond　by雪n巴midd且n一自e町d，

　　記；6umo・d蛸・m，陣ti6m；曇・i釦e

　　und巴r；we白1E畠begong　自己；百o刮n　ne　te刮1de－

　　Hw盟t，m…盲寵呈on巨ple　Edw巴nd［巳］n　owδm，

1775gyrn記fler　gomehe，舵op舶n　G肥nd巴1weara，

　　eald一白eWinm，in自en細mτn；

　　正庫・・呂石㎝・菖inO互1巳宮W龍臼

　　m石d－cb且re　mide。晦昌昌i白Metode　p且no，

　　記閉nDryhtne，P龍呂ae辻on且1dredeb互d，

17呂O陣tiと㎝p㎝eh且fe1罰nh巴om－dr…ori白n已

　　of巴r巴且1d白ewin　冒且gum昌t町i自e！

　　G壷n山石；etlE，；ymbe1－wynnedr冒oh，

　　w嚥e－weo巾d；㎜c呈亡e纈1womfe1且

　　m萌m且自己m寵n閉，盲il〕舶πmorgEn　bi己．’I

　　自らをその邪悪から守るがよい、親愛なるべ一オウルフよ、

　　いと優れたる者よ、そしてあのより良きものを選ぶがよい、

17石O永遼のご利益を：傲慢など心に懐かぬように、

　　名高き勇士よ！君の力の評判は今

　　一時である：　またすぐに起こるだろう、

　　君から病か刃が　力を奪うことが、

　　或いは火の手が　或いは洪水の渦が

1765或いは剣の攻撃が　或いは槍の飛翔が

　　或いは恐ろしい老齢が；はたまた目の明るさが

　　失われ暗くなる：　遠からず起こること

　　君に・勇士よ・死が打ち勝つことが。

　　　こうしてわしは「鎖鎧の」デネを　50年間

1770天の下で支配してきた　そして彼らを戦で寺った、

　　幾多の民族から　この中津国中の、

　　とねりこの槍と剣で、それ故わしは何人も

　　広い空の下で　敵には数えなかった。

　　見よ、それ故我が祖国に　逆転が訪れた、

1775喜びの後に悲しみが、グレンデルが、

　　古き敵が、我が侵入者となってからは：

　　わしはこの訪れのために　絶えず陵いた、

　　大いなる心の悲しみを。　神に感謝を捧げよう、

　　永遠の主に、いやしくもできたことに対し、

17呂oわしがこの首級を　血に染まった、

　　長き争いの後に　我が眼で眺めることが！

　　さあ席に着かれよ、楽しい宴を楽しまれよ、

　　戦に秀でた人よ；　我ら二人のためにあまたの・

　　宝を分かち合うことにしよう、明日が来たら』

註

　　L　H刮mi1ton，M．P．1“TheReligiou；Principle　inBeowulf’’，PMLA，LXI（June1946〕，309－31，

K刮；ke，R．E。“S即j巳耐伯e－Forliudo目呂the　ConTro11i皿g　Theme　ofBeo沁1戸、S－u出閉加P舳o』g眺LV（July　I95宮〕、423－

57，

Go1d；mith，M町g趾et　E，’℃hri；ti互n　Pef呂pe〔tiv巳in　Beow阯fI！，Brodeur昆鮒chr批（1963〕，71－90、

　　　　　　　　　，＾Hrothg肛’；Admonition　lo　Beowu1f’’．Ch．6of　The　Mod巴召nd　Me朋加g　ofBeowu』f（Atblon巴P．，

1970），183－209，

　Gold昌mith（1970，p．46）によれば、まず説教のきっかけになった洪水で滅ぼされた巨人（N巴phi1im〕につい

ては「創世記」（G巴nE菖i畠）6章4－7節で記述されているが、「知恵の書」（Wi彗dom）にも「高慢な巨人たちが滅

ぼされた時」’（cum岬i舳呂u岬bi　gig且皿1e；）と述べられており、St　G祀go螂はMo用1魚PL76，24fで巨人を飲慢

の罪により地獄落ちしたものたちあシンボルとみなしているという。

　さらにGold；mith（1070，p．蝸7）はこの説教で、「知恵」は神が人問に授けたもの（i726－5〕であり、Beow」lf

は皿jd皿ode∬酬正川皿（1706a）「心の分別（知恵〕で」力を御しているが、神を忘れた人間は「彼の知恵なき

心のために」伽肱u皿帥〃川㎜（1734刮）この世の終焉を想うことができなくなる、と述べられていることにつ

いて・St　Augu呂tjneの「現世のもの．に執着する者は傲慢と貧欲に支配され・理性によって支配される者は永遠

の善［捷コ（1跳舵t。十m）なるものに心を向ける」（D。肋己。o肛bj甘jo（0n正止。F祀。C乃ojo巴of閉〃），CSNL74．叩、
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among pagans. So are the shortness and uncertainty of human life (1753 ff.) " ~ John Halverson. "~eowulf and 
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傲1曼は悪魔の策略であり、心が「悪魔の弓矢で」（f言㎝d齪川細伽m，27且〕射られたり、「飛び矢の雨に打たれ

る」蜘仙m5ピ巨o旭ρ，ヨ5且〕結果であるとメタファーが用いられる。傲慢な心は決して満ち足りたものではなく、

不満と嫉妬にさいなまれる。H邑祀mdも貧欲にとらわれたように、傲慢の結果、負（マイナス）の感情に襲

われるのは悪魔の策略によるのである。

　月hγm’nOMe帽eにおける「傲慢」

　宮殿で良き臣下に贈物をし、彼らにかしずかれ、何ひとつ不自由せずこの世の喜びを享受している王の独

白が語られる（1－40Lその王の心に突然怒りが生じ貧欲が頭をもたげ・悩みにさいなまれる（4一一亨4Lそん

な風にこの世では王者は力と幸福を失い倒柞る（55－58）。その結果、世は乱れ民は滅びる（59－69）。次にまた’

一人称に帰り・自らの墓を想像する（70－79a〕が、一転、神の慈悲にすがる恩いになり、永遠の喜びを得よう

とする（79b一呂7〕’。この作晶では「傲慢」という・用語は用いられてはいないが、幸福な王がその絶頂期に罪の

心に犯されるパターンはSem㎝などと同じである。

　　4、この句は議論の多いところだが、キリスト教的解釈（Go／d；m廿h（1970）など）を採るかゲルマン的世

俗的解釈（Ch町1e呂Don刮hue，‘Beowulf邑nd　Chrj；tj且n　T閉di寸i㎝＝A　R㏄on呂id巳閉j㎝fro叩刮Cel1i巳St且no已’，n固d丘jo

21（1％5），55－l16など）を採るかで意味が違ってくる。前者の場合は、「神の法（十戒など〕を遵守して永遠

の救いを願う」ことになり、後者の場合は、「死後（永遠）に残す名声を選ぶ」ことになる。同句が古英語キ

リスト教詩のD珊j巴130bとE畑du5516bにも用いられているが、前者の意味である。

　しか←こ．の説教ではそう単純にキリスト教的意味か世俗的意味かではなく、「永久不変に勧められる」と信

じられている「生き方」といった倫理的なものである。エピソードに出てくるH且maについても同句が用いら

れている（1201b）が、H且m且の場合はこれほど文脈がな．いのではっきりせず、漠然と「立派な生き方をした」

といった、やはり倫理的な意味であろう。

　　5・A・G・Bmd巴・・Th己A伽f脇wlf・（P・μ且／i冊・・i刮P・・1959〕，叩・20冨一15且・dGd岬th（1963），P・呂3；

（1970），P，207．

　BrodeurもGold；』ilhも、Hrothg肝のS叩巴rbj宜とん畠洲目の警告はAugu；tinEとG肥goryに依拠したもので、

HrothO町自身Heorotを建てて、傲一1曼の罪を犯したか犯しそうになったために、Grende1の来襲に遭ったと反省

或いは意識していると述べている。とすればHrothO肛は自戒を込めてBeowulfに警告していることになるが、

原文からはそれは感得．できない。

　　6．w…nde冒e　wi珊，庫t　hE　We且1d巴nd已　　　　　　　　賢者（B）は思った、　自分が「支配者」を

　　　’ofer芭alderiht　E紬11Dr州nE　　　　　　　　古い提に反して、永遠なる主を、

　　　bitr巴白ebu1ge；br…o呈ti㎜日nw壱o1l　　　　　　　ひどく怒らせたのだと；　胸申は沸き立った

　　　p…O副rum姉On㎝m，；W豆himO蛎WeneW田；、　　　暗い思いで；　こんなことは彼の常ではなかった二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2329＿32）

　　7．W．C．Bol［on一ん㎝加月ηdBeowu庇A皿E助冊一㏄ηmηVjew（Rutg己冊u　P一．1978），pp．128一ヨ4，

Bo／t㎝によれば・Beowulfの成立とほほ同時代（冨世紀中ごろ）の学僧Al㎝inはその書簡で、養子の王子に説

教を垂れる形でいくつかの説教を残しているが、その一つでHrothg趾のような王に、Remember　Heremodと

言うのと同じように・Rememb巳rRobo刮m（Rehobom，レハブアム）と言わせているという。レハプアムは丁列

王記上』・12章1－24節一4章21－31節に言及されているユダの王で、長老の意見を聞かず国を分裂させた悪王

として知られている。Bo1tonはそρ・ほかにいくつか’Hroth筥肝’昌Ser市on’とパラレルな聖書釈義の例を挙げて

いるが、そのうち妥当だと恩われるものはB己owu1f1724－57＝E㏄le呂．611－2のみである。

　　罧。E1囲ine　Tut11亨H百n；en。．‘’Hrothg酊．苫‘Sermon1j皿Beow」』f肥p肛巴nt刮1wi呂dom’’，A皿glo－S脳o日Eηg1即d，lO・

（19呂2），53二67．
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A Critical Evaluation of the Use of Photo Namecards 

as Teaching Aids in CEP. 

Brian Gregory Dunne* 

Abstract 

The Communicative English Prograrn (CEP) at Niigata University of Intemational and Information Studies 

(NUlS) was founded upon principles emphasising the need for high levels of active student participation and the 

importance of a positive language-learning environment. This paper reports on the degree to which the use of 

student photo namecards as teaching aids, meets these needs and principles. Integral to this report is the 

quantitative data obtained from questionn~lires completed by 103 freshman CEP students. The data confinus a 

significant number of students prefer not to have their photographs displayed oh the cards but perhaps this is not 

sufficiently signlficant to outweigh the students' desire for their CEP instructors to learn and remember their 

names, nor outweigh other positive aspects associated with using the cards to organise classroom activities. 

1 . Introduction 

1 1 OutCOmes and the Impdrtance of Student Motivation 

The English language oourses of Japanese universities and colleges vary greatly in their objectives, principles, 

methodologies and･ outcomes With referen~e to 'outcomes', it should be remembered that this term noi only 
refers to the ultimate level of achievement attained by the students enrolled in each course but additionally, it 

encompasses a range of smaller, intermittent outcomes which contribute to these ultimate achievements and 

levels of competence and / or proficiency attained by the students. Suoh contributing outcomes are not 

necessarily manifested at th~ completion of a course. They may materialise during or at the completion of any 

stage of a course, be it a class or an activity within a class They nlight assume the form of a ~tate of mind, a 

realisation, an awareness or an internalization of language manifested outside of the classroom. They may t)ccur 

in the minds of language teachers as much as they might occur in the minds of students The important thing to 

bc aware of is that outcomes are reflective of i) the degree to which a language course achieves its obJectives 

and ii) the degree of learning that takes place during that course 

Relationships between learning outcomes and motivation have been well documented in TESOL related 

literature For a detailed overview, refer to Gardner (1985) For a more localised insight into motivational issues 

pertaining to Japanese students of English, refer to lrie (2003). Succinbtly, debate continues as to whether 

Japanese students ~le better served by being intrinsically motivated or instruinentally motivated. Irrespective, in 

the presence or absence of either, it is indisputable that the likelihood of successful learning and the creation of a 

positive learning environment are increased by the presence Of causative and resultative motivation. Ellis 

(1994:36) Effectively, this means that motivation and success are linked in a ~eciprocal or cyclic relationship 

Consequently, it has become commonplace for EFL teachers in the classrooms of Japanese universities and 

colleges to implement methodologies which enhance the development of classroom learning environments 

concomitant with positive leamihg experiences Learner centred classes are becoming increasingly encouraged 

with an emphasis on high levels qf student participation on tasks and Other learning activities In order to 

contribute to the maintenance of this status quo in the Communicative English Program (CEP) classroom at 

Niigata Upiversity of International and Information Studies (NUlS) and in turn, continue to turn the wheel of 

causative / resultative motivation, student namecards were introduced as a classroam teaching aid in 2000. 

Subsequently, student photographs have been displayed on these. namecards sinc~ the start of the 2005 academic 

BnanGregory Dunne [i~~~ft~~}] 
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year. This paper reports on the ways these photo namecards have been used in the CEP classroom as well as the 

reactions to their use from CEP instructors and CEP students. It concludes by reporting the findings of a 

quantitative analysis of the responses from 103 student responses to an 8-item questionnaire addressing issues 

regarding the changing of conversation partners during class, the importance of CEP instructors remembering 

students' names and the use of the cards themselves 

2. Outlining the O~P Program 

2.1 The logistics ofthe OEP ciassroom 

It goes without saying that the classroom logistics of each course differ markedly from institution to institution, 

thus significantly contributing to define each respective course. Such logistical differences are perhaps just as 

significant in the defming of courses, as are the program's goals, principles, methodologies and the students and 

instructors operating within them. The logistical diversity of classrooms from institution to institution is vast, 

indeed Often these logistics reflect the importance attributed to English education within an institution, the 

history and traditions of the institution and the fmancial status under which the institution is operating. 

Whereas the traditions and founding principles of some universities decree that English education assuhl~ a 

prominent focus within their educational prospectus, other universities subvert its importance, demoting it to 

merely existing as a program listed on their charter. In such instances, the existence of courses bearing the wotd 

'English' in their titles would seem merely construed to satisfy the board of education and the parents of potential 

students that the institution does, Iike every other institution in Japan, have an English program. simply put, 

most potential students and their parents are poorly informed regarding what constitutes a high quality English 

program at tertiary education level. It is common knowledge that the overall reputation of universities in Japan 

are most often gauged in accordance with their history rather than their innovation or attendance to current 

pedagogical principles, and so well planned English programs often become some of the best kept secrets in the 

system of Japanese tertiary education. The significance of this contradiction is that it often becomes extremely 

diffilcult for the teacher to implement good methodology in English classes that have inherited inappropriately 

designed or assigned classrooms. Moreover, the task becomes even more challenging when little or no thought 

has been given to the level of student proficiency prior to the placement of students in classes. When recently 

given a speaking and listening class in a national university. I was assigned a 200-seat lecture theatre with row 

upon row of immovable seating, despite the class comprising 25 students, who were of markedly different levels 

of English proficiency. Again, within this decade, I was also required to teach an introductory English course to 

a class of 140 students at an Engineering university in the Hokuriku region. On each occasion, the room 

assignment was non-negotiable and cases of 'do the best you can under the circumstances' prevailed 

Conversely. CEP enJoys the privileges associate4 with using classrooms that reflect anticipation of the real 

needs of speaking and listening classes. Class size is restricted to 24 students with the average class size being 

around 22. The well-illuminated, carpeted rooms are equipped with a TV / video combo, a CD player and large 

chalkboard on each of two walls. Most importantly, other than the chalkboards, no inunovable furniture exists, 

enhancing the potential for student and instructor movement within the classroom. Accordingly, constraint upon 

leaming activities such as role-play or demonstrative modelling of tasks is minimal. Additionally, it is possible 

for the instructor to somewhat swiftly redesignate the membership of small groups, thus maximising the number 

of interlocutors each student will interact with during each class. Sinee CEP Speaking & Listening classes have 

duration of just 45 minutes, these logistical issues assume increased levels of importance 

In the freshman CEP prograrn, students are placed in one of six speaking & Iistening classes in accordance with 

their results on the CEP placement test. Consequently, there is little disparity in proficiency, between 

conversation partners on speaking activities. 
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2.2 The objectives of the CEP program 

In order to understand the rationale underpirlning the use of photo namecards in the CEP classroom, and how 

they might oontribute to the enhancement of active participation and the development of a positive learning 

environment, it is firstly necessary to appreciate the mission statement and goals upon which CEP was founded. 

These goals were created after a consensus was reached among major stakeholders at NUIS 

The unabridged CEP mission statement and goals are as follows; 

Mission Statement 

CEP is a r~liable and valid program of International English that respects Japanese and regional cultural 

values while contributing to the educational betterment of students and the professional development of 

instructors at NUlS. 

Goals 

1. Lan a e Instruction in CEP Concentrates on International En lish 

I Objective: CEP concentrates on teaching International English. International English is roughly 

defined as English which is free from the cultural and linguistic influence of any one particular 

cowatry, and which could be used to successfully communicate with other educated native or non-

native speakers of English in any country of the world. Teaching International English will entail 

encour(1ging students to communicate as Japanese speakers of English on issues that are of interest to 

them. International English welcomes Japanese students to take ownership of the English lang~age as 

their vehicle for international expression. 

2 The Peda o of CEP Motivates a anese Students 

I Objective: The peda~ogy of CEP motivates Japanese students to actively seek out opportunities to 

communicate confidently with non-Japanese. CEP instruction strives to re-motivate stndents who 

associate English with unpleasant classroom or testing experiences in Junior and Senior High School 

Strategies and techniques are sought which will .foster a positive classroom atmosphere. Methods 

aimed at helping students gain self conftdence are emphasized. 

3. CEP is Based on Valid and Reliable Lan a e Teachin Practices 

I Objective: Although considerable time in the beginning of the course may be investing in training 

learners basic academic skills, (e,g, study skills such as regular attendance, active classroom 

participation, asking questions in class and completing homework assignments on time), C~P is based 

on sound language teaching practices aimed at raising the overall language ability of the learners 

It is vital that students show clear evidence o ro ression b the end o the acadendc ear. 

4. CEP Fosters a Health Environment for Learnin and Develo ment 

I Objective: CEP provides an environment where students and instructors receive resources for 

development and self improvement. Opportunities for additional lal,guage learning, as well as fun 

activities to strengthen the class dynamics are encouragedfor students. CEP Instructors will be given 
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adequate time for research and rest in order to avoid sfagnation on one end and burnout on the other. 

5. CEP U holds Clear and Fair Standards 

I Objective: CEP is al~ orderly program that upholds clear academic standards. It is designed to bi 

easily administrated and staffed by instructors }vho may change every few years. Fair and achievable 

academic standards are decided by the Depart7neni of Information Culture for the learners. Special 

e,rceptions to these standards will be considered as extraordinary 

Source: The CEP Training Manual, version 5 (2006) 

When attempting to visualise how CEP instructors n]ight use photo namecards in the CEP speaking and 

listening classroom the first objective of CEP is also the frrst that we need to note. Essentially, the first obJective 

recognises that every student has thoughts worthy of expressingL These thoughts pertain directly to each 

student's interests and/or identity as a young Japanese adult in the small north-western coastal city of Niigata. As 

most EFL teachers and students know, having something to express does not necessarily equate to having the 

opportunity to express it. The second objective of CEP addresses the issue of the student's desire or willingness 

to express their thought once that opportunity has been realised. In this regard, it is hypothesised that whenever 

strategies and techniques are found to foster student motivation and participation, the pleasure associated with 

successfully imparting a thought through words will act as a catalyst> stimulating further participation and 

communication by the student. In similar accordance with the principle of causative and resultative motivation, 

refer HerrDaun (1980) and Berwick & Ross (1989), the fourth objective of CEP, contends that whenever students 

are converting their thoughts to expressions within English conversation with their peers it can equate to the 

same degree of fun as conversing on their interests in their native language. Furthermore, it encourages each 

student to build upon their numbcr of friendships and acquaintances by extending the range of classmates to 

whom they express their thoughts. The fourth objective of CEP contends that the greater the number of 

conversation partners, the better the dynamics of the classroom 

The fifth objective of CEP notes the need for an orderly program that upholds fair standards. The orientation of 

'fair' in this instance pertains to "academic standards" or, in other words, the degree of challenge appropriate to 

the students' Ievels. It might also be appropriate to interpret it to mean that each student is provided equal, non-

arbitrary or "fair" opportunity to practise his or her communicative skills. 

3. CEP StUdent PhotO Namecards 

3 1 Oonstruction of the CEP student Photo Namecards 

Since its inception, the CEP coordinator and both instructors df freshman CEP have utilised an index of on-1ine 

student photographs An individual passport-style photograph of each student is sorted into the respective folder 

for his or her class Viewing of these on-line photo files remains exclusive to the aforementioned three-teacher 

CEP team. Additionally, the student photographs for each class are then printed on an A4-sized sheet of 

photographic paper, which is then stored in the teachers' folder for that class Again, access to these photographs 

is exclusive to CEP teachers. The main purpose of these indexes has always been to assist the teachers to 

become able to identify students by name. The on-line file is created using Macrornedia Dreamweaver and 

Macromedia Fireworks software, 

The photographs are shot early in the first week of each semester, Usually, but not always, the students receive 

advanced notice of this procedure, 
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As previously stated, since 2005, these student photographs have served ihe additional purpose of enabling the 

construction of student photo namecards. The cards can be created by loading the on-line photographs into either 

a Microsoft Word file dr a Microsoft Publisher file. Each card is single-sided and measures about 92 millimetres 

in width and 56 mfflimetres in height. The face side contains the student's name, numbcr and photograph. The 

colour photograph measures about 45 millimetres in width and 35 millimetres in height. Prior to 2005, the cards 

contained no more than the student's name. 

3~2 Rationale behind the use of Photo Namecards 

The overarching rationale behind CEP instructors creating and using student photo namecards in CEP speaking 

and listenirrg classes is to assist in fostering a community-based learning atmosphere in the classroom. In this 

instance, a community-based leaming atmosphere refers to classroom dynamics characterised by siudents who 

have become quite familiar with most of their classmates, become accustomed to working with them and 

learning through exchanging information with them Additionally, it is characterised by similarly positive 

teacher / student relationships 

By specifically addressing the CEP objectives referred to above, it is intended for these cards to enable CEP 

instructors to; 

i) more efficiently temember students' names and associate these names with the c. orrect faces 

ii) select small group rnembership for conversation tasks, in a truly random manner 

iii) efficiently redesignate small group membership, in a truly random manner, several times during each class 

in order to maximise the number of interlocutors each student communicates with during that class 

iv) allow a face-saving avenue for students who do not get along so well with the students in their group. 

Essentially, CEP students are creatures of habit. Accordingly, at the outset of each class they infrequently 

gravitate to the same seat that they self-selected on the first day of class. Whenever that seat proves over 

time to be within a group of students that they fail to bond well with, the potential for the traumatic 

experience of being unpopular among those students day after day, class after class bccomes high 

v) select small group membership for each tri-weekly speaking test, in a truly random mauner 

vi) select respondents to questions pitched to the class as a whole, in a truly raridom manner, whenever there is 

an absence of volunteers willing to raise their hands and answer such questions 

vii) counter any tendency for student reticence by merely havin~ an instrument by which any student could be 

called upon at any time to respond to a question pitched to the class as a whole 

viii) in instances vi) and vii), speed up the class by reducing the delay caused by segue ways associated with 

shyness and/or politeness related student tendencies. Before the introduction of the student photo 

namecards, students were often observed to seemjngly confoun to a protocol of not wanting to raise their 

hands too quickly, too often, too conspicuously or. without some kind of direct provocation or prompting 

The presence of the cards would appear to create a new protocol whereby all students are aware that if they 

do not volunteer an answer, they have a statistica.1 chance of one in about 24 of losing face by being non-

arbitrarily called upon to contribute a response at a time when they may not be able to do so satisfactorily If 

however, they have previously volunteered a successful response, stimulated of course by the pending 

trigger of the cards, they are more likely to save face 

In each of the cases ii) through vi) above, selections are mude by shuffling the cards and drawing one or more 

cards from the deck, announcing the name(s) of the students and displaying the selected card(s) to the class in 

evidence that the draw was made in a fair manner 
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4. Reactions to the Use of CEP Student Photo Namecards 

4 1 Reactions of OEP Instructors 

The reaction of all three past and present CEP instructors to the use of CEP studeut photo narnecards has been 

positive. Each of the two instructors to have used the cards with and without photos has unequivoeally stated 

that the photo namecards have enabled him or her to learn the names of the 130 or so students in the first year 

program more quickly. The instructor who has used only the photo version of the cards also expressed support 

for the inclusion of the photos, 

Naturally, however, faces ohange and the particular transformation of students' images throughout first 

semester results in some difficulty in ideutifying some students from their photographs. Ideally, CEP instructors 

would be availed to cards displaying current photographs but issues of practicality dictate that the photographs 

be shot and cards constructed once per semester. Sinc.e almost all students enter NUlS within months of 

graduating fromtligh school, first semester for these freshlnan students is subject to a time where many of them 

experiment greatly with their appearance. When one considers that Japanese high school students spend so much 

of their time wearing their high school unifonus, their first year of study at NUIS coincides with that time of 

their lives where these youhg people are suddenly required to select their own clothes for each time they venture 

outside the family home. MoreoVer, such newly found independence often sees the students undertaking part-

time jobs. With their newfound wealth comes an array of constantly changing outfits, accessories and hairstyles 

Although subject to individual difference, it commonly appears that the student photo namecards prove highly 

reliable to CEP instructors up to around the midpoint of that semester. Consequently, it becomes a significantly 

advantageous for CEP instructors to become familiar with as many student names and faces before that point of 

the semester is r~ached. All CEP instructors are in agreement that the student photo namecards generally prove 

more reliable during second semester. In any case, it is logical to conclude that the phbtographs although not 

foolproof, maintain to be more advantageous in learning student names than if the cards are void of photographs 

To some degree, CEP instructors vary. in the frequency and technique that they have used the student photo 

namecards Although all three instructors to have used the cards to date agreed in principle that the system 

adheres to the intended purposes quite well, the frequency pf their use became somewhat subJect to w~ves of 

popularity and unpopularity. In lieu of shuffling the cards in order to change student seating arrangements all 

instructors admitted to, at times, reverting to the strategy of nominating students sitting adjacent to, or behind 

each other and directing a straight swapping qf seats for the next activity. One previous instructor, more often 

than not, favoured this strategy due to its expediency. In such instances, precious seconds of potential sttident 

speaking time may be gained, but the trade-off becomes one whereby only a minority of students will be 

changing groups for the ensuing activity Clearly, there is also the issue of flouting the principle of irandonmess 

and the CEP goal of farmess, if the concept of faimess in this instance is interpreted to mean non-discriminatory, 

4.2 Reactions of CEP StudentS 

Toward the end of the second semester of 2005, all first-year CEP students were asked to respond to an eight-

item questionnaire pertaining to the changing of conversation partners during class, the importanc~ of CEP 

instructors remembcring students' narnes and the use of the cards themselves Due to inclement weather on the 

day, 23 absentees reduced the number of respondents to 103. Each item on the questiomiaire was formulated in 

English, translated to Japanese then back translated to English. The single page questionnair~ distributed to each 

student contained both languages and the students given the option to respond in either language The 

questionnaire is as follows 
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新潟国際」1清報大学情報文化学部紀要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1］eSt1O皿皿丑1re

Namo：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　CEP＝　2A2B2C21〕2E2F

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（性別）男／女

1－During島pe荻ing　p晒otioe，I肚e　moving　to　o血er　t且1］1e畠in　ordeI　to昌pe刮k　with　otl1巳I　students。

　会話の練習中に、自分と別の机に座っている他のクラスメートと会話練習ができるように、席を移動する

　ことが好きだ。

□StronglyAgree口SomewhatAgree□ltDoesnItMa廿er口Somewhat’Disagree
□S廿ongly　Disagro自

2．Moving　to　othe“ab1e畠in　ordeI　to昌pe永with　ofher呂血dent昌，help苫to　improve　my昌pe刮king且bility．

　会話の練習中に、自分と別の机に座っている他のクラスメートと会話練習ができるように、席を移動する

　ことは自分自身の会話力を伸ばすことに役立ってい乱

□Strongly　Agree　□Somewha－Agree　□11Doesn’一Ma廿er□Somewhat　Disagree

口S廿onglyDisagree

3．Movingto　oth肛table畠inoIde正to畠pe目kwithotheT畠tud己nt畠m固k巳呂the　o1a畠s　mo祀fun、

　会話の練習中に、自分と別の机に座っている他のクラスメートと会話練習ができるように、席を移動する

　ことはこの授業を’より楽しいものにしている。

□Strongly　Agr目8　□Somewhat　Agree　□lt　Doesn’t　Matter□Somewh早t　Disagree

□S廿ongly　Disagree

4－Doyou1ikothephoto　onyouIn刮me　o皿d？

　あなたのフォトネームカードに写っているあなたの辱真が好きですか？

　　　口はい

　　　□気にしたことがない

　　　□いいえ

5，1look　bette正in　real　life　tllm　my　mmeo酊d　photo．

　実際の自分の方が写真よりも良い。（ハンサムだ。■統麗だ。）

□S廿onglyAgree　□SomewhatAgree　□ltpoesnItMa廿er□SomewhatDisagree
□S廿ongly　Dis宮gree

6－Do　youeve正t皿nyouIn皿mec皿dup冨idedown？H呂o，why？

　机の上のフォトネームカードを裏返しにしたことがありますか？ ある場合はその理由を書いて下さい。

7．C㎜you　think　of　a　better　way　to耐ate　com砒sation　p肛tne正s　th纈n　u島ing血e　photo　mm㏄肛ds？

　会話の練習相手を変えるのにフォトネームカードを使っていますが、他に良い方法があればその方法を下

　に書いてください。
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8 1 want my CEP teacher to remember my name as early as possible 

~~i~CEP~~~~~~~: iCl~ ~ ~ 7~' f ~~v*~~~~]~c~~~)~~I~~~~i:~ ~ ~ ~ lr*~:v*. 

L] StronglyAgree L] Somewhat Agree [] It Doesn't Matter [] Somewhat Disagree 

[] Strongly Disagree 

The quantitative data procured fram the five 5-point Likert-scale items are tabulated in table I below. 

Strongly Agree 

Somewhat Agree 

It Doesn't Matter 

Somewhat Disagree 

Strongly Disagree 

1 Like moving to 2. Moving helps 8 Moving makes 5. I Iook better in 8, I want my 
teaoher to speak with to improve my the olass more real liie than in other students fun remember my speaking ability my photo card name ASAP 

4
 

34 

38 

22 

5
 

1 03 

14 

62 

2c 

7
 
O
 

1 03 

10 

35 

37 

16 

5
 

1 03 

3
 
13 

70 

10 

7
 

1 03 

Table 1: Responses to questions bearing a Likert-scale format. 

34 

45 

23 

1
 
o
 

1 03 

The sequence of questioning was designed to first elicit some general opinions about changing conversation 

partners. These issues are addressed in questions one through three. It was intended that these questions be 

responded to before the concept of student photo namecards was introduced Subsequently, questions four 

through six pertain to the cards themselves and question seven invited suggestions for a viable alternative to the 

card system. The positioning of the fmal question was also intentional in order for it to not influence student 

responses to the changing of conversation group membership or the student photo narnecard system, itself. 

As indicated in table l, there is a general air of indifference among the students as to whether or not changing 

group membership is liked or considered to be fun. The responses to both questions I and 3 confonu to standard 

bell curve distributions with the most common response to both questions being, "It doesn't matter" The 

significance of these responses lies in the potential for these questions to elicit possible symptoms of anxiety 

among students Of the three distinctive forms of anxiety outlined by Scovel (197S), it is 'state anxiety' that is of 

potential issue here. Defined by Spielberger (1983) as "apprehension that is experienced at a particular moment 

in time as a response to a definite situation", the situation whereby student photographs come in to view of other 

students seems worthy of consideration 

Four students strongly disagreed with the statements of both question I and question 3, whilst a single student 

strongly disagre~d with one but not the other of these two questions. Interestingly, three of these students were 

placed in the second most advanced class, CEP 2B, and the other three from the second least advanced. CEP 2E. 

Since two of these girls from CEP 2E are best friends ai]d not obviously introverted, it could be assumed that 

they simply prefer to remain with their best friend throughout the lesson. Generally, the responses would appear 

to present no more evidence than should be expected to support the hypothesis that redesigriating group 

membership leads to significant levels of siudent anxiety. 

In terms of strong agreement with 'I Iike moving . ' and ' moving makes the class more fun', more support 

can be found among the malp students All four students who strongly agreed that they liked moving to other 

tables in order to speak with other students, were male. Of the ten students who claimed that moving to other 

tables in order to speak with other students makes the class more fun, eight were male and two female. It should 

be remembered that the male CEP studelrts outnumber female students at a ratio of 2:1 There was na 

significance in any of the responses between classes for either of these questions 
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Conversely, the statistical data from question 2 appears to indicate some degree of support among students for 

the notion that changing group membcrship helps to impro.ve oral proficiency. Sixty-two of the 103 (60.2%) 

respondents 'somewhat agreed' with the notion and a further 14 (13.6%) strongly agreed, No student strongly 

disagreed with the notion. There were no significant differences in the distribution of responses to question 2 in 

terms of gender or class level 

Somewhat revealing was the comparison of responses across questions 4 and 5. Thirty of the 35 (85,79~,,) 

femal.e students stated in question 4 that they did not like their photograph. The Japanese wording of the 

question makes the distinction that it is not the concept of the photograph but the ~ctual single resulting image 

that they are discontent with. Tw~nty-four (35.39:~o) of male students also claimed that they did not like their 

photograph. This is significant when we compare this data with the responses gamered from question 5. Clearly, 

the vast majority of students (689;~(,) did not seem to think that their photograph inaccurately portrayed their real 

appearance. This was over five times more phpular than the second most popular response. Furthermore, the 

least popular response was that which claimed strong agreement with the statement that the student looks better 

in real life than in his / her photograph. 

Arguably, the most revealing interpretation of the combination of responses to questions 4 and 5 is the 38 

studeuts (36.9%) who responded 'No' to question 4 and 'It doesn't matter' to question 5. In other words, these 

students responded that they did not like their photograph but claimed indifference as to whether or not that 

mattered to them. This leaves only 16 (15 5a/o) of the 103 students to claim that they did not like their 

photograph and it to some degree mattered to them 

In the interests of data reliability, students were given the option of responding to question 6 in either English 

or Japanese. As to whether they ever tumed their student~photo namecards upside down, the responses were 

sorted into three broad categories The categories were; i) those who did not always turn over their cards or did 

so for no significant reason relating to affect, ii) those who turned their cards over claiming reasons related to 

picture related embarrassment and iii) those who frequently turned their cards over for other or non-specific 

reasons This ratio of this broad breakdown equates to 43:56:4. Of the 43 students with the less affective 

responses, 27 claimed outright to never turn their cards over. Five more claimed to do so merely because they 

were copying other students or confol~nin~ to the majority action. One further student went so far as to state that 

she did not care to tum her card over at first but felt embarrassed to not conforrn with the other students' actions 

in her group The remainder of these 43 students were indifferent to the action or Qnly occasionally did so. 

Fifty-six students claimed to almost always turn over their student photo namecards because they were 

embarrassed, disliked it being seen by other students or thought their appearance had significantly changed since 

the photo was taken. Of the remaining four students, one gave little detail, one felt her picture was staring back 

at her, one claimed it distracted him from speaj(ing and one did not want his student number to reveal that he 

was repeating the course. Although it was more commolr for students to turn their cards face down, instructors 

never blatantly instructed them to do so or not to do so. Throughout the semester, no student ever displayed 

signs of obvious distress or openly challenged the system. All indications are that ~tlthough more students prefer 

not to display their photos, it is not a maJor issue of discontent. Certainly, as with most activities such as being 

videotaped> the initial apprehension is most often forgotten once the participants become engaged in the activity 

at hand 

Question 7 offered the students the opportunity to propose an altemative to the studeut photo namecard system. 

Seventeen of the 103 students (165%) requested namecards bc used without photographs. If this is significant 

then it must be also considered in the light of 25 students (24.3%) responding that the photo namecard system 

was OK or best. Succinctly, no other suggested options, were viable orice time constraints or general logistical 

issues were considered. These suggestions mainly constituted ideas like junken pon (rock, scissors, paper), 
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random selection, drawing lots or extreme suggestions such as groups formed in accordance with blood type 

The final question revealed significant support f0~ the desire to have teachers remembcr the names of students 

Thirty-four students (33 O%) showed strong support in this regard, 45 (43,7%) somewhat agreed to its 

importance, 23 (22.3%) were indifferent and one lone student somewhat disagreed. (refer table 1) 

5. OoncIUSion 

The quantitative data at hand seems to support two couflicting preferences. With 76.79~(, of students considering 

it important for CEP instructors to remember their names, we find ourselves somewhat at odds with the 52.4% 

of students who claim they do not like the photograph that was taken of them. Since 73.89{;o of students also 

claimed that changing groups to some degree helps to improve their oral proficiency> Iogic determines that we 

continue to use some fonu of namecard system. The only decision, which remains, is whether to do so with or 

without student photographs printed on them. In order for CEP instructors to eft~rciently learn and remember 

their students' names, it appears that photographs will remain as an inclusion on the cards unless significant 

obJeption is raised by students. With this in mind, it needs to be stated that no student has to date come forward 

with such points of objection or exercised their option to relay a similar message via the monthly class 

representative / course coordinator meeting system, which is in place at NUlS 

References 

Berwick, R. & Ross, S. (1989) Motivation after matriculation: Are Japanese Leamers of English Still Alive 

after Examination Hell?, JALT 11: 193-21 O. 

Ellis, R. (1994) The Study of Second Language Acquisition; OUP. 

Gardner, R. (1985) Soeial Psychology and Second Language Learning: The Role of Attitude and Motivation. 

London: Edward Arnold. 

Hadley, G (2006) The CEP Training Manual, version 5. N.U.1.S , Nilgata, Japan. 

Hermann, G. (1980) Attitudes and Success in Children's Learning of English as a Second Language: The 

Motivational vs. the Resultative Hypothesis. English Language Teaching Journal 34: 247-54. 

lrie, K. (2003) Perspectives: What Do We Really Know about the Language Learning Motivation of University 

Students in Japan? Some Pattems in Survey Studies. JALT Journal 25: 86-100 

Scovel, T. (1978) A Time to Speak: A Psycholinguistic Enquiry into the Critical Period for Human Speech. 

Rowley, Mass.: Newbury House 

Spielberger, C (1983) Manual for the State-Ttait Anxiety Inventory. Palo Alto, California: Consulting 

Psychologists Press. 

-26-



r= 

[
 [
 

Improved Language Learning through Self-Access 

Gregory Hadley* Howard Brown** 

Abstract 

A pilot project to establish a self-access language-learning center (LLC) is currently underway at NUlS. This 

paper profiles the proJect including the educational and philosophical basis of self-access learning and learner 

autonomy as well as the practical benefrts an LLC would bring to both the school aTld the students It also 

describes the action plan for establishing the LLC A successful LLC must balance questions of space, materials, 

systems and personnel. The paper also outlines the political, academic and logistical elements of the project. 
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Introduction 

Since the 1990s, there has been considerable interest within the seeond language education community 

concerning the potential of Self-Access Language Learning to revolutionize aspects of the Teaching of English 

as a Foreign or Second Language (TEFLfrESL). Self-Access Language Leaming (SALL) is roughly defined in 

the growing literature o~the subject as the process of encouraging learners to take greater responsibility for their 

own language studies (Dam 1995; Gardner & Miller 1999; Benson 2001) At present, SALL and the 

construction of Self-Access Center~ (SACs) have spread throughout Asia in such places as the People's Republic 

of China, Singapore, Indonesia, and beyond (Diptoadi & Teopilus 2003; Wang & Li 2004). Most notably at 

major and private universities, the rapid spread of SACS has been in large part fueled by the rise of Computer 

Assisted Language Learning (CALL), a cyberlinguistic trend in language education that was predicted to gain 

momentum in all aspects of language learning as we move further into the 2lst century (Hadley 2001) 

The field of second language education has since moved beyond the somewhat naive beliefs that a marriage 

of CALL to SALL would somehow automate or even replace the remedial and tutorial functions of language 

teaching (Levy 1997, pp 102-103) Most innovative proponents of SALL today view its inclusion in the 

educational process, and as well the creation of SACS Within their institutions, as a supplementary but vital 

means for aiding language learners in receiving personalized instruction that meets their specific needs and 

interests 

However, in the stages leading up to starting a SAC, it is common to encounter misconceptions about its 

ilature and use. Teachers frequently envision either a place whicri is more akin to a language library, 

(hearkening back to the days of old when students would quietly pour over turgid collections of grammar 

books), or of a language laboratory that remains firmly under the centralized control of a teacher who is 

*O**goryH*dl*y [t~~~;~4t~~~] 
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physically monitoring the leamers (Martyn & Voller 1993; Gardner & Miller 1999). If not maintained with a 

viable training program, students can easily misconstrue a SAC as more of a social space than a venue for 

enjoyable language study, and thereby contribute to its devolution into a cybercaf6 (McMurray 2005). School 

administrators as well can sometimes be found guilty of throwing large amounts of money into facilities and the 

purchase of educational technology without adequately investing in teachirrg staff, training, maintenance and 

clerical support (Prince 2000) 

As the Department of Information Culture at Niigata University of International and Information Studies 

(NUIS) considers the prospeet of a Self-Access Center, we feel it is important to consider some of the "first 

principles" that are important for both creating and maintaining a robust SAC. The creation of a SAC at NUIS 

carries with it the strong potential for becoming a showpiece for the success in recent years that NUlS has 

already enJoyed in the area of language education. After a brief consideration of the nature, origins and key 

concepts that support SALL, we will discuss the rationa]e, needs, set up process, maintenance and challenges 

that face self-access language learning at NUlS. 

Literature Review 

The driving force behind SALL has resulted from the culmination of philosophical, edupational and 

economic dynamics. Although some maintain that Self-Access Language Learning is a postmodernist 

enterprise (Finch 2005), we believe that philosophically. SALL has drawn its sustenance from constructivism 

Constructivism maintains that pebple are, in effect, like seientists who interact with the outside world and then 

construct theoretical interpretations based upon their experiences. In terms of educational theory, 

constructivism suggests that the way students act or reapt with regaid to language tea~hing is connected to 

mental constructs that they have formed from previous classroom events. By the time many have reached the 

tertiary level in their educational careers, students often see what they expect to see, and may not be reacting to 

the actual language lessons, but instead to those foumative language lessons of the past (Kelly 1963; Wenden 

1998; Lincoln & Guba 2000; Hadley & Evans 2001). Self-Access Language Leaming helps to provide a fresh 

venue (via the SAC) for students to construct new language leaming exporiences through self-discovery as well 

as trial and error, all the while complementing their existing needs and~vorldview. 

Educationally, the notion of learner autonomy is foundational within the literature th~t justifies SALL 

Gremmo & Riley (1995) state that the importance of leamers being equipped to take control over their studies 

and to continue even when away from the direct control of their teachers has, in many countries, Iong been seen 

as a sign of success by such seminal scholars as Rogers (1961). Holec (1979; 1988). Freire (1972) and 11lich 

(1971), who famously proclaimed that most learning takes place outside of the classroom. A few cbntend that 

the concept of autonomy is in itself a culturally-bound concept, and that some educational systems might find a 

Western application of this educational ideal, such as those in many Asian cultures, (which have had long 

history of collectivism within their educational models), to be countercultural or counterproductive (Jones 1995; 

Lee 1998; Harmer 2003; Bressan 2005). However, in Japan, the Ministry of Science and Education 

(monbukagaku-sho) has in recent years called upon universities to cooperate in its initiative to foster life-10ng 

learning (shogai k),~iku), which is a signal of far-reaching changes both within the society and the educational 

culture. As will be discussed later in this paper, we believe that the notion of life-10ng learning is compatible 

with SALL, in that both call on learners to continue to study even when not withinthe confines of a traditional 

classroom (Brady. Hadley & Jones 2004) 

Another influence on the formation of SACS and SALL has been that of economic neoliberalism, a form of 

free-market capitalism associated with globalization and seen most visibly in the economies of Thatcher's United 

Kingdom, Berlusconi's Italy, and the US Reagan administration's "trickle-down" theory Neoliberalism 
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emphasizes the rule of the Market, deregulation, privatization and the elimination of communal efforts in favor 

of individual achievement (George 1999; Shah 2005). For example, writing in support of SALL, Gremmo and 

Riley (1995) state: 

The commercialization of much language provision, together with the movement to heighten consumer 

awareness mentioned earlier, has also had an infiuence on the way the language learner's role is perceived 

No longer the passive recipient of institutional charity, the leamer is seen as a consumer making informed 

choices in the market. This form of discourse is certainly not to everyone's taste, but it is a clear indication 

of what is happening to public perceptions of and attitudes to educational institutions, practices and values 

(p. 154). 

It is no coincidence> therefore, that Gardner & Miller (1999, pp 241-261), in their ease studies of SACS from 

various institutions throughout the world, use terms such as "supermarket" and "technology store" to highlight 

the one-stop shopping nature of this form of language learning. The neo-liberalist model for SACS can also be 

seen in the calls for students to be encouraged to work for their own success in the target language. The 

learning process is deregulated from the central control of the teacher, while at the same time, administrators can 

potentially increase the students' exposure to the language via computers and other materials without additional 

labor costs in the form of hiring new teachers or staif. 

We believe this aspect of SALL is perhaps one of the reasons why Japanese universities have been behind 

many other Asian cduntries in the development of SACs. Using the political compass analysis employed by 

Shah (2005; The Political Compass 2006), the political and academic practices within Japanese universities 

following the Second World War have tended to waver between the authoritarian and libcrtarian left, which has 

supported state-sponsored collectivism while at the same time seeking to maintain a strong emphasis on 

institutional or regional identity (Figure 1) A move towards SALL inevitably carries with it the implications of 

a move towards somewhere between the libertarian right for teachers and authoritarian right for fmancial 

stakeholders within an educational institution 

Authorirarian 

Right 

Libertarian 

Figure I Political Compass (Political Compass Website, '-006) 

W, e contend that the far-reaching neoliberal changes that are already taking place within the Japanese telliary 

education system. A few examples can be seen in the sudden emphasis on student surveys as a means to 

measure customer satisfactidn, the importance of TOEIC, (the language of which focuses A. merican business 
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models), as a universal standard for measuring pragmatic success within Japanese university language curricula, 

and the reduction of teachers' salaries without consultation or the existence of union-based negotiation. With 

such changes expected to continue in Japan for the unforeseeable future, the climate is right among some of the 

most influential stakehQlders for the implementation of a Self-Access Center at NUlS We will now shift our 

discussion td the practical considerations for the creation of a SAC 

Rationale for SAO 

The rationale for establishing a SAC at NUlS is three-fold. There are practical, philosophical and 

pedagogical dimensions to the reasons behind the plan. As suggested earlier in this paper, on a practical level, a 

SAC will be a significant asset to NUlS NUlS has built its reputation on being a high-tech facility dedicated to 

international understanding, Ianguage education and student services. A well-run, attractive SAC will become a 

showpiece for NUlS. It will be a tangible sign of the commitment the ulliversity shows to developing its 

curriculum and student services A vibrant, active SAC will be a key stop on high-schoel student recruitment 

tours and could be a centerpiece of promotional materials. 

An active SAC also has the potential to be a center for research, allowing the teaching staff of all the 

different language programs a venue for innovative investigations into language education and language 

acquisition This will result in publications and presentations under the NUlS name, thus benefiting the 

university's reputatiorf in aoademic circles. 

Establishing a SAC also gives NUlS a position at the forefront of a significant trend in tertiary education in 

Japan. While self-access language learning used as a supplement to face-to-face classes has become the norm in 

North America and Europe for some time, it is now becoming a viable option in Japan as well. Universities 

across the country are beginning to establish SACS with dedicated professionals for staffing these facilities. As 

evidence of the trend, one only has to look to the fact that the 2007 International Independent Learning 

Assooiation will be holding their next conference at Kanda University in Chiba 

On a philosophical level, a SAC can help prepare students for the realities of the 2lst century. It has the 

potential to support students in developing their autonomy as learners. Work in a SAC enviroument catl help 

students develop the skills and, somewhat more importantly, attitudes they need to work and study 

independently and to make their own learning decisions. These skills and attitudes, if developed early, can 

support a lifelong habit of self-directed learning (Bittel 19B9) 

Developing this lifelong habit of self-directed learning is key for education in the new millenuium. The fact 

is that we are in a new era- In the new knowledge economy, specific skills and factual knowledge are soon 

obsolete, often before the students graduate. No school or university can now claim to provide everything 

students will need in their working life. The focus of educaiion as a whole has to be on developing transferable, 

self-directed learning skills (Benson 2001) 

On a pedagogical level, a well-managed SAC has the potential to benefit students in a number of areas This 

fact was acknowledged in 2005 by the Japanese Ministry of Education in a recent Award for Excellence in Best 

Practices, which was given to Kanda University for their Self-Access Leaming Center. Some of the many 

potential educational benefrts to students from SAC work are as follows: 

e Work in SAC environments is inherently motivational. We believe that students having greater choice and 

control over their learning environment are key elements in developing learner motivation. 

･ The SAC will allow for a degree of individualization of learning not possible in classroom work. 

e The SAC will give students a chance to work with materials beyond what is possible in the class This 

includes not only the range of materials housed in the SAC but also the range of language learning 

experiences and ways to interact with the target language 
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e The value of learner autonomy and responsibility instilled in leamers at the SAC has a potential bonus of a 

trickle-down to other courses. 

e The SAC provides a venue for students to interact with learners from other classes and language programs It 

is a place to foster students helping students. 

e Work in the SAC does not have to be separate from class work. Teachers can integrate SAC projects and 

tasks into class materials to expand the range of what is possible in the classroom 

SAC Needs 
The needs of a SAC fall into three separate yet equally important groups - space, materials and systems 

There is no one pattern for what a SAC space looks like. Some are high-tech facilities housed in specially 

designed buildings (see for example Cooker & Torpey (2004)) while others are decidedly low-tech and housed 

in library corners or unused classrooms There are, however some key elements of design that successful SACS 

share. Self-access language learning centers tend to be set off from their surroundings in some way. They are 

housed in a se~arate building, a separate room or a clearly delineated area. This demarcation gives learners a 

olear sense of entering a learning space when they enter the SAC This is necessary to establish the atmosphere 

as a serious study area. Similarly, successful SACS tend to be subdivided into functional areas such as a CALL 

area, a reading corner, or a speaking lounge. These divislons allow students to more easily focus their work and 

avoid distractions 

Perhaps the most important characteristic of a well-established SAC is that it is a warm, inviting space. SAC 

style language study tends to be assigned optionally or taken on as extra credit. As such, a SAC needs to be an 

appealing space in which the studcnts want to spend time. SACS tend to have the image of an open caf~. This 

kind of warm atmosphere is inspired by the neoliberal economic view of education as discussed earlier (Cooker 

& Torpey 2004) 

In many ways, self-access centers are designed to reserrible retail spaces rather than traditional educational 

facilities. The center is bright and the staff cheerfully greet students who enter. Materials are displayed rather 

than merely being shelved. Students are given a menu of options to choose from to make their visit more 

productive. Work in the center is a social experience, not a solitary one. Some language teachers may question 

the retail model used to describe SACs, but we feel that most will agree that a successful SAC should be a place 

where the students want to be, not where they have to be. 

The second set of needs for a successful SAC revolves around materials. A SAC needs to bc stocked with 

attractive reading and audio-visual materials to give students the comprehensible input they need to achieve 

language acquisition. This is especially important in a rural Japanese enviroument as is found at NUlS. NUlS 

students tend to have very little contact with their target language outside the classroom. A mix of authentic and 

leamer specific materials can help mak~ up for this shortfall. 

A SAC also needs a wide range of self-study materials so that students can focus on improving their 

language skills. If students have an identified shortfall in one language skill set, work in the SAC can target 

their weaknesses and help them~)alance their language. For this reason, a SAC needs to have a wide range of 

materials for self-study, especially in grammar and vocabulary, which lend themselves nicely to this kind of self-

study 

At present, we feel that no SAC would be complete without CALL. Computer assisted language learning 

resources are becoming more and more common in all areas of language learnin~ Computers have the potential 

to facilitate communication, bring far away resources directly to the learner and ~erform some (but not all) of the 

functions of a tutor. Of course. CALL itself cannot guarantee successful language learning. CALL resources, 

like all other materials destined for a SAC, need to be carefully chosen. 
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The final set of needs for a successful SAC is the system that makes a SAC work. Without these systems, a 

SAC is no more than a library resource center. Systems need to be established in order to manage the facility, 

train and support the learners, and evaluate the success of both individual learners and the program as a whole. 

A SAC is an active place if well-run and carefully managed. Materials need care and maintenance. Supplies 

need to be replenished. Schedules for the staff and academic advisors need to be set and maintained. Pattems of 

student usage need to be tracked so that inforrned decisions can be made for modifications to the center or its 

collection of materials. A self-access language leaming center is not by default a self-sustaining project, and 

needs to be continually supported and renewed (Morrison 2005), 

The students who use a SAC will also need to be supported. Sharle & Szabo (2000) are aJnong many who 

are involved in the task of SALL that emphasize the fact that most student have never been taught how to 

become independent learners Faced with the overwhelming first glance of a SAC containing a wide range of 

materials, some students may simply tum away because they do not have a sense of how to begin. A series of 

materials needs to be designed and provided for students which will cover topics ranging from study skills and 

goals setting to advice on specific language skills These materials will take the form of handouts, student 

record books and workshops. These materials will have to be designed with the goal of moving students ever 

closer to the eventual state of greater student autonomy. 

The Process of Setting Up a SAO 

Creating a SAC is a complicated process involving political, Iogistical and educational decisions, all of 

which must be made at a variety of levels throughout the institution. An abbreviated version of the process can 

be seen in the ten-paint action plan with comments shown in Table 1. 

Ste p 

1
 

2
.
 

3
 

4
.
 

5
.
 

6
.
 

7
.
 

8
.
 

9
 

10 

Decide Space 

Secure Budget Approval 

Establish Relationships with 

Stakeholders 

Acquire Equipment and Materials 

Desigu Training and Support 
Materials 

Arrange Space and Place Materials 

Promotion and Use 

Evaluate Students and Systems 

Bring in Other Languages 

Ongoin~ Evaluation and 
Modif ications 

Comment 

Space may bc preferred for logistical or educatlonal reasons, but 

the final choice will result from political concerns 

The initial budget should be for a pilot project only 

Creating a consensus and deciding responsibilities is a critical 

step in the early days of the proJect. Lines of communication 

must stay open throughout the entire process 

Materials and equipment should be bought as soon as possible 

and non-traditional sources should be considered 

Guidebooks and handouts for the SAC need to be made and 
distributed 

The design should reflect both usability and attractiveness. 

The SAC needs to be marketed in order to encourage students to 

come. Posters, class visits and special assignments can all be 

used to promote the facility. 

A cle.ar set of criteria for success indicators must be established 

in order to determine success. 

The SAC needs to reflect the diversity found in all of the 

university's language programs 

The SAC must be continually evaluated and improved 

Table I SAC Ten-Step Action Plau for NUIS 
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Maintaining the SAC 

While the idea of a self-access language learning center does imply the students taking responsibility for their 

learning, staff involvement is still vital. Table Two shows the options for staffing a SAC. In the NUlS Situation, 

it is likely that the pilot project SAC will be run with a combination of non-teaching staff and visits by teaching 

staff. Other staffing options can be reviewed in the future 

No Staffing 

Full time non:teaching staffing 

Volunteer student tutors 

Visits by teachiug staff 

Teaching assistant 

Full time eenter manager 

There is no involvement by staff on a day to day basis This is 

obviously a non-preferred option 

The center has a full time staff person who can take care of minor 

matters but is not involved in centre administration and does not assist 

students in learning tasks 

Advanced students act as tutors for their peer. They establish a 

tutorial schedule and are available at set times. 

Language teachers visit the center, perhaps establishing office hours 

to act as tutors for students. They i~lso conduct study skills 

workshops 

A qualified T.A. can be hired to staff and manage the LLC. While 

they are not a teacher, they will help students and act as a tutor 

A full time teacher is hired to manage the center, give workshops, 

develop materials and tutor students 

Table 2 SAC Staffing Options 

Another key element in maintaining the SAC will be in establishing sufficient institutional rQemory to carry 

on with the project. As is the case in many universities in Japan, English language classes are primarily taught 

by instructors on term limited contracts In NUlS's case, the terrn limits are four years. This has the potential 

for limiting the contribution 'any one instructor can have on a curriculum innovation proJect as long term as the 

establishment of a SAC is bound to be. In a case where the expertise in self-access language learning, studeut 

autonomy and student training all lie with the snme person, there is a grave risk that a SAC project will fall apart 

if that person leaves the school To make up for this limitation, it will be necessary to make the SAC 

independent of any given person. The success of the CEP program at NUlS (Hadley, Jeffrey & Warwick 2002; 

Hadley 2006) can be a model for this. The CEP program has a full time, tenured coordinator to ensure the 

transfer of knowledge. By staggering the intake of new instructors, the prograrn has been able to ensure the 

mentorirrg presence of a senior instructor. Great care has been taken in the preparation of a CEP instructor's 

manual containing all information and a description of all systems needed to maintain the program. 

If the SAC is to be a project of the Department of Inforrnation Culture's CEP Committee, as presently seems 

to be the case, these mechanisms can be used to ensure the continuation of expertise and motivation for the 

support of the SAC. In addition, institutional memory can be maintained within the CEP committee as well. 

Potential Hurdles and Challenges 

lll any curriculum innovation, change agents looklng to establish new program will face political and 

institutional hurdles along with the academic and logistic challenges of the new project In the case of 

establishing a SAC this is doubly true. Gardner & Miller (1999) Iay out several source of resistance to self-

access projects, including teachers who do not want additional responsibilities, funding bodies who do not see 

the value of self-access, administrators who do not know how to evaluate a SAC and curriculum planners who 

do not have a common vision of the project and its goals. 
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Educational innovations of the type that a SAC presents, according to Nunan and Lamb (2001:36) are "a 

delicate juggling act" for those involved in the start up process, since they must carefully consider the various 

issues and stakeholders within their educational eiwironments. The literature is replete with impressive lists that 

describe the attributes needed for innovations to thrive. Based upon his research of over 1,500 studies on 

innovations in various educational fields. Rogers (E. Rogers 1962/1995) concludes that innovations succeed 

when they are: 

e Advantageous to the end users 

e Compatible with earlier educational practices in the institution 

e Simple to understand and utilize 

e Easy to try out and easy to back away from 

e Visible to all the stakeholders 

In the case of setting up a self-access center, we bclieve that the potential strengths lie in the advantages to the 

learners, compatibility with the changing educational practices at NUlS and its visibility to stakeholders 

Simplicity of use, clarity of conception and the ability to back away once started, are issues that we have yet to 

resolve. Kennedy, Doyle & Goh (1999, pp. 53-54) identify further issues that must be considered: 

･ There must be a collaborative environment that is conducive for innovatibns to occur 

e Support from management is crucial for successful implementation 

e Teachers need to be trained in the innovation 

e Inuovators must maximize benefits and minimize costs to stakeholders 

e Innovators must be skilled in the subJect content, and need expertise in management and interpersonal 

relations 

e Inuovators must remember that innovation is as much a political as a rational activity 

All of these and related studies can be summarized by identifying three important factors th.at should be 

considered when planning innovations: the innovators, the educational environment, and the real needs of 

stakeholders. 

In addition to these challenges, NUlS is in the rather unique position of having its biggest obstacle to the 

establishment of a self-access language center also be its greatest resource and opportunity for the SAC NUIS 

has all of the physical elements of a moderately sized SAC already in place. For example, there is already a 

space designated as a language learning lab with some equipment and fittings in place. However, this space is 

somewhat inappropriate for use as a SAC since it is dark, uninviting and rather isolated from the main flow of 

traffic on calnpus. Renovating this space would be a difficult and costly enterprise. There is an ideal space 

available, and currently underused, in the International Exchange Center. It could very easily be made 

appropriate for use as a SAC There would be very little cost as the changes that need to be made could 

ptimarily be accomplished by realTanging furniture and materials The third elemenf in this situation is the 

collection of language learning materials and dedicated equipment in the library As with the space in the 

International Exchange Ceuter, these resburces are currently underused. If they co.uld be redesigned for use as 

SAC resources, the costs of establishing a dynamic, successful SAC would be minimal. Budgeting requirements 

could be very small if the right space could be acquired witllin the existing facilities at NUlS However, our 

experience so far in attempting to unify these concerns has encountered a nurnber of political ehallenges. In the 

days ahead, it will be our ability to both manage interpersonal issues, while also maximizing the bcnefits to 

stakeholders, which may ultimately decide the future of the SAC Initiative. 

OoncIUSion 

Although the question of redesignating spaces and resources is the key political issue facing the SAC, we are 
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convinced that such a project will contribute to the creation of an even more productive learning environment at 

NUlS. Provid~d that the rationale for a SAC is understood by the major stakeholders, ahd agreement on what is 

needed is established, the set up process and maintenanc.e of a Self-Access Center will be a minimal burden to 

NUlS, and the benefits of promoting autonomous language learner will more than offset any perceived 

challenges that we may fac~ in the future 
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The Use of Assigned Roles for Developing Students Interactional Competence 
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Abstract 

Interactional competence is a set of skills needed to manage the flow of a conversation Managing the flow of a 

conversation can be a complicated and daunting task for EFL Iearners. Their deficiencies in this area may come 

about as a result of sociopsychological factors, deficits in sociocultural understanding or from a laek of 

appropriate linguistic resources This study looks at the results of assigning conversation roles to students in an 

attempt to equip them with the linguistic skills necessaty to manage conversation flow. A group of intermediate 

level students were observed before and after a 3-week treatment with assigned roles in class. The results do not 

show improvement in the students' ability to manage a conversation following the treatment, suggesting that 

spocific linguistic deficits are not the sole or primary cause of the lack of interactional competence. 

What is interactional COmpetenCe? 

The Japanese Ministr.y of Education. Culture. Sports, Science and Technology (MEXT) has identified 

communicative competence as a key goal in their strategic plan to cultivate Japanese with English abilities 

(MEXT, 2002) Communicative competence is defined by MEXT as being the ability to hold normal 

conversations. Howev~r, this leaves out the key element of defining what it means to hold a conversation 

In language acquisition research, conununicative competence has been defined and redefmed in many different 

ways. The term has been in use since the 1960s but the seminal definition was put forth by Canale and Swain 

(1980) in their work on the basis of the communicative approach to language teaching. Thcy defined 

communicative competence as a set of four inter-reliant competences dealing with grammatical, sociolinguistic, 

discourse and strategic aspects of language use. More receut definitions (see for example Bachman, 1990) add 

elements of illocutionary and operational competence. However the definition of communicative competence 

has evolved, two elements remain consistent. Communicative competence is based on two broad elements of 

language use: grammar and pragmatics (Byram, 1997), 

lilteractional competence, defined as the ability to manage a conversation, is a major part of pragmatics. It is the 

subset of cornmunicative competence to which MEXT seems to be referring when they say that their goal is to 

develop Japanese leamers' ability to hold a conversation in English. Thus, understanding and developing 

*HowardBrown [f~~:~~4b~~~~] 
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learners' interactional competence would seem to be an appropriate goal for ESL programs in Japan 

Young (2000) identified six key sets of knowledge which he refers to as the rescurces needed for interactional 

competence. The L2 speaker needs to understand rhetorical patterns, registers, turn taking patterns, organization 

of topics, appropriate participation roles and transition and boundary signals in L2 in order to interact and 

manage the interaction successfully. 

Of these six key resources, an understanding of appropriate participation roles, and an ability to take on these 

roles, seems to be partictilarly lacking in intermediate EFL Iearners in Japall. Intermediate leamers tend to have 

reasonably developed language skills for self expression. But, they generally lack the proficiency needed to. 

initiate, maintain and bring conversations to a close. They cannot take on the traditional roles needed to make a 

conversation flqw smoothly: Ieader, questioner, gatekeeper, etc Without suoh proficiency, pragmatic failure 

awaits. 

What is pragmatiC failure? 

Pragmatic failure occurs when either of two things happens There can be a miscommunication of pragmatic 

intent, as when a speaker uses an inappropriate tone or register. This can lead to the speaker being perceived as 

cold and rude on one end of the scale or overly friendly on the other. Or there is the case where the speaker fails 

to take on an expected role, failing to hold up their end of the communication as it were. This can lead to a 

breakdown in the communication when the speaker is perceived as being uninterested or incapable of 

participating in the conversation 

Kawate-MierzeJewska (2003), in discussing politeness levels, notes that pragmatic failure is rarely traceable to a 

single factor. She identifies three groups of factors that may be involved in pragmatic failure: deficits in 

lin~uistic proficiency (the learmers have limited laliguage skills), deficits in sociocultural proficiehcy (the 

learners misunderstand the role they are expected to play) and sociopsychological factors (the learners' beliefs or 

attitudes interfere) Identifying the potential sources of pragmatic failures is a key element in preparing learners 

to avoid them 

Teaching Interactional Oompetence 

Interactional competence, Iike all language and social skil]s, develops naturally in L1 through observation of and 

interaction with caregivers and others. This natnrally developed competence has the potential for transfer from a 

learner's first language (L1) to the second language (L2). And, in fact, some aspects of pragmatic competence 

have been shown to transfer (eg modifying requests to suit different registers) But most aspects of pragmatic 

competence, including interactional competence, are not transferred from L1 to L2 (Kasper, 1997) This may be 

especially true with non-cognate languages like Japanese and English. And if learners do transfer aspects of 

interactional competence from L1, without understanding Young's (2000) six key resources discussed above, it 

may well be that they aie transferring inappropriate aspects of L1 pragmatics and end up with a socio-pragmatic 

failure instead of successful interaction (Krause-Ono, 2004) 

So, if appropriate interactional competence is not transferred naturally from L1 to L2, how then do learners 

ac.quire such competence? They may simply acquire it through interaction with teachers, classmates and other 

interlocutors, picking it up the way they did as children in L1. However, in an EFL context such as is prevalent 

in Japanese universities, Ianguage class work tends to put students in the role of either speaker or listener and 
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doesn't give the students a chance to do conversation management or large scale interactions (Kasper, 1997) 

Thus, teachers need to consciously establish the role of conversation manager for students In short, we need to 

teach interactional competence 

This is not to say that EFL teachers in Japan should force students to accept the discourse pattems of Engiish as 

the correct way of communicating. Teachers are simply opening their learners' horizons so that they have the 

tools to work with if they choose to (Gieve, 1999). This is a fine a line and must be walked with care. 

Several studies have shown that various aspects of pragmatic competence can be taught through different 

methods. For example, Kasper (1997) cites numerous examples of pragmatic competence being taught through 

text analysis, direct instruction on speech acts, and role-plays However, according to Gieve (1999), 

consciousness raising and role-play activities in class tend to produce L1 patterns so some kind of direct input 

seems to be called for 

This StUdy 

This study hypothesises that the primary cause of pragmatic failure in the breakdown of conversation 

management by intermediate level EFL Iearners in Japan is linguistic. That is, the learners cannot manage the 

flow of a conversation because they lack the linguistic resources (i.e. Ianguage skills) to do so Thus, the study 

seeks to show that the necessary skills can be directly taught. 

This study is based on the use of assigned roles to develop interactional competence. The students were given an 

initial lesson on conversation Toles and some aspects of conversation management. They were also given a 

questionnaire designed to help them think about which conversation roles and functions they were most 

comfortable with in L1. (See Appendix 1) 

The lesson and questionnaire acted as consciousness raising, which, as seen above, tends to produce 

inappropriate transfer L1 pragmatic patterns if used alone. Thus an element of instruction and directed practice 

was added. Students were randomly assigned one of eight conversation roles reflecting key elements of 

conversation management. Managing a conversation includes, but is not limited to, initiating conversations, 

eliciting participation from others, guiding topic shifts, and maintaining the flow of input (see appendix B for 

samples of the role cards) 

For three weeks following the initial lesson, the students were assigned a different role in each class session (a 

total of 12, 90-minute sessions). The assignments were semi-random, the teacher ensuring that students were not 

assigned the sarne role on successive days and that ~ll students had the opportunity to take on all roles. The 

students were expected to carry out their role through the course of the class whilp working with regular class 

materials Following the initial lesson, no explicit instructions on roles or conversation management was given 

but the students were given feedback on their performance in class 

Participants 

The study group consisted of a group of university students in Japan. The group was judged to be at a low 

intermediate level of English. It consisted of 12 studeuts (7 male, 5 female). All of the study participants were 

enrolled in the Communicative English Program as described by Hadley, Jeffrey and Warwick (2002) and 

Hadley (2006), though none were English majors. 
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The participants were not volunteers All data collection and instruction was integrated into class activities This 

reduced the possibility that any positive results might come about as a result of the self-selection bias possible 

with volunteer groups 

Results 

Data was collected in pre- and post-treatment video samples of unplarmed, small group speech on an assigned 

topic. The video samples were 5 minuteS in length and were taken from randomly assigned groups. The tapes 

were transcribed and students' participation in the conversation was individually analyzed to find uses of the 

assigned roles The number of instances of each strategy use was counted. The instances ivere further subdivided 

to show when the students used an appropriate lexical chunk to employ a given strategy ("What do you thirik 

about ,,.?", "Let's move on to the next point.") and when they employed the strategy using a single word or 

phrase ("You?", "Next") 

Pre-treatment observations are characterized by a series of statements made in tum, each student following 

another around the clrcle until all have had a chance to speak. This is followed by comments or additional 

statements This conversation style can be referred to colloquially as the happyo method, from the Japanese 

word for "announcement" or "statement" There is with very little interaction beyond active listening tokens We 

see non-verbal continuers (gestures, eye contact, nodding etc~, non-lexical continuers (mmm, unhun, etc) and a 

few verbal assessments (really, wow, etc). But there are few, if any, instances of probing, questioning or 

eliciting 

The post treatment observations are also dominated by the happyo conversation style with considerable use of 

active listening tokens. 

Table I shows the number of instances of conversation managemer]t strategy usage and the total number of tums 

takeu by each group member in the pre-test and post-test results, as well as the differences between the two data 

sets 

Average number of instances per group member in 5 minutes of unplanned 
speech ofconversation management strategies. ~ 

Eliciting Participation (1 word) 

Eliciting Participation (chunk) 

Guiding Topic Shifts (1 word) 

Guiding Topic Shifts (chunk) 

Controlling Input Flow ( I word) 

Controlling Input Flow (chunk) 

Probing / Clarifying (1 word) 

Probing / Clarifying (chunk) 

Average number of turns per group 

member 

Pre-test 

0.4 

0.9 

0.2 

O. l 

o
 

0.3 

11 

0.7 

13 

0.3 

0.3 

18 

7.7 

Post-test 

0.7 

0.8 

0.4 

0.3 

o
 

0.2 

11 

0.8 

15 

0.7 

0.2 

1~ 

11~ 

Change 

0.3 

-O. 1 

0.2 

0.2 

O
 

-O. 1 

O
 

O. 1 

0.2 

0.4 

-O, l 

O. 1 

3.9 

Table 1: Instances of conversation management strategy usage 

This data appears to show some improvements in the use of conversation management strategies Most notably, 
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the number of instances of topic shifts more than doubled. On the other hand, the number of instances of 

controlling input flow actually decreased in the post-te.st data set. Slight improvements in the number of 

instances of eliciting participation and probing questions are likely a result of the overall increase in the numbcr 

of tums taken by e~tch student. Irf fact, taken overall, the number of instances of strategy usage as compared to 

the number of tums actually decreased (see table 2) 

Percentage 
management. 

Pre-test 

48% 

Table 2 : Total ~rumber of turns used for conversatiori management. 

Interestingly, the researcher's a.necdotal obseirvations of the pre and post-test results do not bear out the 

numerical data. Conversations in the post-test data set are seen to have a better sense of flow and, on an overall 

analysis, seem to be better managed 

Discussion 

A statistical analysis of the results using a t-test has shown that the pre and post-test data sets are not 

significantly different (t=0.27). Therefore, it is diffieult to assign a great deal of validity to the results However, 

the results do seem to indicate that it is likely that the treattnent (using assigned roles in class activities) was not 

successful in improving the students' ability to manage a conversation 

This could be due to two factors. Firstly, it could be that the treatment, through poor instructional design, did not 

actually improve the students' Iinguistic resources for conversation management. That is, it may be that 

assigning conversation inanagement roles in class work may be an ineffective method of improving interactional 

competence, 

The other, and more likely possibility, is that the problem is with the underlying assumptions of the study and 

instructional design. The three week treatment was based on the hypothesis that the primary cause of the 

students' Iack of interactional competence was linguistic deficits The results of this study would seem to 

indicate that this is not the case. As discussed above, pragmatic failure, in this case a breakdown in 

communication through lack of interactional competence, can t~e--due to linguistic, sociocultural or 

sociopsychological issues, or a combination of the three. It may well be that researchers and teachers should 

look to non-linguistic causes to track down their students' deficits in interactional competence 

ConCIUSion 

This study has indicated that the perceived lack of interactional competence among intermediate EFL Ieamers in 

Japan may not be due to a lack of linguistic resources. Rather, there may be a (leeper sociocultural and/or 

sociopsychological cause for the problem. Further study will be necessary to narrow down the cause of the 

problem in order to design effective methods of helping learners develop their interactional competence in 

English 
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新潟国際情報大学情報文化学部紀要

A叩喧n砒■且1S丑mple害ofo1舶畠m五te工ia1昌

　　　　　　　　Conversatior1Ro－6s

What　kind　of　conversationalist　are　you？

ln　everyday　conversation，we　all　have　certain　roles　we　like　to　play．Sqme　peop16tend　t0

be　active　and　olhers　are　passivp，Some　people　talk　foyou　and　olhers1alk　afyoリーSome

peoPle■ovebeinglhecentreofat1en1ionandothershate

it．What　kind　of　conversationalist　are　you？

I〕ifferent　ConversatiOn　ROles

Here　are　g　names　ior　difierent　converSation　roles，What

do　you－hink　eaoh　means？With　a　par－ner，make　some

noles　for　each．

The刊1i11ker
The16ader T11e　clown

T■1e　wandorer The　follower

（a〕

T■1e　wall　flower T■1e　dominator
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Read the descriptions of each conversation role and match them to the names. 

a) This person usually agrees with everything others say and doesn't add their own 

thoughts or opinions The follower 

b) This person likes to joke. They don't usually add very much new information to the 

conversation but they keep everyone laughing. 

c) This person doesn't agree vi/ith anything. They aiways find a reason to disagree or 

take the opposite opinion. 

d) Other peop[e in the group often don't know what this person is talking about. They 

change topics quickly and often. 

e) This person always wants to know more and asks for details. They often follow up on 

what others in the group say. 

f) This person listens to what the others are saying. They don't say rr]uch themselves but 

they are considering the topic very carefully 

g) This person takes charge of the conversation and helps others participate They guide 

the topic and bring in al[ of the group members 

h) This person talks so much that the others in the group find it hard to participate. They 

don't listen to others. 

i) This person doesn't speak much at all They may answer if someone speaks to them 

directly but they don't speak out on their own. 

Your Conversation Roles 

O Which of these conversation ro[es is most like you when you speak Japanese? 

e How about in English class? Does it depend on the topic? The other group 

members? The situation? 
O Do you want to change your communicatlon style? (Fdr exarnple, "I wish I was more 

like the clown I want people 

to think I am funny".) 
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Learning a New Role 

In English c[ass, it is important for a[1 group members to be active participants who can 

play many different roles in a conversation. We call this kind of person a good 

conversationalist Being a good conversationalist is not a mysterious talent. It is a set of 

skills that you can learn. Here is a list of SOME of the things a good conversationalist 

does Oan you think of an English sentence or phrase to help with each job? 

A good conversationalist 

starts a topic by volunteering their own 

ideas or experiences 

,moves the conversation 

you don't spend too much 

topic. 

along 

time 
so 

on 

that 

one 

English sentence or phrase 

I thin~･-
14d~en I was in h~h sdioof I .. 

makes sure the group stays on topic 

and doesn't wander off on a tangent. 

,makes sure that everyone in the group 

has a chance to participate. 

.stops dominators frowl talking so much 

that no one else has a chance to speak. 

asks follow up questions to get more 

details from group rnembers. 

makes sure the group doesn't miss any 

important topics or ideas 

ends the conversation when the group 

runs out of things to say. 
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Appendix B: Samples of role cards given to students during the treatment. 

Your job is to make sure the group fmishes 

every topic. For exarnple : "What about X ?", 

"Have we talked about X yet?" or "Name what 

do you think about X ?" Try to involve 

everyonc in the conversation. 

Your job is to end the conversation. When the 

group sounds like it doesn't have anything left 

to say, wrap up the conversation. For exarnple : 

"OK. So is that everything?", "So it sounds like 

we have talked about everything." or "OK. I 

think we aredone." 

Your job is to ask people follow up questions 

For example : "That's interesting Why do you 

think so?", "Do you mean ?" or "Could 

you explain that a little more?" 

Your job is to volunteer to answer questions. 

For example : "I think ", "My 

answer is ." or "How about " 

Your job is to move the group along. If the 

group spends too much tirne on one topie, bring 

up the next point. For example: "Can we move 

along?" , "We haven't talked about X yet. What 

do you think?" or " What do you think about the 

next question?" 

Your job is to make sure the group stays on 

topic If someone changes to topic, bring the 

discussion back. Fdrexample : " That's 

interesting. Let'~ get back to our topic." , "Yes. 

So anyway, Iike we were saying before. ." or 

"Yeah, but our topic is X" 

Your job is to make sure that everyone has a 

chance to speak. If someone is being quiet, ask 

for their opinion. For exarnple: "What do you 

thirik Narne?" , "How about you Name?" or 

"Name what's your idea?" 

Your job is to stop only one or two people from 

talking too much. For example : "That's 

interesting. What do other people think?" , 

"That's a good answer. Let's find out what other 

people think." or "Yes. Do you agree Name?" 
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ロシアと日本：民俗文化のアーキタイプを比較して
　No士es・o皿Comρ刮尭o皿of肪e　Rossf刮一朋d加P刎e舵E鋤皿ひCu1肋rカルo凸e印Pes

　　　　　　　　　　アレクサンドル・プラーソル“

’論文の要旨

　人類の起源に関する学術知識が深まるにつれて、世界の文明がどう係わりあっているかという問題に対する

民俗学者の興味が高まっていく皿将来はいわば人類の社会的ゲノムマップの作成が次の課題になるだろう。本

論はこのグロニバル的課題の一面であるロシアと目本の民俗文化・民族性格の類似点と相違点を論じている。

西洋民俗学の視点からみればロシアと日本は集団主義文化圏に属し、その他にも類似点が多い。しかし西洋個

人主義の基準をさておくとすれば、’両国の民俗文化は違いが多く同種であるまい。本論では両文化の此較分析

は1〕文明のレベル2）国の社会政治的組織のレベル3〕日常生活における個人の行動のレベルで行われる曲

　人類の起源に関する学術知識が深まるにつれて、さまざまな文明がどのように形成されてきたか、世界の文

明がどう係わりあっているかという問題に対する民俗学者の興昧が高まっていく。現在は、研究を重ね、デー

ター資料を蓄える段階で、将来はいわぱ人類の社会的ゲノムマップの作成が次の課題になるだろう。人類を構

成する世界文明や民俗文化の比較分析がその中心になるだろう。本論はこのグローバル的課題の一面であるロ

シアと日本の民俗文化・民族性格の類似点と相違点を論じてい㌫ロシアではこのタププの師文が見られろ．

が1、研究がまだ初段階にあ・ると言っても過言ではあるまいニロシア文化を研究する日本学者はまだこのテー

マに着手していないようだが、ロシア人と日本人の行動パターンに関する実際的観察を紹介する少数の論文を

挙げることができる1。’

　ロシア文明と日本文明は個別的な文明として識別され且、両方とも外国から受け入れた部分が大きい。日本

文明は上代に中国文明とインド文明、近・現代にユー口・アメリカ文明に強く影響されて形成されてきた。ロ

シアはピザンツ帝国の宗教、文化、国家機構などを直接受け継い胤後年モンゴル帝国に服従L、モンゴル的

東洋文化を大量に受け入れたのである。・モンゴル支配から解放きれてビザンッが陥落レた後、ロシアにとらて

ヨーロッパが文明的なドナーになった。ロシアも日本も外国文化の要素を受け入れ、それらを現地化し、長期

保存への志向を示している。時間が経つにつれて受容さ虹た外国文化の要素は民俗文化や民族意識のシンボル

になってきた。このような過程は受容文明に共通するであろう。提供文明が過激的な変化を起こしたり、なく

なったりしたあとでも受容文明は受け入れた文化を．大切に保存したり、現地文化に解け合わせたりすることが

多いようである。日本人は先祖の慣習や伝統等を重視し、過去のことを崇拝するといっていいほど大切にする

のが知られている。現代の日本文化の根本的な要素は中国からぺ幸たは中国経由でインドから受け入れられ・

今日まで大事に保存されてきた。

　この点からすれば、ロシアは日本に似てい乱西洋学者の意見では、・ロシアは受け入れた文化を提供側より

熱心に守っ．たり、保存したりするそう’だ一。ニコン総主教による17世紀の宗教改革は式典の形式的なものをビ

ザンツの原型に戻すことを目指しただけだが、慣習的な儀式を変容しようとする試みは・信教健の無数の悩み

を伴う2世紀以上続いた宗教紛争と正教会の分裂をもたらしたのであ乱

　外国文化の渡来は両国において均等速度でなく、’波のような形で行われてきた。ドナー文明が変わったりは

したが、この過程は上代から現代までずっと続いたのである。両国において外国の文化は機械的に受容される

の下はなく・土着の文化に重なったり・同化されたりしむヤマトでは土着の文化は神道を中心とするもので

あ’り、古代ルーシでは原始的異教（多神教）・を基にするものだった。土着の宗教意識は今日もロシア人と日本

人の民族意識と行動パターンに重要な地杜を占めている。日本人は宗教意識と冠婚葬祭による人生観で、ロシ

ヰA1跳㎜d直。P祀宙o1［情報文化学科コ
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ア人は今でも外国人を驚かせるほど強い迷信や超能カヘの信仰でそれを裏付けている。．だから文明のレベルに

はロシアと日本民俗文化のアーキタイプにある程度の類似点．が見られると言えよう。

　文明’より下位のレベルでも両国の民俗文化アーキタイプを特徴づける範田毒に類似点が見られる。その一つは

国家主義である。両社会においては国が重大な役割を果たすが、ロシア国家主義と日本国家主義には相違点が

多く、以下にこのことについて詳細に述べよう。世界の国々に比べれば、愛国感情があまり高くないのはロシ

アと日本の共通点である。「自国民であることに誇りを感じている」比重は調査対象国全体の平均は呂4％だが、

世界第62位のロシ’アは67．5％で、世界第71位の日本は54，2％であるヨ。

　両国の本来的な団体意識由は個人の利益より団体の利益、個人の権利より個人の任務を重視している。この

点において、ロシアの社会意識と’日本の社会意識とは西洋の団体意識・法意識と異なっている。結果として、

両社会では個人の権利と個人の利益より社会の秩序と安全の方が評価を得ている。

　ロシア人と日本人は一般的な世界観とものの考え方にも類似点がある。西洋文明ρ人々が人間社会や自然な

どを知覚するにあたって論理的な分析法を基盤にするのに対して、ロシア人と日本人は直感的認識と感覚的知

覚を利用することが多．い。両社会では」l1頁法主義より人間関係の調和と利害の調和が伝統的に重視されている。

それで彼らは決定の正当さ、社会福祉の公平な分配などをとくに敬う。ロシア人も日本人もおかれた状態を積

極的に変容するより自分を状態に」l1廣応させる志向を示している。ゆえに彼らの行動パターンには慎重深さや前

例尊重主義がみられる。しかも断絶の多いロシア社会史が示してくれるように、ロシア人の代表的な集団行動

には現況をそのま幸保存し・問題が自然的に（場合によって爆発的に〕解決されるという結末が多い。それな

りの歴史的、地理的、’気候的な原因があるが、亡シア人が長期で詳しい計画を立てるgは苦宇であるという弱

点が民俗文化の特徴である。それに対して日本人は長期的、詳細な計面を立て、その計画の実施を注意深く管

理するのが得意である』

　異なった民俗文化のアーキタイプの比較分析を行うには三つの分析レベルを区別しよう。それは1〕文明のレ

ベル　2〕国の社会政治的組織のレベル　3）日常生活における個人の行動のレベルである。1）は当民俗文化を個

別の文明として区分を可能にする特徴を対象とする。2）は当民俗文化の社会的政治的構造の特徴を対象とす

る川ま日常生活におけ名」般人の人間関係・世界観・ものの考え方などを対象とす乱そ仰の三つのレベ

ルが当民俗文化の中に一つにヰとまり・互いに切り離しがたい状態にあるが、それらのレベ元を論理的に区別

することによって比較分析をたやすくすることができる。文明のレベルから日常生活のレベルに下がれば下が

る停ど両民俗文化の類似点が少なくなり・差異点が多くなるのであ乱文明のレベルでは、ロシア民俗文化と

日本良俗文化がユー口・アメリカ文明とはっきり異なるのに対して、社会・政治的レベルでは類似点があると

はいえ、相違点も少なくない。

　上のところで両杜会の主軸は国家主義にあると述べたが、両国の国家主義の本質にはかなりの違いが見られ

乱日本は集団のヒエラルキー（階層性）の社会をなしていると言う。集団のヒエラルキーめ申では国が最上

位を占めている。日本国家は防衛や外交関係はもちろん、社会福祉や教育や収入再分配などを管轄している。

アメリカ人が言うように、日本では「国家が大きい」。

　ロシアの国家も大きいが、その杜会曲な機能にはだいぶ違うところがみられる。それらの違いは両国家主義

が形成されてきた地理的、・歴史的、社会政治的な条件の差異により定められるものである。太平洋戦争以前、

日本国は外敵に侵入されたり武力による屈辱を受けたりすることは一度もなかった。モンゴル帝国は13世紀に

日本列島への上陸を2回試みてきたが、央敗した。日本国が海外で軍事キャンペーンをやったのは3回だけだっ

た。一つ目は663隼に朝鮮半島出兵、二つ目は16世紀末に豊臣秀吉による朝鮮半島出兵、三つ目は20世紀前半

にアジア諸国に対する侵略行為である。

　17世紀初頭に戦国時代が終わり日本が統一したあと、’江戸幕府は文武両道を奨励する方針を唱えた。鎖国時

代の献島国として国境を積極的に防衛する必要がなかった。幕府に服従しなかった東北の蝦夷部族に対する・

遼征が散発的に行われた・とはいえ・あまり積極的ではなかっれ日本が受け入れた孔子の教えによる・と君主の

第一の課題は臣下の福祉向上であり、第二の課題は臣下の教育である。だから、君主または政府の指導活動を
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評価するにあたって、国民と国家の繁栄で判断するのが普通だっむ

　ロシアは日本と違って近隣の遊牧民や定住民と頻繁に戦っていた。外敵に攻撃され、領土を奪われることも、

逆に隣国を襲い・領土を拡張するこ仁も多かったのであ乱それによって国防機能はロシア国家の最大の課題

になってきた。時間が経つにつれて広大な国±や臣下の多民族性や国境の移動性が国家の軍事的役割を固定し、

それに国内秩序を守ったり国内抵抗を抑えたりすると言う讐察的な役割を付け加えたのであ乱ある資料によ

ると、10世紀から20世紀にかけてロシア史のヨ分の2は戦争時代に当たる。すなわちロシアは3年のうち、2年戦∵

争をやったのであ乱それゆえにロシア人は統治者の指導活動を評価するに当たって二つの基準で判断するこ

とにしている。一つは、統治者赤国土をどのくらい拡張させたか、もうひとつは、国家をどのくらい強化させ

たかというのである。ピョートル大帝とエカテリーナ2世がロシア最大の皇帝とされているのは偶然ではない。

なぜなら・この二人g統治の時代には．ロシアの軍事的勝利と国土の拡張がとくに顕著だったからであ乱有名

な皇帝イワン4世（雷帝）の統治を言及すると、必ずと言っていいほど1552年のカザー二・ハン国の征服と菓

方への進出開始を雷帝の最大業績としてあげる。

　両社会史の軍事的アスペクトと国防政策における両政府の役割が違うところはもっとも対照的なものであろ

㌔このアスペクトがその重要性のために両国の社会政治的生活のおびただしい差異を生み出して’いる。たと

えば、日本の民族生格と歴史意識にはできるだけ極端な行動や歴史め断絶を避ける志向が見られる。変化の激

しい、移行的な時代には社会損害を和らげ、改革を順調に進めながら先へ行くのが理想的であ糺このような

志向を裏付ける実例が多い。平安末期の武士が鎌倉幕府を成立させ、朝廷と貴族から政治・経済権力を奪った

が、生活ができるよう’に正常な情況を作り出した。武将の平将門、源義朝、源義仲らは天皇の代わりになろう

とはしなかった。首都から離れたところに新政権を樹立して、京都をそのままにしておいた。日本には7世紀

以上実質的権力を握る幕府と象徴的権力を持つ朝廷が共在して、二重権力があったと言えるだろう。I867年に

江戸幕府最後の将軍徳川慶喜が大政奉還によ’り将軍職を辞し、朝廷に政権を移行Lた。明治に入り趣味に生き、

公爵として大正時代まで天寿を全うしれ

　ロシアの民族的性格は妥協不足であると言う。なので、政治的闘争で負けた方は勝利者の寛大が期待できる

ことはめったにない。ロシア最後の皇帝ニコライ2世の悲劇的な運命はそれを裏付ける。19I畠年7月の皇帝一家

の暗殺は例外ではない。政治的なライバルを絶滅する例は社会主義革命の後はもちろん、葦命の前にもよくみ

られるのである。．

　日本人の行動にみられない、ロシア人に限った気質をもう一つあげよう。社会改革となるとロシア人は以前

のも・のを完全に壊し、まったく新しい類を見ないようなものを作る志向を表す。ここ450年来、ロシア帝国の

国境がすばやく移動し、ロシア人が新地を開拓することが多かった。．新たに得た領土を居住地にするときそれ

までの経験を生かす可能性が限られ、受け継がれてきた知識より発明家のひらめきを必要とするケースが多か

った。それに、ロシア人は長期にわたる単調な仕事が苦手なこと、短期間で爆発的な努力によ季問題の解決が

得意なこと、極端な行動への志向などがその気質に大きく貢献しただろ㌔

　以上に述べられた違いは社会の調和と社会の合目的性という理念に対するロシア人と日本人の態度が一様で

はないことにさかのぼる。日本民俗文化では社会の調和（和）が最高の価値である。聖徳太子の『憲．法十七条」

の第一項目には『和なるを以て貴しとし、件ふることなきを宗とせよ」と書いてある。一方、ロシアでは社会

の調和を守りながら損害をできるだけ少なくするより目下の必要性を優先的に患？て行動する例が多い。武力

闘争での非妥協性と徹底性がロシア人固有の気質とされているが、この気質は苦しい国防戦争を一度ならず助．

けてくれたと同時に、国内紛争を抑える上で支障となったことも少なくない。

　1995年に世界の23カ国を対象に世論調査が行われた。質問には「政府がどちらを優先すべきか、社会の安全

かそれとも個人の自由か」．というのがあった。社会の安全が優先であると回答した比率はロシア人が42％・日

本人が67％である。差はそれほど大きくないように見えるかもしれないが23カ国の内、目本は第2位、ロシア

は第21位となった。

　「社会を改善するために革命的な方法を使ったほうがよい」という視点に9．7％のロシア人（第7位）と2．7％

の日本人（第22位）が同意した一。ロシアは20世紀に3次の革命、2次の世界戦争、国内戦争、大飢餓、大衆粛
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清、ソ連解体などを体験した。日本には社会的な大変動としては革命と無関係である敗戦だけだった。それに

してもロシアでの革命的な改善方法の支持率は日本より4倍弱である。この数字は両民俗文化のアーキタイプ

の違いを明らかにするだろう。

　以上に述べたように、而民俗文化のアーキタイプは農民共同体の美徳や価値観を基盤にしてい乱しかし、

両民俗文化が形成されてきた歴史的、地理的、気侯的な条件の差異が顕著であるので、ロシア人と日本人の内

面的な世界の相違は類似より多いようであ弘以下に両民族の宗教観と集団主義について論じてみよう。

宗教観

　ロシアと日本とは主宗教を外国から受け入れた。両国に外国から渡来した宗教文化が現地の主教に重なって

現在は混合宗教意識をなしてい乱混合の程度は一様ではなく、日本人の宗教感には神道、仏教、儒教、道教

が混在しているが、ロシア人の場合は原始的多神教にロシア正教が重なっている。両民族の宗教観と宗教が社

会生活に占める地位は異なづてい乱日本旅行ガイドにも書いてあるが、日本人が宗教信者のつもりでいるた

めには・時々お寺または神社に詣でれば十分であ糺日本人の宗教感は薄く、宗教の信者であるための縛りは

けっしてやかましくない。歴史的にみれば、日本社会の世俗政権と宗教政権とは別々だっれ接触点は少数あ

らたが、それらの点では教権が政権に服従したのである。仏教思想がその頂点に達した’中世でさえ非宗教的社

会生活に対するその影響はあまり大きくはなかっ．た。中世時代の武将は学僧の知識を求めたが、インドと違っ

て聖職者を賢人として敬って彼らの利益を守ることはなかった冒。ヨーロッパと’ロシアでキリスト教権が所有

した勢力は日本には見られない。16世紀末に世俗教育が宗教教育から分離して以来、ヨーロッパと対照的に道

徳教育が教会ではなく学校教育の枠内で行われていむ

　日本人の宗教意識は深さを欠くのだが、それは日本人の全体的な世界観の重要な気質をあらわしている。こ

の気質は思考の功利主義と現実主義である。日本人は人間の実際的行動と．人間関係を重視し、実生活から離れ

た抽象的なアイディアなどを扱うのが苦手で、そのようなアイディアに興味がないようである口宗教は人間の

日常生活に役立てばどれもよいという態度が一般的である。日本では宗教活動を専門的に実施する宗教団体へ

の信頼度がかなり低く12，5％にしか達しない㌔この数字は世論調査の対象となった23カ国のうち最下である。

　ロシアは正反対であ糺ピザンツ帝国同様・ロシアには宗教政権が形式的に世俗政権に服従することになっ！

た。しかし、日本と違ってロシア正教の社会的勢力範囲が広く、専制政権に協力して社会を司る役割を果たし

た皇帝でさえ正教会の勢力を無視できなかったのであ乱皇帝の洗礼式、戴冠式、結婚式などが総主教によ

って行われ、式典も教会によって決められた。「ツァーリの権威は神様から授けられたものである」という信

仰があったのでニロシア正教会はツァーリ政権の決定を国民の前で合法化する役目も果たすべきであった。ツ’

了一リに続いて正教会は二番目の土地の所有者であり、膨大な富を持ち、社会の動きに必然的に参加すること

になっむ口・シア人は昔から信仰深い人を「神様の人」といい、信仰心を最高の美徳と．したのである．。ロシア

では信仰心の程度で君主を判断する慣習がみられ、諸問題を解決するには神様に熱心な祈りをささげることが

最良であると思’われれロシア語で「正教」ということばは・「（神様を〕正しく褒め称えること」を意味す乱

　1917年に革命を起こしたボリシェヴイキはロシア人の信仰心を利用することたした。正教会が抑圧さ九、共

産党が取って代わった。キリ・ストの教えのかわりに共産主義イデオロギーが人々の意識に浸透させられるよう

になっれLかもこのイデオロギーはキリストの教え同様・永遠で無敵なものであると国民に教えれ革命の

父レーニンの遣体を昔の聖者や殉教者めようにミイラにして首都の中心にある廟に安置し、大衆の参拝を奨励

する政策を宣言しれ至る所でイコン（聖像画）がレーニンの肖像画や彫刻に取って代わられ、国家・公共・

文化・教育施設では共産主義象徴ぞろいのいわゆ名イデオロギー教育コーナー（Hp伽耐｝r㎝o1｛〕が設置さ

れるようになった。ソ連共産党がある程度正教会のソ運時代の継承者であると思える。年教と共産党の最終的

な目的は異なるが、社会教育法が一様である。

　70年以上行われた徹底的な無神論杜会教育にもかかわらずロシア人の宗教感’が消えてしまったわけではな

い。華近の世論調査によると・総人口の54％は正教の信徒のつもりでいる1㌔ロシア正教会は全人民の61，9％

の信頼感に恵まれている1㌧現代のロシァ社会ではこれより高い信願度を所宥しているのは軍だけである。不

一50一．



新潟国際情報大学情報文化学部紀要

信仰者のなかでもロシア正教が民族文化の宝物で大切に保存すべきだと思う人々が多い。最近、．社会政治生活

における宗教の地位がじょじょに高まり、ロシア正教が革命前と同様に国教になりつつあると言えるだろ㌔

為政者や政治家が競い合って正教への忠誠を誇示することによってこの過程が加速されてい乱

集団主義

　現代の西洋民俗学の視点からみればロシアと日本は集団主義文化圏に属す乱しかし西洋個人主義の基準を

さておくとすれば、両国の民俗文化は違いが多く同種であるまい。

　ロシアの集団主義は日本と同じく村民の意識にさかのぼる。20世紀初期までは農民がロシア総人□の90％を

なしれ農民の共同体は多種多様で名称もいろいろあった（oa叩Vro，o軸”冊，wp，oo6op，のちほど

叩Te皿■，KO■X03〕。ロシアの農民共同体の特質として土地を含めて生産手段の共宥、芙同労働、労働所産の

正当な分配をあげられる。ロシアの哲学者ニコライ・ベルジャーエフが指摘したように、ロシアの集団意識は

共同労働能率の向上よりは利益の正当な分配にこだわる。農民芙同体の正義感は富の多いとヒろから富の少な

いところへのものの移動を原則として認めた。それゆえに人間の平等、親近、権力と国富の再分配を唱えた少

人数の革命家たちが1917年に数百万人の労働者と農民から大量な支持を得ることができた。

　ロシアの農民共同体のもう一つの特質は個人の自由が大いに拘束されることにある。村民は家長と村長の許

可なしで共同体を出ることができなかった。のちに都市に出稼ぎに行きアルテリ（叩丁朗』〕を作った農民た

ちもこの規貝1jに従ったのであ乱1呂6I年までのロシア農奴制が1930年代にソビエト政権のもとで復活しれコ

ルホーズ員になったソ運の農民たちはコルホーズ長の管轄した事務局に身分証明書を預けさせられ、コルホー

ズ長の許可なしでは村を出ることができなかった。20世紀の半ぱごろのソ運では移動の自由が厳しく制限され

たのである。

　農民の会議で決議をとるには伝統的にコンセンサス（意見の一致）が必要で、コンセンサスを得牟決定は全．

貝にとって義務的なものだった口少数人の権利を保障する制度がなく、意思や意見の不一致が現れた場合、み

んなの利益を損なうものとみなされた。これが後年広く知られるようになったソ運社会の全体主義、反体制的

思想の圧迫、「人民の敵」に対する粛清等の原因であ乱亡命はもちろん、国家の許可なしで外国人との接触

さえ全国的な規模に達した共同体の裏切りとみなされるようになった。’宗教感と同様、集団主義においてもソ

ビ土ト政権が政治目的あために伝統的な農民共同体の道徳価値を利用したと言えるだろう。

　ロシアの農民共同体ではみんなが平等で親近感があり、全員がそれぞれの人のことを何もかも知ってい乱

みんながいっしょに仕事をしたり・、助け合ったり、簡単に私的なことを打ち明け合らたりする。目上の人が目

下の人を戒めたり、同世代のものに抵抗感なく注意したり用心させたりすることも珍しくない。これらの気質’

は現代のロシア人の行動パターンにもみられる。都市圏人と言っても、村を離れて都市圏に住む世代数は二つ

か三つLかない。歴史的にみれば、短期問である1㌔現代の西洋都市圏人が慣れてきた精神生活様式（個人の

独立、自主性、不可侵等）は首都圏を除いていまだにロシア人の民俗意識に根付いていないようであ乱

　日本の集団主義阜ロシアと同様・村民の意識にさかのぼるが・それなりの異質性を持ってい乱ロシアと違

って日本の社会集団は非公開で閉鎖されてい乱すなわち個人は集団から切り離せない存在のつもりでおり、

白分の利益と集団の利益を区別しない。戦前の日本ではほとんどの社会集団が閉鎖的だったが、現在は閉鎖性

がじょじょに弱まっていく。

　ロシアと違って日本の集団は睡層組織で、団員の地位が年齢や入団時によって決められる。内部の規則が外

部の規則より重んじられ、外部に出されたり討論されたりすることはない。集団の内部規則の優先は昔に孔子

の教えによって成立した。江戸時代には他人による犯罪を密告する義務があったが、家長が法律を犯した場合、

家族のものは口外しなくてもよかったのであ乱現代の日本には政治家や官公吏等の汚職事件が少なくないが、

他国に比べて集団の利益の比重がはるかに高い。

　日本の集団で決議をとるには全員が参加する討論会が不可欠であり、根回しという。ロシアと同じくコンセ

ンサスド達しない限り決が取れない。官庁や会社等で重役が主管者と相談せずに決定をとることはめったにな

い。主管者が決議案を回付し、関係者の承認を得るのが普通であ乱この制度は稟議制とい㌔日本の集団は
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問題を検討したり審議したりする時も、とった決定を実現する時も全員に獅子奮迅の努力を求める。成功をお

さめるのに必要な時間や努力より最終的結果を重視することが多い。だから日本人の集団活動は成功率が高く、

必要以上の努力を求めるという特徴を挙げられる。明治末期の日本の学校教育を研究したN，1、コンラッドが

指摘したように、日本の学校教育は質が高くはあるが、教育者が組織で縛りすぎ、好結果のわりに学校教育実

施への努力や支出が必要を上回るものである1ヨ。

　最近、ロシアの行政・公共機関や会社の指導部が以前の農民共同体の集団主義を捨て、西洋風の単独責任・

単独指導制を導入するようになってきているが、日本の方が集団主義の伝統を生かしているようである。

　全体的た言えば、日常精神生活のレベルでロシア人と日本人との差異は共通点より多いように見える。それ

は両民俗文化が形成されてきた歴史的、地理的、気侯的な条件の違いによるものである。ロシア人はおおらか

な人柄φ持ち主で、スケニルの大きいものに憧れるのに対して、日本人は小さくて優雅なものに引き寄せられ

乱革命前のロシアと革命後のソ連は世界スケールの社会的・経済的・技術的な実験で知られている。日本文

化は逆に山川草木を小規模花した庭や盆栽や世界最小の機具等で有名である。

　ロシアとソ連は一度ならず世界史の大規模な動きに巻き込まれれモンゴル軍による敗北、オスマン帝国に

対する勝利、1917年の世界最初の社会主義革命、第二次世界大戦での勝利、冷戦時代の米国との競争、ソ連解

体などがそれらの例であ乱ロシア史において世界規模の動きが多かったからこそ、ロシアの民族主義は国外

に向けられた、メシア主義的なものとなった。18世紀初頭にロシアでは他国に影響を与えられる世界の大国と

しての民族意識が高まりはじめ、1917年以降さらに強まり、現在にいたるものである；

　世界の経済勢力になった日本はここ20年来、民族文化を海外にもっと紹介するような政策を覚え始めている。

この面においてかなりの成果が上がっているとは言え、東南アジアの諸国がこの政策の主対象であるので、日

本は世界的ではなく地域的なリーダーになるつもりであるよう芯戟後の日本の民族主義はロシアの民族主義

と違ってメシア主義を欠き、本質的に内面的なものである。日本の民族主義は人民の統一と単一性、文化の伝　　！

統主義と独特性に支えられている。日本は20世紀前半に大規模な出兵をおこなったが失敗に終わり、日本の首

脳部が複雑な国際情勢の中で行動するのは得意でないことを明らかにした。日本文化の研尭者の意見では日本

人は比較的単純で象徴的なものを好み、複雑な理念や抽象的な範晴等が苦手である1㌔中村元氏が指摘するよ

・うに、他民族に比べて日本人は正直で、忠実で、単純な生格をもっている。彼らは複雑な政治的または外交的

な取引があ．まり好きでない。昔の学者は神の道そのものが単純で正直であることにあると書いた1㌔

　ロシア人は天性がおおらかであると言う。極端なことや対照的なことを好み、少しでも儲ければ金に糸目を

つけずゆとりある生活に没頭するロシア人が多い。ロシア語の使用頻度の高い表現には、楽Lむのなら無制限

に、・水遊びなら寒中水浴、恋人なら女王など、ロシア人の価値観を明らかにするものがある。精神的な刺激が’’

あれば、ロシア人ができないことはほとんどないと言われ乱刺激のない、単調で機械的な仕事が彼らの苦手

である。

　この点について日本人の民族性と価値観は正反対である。できるだけ極端なことを避け、自己の喜怒哀楽の

情を統制し、徹底的で落ち着いた仕事振りが美徳とされ乱日本・では他人に迷惑をかけないことが最大の要求

であるが、ロシアでは二の次であ㌫ロシア人と違って日本人は長期計画を立て、’それを徹底的に実現するの

が得意だが、前もって予見できない状態が苦手でそれを避けようとする。

　会社での会議はともかくとして、日本人は論争嫌いである。相手を説得するために一方的に話しをすること

はけっして日本人の好みではない。日本の民俗文化の熱心な擁護者本屠宣長が書いたように、日本では神代以

来、道のことさえ論じ争うことはなかった。宣長の意見では他国に論争がよくみられるが、．それは時問の無駄

遣いに過ぎず、日本は’まねるべきでない1古。

　紛争が起こりかねない状態になる．と日本人は主張を通すよりその場を離れ、可能な限り妥協への道を探って

みるのが普通であ乱ロシア人を含めて日本人の行動パターンに詳しくない外国人にとってはここが誤解．しや

すいところである。論争しないことを知的無能として受け止めたり、自己感情あ統制を無情または無関心とし

て受け止めたりしかねない。逆に日本人はロシア人がどんなことに対しても自分の率直な意見を出す覚悟に驚

く。本音と建前を区別しない民族だなと思いがちの日本人だが、ロシア文化においては本音と建前のちキんと
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した区別が必ずしもいいことでなく、むしろ好まレくない、二面のある人柄として受け止められる。

　日本人ρ目ではソ連時代のFシア人が1）幸抱強さ2）陽気3〕楽観主義4）質素5）愛国主義という気質を有す

る。人問関係にはあつかましいところが見られ、白本の礼儀作法に即していない岬。ロシア人からすれば日本

人は1〕勤勉で2）付き合いがよくヨ〕几帳面で4）控えめな民族である冊。それらρ気質は具体的な状況に・よって

表面に表される意味でなく、気質本来の対象的意味として捉えなければならない。なぜかと言うと、同じ気質

は状況によって異なった性質や行動の基になりうるからである。たとえば、日本人が細かいことに注意を払う

のは周知の事実だが、それは状況によって日常生活での詳細なことに対するいやなこだわりとして表れうるL、

手工芸におけるすばらしい完壁主義としても表れう糺複雑で抽象的理念が苦手なことはアメリカ人からすれ

ば知的無能だが”、日本人からすれば「思考の節約」であるコ。。またロシア人は天性がおおらかだからこそ、

寛大で気前のよいこともあれば、あつかましくてだらしなくなることもある。

　日本人の美徳・悪徳の評価はいったいどんなものであろうか。日本人の美徳のベスト5は親切、根性、品行

方正、まじめ、無欠勤ということになるコ㌔日本人はその勤勉で知られているが、親切が勤勉より、品行方正

がまじめより評価を得ているのは注目される。

　これに対して、最悪徳にはシンナー遊び、ごますり、フリーセックス、無関心、個人主義がある盟。

　全体的にみれば、ロシアの民俗的性格と日本の民俗的性格にぽユー口・アメリカの西洋文化と異質であると

いう共通点があるとはいえ、対照曲な差異点の方がφいようである。ロシア人の目を引くのは複数の対象で、

日本人の目は単独のものにとまる（森林．と個別の木を例に挙げる）。ロシア人は目が遠く地平線を大事にする

のに対して、’日本人はなにより足元を大切にする田。ロシア人は枝葉末節に触れないで本質を問題とすること

が多いのに対して日本人は細部を重視するのが普通であ孔ロシア人は独創的な考え方をしたり意味深い討論

や論争をしたりするのが得意だが・日本人は実際的な汚動の方が上手れロシア人は感11青を込めた・即興的な

行動を求める状態を精神的に好むが、日本人はきちょうめんで入念な作業をうまくやりとげる。ロシア人が自

分のものを困っている人に簡単にあげる代わりに他人のものも無断で借りたりすることに日’本人は驚㍍ここ

に両文化の行動パターンと美徳の違いがはっきりしているだろ㌔両方に文化的ステレオタイプが多く、相互

理解も不十分である。

　日露交流史は150年を越えているが、不親善関係の時期が長く、現在両国の相互評価のアンバランスを生み

出している。全ロシア世論調査センター但u“OM）とレワーダ・センター（地日a＾a－u朋Tp）が2005年後半

に行った世論調査によると、66％か72％のロシア人が日本に対して親近を感じ、1君％か16％が友好的な感じを

持っていない㌔日本での世論調査の結果は正反対であ乱ロシアに対して親近を感じる日本人は16％で、非

友好的な態度は7畠％を占めているコ5。このアンバランス’にはそれなり’の理由がある。戦前．はともかくとして、’’

戦後の冷戦時代には両国のマスコミが互いに敵国のイメージをつくりだしていたのが周知の事実であ乱ソ連

は日米安全保障条約、日本は北方領土返還を問題にして対立しれソ連崩壊後、前者は深刻さを失ったので、

ロシアのマスコミは日本に対する敵意をはぐくむことをやめたが、後者は残って、日本のマスコミは冷戦時代

と変わりなくロシアに対する敵意を育て続けている。’

　理由はもう一つある。それは自国のメデイア信用度の差である。両国の新聞・雑誌・テレピを「非常に信頼

する」あるいは「やや信頼する」比率を見れば、ロシアは37．6％で、日本は67，7％であるコ｛。したがって冷戦

時代にも世論に対するソ連のマスコミの影響はそれほど大きくなかったのに対して、現代の日本ではマスコミ

の否定的な影響がだいぶ大きいと言える。

　両国間の最大の問題である北方領土間題が解かれても相互理解不足やステレオタイプの悪影響を克服するの

にしばらくの時間がかかるだろ㌔ここはプロフェッショナルとして相手国の国内事情や民族文化等をよく知

’っている文化人、学者、教育者の責任が大なるものである。
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新潟国際情報大学情報文化学部紀要

アナイス・ニンの「ジューナ」一『人工の冬』パリ版から

Anais　Nin’呂“Pjum’’一丘omthe　ParisEditionof乃e　W㎞蛇rofA池ce

　　　　　　　　　　　　矢口裕子＃

パリ版とジーモア版

　アナイス・ニン『人工の冬」にはふたつの版が存在する。ひとつは、1gヨg年、パリのオベリスクプレスか・ら

出版されたもの一いわゆるパリ版一で・牢冠詞つきの冊閉加研of〃棚㏄。い事ひとつは・1949年・ニュー

ヨークはグレニッチヴイレッジのジーモアプレスから自費出版に近い形で出されたジーモ・ア版、こちらは定冠

詞が落ちてWi柑〃げル砺o｛と呼ばれる二ふたつの版の差異は定冠詞の有無にとどまらない。パリ版には「ジュ

ーナ」「リリス」「声」、ジーモア版には「ステラ」「人工の冬」「声」の三編がそれぞれ収められている。「声」

だけはタイトル・テーマとも原形を保っているが、それでも、エンディングを含めテクストの異同は少なから

ず見られる。「リリス」と「人工の冬」はテーマを一にしながらタイトルとテクストに異同があり、「ジューナ」

と「ステラ」に至っては完全に別個の作品である。

　パリ版を出したオベリスクプレスは、両大戦間のごく短期問ながら、ヘンリー・ミラー．『北回帰線」・．ロレ

ンスーダレル『黒い本」、ジェイムズ・・ジョイス『フィネガンズ・ウェイク』、ラドクリフ・ホール『孤独の井

戸」等名だたる異端の（ないし異端的正統の）書を出版した伝説的な出版社である。］丁人工の冬』の刊行は、

第二次世界大戦の勃発ならびにオベリスクプレスの閉鎖と重なったため、本が市場に出回ることもほとんどな

．かったという（現在流通している『人工の冬」はほぼジーモア版に限られ・鳥影社『アナイス・ニン・コレク

ション」もこちらに基づいている〕。以来70隼近く、さながら「埋められた子ども」のようぞあったパリ版が、

ニンのジャーナルを出版するスカイプループレスから、近く英語圏で初めて出版される運びとなった。

　本稿は、ヘンリー島ジューン・ミラー、音楽家の父ホアキンーニン、そして精神分析医との関係という｛

「アナイス・ニンのつくりかた」において決定的な役割を果たした三づのテーマ／関係の三様を描く『人工の

冬』パリ版から、1986年に「無削除版日記」第一巻として出版され、のちにフィリップ・カウフマンにより映

画化（1990年）された『ヘンリニ＆ジューン」の原型といえる「ジューナ」を取りあげ、セクシュアリテイを

描く作家としてのニンの先見性・実験性・前衛性にささ．やかな照明をあてようとする試みである。

「ジューナ」と『ヘンリー＆ジューン』

　パリ版が出版されたのは第二次世界大戦前夜であったわけだが、アナイス・ニンが「移民の母子家庭の長女」

（矢川澄子）としてニュー目一クの港に降り立ったのは、I914年、まさに第一次大戦の勃発と時を同じくして

いた。愛する父のいるヨー．ロッパを離れ、たどり着いたアメリカは「すばらしき新世界」というより奇妙な異

境であり、ニューヨークの地下鉄で□々にガムを噛む乗客を見た弟が「アメリカ人て反甥動物なの？」と訊ね

るエピソードを、ニンはくり返し紹介している。だが、スペインからアメリカヘ向かう船の上で、投函されな

い父への手紙として書き始めた日記を、手書きからタイプに起こし、何度も書き■打ち直し、『日記』やフイ

クションとして幾通りにも語り直すアナイスーニンこそ、反袈動物のような書き手というべきであり、そのテ

クストはまぎれもないパリンプセストの様相を帯びる。一

　「ジュrナ」の背景にあるアナイス1ニンとヘンリー母ジューン・ミラーの関係を例にとってみよう。一般

読者がニンという作家を知ったのは・1966年丁アナイス・ニンの日記」によってであり・読者はそこで作家の

友人夫妻とLて、少々遅い文学的音春をパリで調歌するヘンリー・ミラーと、悪魔的な魅力を湛えた妻ジュー

シに紹介されることになる。それが実は友情を趨えたバイセクシュアルな三角関係であることが白日のもとと

なったのは、関係者の死後、作家の遣志により丁ヘンリー＆ジューン』が出版された19冨6年、丁日記』の出版

から数えてちょうど20年後のことだった。「アナイス・ニンの無削除版日記より」’と副題の付されたこの本は、

ヰYAOUCHI，Y．ko［情報文化学科コ
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映画の効果もあって世界的ベストセラーとなり、若い読者を獲得するとともに、古くからのニンの読者および

生前の彼女を知る人々には・偶像破壊的なシ目ツクを与えたようだ。そして奇しくもほほ20年後の2007年、

『人工の冬」パリ版が．（あたかも死海文書のように）私牟ちのもとに届けられようとしている。その巻頭を飾

名「ジューナ」．は原『ヘンリー＆ジューン」であり最良の八ンリー＆ジューン物語であるとともに、21世紀の

読者をも震憾させずにおかないであろう性をめぐる洞察が散りばめられている。反努動物のように、あるいは

神経症患者のように特定のテーマを変奏し続ける作家、アナイス・ニムおそらく私たちに期待されているの

は・「ジューナ」ドよって丁ヘンリー＆ジューン」を読み直すというより、いくつものテクストから響いてく

る複数の声に耳を澄まし、パリンプセストとしてアナイス・ニンを読み重ね、読み解くことだろう。

今のわたしに必要なのは、成熟した知牲あもち主、父親、わたしより強い男、わたしを導いてくれる恋人だ。

（略〕成長したい、激しく生きたいという想いが膨らんで、抑えることができない。ヨ

『ヘンリー＆ジューン』はそのように書き始められ、「昨夜わたしは泣いた。わたしが女になるプロセスが痛み

をともなうものだったから、泣いたのだ。」一と書き終えられる。この本には「女性の（性的）成長物語」とい

う枠組みが与えられているのだろうか、とかつて筆者が問い、少なくともそのような筋として読めるし、それ
　　　　ゴ　　　□　　　一　　　ト

が編者の意図／筋書きだったのだろう、と示唆したことも、あながち的外れではなかったはずだ。ヨ編者が、

公にされている通り、ニンの後半生のパートナーで2006隼に亡くなったルパート・ポールであれ、複数の証言

が語るように『日記」の出版元ハーコートの編集者ジョンーフェローンであれ、男性であることがここではお

そらく．重要なのだ。ヘンリー一ミラーという、アナイス・ニンよりlO歳以上年長で人生の裏側も知り抜いた

「強い男」に導かれ、アナイスが「女になる」までを描くという、あまりにもありふれた物語。その枠組みの

なかでジューンは背景に退き、アナイスとジューンの性■愛を描く『ヘンリー＆ジューン」のレズビアン・エ

レメントは希釈される。カウフマンの映画のエンデイングも、作家と生き写しの女優マリア・デ・メディ・ロス

が車のなかで涙を流しつつ上に引いた言葉を□にし、ミラーを演じる役者は自転車で伴走しながらおどけてみ

せるという、象徴的な図柄だった。涙を流すアナイスと「いつも楽しく陽気壱」ヘンリー、悲劇的なアナイ’ス

と喜劇的なヘンリー一それもまた、丁ヘンリー＆ジューン』に仕組まれた枠組みだったのだ。

　ところが、先ほど原『ヘンリー＆ジューン』と呼んだ「ジューナ」’を傍らに置いてみると、「無削除版日記」

の半世紀近く前に出’版された小説が、あたかも後発者をあらかじめ脱構築しているかの趣があ乱女同士の愛

憎劇を立ち聞きされたかもしれない、と怖れたふたりの女が、抜き足差し足となりの部屋を覗いてみると、彼

女たちの別種の愛憎の対象である男は、幸福そうな笑みを浮かべ「泥のように眠り、いびきをかいていた」．百

と結ばれる「ジューナ」のエンディングは、その一時間前でも一時問後でも、悲劇の様相を帯びていたであろ

うバイセクシュアルな三角関係を、一瞬だけ喜劇の方に揺り戻し、そして宙づりにする。修羅場の隣室で泥の

ように眠る男の無神経な幸福二その「悦ばしい笑い」が三人を包む、まさに一瞬の奇跡のよう’なエンディング

である一悲喜劇の結末とはつねにそのように訪れるものなのだが。

　パリ版に収められていた「ジューナ」が一「ジューナ」だけが一ジーモア版から完全に姿を消してしまった

のは、それがニンにとって’「リリス」「人工の冬」で描いた父との近親姦的愛以上に秘すべきことだったから、

と考えるのが妥当だろ㌔人類の普遍的タブーとされる近親姦を超える特権性を、．この隠された物語がもちえ

たのは、それが三角関係を描くからか、二重の不倫だったからか、あるいは女性同性愛ないし両性性／両性愛

に関わるからなのだろうか。

ジョハンナとジューナ

　ここで、「ジューナ」の作品内部を改めて検討してみよう。

　ジューナとは一人称の語り手であり主人公であり、アナイス・ニンの分身とおぽしき女性作家に与えられた

名である。丁ヘンリー＆ジューン』がそのタイトルから伏せた第三項、あいだに立つ者’としてのアナイスが、

ジューナという（敬愛するバイセクシュアルの女性作家と同じ、かつジューンと酷似した）名前を得て回帰を
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べてをわたしたち自身のなかから創り出し、わたしたち自身の現実を象るだろ㌔（I02）

ここには、女のホモエロティシズム／ホモセクシュアリテイのみならず、女のホモソーシャリティまでが言語

化されている。だが、それが新しい魂と知性と言葉を創造するための「裏切り」であることを知りつつ、確信

犯的に手を染めたの！ま・ジューナひとりだったのだろうカ㌔エンディング近く、「レズビアンの芝居」をして

みせただげだというジョハンナに、ジューナは「わたしたちは敵じゃないのよ」と語りかける。

ジョハンナ、ジョハンナ、もしあなたがわたLたちのあいだに1憎しみを掻きたてたら、あなたは魔法の絆を

こわし、わたしたちがたがいを認識するようにはわたしたちを認識しない世界に、ふたりを投げ込むことに

なるでしよう！彼でさえ気づきえなかったすべてのこと！彼がわたしたちふたりのうちに愛しえなかったす

べてを、わたしたちはいかにデリケートに摘みとり、たがいを養い、愛への、愛における微妙なものへの飢

えを癒したことでしょう！それは女の知による癒しでしれ今この時にこそ、彼の指のあいだからこぼれ落

ちるいっさいがあるというのに、わたしたちは競争の、寒々しい闘争の痛みに目覚めなけれぱならないので

しょうか。（略）すべてのありふれた時間を驚異のレベルに引き上げるわたしたちの力一それはみな失わ

れてしまうのでしょうか、ジョハンナ。失われていいわけはない。わたしの腕のなかにいて。不実な関係を

続けましょう。一緒なら、わたしたちは女王、だからわたLたちは勝つ。いがみあい、憎しみを育てれば、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ，中一〒■j口’わたしたちはたがいをかたわにしてLま㌔（略）これは裏切りではなく、間結婚であり、三位一体であり、

三角形に流れる情熱なのです。なのにあなたは敵を見るような眼でわたしを見る。わたしはあなたを完成し

ただけ。でも、．わたしもあなたなしには完成しない。あなたは奇跡の可能性をつぶしてしまう。たったひと

つのキスで、一夜のうちに、孤独と怖れと痛みを破壊したあなたとわたし　　女たちのあいだのありとあら

ゆる苦痛と怨嵯、何世紀にも渡る戦争は、わたしたちのやわらかい双子の肉体のうちに埋葬されたのです、

ジョハンナ。彼のまわりを回るあなたとわたしあなたの傷つきやすさとわたしの傷つきやすさ。わたしは

いつだって、彼の攻撃を癒すすべを見つけてみせ乱（105－l06）

これは、驚くぺき明蜥さと繊細さをもって女から女への愛を語り、同時にレズビアニズムないしバイセクシュ

アリティの困難をも見据えた、洞察に満ちた言葉である。

　ジョハンナとの愛もまた、つかの商の「奇跡」としてしかありえないのだろうか。そうだとしても、だから

こそ、いっさいが瓦解する予感に満ちた物語の最後に、高いびきで眠りこけるハンスを見つめるふたりの女と

いう、トラジコミックな三角形を提示してみせたニンの作家的手腕こそが、奇跡的な荒業に思えるのだ。そし
　　　イ｝＃］r「」一’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川　　イ　t　　＃　　，　ゴ　　〒　」L

て、この聞結’婚の語り手となりうるのは、ハンスでもジョハンナでもなく、両性性■両性愛のモンスターとし

てのジューナ・しかありえないことを、最後に確認しておきたい。

1オベリスクはその後オリンピアプレスと．名前を変え、ウイリアムズーバロウズ『裸のランチ」、サミュエ

ル・ベケット『モリーとワット』、サドの諸作品、’ウラジミール・ナボコ’フ丁ロリータ」等、偉大なる異端

の書の出版をさら．に続けた。

！パリンプセスト（p誼1i岬冒巴昌t）とは・字句を〒肖した上に重ね書きしていった羊皮紙gことをいい・転じて多層

性／多声性を帯びたテクストを指す。

ヨー㎞田：昌Nh，He皿y也J㎜e，H趾oo咀血（19呂6），p，1、ニンのテクストからの引用はすべて矢口訳。

’Ibid．，P．274．

ヨ失口「性■愛の家のスパイーHe岬也J㎜eから読み直すAn且i冒N㎞」日本英文学会『英文学研究」vol，Lxw，

No．1（13－25頁）参照。

‘Ni皿，皿e　W茄蛇rofA㎞脆e，Ob巴1i冒kP（1939〕，p，1q8、以下、本書からの引用はすべて原文の頁数を括弧内に記す。
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新潟国際情報大学情報文化学部紀要

EUガバナンスの研究と言説構成論の試み
　　　　　G6冊m刎ce㎜dDf8c㎝rse加Eσ8血d王es

　　　　　　　　　　　臼井陽一郎＃

序文

　本稿では、ガバナンス（goΨemm㏄）を主題としたEU研究の方向について検討す乱一政策分野のガバナン

スのあり方から、欧州統合の意味とEU政体の様相を問う研究の視座と方法を探るのが、その目的であ㌫

　こうした関心ρ一端は、EU政治研究のありようにあるヨEUの研究は、すでに一大産業と化した感を禁じえ

ない。EU学術専門誌ぽ質量ともに充実著しい1。国際関係論および比較政治論のいわば老鋪の国際学術樺誌！で

も、EUをテーマとする論文はすでに長きにわたって常連の地位を占めてきた。加えて、EU官僚やEUビジネス

の担い手を養成する大学院教育も、1…U資金によるジャン・モネ・チェアやジャン・モネCOEの制度にも促さ

れ、欧州各地でまさに繁茂するごとく成長を遂げている。しかし、這Uの政治研究とはいったい何であろうか。

　現在のEU政治研究隆盛の背景には、EUの制度進化や加盟国拡大がある。これは9ヨ年のEU発足後、すでに1O

年を越えて続いてきた。それにともない、かつて国際関係論中心であった共同体政治研究は、理論枠組の深化

と研究分野の拡大を着実に遂げていった。この動きを受けて、これまでの研究を総括し、理論枠組の補完・対

抗関係を蛙理し直す試みも見られる（Di巴Hnd　Wie皿e正2004；Ci皿i㎜d　Bo皿皿e2006〕。．EU政治研究の全体像をイ

メージして、その意義と目的を再確認する必要が意識されているのである（日本でのEU研究の総括と批判的

反省ついては、遠藤2005がある）。

　本稿は、欧州統合、EU政体、そして個別問題領域のガバナンスそれぞれの研究の間に、乖離の傾向が見ら

れることに着・目する。統合（inte駅ti㎝）、政体（polity）、ガバナンス（govem㎜㏄）は、EUなる社会構成体の、

分離不能な三側面であろう。その結びつきをあらためて意識する事例研究の方途を、探ってみたいのであ㌫

その手がかりとして、言説稲成論（乱di呂㎝丁昌iv巴㎝n畠血u舳1；m）を取り上げる。これにより、個別問題領域のガ

バナンスに認識の照準を合わせながらも、統合研究と政体研究を関運づける接近法を検討していく。

　提案したい方法は、端的にいりて次のようになる。まず個別分野のガバナンスで支配的な規範言説と．政策言

説を特定する。また欧州統合の言説およびEU政体の言説について、それぞれ対抗関係もしくは覇権的な言説．

’を追う。その上で、個別分野のガバナンスの規範と政策の言説が、統合および政体の言説にとっていかなる含

意をもつか、これを検討するのである。

　その際、言説の媒体は、公式の政策文書およびやわらかい法（冒oft1且w）も含めた法文書に限定する。制度

上の実務を通じて日々生み出される公式文書、これに照準を絞り、その意味解釈を通じて・個別問題領域の規

範や政策の言説と、統合や政体の言説の関係を把握するのであ乱

　このような接近法のねらいのひとつは、実態とは別の次元をあらためて意識Lておくこと岳こある。EUの実

態の一端を、公式文書の要約的翻訳により把握できるかのような、ナイーブな方法上の意識を払拭するのであ

る。

　ただし公式文書は、これを言説の媒体のひとつだと想定する。いわば、研究の出発点となる存在論上の了解

である。いらたんは言説の次元に射程を限定し、あくまで言説を解釈しているのだと了解しておくことは、文

書分析に多くを依存する機構研尭特宥の実情把握の困難さへ真塾に向き合うこ．とにもなろ㌔

　もちろん、公式文書の表現に、生の権力政治が剥き出しに現れることはない。けれども、社会構成論（宙

1たとえばJou血且1of　Com皿o皿M酊止乱S血di胡．Comm㎜M皿k刮L州R昌｝i昔冊，］o皿r㎜1of肋岬由n　Pub1i［Po1io｝，Euio岬皿L乱w］o㎜阯な

どをあげられる。

1代表的なものとして1皿蛇m帥io㎜l　O岨帥i舳tio血やWe副Eum岬n　pplitio害がある。

‡US皿，Yoidlim［情報文化学科］’
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目㏄i刮1oon蛆oとtM；m）の想定にしたがう場合、そこに有意義な研究課題を設定できる。日々の実務に具体化さ

れる制度運用が1現実の政治に文脈を与え、枠を嵌め、ひい．ては統合の意味や政体の表象を（再）構成するこ

とで・各国政府や社会団体の選好形成を制約していく・その過程を把握するという課題である。こうし本探近

法により、統合の意味の再検討を必要とする状況を示唆してみたい。

　それは端的にいって、個別分野でガバナンスを定立する政策と規範の言説が、欧州統合の進展とEU政体の

形成に、意味上の姐蠕を引き起こす形で展開してきた状況である。EUのガバナンスが二連邦国家に類似した

政体の形成とい．う構図にそぐわない形で構成されてきたこと、これを強調するのである。

　こうした考察を先ド進めるには、さまざまな個別間題領域で同様の手法を用い、比較していくことが求めら

れる。また統合芦説や政体言説の類型把握1干、研究者の窓意が忍び込まないか、どの程度取り除けるか、そも

そも排除不能か、だとす柞ばどのような留保が必要か、慎重で突き詰めた認識論の検討があらためて必要にな

糺本稿では論じ尽くせないが、少なくと・もその端緒は準備しておきたい。

1．ガバナンス研究

　Euの研究は・個別問題領域の現状分析を大量に生産してきた。第二（CPSP）、第三の柱（PJCC）の展開は、

この傾向に拍車をかけていっれただし・こうした現状分析もしくは政策文書牙析は・．「無」理論的な動向紹

介のきらいなしとはいえない。政策や制度改変の動向分析に費やされてきた多くの1≡U研究論孜は、政策研究

のEU版であって、’そこに「統合」もしくはEU「政体」研究の要素は希薄である。

　統合や政体を認識目．的にした研究は、無数のEU動向分析全体から見ると、実は少数の例外だといえよう

（日本での貴重な例外として、網谷2002．2003、小川2003．2004、庄司2005、申村健吾2005、中村民雄2005、

平島2005㌧政策決定過程や政策文書の分析が分野横断政策研究と強弁されることがあっても、実際にはそれ

は「無」分野的（皿on－di筥oip1im町）な動向紹介に柊始する場合が少なくない。この点、B㎝m巳とCi皿iの言を引

いておきたい。

　　　「初期の研究選好は政策決定の事例研究にあった。表面的には政治学であったが、決して（政治学の）

　　　分析手法や理論が明示されることはなかった。こうした初期の事例研究は、EU研究に政治学以外の専

　　　門分野が入りにくいという批判を引き起こしていった。それはたしかに情報量豊かで興味深い。けれど

　　　も・記述ばかりで無理論的．な傾向が強かった。・多くの場合、いかなる専門分野の遇去の業績と．も引き離

　　　されている・ようにさえ見えむいくつかの事例研究は「古い」制度主義に分類されたが・いかなる理論一

　　　的なものも明示されないため、事例研究に従事する研究者たちは自らの仕事を、分野横断的だと表現す

　　　る自由があっむが・実際にこの種の研究をいっそう正確に描写すれば、それは「非分野的（mn－
　　　di畠oi旧1i皿岬）」であっ’たとさえいえるだろう。」（Boume㎜dCi皿i2006：6）

　新機能論（neo－f㎜cti㎝且1i畠m）と政府間協力論（int日Igovemm㎝曲1i昌m）の問に対抗関係を築いてきた国際関

係論の統合研究は、大量の無分野的・無理論的な事例研究の蓄積の中では、実は孤高の例外であったといえる

かもしれない。一時の低迷の後も、君7年の単一欧州議定書を契機に、再び統合研究の主要課題として受け止め

られていった。

　しかし、そこにも変化が生じてきたようだ。国際関係論の統合研究からガバナンス研究へ転回する傾向、こ

れがたしかに目立っていったのである。たとえばKoh1趾一K㏄hとRittbergeTは、JCMSの年次報告号（丑m皿旦1

Ieview）で、1ヨU研究のガバナンス研究への転回（the　Gov巳mmoe　Tum）を跡づけ七いる（Koh1肝．Koc向加d

R廿t出eT脚2006）。この転回は、これまで積み上げられてきた政策事例研究に、概念と方向を与えていくことに

なった。

　ガバナンスの概念は多様で、研究課選の具体化にあたってその都度あらためて定義する必要さえある。しか

し・研究者聞の対話を不可能にするほどの乖離もない。政治学系の研究では、ある程度の収鮫さえ見られる

（KohI酊一Kooh　md　Ritt出erge正2006＝2呂一9〕。その基本の意味は、Koh1eT－K㏄hの定義がよく示している。ガバナン

スは．次のように理解される。

　　　「目標を社会に明示申に設定し・その実現へ向けて行動するよう誘因や制裁を与え、実現の状況を韓視
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　　　し、求められる行動の遵守を管理する、これら一連の継続的な政治過程」（Koh1巳エーKoch200516）。

ここで問題提起されているのは政府組織の相対化であり、その非在の状況ですら、このような過程が成立する

理論上の可能性および実際の成功（失敗）例である。

　こうしたガバナンス研究には、二つの次元が見られる。ひとつは政策形成・・施行様式の特徴の把握であ㌫

国際社会における政府なき統治（Ro；㎝且u1992〕、国内社会における社会団体の連携、政府組織が媒介役に徹

した非階層．の政策決定、社会団体も参加した国際規制枠組の形成などが研究課題とされた（日本ではAmiya

2004や中村健吾2005など〕。そこには萌芽的ながら、国際関係論と比較政治論め仕切りが取り払われる傾向さ

え見て取れる。

　もう一つは、ガバナンスの概念を規範上の参照枠として設定する場合である。優良統治（good　gov巳m㎜oe）

なる旗印のもと、透明性、説明責任、法遵守・法の支配、自由市場競争、社会団体の参加促進などが評価項目

とされていった。これもまた、国際関係論と比較政治論双方の研究で盛んに論じられ、世銀やOECDの政策提

言もあらて、まさにガバナンスの語を流行語にしていった。その背景には、冷戦構造崩壊によるイデオロギー

’闘争の終焉を想定できよう（KohleトKooh皿dRittbeエge＝2006＝30）。

　EUのガバナンス研究は、古典的な統合研究を方向転換する役目を担っていった。EU政府の構築による連邦

形成を終点と想定する統合の進展（および後退）から、EUの特殊なガバナンスのあり方へ研究の力点を移

したのである（乃批、32）。EUの制度に媒介された地方政府や社会団体の越境連携が、欧州空問の構築に帰結

する（不）可能性が問われ（日本では網谷2003や中村健吾2005など）、脱領域的で多次元多層の参加を通じた

相互学習や問題解決能力の向上（および減退）が、研究の主題とされていった。欧州委員会による新しいガバ

ナンス様式（newmode冒ofgov巳mm㏄l　NMG；）の提示も、こうLた研究関心を助長・していった（U；ui2006山

　また他方で、加盟国カ相Uの政策形成をどう受け入れているか、不適合の事例はないか、特定の加盟国の政

策の流儀がEUに移植されていった事例はどうかといった、EUと加盟国間の相互作用も、多くの関心を集めて

い；た（日本では網谷2006など〕。このような研究方向は、多次元多層のガバナンス（mu1ti－le唄govemmoe：’．

MLG）や欧州化（E咀mpemi冊ti㎝）という旗印の下（HooghemdM酊k畠2001；J且oht㎝fuoh冨2001；R旦d肥11i2006）・

単なる流行からいまや定着の段階にいたり、政策運携（polioynetwoエk）論との接合も試みられている

（W肛1ei壇h2006：88－90；of．Bdzel1997）。

　ガバナンス研究は大づかみにいって、EU政治研究の第三の柱と位置づけることも可能だ。第一が国際関係

論で、EUを基本的には国家間関係として理解し、加盟国の主権放棄・維持の条件を探る。第二が比較政治論

で、国内政治体制に類似した政治組織や追程をEUに見出し、既存の連邦国家との比較も試みられる。これに

加えた第三の柱が一ガバナンス研究である。個別問題領域の政策動向分析を広く包摂することが可能で・大き

くは公共政策論の範騰に入れられよう。．

　しかし、EUを特異な政体と特徴づけるその研究方針（J且oht㎝fuch；2001．2002）は、EUガバナンスの研究に

独特の性格を与えていった。それは二つの照準をもつ（Koh1巴I－Kooh　md　RittbeTger2006：33〕二ひとつが政策

（polio｝〕、もう一つが政体（poli町）であ乱前者は・政策形成・施行の様式や政策転換を主題にした研究であ

り、1ヨUの政策形成だけでなく、加盟国の施行段階も含めた政策過程が問題にされる。後者は、個別の政策の

土台となる基本のEU制度の構築に関心を寄せる研究で、EU全体の立憲化過程も射程に入る・

　両者は本来異なる研究対象であるが、ガバナンスの概念はこれを総合すると羊張される（J田cht㎝fuoh；且nd

Koh1酊一K㏄h2004＝99－lOO）。この立場を突き’詰めれば、国際関係論と比較政治論を分け隔てる意昧はなくなる。

主権国家聞の統合という事態が、同時に政体内の政策形成として見られるので李る。そのため、統合研究から

ガバナンス研究へ転回する傾向は、両者の研究課題の収束も意味する。実際、ガバナンス研究の多くを生み出

　し’てきた大規模な国際研究事業ヨは、国際関係論と比較政治論あ研究者をつないでいく役割も果たしていらた

　（Kol11巴I－Kooh　md　Rittberg酊2006：32－3）o

　ただしこうLた研究の展開にあっては、’ある種の重要な政治（po1itio畠）が射程から外される。加盟国や越境

ヨたとえぱ、ドイツ拠点のMZ冊（1”‘一2002〕、イギリス拠点の日SRC　E皿；p田n　Re昌昔趾oh　Pm呂冊皿皿自（1999－200ヨ）、ノルウェー拠点の

＾祀m｛1994一〕などがある。
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社会団体によるEU政策の受容や施行、およびその土台となるEU制度の進化に研究ρ照準が合わされるとき、

リアリスト的な問題意識や体制闘争への視野・支配・被支配．関係への問題意識、党派集団の戦略、これらの検

討が見られないのである（ただし党派集団の戦略については、日本では小川2005の研究がある）。ガバナンス

概念の流行が、冷戦構造の崩壊を背景とすることの反映であろう；

　EUガバナンス論には、三つの基本概念がある。ひとつが多次元多層のガバナンス（Multi－1eve1Govem㎜oe：

MLG）であ糺MLGは、国家中心のガバナンスに対する対抗概念として考案された。HoogheとM丑τk呂は次の

ように想定する。

　　　「欧州統合は政体創出過程であり、政治の権威と政策形成への影響力は地方・国家・超国家の多次元で

　　　分宥されるようになる。」（Hoo筥he㎜d　M肛k昌2001＝2）

MLGはこの基本の想定にしたがい・国家申心の思考法にチャレンジする概念として流通していった。C即or珊o

は、この概念に近代後の次世代型国家構造（副po；t－modem畠t且帖）の含意を見いだし、ウエストフ7リア型国家

構造との本質的な差異を強調する（C割po咀畠o1996L同様の方向性で、C的；冒㏄hoo皿は次のように指摘する。

　　　「MLGの研究者（th巳ori冒t）は、一方で、EUがウエストファリア型国家構成を超克する政体を構成し、

　　　伝統的な国家を越えた政治空間、市民領域、公共圏の拡張をなすガバナンス構造がそこに見られるとす

　　　る。それゆえMLGの研究は、進化途上のEU秩序にとりくみながら、主権国家の権威や国家行政府に存

　　　すると想定された中心性に挑戦しているのである。」（C㎞y畠昌oohoou200I1111）

またH且Idi㎎は法学研究の立場から、MLGが「ウエストファリア的恩考方法」を解体する意義を見い出し、

「あらたに生成してきた欧州秩序の意義」を評価して、次のように指摘する。

　　　「法学者が把握すべき中心的な事実は、欧州の法のあり方（the　E皿o岬㎜1巳騨11㎜d冒o叩巴）がますます国

　　　家を越えまた超えているものの、同時にこれが欧州運邦構造もしくは巨大な欧州国家（且畠叩已正畠t且t已）に

　　　方向づけられた転換を含意しないということであ糺それどころか、そこに見られる動態には、遠心・

　　　分離の方向性（centri缶g且1）すら見られるようである。」（H酊di㎎2000：145）

　EUガバナンス論には、第二にネットワーク・ガバナンスの概念がある。国家申心型（；帖ti畠m〕、多元競争型

（旧1皿咀1i呂m〕、団体協読型（CO叩O個ti；m）のいずれとも差異化されるネットワーク型のガバナンス構造の存在が、

EUの政策形成に見出され糺この構造のもと・1ヨUは統制の主体でなく・触媒の担い手になる（Ei；i㎎且nd

KoH巳丁一K㏄h1999161of　B6鴉11997Lここに、政府間協力型とも超国家機関型とも相違するEUガバナンスの制

度特徴が示唆され乱このようなガバナンス構造は、規制国家型の制度構成により可能になる。規制政策申心

で分配政策の余地が相対的に少ないEUは（M到㎝e1996；o乱C且po咀冒o　I996）、ネットワーク・ガバナンスの格好

の苗床となる（日本では中村健吾2005など）。

　こうして上述のMLGと合わせ・特異（〃j埋舳r土皿）な政体および特異なガバナンスという流行語が生まれ

（Hix199呂〕、EUの存在の特有のあり方が特徴づけられていった（EbeI1eiH皿d　K巴Iw巴I2002；Bd■巳1and　Ri昌冒巳

2000；’J刮ohte㎡七〇h冒1997且、臼井2002：96以下も参照）。Hixはそれを、多元的で非階層的で規制を主目艮・とし、国家

と非国家双方の行為主体の異種混合を通じたガバナンスと表現した（皿x199呂：38－9几

　EUガバナンス論の第三の基本概念は、欧州化（1ヨ皿ope㎜i冒刮i㎝）である（R且d肥11i2q06；Sohmidt皿d　R宙d且e1li

2004；Koh1eエーKoohmdRittb巳I呂er2006㌧これにより、EUで政策決定、加盟国で施行、という単純化された構図

を否定する研究が開かれていっれEUに形成されるガバナンスが加盟国のガバナンスに影響を与えるだけで

なく、とくにその逆の過程も研究課題とすることが強調される。いわば、ある加盟国の行政流儀の移植である。

　また加盟国ごとの多様な行政のあり方が重視され、EUの決定事項との適合性の有無も問われていった（日

本では網谷2006など）。たとえば、EUの決定の実効性は加盟国が単一主体構造（英一仏〕か多元主体構造（独）

かで相違するという作業仮説を立て、加盟国の政策転換の研究をEU研究につなぐ形で開拓していった例もあ

る（Sohmidt　md　R宜d且el1i2004㌧関連して、EUガバナンスの形成が加盟国ガバナンスを阻害する可能性も示唆

される（Ko阯巴丁一K㏄h2005）。

　こうした研究とともに、統合（1n佗g咀ti㎝）から欧州化（E皿opemi；帥ion）へ、EU研究の重点が移される。

欧州空間の形成や加盟国の適応だけでなく、EUによる政策形成や制度進化を、加盟国の政治・社会の動きと
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一体で把握するという課題が提起されていったのである。

　欧州委員会による2001年のガバナンス白善（COM（2001〕一28）は、EUガバナンスの研究に拍車をかけるこ

とになった。白書はEUガバナンスの研究者も招待した12の作業部会の検討を土台とする。各部会の報告書

（EuT0p巴且皿Commi昌冒i㎝12002〕ほもとより、大部の報告書も別途刊行された（De　S㎞廿eI’巳t且1，200I〕。学界の反

応は、迅速で広範なものになった。公刊された白書の内容だけでな’く作業部会の検討も射程に入れ、EUガバ

ナンスの現状と展望を論しる国際シンポジウムが開かれ、一線級の研究者が寄稿していった（JoeTge昌etal，

2001）。

　白書は欧州委員会の手による表面上の文言にもかかわらず、欧州統合の伝統から力点を移動して、共同体方

式（th巴Co㎜皿皿ityMethod〕による調和イヒ（H㎜oni1且廿on）路線を相対イヒするものとなったパこには加盟国

の裁量と社会団体の参加を以前に増して重視する姿勢が見られる・。いわゆる新しいガバナンス様式（neW

mod巳冒ofgowm㎜oe：NMG）の提案である。

　そこでは・枠組指令（f閉m巳Workdh㏄ヰv巳；）・共同規制・自主規制（oo一肥呂u1刮i㎝畑胎巴聾u1誼ti㎝）・公開調整方

式（op㎝methodofoooTdimtion：OMC）、ネットワークによる取り組み（n巴twoIk－1巳d㎞ti且廿欄）・委任規制機関

（agenoy）’の設置などがあげられた（より詳しくはU呂皿i2006b参照）。とくにOMCと共同規制・自主規制は・・

目標数量指標（Benchm肛ki㎎）、専門家評価・相互評価（P巳eT　Review）、最善事例（即；t　Pエ乱o－oo呂）を行動計画

に盛り込む形をとるが、これはいまや、．日Uで主流の手法にもなりつつある二’

　こうしたNMGには全体として、多次元多層の参加（P帥idp乱ti㎝）・透明性一情報公開（T・㎜叩刮肥noy）・学習

（Lo副mi㎎〕を体現するねらいがある。優良統治（good　goΨem㎜oe）の導入と民主性の向上が、意図はともかく

結果的に、．伝統的な共同体方式に修正圧力をかける形になったともいえよう。

　ガバナンスの語余流行し、その研究が盛んになってゆくにつれ、批判も多く寄せられるようになった。ガバ

ナンス研究のあり方にも、またEUガバナンスそのものに対しても、するどいまなざしが注がれてい乱

　とくにMLG論については、そのEU政体の特徴付けに関して、本質的な疑問が提起されてきた’（W肛1ei餉

20061呂1一呂8）。第一の柱の、しかも地域政策をはじめとしたいくつかの領域で見られるだけの特徴を、1…U政体

の特質とし・て一般化できるだろうか、というのであ乱また政策形成を理解す季仕方については・非国家行為

主体の影響力を過大評価してはいないか、つまり加盟国中央政府の政治力とそれを行使する機会（コミトロジ

ーやコレペールの存在、議長国の役割、IGCの政治的重みなど）を適切に評価していないのではないか。・こう

いった批判が投げかけられている（乃洲。

　加えて親範的にも疑念が提起されている。MLGが「拒否権発動の無数の場（numeT㎝畠wto旧oint；）」

（Eb巴エ1巳i皿md　K巳正wer200215）の存在を含意すること、そのため「意志決定の行き詰まり（乱d㏄i呈i㎝一m出i㎎

dead1㏄k）」（乃ωの可能性が高く、実際にたとえばひとつの派生法の立案から決定まで数年を要する事態さ’

え生じていること、これをどう評価するかという問題提起である。より広く民主的正当性に関しても、MLG

には国際社会に参加の（もLくはインプットの）民主主義を構築する可能性が期待されるもめの、加盟国の国

民主権に基づく自弓決定を阻害し、さらには欧州議会の存在を相対的に軽いものにする可能性も否定できない

（一、川2005；U冒咀i2006b＝ヨ5一君）。

　ただし最後の点は、あらたに議論を組み立てる余地があるかもしれない。つまり・欧州議会を場に成長しつ

つある欧州政党グループが、文字通り欧州政党組織として、MLGに関与する政清主体の連携を組織化してい

．くならば、実証的にも規範的にも’、MLG論の展開を期待できよう。

　こうして答えがたいさまざまな批判に曝されてはいるものの、ガバナンス研究が統合研究からEU特有の政

体の研究へ向けた転回を準備したこと、これに留意したい。EUガバナン’スの研究は、統合進展の帰結として

加盟国が主権を委譲した政体が形成されるという見方に疑聞符を打つ。たんなる運邦国家化とは異なる統合概

念の彫拓を要請するのである。

　1；Uの基本制度は、君7年の単一欧州議走書以降、9ヨ年のマーストリヒト条約の飛躍を経て、たゆまず進化し

てきた。この過程で、形式上は伝統的な共同体方式を加盟国政府問の協力や欧州社会団体の参加と併存させよ

うとするものの、制度運営上の力点は、共同体方式による調和化から補完性と柔軟性へ移されていった（臼井
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2004151－57〕。

　しかし同時に、EU規範秩序（岬咀土岳’oo朋閉＾刑伽伽加）の確因とした存在は、決してゆらぎを見せない』これ

はEU加盟の絶対条件とし．て、EUクラブの域外との厳然たる差裏化を可能にする。この秩序のもと、多様な社

会団体にさまざまな窓口が開かれ、EU自身の市民権も確立されていった。

　こうした状況にあって、EUの立法過程も法手段も、連邦国家化の進展とはいえない形で、ますます複合化

していった。それと平行Lて、EUのとらえがたい姿を何とか把握するべく、さまざまな用語が案出されてき

た。国民国家を超えたガバナンス（govemm㏄bey㎝dthen且ti㎝副田te〕（Jaoht㎝f皿oh冒1997b）、規制型国家（且

I巴豊u1刮t0Ty畠岨帖）（M且j㎝e1996）、複数国家共同統治（oo皿domiηio）（Schmitt酊1996〕、多国籍市民共同体

（multim廿㎝且1oivita呂）（We畠畠el；且nd　Di巳dTioh畠1997）などが、その例である。こうした奇異な用語によって、EU

政体の特異な（正加g榊r1』）’性質が強調されていったのである（臼井2002）。

　ただこうした議論も、またMLG論も、その妥当性は個別問題領域ごとに異なる。EUガバナンスを対象とし

た研究を、個別問題領域の政策研究に閉じることなく、まさに1ヨU研究として、統合研究と政体研究につない

でいく方法が求められるといえないだろうか。

　個別問題領域のガバナンス研究を統合研究と政体研究につなぐという試みは、開かれた協働を可能にする研

究構図の模索を意味する。その射程を把握するため、統合研究と政体研究が何であるのか、まずは大づかみに

理解しておきたい。

　欧州統合の研究は、国家問統合の動因や制約因を理論化し、実証する試みであろう（Moエ且vo畠ik1998；

C的呂呂㏄hoo皿200I；J刮ohte㎡uo胎畠2002）。これまでに示唆したとおり、ガバナンス論への転回は、統合実態の把

握やその動態の解明という作業からいったん離れ、統合の意味への問いを開いていく口MLG論が想定するよ

うに、統合の進展が政体の創出遇程であるとして、その政体が超菌家もしくは連邦国家の構成に近接していか

ないのならば、・統合の意味があらためて問われなければなるまい。

　EU政体の研究は、統合過程と連邦国家形成史との比較、深化した国際機構に嵌め込まれた民主政治の析出、

政党や社会団体の越境運携の探求などを通じて、EUの政体としての特徴を理解する試みであるといえる（Hix

1994md1998；of　C且po＋且冒o1996）。また憲法制定権力（もしくはデモス）の存在の推定も、これに加えられよ

う（H田b巳m冊1995＝㎝mm1995；WeileT1995）。

　EUガバナンスの研究は、国民国家なる制度集積を正統化装置とする観念の相対化を進め乱それにより、

特異な（岳阯思舳rjJ）政体の概念把握へ向かうのであ乱この特異なるものをEU政体の特徴とする議論は、90

年代以降店がりを見せてきた（耳ix1998；臼井2002196，lOムl04での紹介も参照）。個別問題領域のガバナンス

（の生成・発展・摩擦・停滞・変容〕についての研究は、この流れの水量を増Lていった。

　端的にいって、統合研究のガバナンス論への転回は、統合進展と政体形成の意味上の薗噛を明らかにし、そ

れを吟味する方途の探求に帰結する。’この意味上の菌噛とは、連邦国家への近接を統合の進展ととらえるかぎ

り、統合が進展したと判断することのできない、そのような政体の形成・未形成という事態であ乱換言すれ

ば、必ずしも連邦国家の形成に近接しない形でさえ、政体と見なすべき制度複合体が形成されうるという事態

を、個別問題領域に形成されるガバナンスの発展に探る方途、これが求められるのであ乱

　この方途は、「統合」．および「政体」を視野に、個別問題領域間でガパナンスのあり方を比較するものでな

ければならない。またその比較は・第一の柱内部の個別問題領域問だけでなく・列桂問の比較にも拡張される

必要がある。相互連関まで把握できるかどうかはさしあたっておくとしても、．たとえば通商政策や開発援助政

策（第二の柱）と共通外交政策（第二の柱）、また環境犯罪規制（第一の柱）と刑事政策（第三の柱）といっ

た比較が有意義であろ㌔問題領域ごとに統合および政体のあり方がバラパラに含意されているか、それとも

ある程度の収敏が見られるか。柱の内および柱の間の比較ガバナ・ンス論が、こうした問いに接近Lていくにあ

たってどうしても必要になる。

　この比較ガバナンス論は、統合の意味への問いを開いていくものでなければいけない。統合とは何がどう変

化することを意味するのか。この問いに取り組むガバナンス研究は、いかに可能だろうか。本稿は、あくまで

方法論上の検討を概括的に進めるに過ぎない。しかしその射程は、統合進展と政体形成の意味上の齪齢を吟味
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する分野間比較へと、広がりゆくものである。

2．言説構成論の試み

　統合および政体の研究とガバナンス研究をつなぐ方途のひとつとして、言説構成論（adi畠㎝rsive

OOn；t皿1CHVi昌m）を候補にあげられないだろうカ㌔本稿ではその構図を描き・それに即して・傾別問題領域の規

範および政策の言説と、統合および政体の言説の関係を問う準備としたい。

　個別問題領域におけるガバナンスの生成・発展は、覇権的な規範一政策言説が構築されゆく過程としても把

握可能だ。ここで規範言説とは、基本条約や派生法から政治誓約まで広がる、一政策分野の規範に関する言説

と理解する．。また政策言説は・基本制度から戦略そして個別措置まで含めた・個別分野での共同行動のあり方

．に関する言説と．とらえる。その上で、両者がどのような統合言説および政体言説を含意しているか、これを問

うのである。

　こうした接近法で．は、公式文書（およぴ保存され、のち’に参照されうる声明）を言説の媒体として分析する

ことになる。あくまで媒体であって、発話行為や文書の原文を、直に言説とみなすことはしない。独自の論理、

理念、概念が内在L、他と差異化される言説の生成・展開を、公式文書に探るのである。いわば、公式文書の

意味解釈である。

　これは別の面からいうと、諸言説が公式文書に織りなす問題解決・理念実現の物語（岳toIy1in巳昌）を析出す

る試みである。ここでは公共政策論で提案されてきた物語の概念を援用できるだろう（瑚巳正1995．2005；と＜

にPi冒oher200ヨ194－I14参照）。StoU1ine昌の原義は正確にはあらすじであるが・成功に至る起承転結の道筋とい

う程度の意味でも用いられるから、分かりやすく物語の語をあてておきたい。端的にいって、公式文書に表現

される政治目標の定立と政策の形成を、この意味での物語の構築と解するのである。その際、鍵概念や基本価

値を表現し、暗瞼（met田pho冊）として機能する象徴語を追らてゆくことにな乱

　物語の構成要素となる事実認識や規範の共有が確固なものとなり、最終的な到達地点が理念化されていく過

程では、いくつかの物語が対抗しあうはずである。そとからやがてひとつの物語が、当該問題領域で行為主体

間に浸透していくと想定するのである。物語を構築する言説に接近しようというこのような方途は・言説構成

論の援用によって基礎づけられよう。

　統合言説につい亡一例をあげれば、仏・蘭の国民によって欧州憲法の批准が拒否されたあと・欧州統合物語

の再構成が進められているように見える。EUとともに生活が存在する、そのような日常生活世界の印象を高

める物語が必要とされ、開放的で透明で市民に声を傾け、共に創り出す欧州こそ、1…U政体の真の姿だという

神話が、92隼以来再び・ただし装いはあらたに創案’されている。欧州委員会の．プランDである4（COM

（2006〕2Hmd212）。

　こうした接近法の前提と・なり背景となる言説論について、ここで概括的に理解しておきたい。広く社会論や

政治論で言説の次元に照準を合わせる場合、その基礎には社会構成論がある。社会構成論に立つ研究は二規範

やアイデンテイテイや文化や社会制度といった、いくつかの照準をもつ。言説はその内の一つである’

（Chi畠tia皿；en　et釦．2001〕。これをとくに強調Lて、言説構成論と呼ぶことができよう。

　言説構成論は、人々の意識する社会が言語によることがらの意味づけを通じて構成されると見る。政治の研

究に引きつけていうと、政治権力の強化も弱化も言説の意味構造に現れるため、政治行動は先行して存在する

言説に文脈を与えられ、そごから自由に解き放たれることはないと想定する。これが社会檎成論を墓礎とする

言説論の」般的な理解である。

　言説の定義は、ガバナンス同様多種多様にわたる。さしあたってH且jeτの定義が狭すぎず広すぎず妥当であ

ろう。

4欧州委員会が進めるEu正o脾Di祀。1の事業は、欧州統合物語をEu市民に肌で感じさせるための装置作りといえないだろうか。欧州各地

にE　U情報を提供する拠点を作っていく事業で、ピジネスだけでなく、学枝教育にも資料や機会を提供する。欧州委員会の事業に

ついては＜l1岬1〃E0．巳u而南．｛昧皿o岬此eo伽d跳＿己n．h血〉参照。たとえ髄u正o岬D㎞1の英国での事例とLてくh岬：〃www・e皿o岬・o正里・山〉

をあわせて参照のこと。
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　　　　「理念、概念、範田毒の集合で、他と差異化される．この集合は特定の社会行動を通じて産出・再生産さ

　　　れ、またその内容は変容していく。こうした理念、概念、範鴫の集合によって、物理的なまた社会的な

　　　現実に意味が付与される」（HホI1995＝仙）。

本稿も言説の概念をこれに即・して理解していきたい。

　社会や政治の分析における言説論の適用やその理論上の検討は、文化論やジェンダー論といった社会学系の

研究を出自とする（How舳h2000）。70年代後半以降、主流派理論の実証主義に対する対抗理論として、その

地歩を拡張していった。その背景には、一方で言語の構造主義理論が注目を集めていったこと、他方で新保守

主義や新自’由主義の台頭によるマルクス主義理論の危機があった（To血㎎200511）。

　呂O年代後半以降、冷戦構造の崩壊が進み、体制闘争論は下火にな乱．これにより・イデオロギー分析の意義

は喪失する。・しかしその社会批判のねらいは、いぜんとして宥意義である。そこで、あらたにポスト構造主義

の言語論にも補強され、イデオロギー分析の意図が言説論として継承されていく（言説とイデオロギーの相違

については、B且呂tow　md　MaTtin20051214－217L支配・被支配関係の樹立をねらった意味づけの政治が、言語

論に洗練され、言説の次元であらためて主題化されるようになったのである。

　この点・フーコー的なポスト・モダン論とハーバマス的なモダン論で、対照的な構図が見られる．。前者の言

説論があくまで支配・被支配関係の析出を企図するのに対して、後者は、覇権的な意図にゆがめられた言説を

問題視しながらも・それを脱する理想的な発話構造を構想する（S廿ydom2000：49－51㌧しかし両者とも、国・

際関係論系の言説論で援用されていく（たとえばハーバマス的言説論にはRi畠冒e2000が、フーコー的言説論に

はK巳eley1990がある）’。ただし後段で明らかなように、政治分析の言説論はフーコー的なニュアンスが強いよ

うだ。

　国際関係論系の言説論は、さらにいくつかの系統に分けられ乱たとえば、言説に現れる認知構造、言説の

正統と逸脱、言説間の対抗関係など、強調点の置き所に相違が見られる（Mi11iken1999＝229）。しかしそのい

ずれの研究も、いわゆる構成論への転回（且co耐ruotivi冒ttum）（Ch㏄kel199呂）と無関係ではない。言説はこの

存在論が基礎となって、国際関係論の研究項目に組み入れられていったといえる。

　各国の外交方針が、国家観念や民族意識に拘束される面にこだわるコペンハーゲン学派の言説論は、その典

型である（W配v肛2004）。これは、国際社会の状況認識を規定する認知構造に迫ろうとする研究でもあり、

個々の発話行為に共通する意味構造の析出が、その接近法になる（Mil1ik巳皿19991229Lそこでは、先行して

実践されてきた言語による意味付与のあり方が、国家に特定の社会事実．（呂㏄i目I　f且ot）の構成を選好させ、そ

こからはずれた状況の到来を排除するよう行動させると理解される。国家はこの構造化された意味関係から自

由になれないと想定する・のである。

　また典型的なフーコー的言説論による研究も、その基礎には構成論を見いだせ糺国際社会の正義なる構図

を産出・再生産し・そこからの逸脱を弾劾する言説に迫ろうとするこの研究（肋ぬKeeley1990〕は・覇権と

従属に色分けされる言説が社会のあり方の抗いがたい共通了解に帰結していく面を捕捉しようとする。

　以上のいずれにも、言説による社会の構成という存在論上め想定がある。この観点があってはじめて、言説

聞対抗関係の動態を探ろうとする研究（Mi1lik巳皿i999：229）は政治研究としての意義をもつ。いかなる言説が

．生き残り、国際社会に浸透していくか。これはそれ自体、政治の動きだと理解され乱言説の政治が、明示的

に研究対象とされるのである。

　こうした国際関係論系の言説論は、当然EU研究にも援用可能であるし、実際その適用例も見られる

（W肥w2004；Di巴■2001且md2001b；L酊畠㎝I999）。他方、後段で触れるように、比較政治論系の言説論

（Sohmidt皿d　Rとd且em2004）もEU研究で試みられてきた．総じて国際関係論系の言説論と存在論上の想定は軌

を」にしてはいるものの、言説に着目した研究が異なった系統から生み出されてきたことには留意しておきた

い。言説の次元で政治に迫ろうとする接近法は、少しずつではあるが、着実にEU研究者の選択肢を増やして

きたようだ。

　そのポテンシャルを推L量る意味でも、言説論の理論形成吏について、いま少し議論を広げ、概括的な理解

を得ておきたい。その際、丁坤㎎の撃理が参考になる（To㎡i㎎2005）。それによると、政治分析の言説論は三
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つの世代に分けられる（Torfi㎎2005：6－g）。

　第一世代は、社会言語学系および社会心理学系の言説論であ乱話され書かれたテキストが、直接の研究対

象とな乱その分析の目的は、発話行為における戦略性の析出にあ㌫とくに、会話のあり方や使用語彙、語

」l1貢などから、イデオロギーや権力による抑圧を把握しようと試みられた。

　第二世代は、批判言説分析（oitio刮1di冒o㎝鵬m且1y呈e昌1CDA）と二括される（乃批，6）。冊iIdoughの壮事が申

心になり、フーコーの論が展開され、言説の概念が拡張されていった。この概念で捕捉されることがらは、第

一世代のように、話され書かれたことに限定されない。それは社会行為一般に広げられ乱言説の概念が、読

みの直接の対象となるひとまとまりのテキストに限定されず、テキストはそれ自体、言説の媒体と見られる。

・テキストを媒体とする言説は、社会で共有される意味を体現すると理解され乱それにより、言語に媒介され

るあらゆる行為が、社会で共有される意味関係を表す言説の産出・再生産に帰結していく有様に迫ろ・うとする

のである。

　ただしその意味構築に際して、特定の行為主体の意図や計画性は否定され、偶発性が強調される。言説に現

れ、言説で保持される支配・被支配関係は、偶発的に社会構造化されてゆくと見るのであ乱

　第三世代は、ポスト構造主義の言説論になる。To冊㎎にとってこれは・実質的にはEm巴副o　Lao1且uとChmt且1

Mouffeめ言説論である（乃倣，宮一9，14－17）。第二世代にあった言説と非言説の境界の暖昧さは払拭され、社会

過程の総体が言説においてとらえられ乱ある社会は他の社会と差異化されはじめてその存在が認知されるが、

それを可能にするめは、言説による同一・差異関係の創出・維持・改変だと考えるのである。

　これは社会の内実の認識にも適用され乱技術や経済遇程といった社会内の存在は、非言説の現象であるが、

その一つひとつの存在の同定は・言説が表す同一・差異関係によって可能になる口．まさに言説のあり方が・杜

会の外延と内実を規定していくと見るのである。

　こうした理解を前提に、杜会分析の照準は次のように定められる（1舳，14－I7）。まず社会集団の同一・差

異関係を定位する意味構造が特定される。またこの関係に立つ覇権的な地位とその座をめぐる闘争および敵対

関係の把握が試みられ乱次に、その同一・差異関係の崩壊（di呂1oo虹i㎝）が探られる口この崩壊によって社

会集団は分裂を余儀なくされるが、それにともない意味構造の再構成も試みられ乱社会行為主体によるこの

再構成へ向けた闘争が、社会分析の標的になる。こうした一連の変動が、社会関係の構成・再構成の遇程だと

理解されるのである。

　なおここでは第二世代同様、意味構造の構成ρ偶発性が基本の仮説とされ乱その意図的な構成を貫徹する

社会の中心は、存在しえないと判断Lているのである。

　以上三つの言説論は、Toエfi㎎によれば世代交代の推移を表すと示唆されものの・必ずしも学問性の改善が

重ねられてきたと解する必要はない。ToI丘㎎の整理による三世代の言説論は、現在そもそれぞれの研究領野

を開拓しつづけている（たとえばJ苗㎎巳m㎝且皿d　Philli岬2002；F杜olo皿gh1995；T6冊壇1999などを参照。とくに

第二世代の研究については、学術雑誌Di呂oou冊e㎜dSooi卿がある〕。

　ただし第二、第三世代による言説概念の把握方法は、第一世代と比べて、言説の社会的役割をより重視する

ものといえよう。言語による意味づけが行動を制約すること、この意味づけは言説において行われること、そ

の言説はテキストを媒体として存在すること、こうした認識は、社会理論の射程をたしかに拡張してきたので

ある。

　以上の言説論は、既存の政治研究にとってどういった付加価値をもつだろうか。Toエfi㎎は、70年代の言語

論への転回から・いまや言説論への転回が生じてジると見る（乃肋，21）・実際・新制度論（皿巳o土畠titutiomli昌m）

や社会構成論．（冒ooi且1㎝n軸叩otM；m）の研究で必要になる解釈では、言説論の手法や基本仮説が参照されてき

た（乃肋，22）。

　そうした言説論が、実態でなくむしろ言説の次元で杜会を分析する意義を強調し、実証主義による「現実の

客観的な分析」という無反省に規範化されやすい研究目標の再考を促していったあは、貴重な貢献だといえな

いだろうか。またこうLた認識論上の反省にとどまらず、言説が社会形成に果たす役割に注意を向けるべきだ

とする、その存在論上の示唆も重要だ。
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　たとえば政治における連合のあり方は、政策集団（胆o1ioy　oomm㎜iti日昌）、政策連携（polioy　netw0Tk；）、専門

知集団（巴口i昌t・mio　commmiti・畠）、価値連合（且dv㏄aoy　co且1itiom）など、多岐にわたって論じられてきた。こう

したさまざまな型の連合形成のいずれにおいても、言説の果たす役割は大きい。むしろ、政策や専門知、価値

など、どの言説の型に着目するかで、注目する政治運合の型が決まってくるとすらいえそうだ。

　どの型の政治連合も・メンバーが共通の関心を寄せる問題領域の存在が、その存立の煎提となる。その間題

領域を析出する仕方・つまり政策形成における枠づけ（f咀mi㎎）のあり方、もしくは問題領域枠の拡張・縮

小は、先行して流通してきた言説に文脈づけられ、制約される。それを土台とする集団の一体性や他集団との

差異化も、その論拠は言説により構成される。

　したがって、言説にもたらされる意味構造の変化は、政治の運合のあり方にも影響を与えると推定できる。

社会関係の変化の（非）連続性が、こうして意味構造の変化という観点から、言説の次元で考察されるのであ

る。

　EU研究で援用される言説論も、これまで概括してきた認識論および存在論上の基本理解を基礎にそれを土

台として、研究戦略を構築してきた。もちろん、政治の言説論一般のすべてにわたって、EUを事例に包括的

な言説研究が手がけられているわけではない。けれども、本稿で概括してきた言説構成論が源泉となって、言

説研究の潜在的な射程が可視化され、その部分的な具体化が図られようとしているのはたしかだ。

　そこには二つの潮流が見られ乱ガバナンス・論一欧州化論の系統にある政策転換論がひとつ（本稿では

Sohmidt刮nd　Rad肥11i2004を参照）・もう一つが、政体論・統合論の系統に入れられる欧州．論である（さしあた

って、Di巳z2001且md2001b；L㎜㎝1999；W田ve正2004md2005；D創㎜ty1995など〕。順に見ていこう。

　前者の言説論は、政策転換における理念の役割を重視した制度論でもある（Sc㎞idt㎜dRad肥ui200411罧4）。

政策転換には、政策課題の性格や種類（po1ioy　pmbkm畠）、政策の継続性や伝統（旧o1ioy　le聾aoie畠）、政策選好

（po1ioy　p祀f巴I㎝㏄昌）・制度適応力（politio田1imti血O㎝刮1o即且oity）といった要因が絡み合ってくるが、言説はこ

れらとならんで、加盟国カ油Uの政策決定に即して政策を転換する（もしくはしない・できない）要因の一つ

だととらえられる（〃批、1呂6）。

　新しい制度形態に形を与え、ルール、価値、行動の理念を表現するのは、言説である。画像でもなければ映

像でもない。言説は、新しい政策を提案し・ようとする行為主体（㎝脆pI㎝㎝■且1且otor呂）に、その正当化の議論

のための概念や論理を提供す乱それゆえ言説の対抗関係を整理することによって、政策の形成や施行におけ

る主体間の相互行為や対抗関係の過程を可視化できる。政策転換の言説論は、このように考えるのである

（1b丘吐，192）o

　EUで決定された政策に対する加盟国の適合・不適合も、自然科学的な管理された実験により検証されるわ

けではない。それは言説において表明され、言説により構成され孔とりわけ選好実現や利益計算に必要な情

報が不確実な状況では、理念・価値が行動選択の基準とLて重要になる。それは言説によって表現され、伝達

される以外ない。レトリックの言説政治すら展開しうる（1凸汰1君7㌧こうした視座に立つ政策転換の言説論

は、理念や価値の役割に照準を合わせた研究であり、この観点から、言説の働きが手掛か．りのひとつとされる

のである。

　ただし、言説の働きは加盟国の状況に応じて異なると論じられる。So㎞idtとRad肥11iは、伝達のための言説

（comm㎜io且tivedi畠oo皿冒巴昌）と、調整のための言説（oooIdimtiv巴di昌oou正舵；）を区別する．。英や仏に代表される

単一主体政治構造（；i㎎1巳且otoI』y冒tem里）の場合、政策言説は伝達の言説が主となり、政策形成前に影響力を

もつ。対して独など連邦国家に見られる複数主体政治構造（m皿1ti　aotoT昌y畠tem；〕の場合、政策言説は調整の言

説が主となり、政策形成後に影響力が生じ始め乱SohmidtとR田d舵11iの論文では、このような仮説が提示され

ている（乃批、19呂，204，206）。

　これにより・EUの政策言説の影響力1ヰ加盟国の政治構造に応じて・ニュアンスをつけて分析される。政策

転換の言説論は、こうした視座と接近法によって、欧州化過程に期待される学習およびそれを可能にする制度

の分析を進めようとするのである口

　EU研究で見られるもう一つの言説論は、政体論および統合論の系統にある欧州論で援用される。これはさ
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らに三種に分類できる（W肥欄2004＝203－211）。

　ひとつは、諸言説の結節点に注目する欧州論である（Diez2001b〕。欧州の次元で特有のガバナンスが存在

する（すべき）という言説により構成される欧州像が、ここでの認識関心となる。各国政府にかぎらず国内の

さまざまな政治勢力が、欧州政策をめぐって議論を展開L声明を発していくが、そこには欧州統合と政体形成

を正当化（もしくは否定）する言説が見られる。そうした言説は、欧州ガバナンスのあり方に引きつけて欧州

像を構成する。この意味で欧州ガバナンスの概念は、この像の構成に帰結する諸言説の結節点（di昌㎝r畠iΨe

nod刮1旧oi皿t；）（Di既2001b：16－9）だと理解される。

．欧州像を構成する言説は、この像の叙述の前提となる社会理解（Diezはこれを一言でm餉一n皿且tiveと呼ぶ。

乃批，17一呂）によって構造づけられる。国家と経済、政治と市場といった基礎概念の意味や相互の関係につい

ての基本的な理解が、それである。たとえば経済統合にとどまる欧州像を選好する言説は、政治と市場が峻別

可能であることを前提とす乱つまり、ある欧州像は特定の社会理解に依拠するのである。

　こうした言説論では、統合や政体の特定のあり方を・求める政治の動態が、結飾点をめぐる諸言説の対抗関係

から把握される。どのような欧州像をガバナンスに結びつけていくかは、それ自体、欧州への態度決定に影響

を与えようとする政治の実践だと理解されるのである。また加盟国内で時代によりま．た党派ごとに多様な欧州

像の把握も、ここでの課題になる㌔各国政府の対EU政策で前提となる欧州像は、決して不変でなく、国内の

政治沐況に応じて可変だと判断するのである。

　二つめは、それぞれの国家・民族観に規定される各国の対欧州外交論である（W肥w2005㌧加盟国のEU政

策に見られる欧州言説に、三層構造が指摘される（乃批，39）。第一層が国家・民族観（a呂帖t巴一mti㎝oo祀

㎝m叩t）、第二層が国家・欧州関係（血e祀1刮i㎝釦po畠id㎝Ψi；一註一vi昌E皿mp巳）、第三層が欧州像（the㏄皿te皿t　of

lヨ皿ope）である。各層の硬性には差異かあり、第一層が第二、第三層の言説を規定すると想定される。

　たとえば、単一不可分の国家構造にこだわるフ・ランスと、民族一体性に執着するドイッでは、構想される

EU制度改変のあり方や許容される統合の進み具合で、差異が生じ’る。しかし、双方の国家・民族観から大き

くはずれない範囲で、欧州像が構築される余地はある。この範囲での欧州像の構築が、統合進展の条件になる

というのである。フランスとドイツの国家・民族観の相違が、それぞれの欧州外交とEU構想を構造づけると

同時に、両国は両者の交差範囲で、統合へ向けた枢軸になりうると論じられるわけだ。・

　最後に、欧州一体性の生成を論じる歴史論・社会文化論をあげておきたい（Delm｝1995㌧ここでは欧州の

地理的文化的定義の歴史的な構成が問題にされ乱欧州は発明（hventi㎝）された価値の概念だと見られ乱

この発明には辺境が本質的な役割を果たす。欧州は絶えず非欧州をのぞむ辺境を生み出していく中で、自らの

価値を規定してきたと、とらえるのであ乱それゆえ、こうした欧州言説の批判的な検討が、中心的な課題に

なる。たとえばEUを欧州．と同視する言説は、その格好の対象となろう。

　これまでも西洋の支柱として欧州文明を討究する巨大な研究はあっれウェーバーやシュペングラーといっ

牟巨人の名がすぐにあげられよう。しかし、Delmtyは欧州なる概念がいかにそのときどきの歴史状況の中で

構成されたものであったか、これを批判的に見ていく必要を訴えるのである。

　この視点は欧州のみならず、地域主義一般を追っていく上でも重要になろう。地理上隣接した国々が地域主

義の政治事業を進めていくにあたって、共通の問題や利益で臨界地域と明確に差異化しにくい状況にあるにも

かかわらず、あえて自他を隔て、共同体を構築していこうとするとき、その地域の名には、一体性言説が込め

られてゆく（Ne咀m㎜n200ヨ）。欧州はその最たる例であろ㌔Delmtyの欧州言説論は・こうLた地域主義研究

にも資するものといえよう。

ヨ言説対抗閲係の事例として、Di砒はイギリスを取り上げる。イギリスでガバナンスのあり方に引きつけ提示されてきた欧州像とし

て、・国民国家の政府問協力O皿蛇f呂ow皿m帥胞1Coop冊帥丘o皿ofNl1io皿S伽齪〕・社会主義国家の政府問協力（I皿由i雪o冊mm㎝曲1

Coo岬剖i㎝of　So口ioli帥S曲喧彗〕、自由貿易地域（肝舵丁咀d直～閉〕｛連邦国家1F筍d筍岨1S1皿佗〕、社会主義連邦国家（Sooi丑1i前冊d巳冊1

S胞蛇〕、自由主義経済共同体（Lib自祀1Eoommio　Commoo軸）、社会民主的経済共同体（Sooi刮1D丘耐oo咀此E㎝mmio　Commu’吋〕、ネ

ットワーク　（N乱wo正k〕があげられている（Di田2001b＝19－20〕。
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3．規範’・政策言説と統合・政体言説

　これまで概括的に整理してきた言説構成論は、政策動向分析を趨えて統合と政体を論じようとするEU政治

論にとって、認識論上も存在論上も’、有意義な視座を提供してくれる。実際、そのEU研究への援用例は、統

合言説や政体言説をとらえていくにあたって、貴重な先行研究になりう孔

　けれども、個別間題領域のガバナンス研究を統合論と政体論へつなぐその具体的な方途に関しては、さらに

立ち入った接近法上の検討が必要だ。本稿では、個別問題領域のガバナンスの内実を構成する政策言説．と規範

言説が、どういった統合言説および政体言説を含意しているか、これを問う接近法について、概括的に議論を

進めておきたい。個別分野のガバナンス形成過程を通じて、統合進展と政体形成の意味関係に込み入った解釈

が求められる状況が生まれてきたという視点、これが作業仮説になる。

　こうした言説接近法の概念枠組みは、H田j巴丁とPi；oherの言説論（H田jer　I995；2005，H呈oh巴I2003194－114）で補

強できる。ただし微調整は必要だ。この言説論は・言説連合（di昌oouT；e　oo刮1itiom）、物語（畠to町1ine畠）、暗楡

（met叩hor昌）・象徴（呈畑ho1畠）といった概念から組み立てられる。もともとは政策価値連合（且dvoq且oy

㎝刮1ition呂）の接近法に対する批判でもあづた。この連合概念で想定される信念体系の合理曲一貫的構成に対し

て、懐疑の眼を向けるのであ㌫たとえば環境破壊について非専門家や一般市民が暗瞼や象徴によって問題の

所在と解決への道筋を示唆され、これが物語と・して浸透していく過程が問題にされる。この物語は、構成され

圧縮された政策知でもある。これが芙有され、匿名の政策支持連合が形成される点が強調されるのである。イ

デオロギー的に本来は対立関係にある人々が、ある物語を共有する言説連合を、まさに意図せず組むことさえ

ありうるわけだ。

　たとえ1湘U環境ガバナンスの形成にあっては、数々の環境問題の解決方途に？いて、いくつかの物語が提

’示される。他方、このガバナンスの形成の前提となる欧州統合のあり方は、欧州の来し方行く末についての物

語を想定して論じられる。行く末としての政体はどのような政体か、それはなぜ求められ、いかに望ましいも

のなのか、どのような道筋でそこに到達できるのか。こうした物語は、いくつもの言説の交差一選別を通じて・

作成されざるをえない。’理念、概念、範晴の集合であり、物的および杜会的現実に意味を付与する働きをもつ

多種多様の言説から構築されるのである。

　ただし、個別問題領域でガバナンスが形成される際に提示される物語が、政体形成に向かう欧州統合の物語

と適合する保証はない。繭者に齪鋸が生じる状況、ここに注目したいのである。たとえばEUの環境ガバナン

スは、持続可能な発展の物語を生み出してきた。その主要・な要素として、新ガバナンス様式の政策言説と環境

統合原則の規範言説を指摘でき乱この持続可能な発展の物語は、当然、・欧州統合の成功物語を構成する部分

物語としてとらえられる。しかしその内実は、統合の行く末たる政体形成（未形成）について、連邦国家形成

ともまた政府間協力とも異なるEU像を含意していると言えないだろうか。つまり、シナリオの書き換えが必

要な状況が示唆されていないだろうか。これを論じようとするのが、本稿で準備する言説構成論であ乱

　その予備的考察として、統合言説および政体言説の併存および対抗関係を、たとえ暫定的にでも；類型的に

把握しておく必要があろう。また統合言説と政体言説の適合・衝突を調べることも求められよう。これは統合

言読と政体言説の意味連関の解明という課題でもある。

　統合言説はいかなる統合をどこまで進めるかについて言説であり、統合の意味を固定する。政体言説はいか

なる権力をどのように制度化するかについての言説であり、憲法化の内実と方向を定位する。こうした統合言

説と政体言説の交差および対抗歯係を読み解いていくための事例を、いくつかあげておきたい。

　ひとつは、共同体方式と新ガバナンス様式（NMG；）の間の微妙な関係である。EUの立法政策では、調和

化言説から補完性と柔軟性の言説へ、重点の移行が見られる。とりわけリスボン戦略、欧州委員会のガバナン

ス白書、EUの民主主義論議などに顕著だ（臼井2004Lある領域でガバナンスを構成する政策・規範言説に、

統合・政体言説の含意を探ろうとするとき、ここに注目すべき論議を見出せ乱EUの立法による加盟国法の

調和化という路線が絶対視されない場合でも、政体の存在と進化を推定できる上うなガバナンスの展開赤あり

うるかどうか。ある・とすればそれはどのような展開であり、その場含、政体の概念はどう理解されているか。

たとえば環境政策や社会政策といった、やわらかい法（昌oft1乱w）を積極的に利用してソフトにガバナンスを
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形成しようとする領域は、こうした闘いを論じる格好の対象になるだろ㌔

　また、1ヨU拡大の臨界と域外関係の多面性をめぐる論議も、．統合の意味と政体のあり方を定礎する言説の捕

捉にとって、格好の場面となるだろう。たとえば、近隣諸国政策の戦略性（もしくは場当たり性）を追いなが

ら、具体的にはバルセロナ方式とバルカン方式の異同やEU・ロシアの緩衝地域に関する支書や声明に、そう

した言説を探るこ・とができるだろう。人CP諸国とのコトヌ協定の内容や、ASEANおよびメルコスルとの広域

地域間連携（h蛇エー祀gi㎝且1i畠m）も加えられる。平和創出活動のための緊急派遣部隊構想から、気候変動レジー

ムヘの対応まで、硬軟さま．ざまな対外行動をめぐっ’ても、月Uの政体としての一体性に関する言説が現れるだ

ろう。EUの対外的一体性が分野ごと場面ごとにそれぞれどう表象されているか。これは統合・政体言説に迫

るにあたって看過しえない論点になる。

　1ヨUの列柱構造では、第二、第三の柱の事項が第一の柱に移管される場合があ乱このいわゆる共同体化

（oommunit㎞；趾io皿）と呼ばれる事態をめぐっても、統合と政体の言説の現れを看取できるだろう。第二、第三

の柱と第一の柱の本来的もしくは潜在的な」体性が想定され亡いるかどうか。あるいは共同体化を統合の進展

と意味づける言説にゆらぎが生じてはいないか。こう・した問いかけを導きとして、統合と政体の言説に接近で

きるだろう。

　すでに・移民・難民政策が共同体化される先例もあっれ他方で環境法違反への刑法適用では、第一の柱の事

項として欧州委員会が提案したものの、閣僚理事会の反対により第三の柱で立法措置（Fmm巴work　D巳oi畠i㎝

2003’宮O畑＾of27J副㎜岬2003）がとられたが（臼井20051S呂一95〕、欧州司法裁判所の判断で閤僚理事会の立法

行為は違法認定を受けることになった（C副呂巴C－176／03，13S巳ptemheエ2005）。憲法条約では列柱構造が文書表現

上一応は払拭される。しかしフランスとオランダの国民投票による批准拒否に．よって、宙に浮いた状態だ。か

りに、．第一の柱への集約が滞ったとしてもEUが政体として存立しつづけることを根拠づける言説を見出せる

ならば、この政体言説を、共同体化即統合と意味づける言説と突き合わせ、意味上の齪齢を検討できるだろう。

　憲法条約に関する熟慮期間（且τef1㏄一㎝period）とプランD百や、それをめぐる加盟国首脳の発話行為

（畠p蹴h田ot呂）には、EUの政体としての性質に関する言説をまさに顕著に見いだすことができる。これは、当

時独外相牟ったフィッシャーのいわゆる統合最終形態（｛imlity）論（Fi；oheT2000）に端を発した各国首脳の

統合関連の声明（ブレアやシラクなど）はもちろん、それ以前からも連続した統合言説の対抗過程の中でとら

える必要がある。直近のものではニポーランド大統領（K且ozyn昌ki）による対EU拒否権行使の権利および国民

国家連合としてのEUなどの発言もある「。現在および将来の制度複合体を意味づけようとする政体言説間の対

抗関係は、統合の意味をめぐる言説問対抗関係と相即してきたのであ乱

　調和化より補完性と柔軟性が重視されるべきか、対外的一体性の強化が進められるべきか、第二、第三の柱

の事項の共同体化は今後も進められるべきか、そうして憲法なる象徴語の付与された条約を蘇生すべきか、大

幅に修正すべきか。以上いずれの問題領域でも、統合と政体の言読を捕捉するにあたって、重要な文書や声明

が生み出されてきた。もちろんこれでつきるわけではないが、統合と政体の言説を探る上で格好の事例である。

　こうした観点に立脚する場合、而者に生じる意味上の齪輻を捕捉するという課題を見いだせるだろう。それ．

によって、EUの政体としての特異性に追っていくのである。まさにこの課題のたあに、個別問題領域でガバ

ナンスが形成される際に覇権的となっていった政策言説・規範言説が重要にな乱そうした言説に含意される

統合言説と政体言説のズレを仮説的に想定するのである口

　EUのガバナンスは、個々の政策分野ごとで、・問題状況も関与主体も権限も、無視しえない差異が存す糺

こうした分節化されたガバナンス（平島2005）にあって、’しかしそれぞれの領域で間題解決の物語を構成して

きた政策と規範の言説は、統合と政体の言説を含意しているのではないか。この含意の意味解釈によって、欧

州統合とEU政体の意味上の齪麓が生じている政策分野も存在するのではないか。当然、分野間の比較が求め

られる。けれども、統合と政体それぞれで言説聞の対抗関係を定位する意昧構造にゆらぎが発生している場合、

‘A　Ci中咀皿彗’A駅皿d刮＝D昔1i冊正i皿呂R齪u肚彗for胆皿丁叩o，COM（200石〕211，The　PeHod　of　R訓E0tion帥d　Plヨ皿D，，COM｛2006〕212，P1餉一D　fo正

Demoo咀oy，Di訓血即o冊d　Dob回喧，COM〔2005〕494，

7たとえぱワァイナンシャル・タイムズ紙とのインタピュー、Fr、亡o而，No舵mb巳I5200百，Pol㎜d脾opo肥呈帥EU日而1｝五丘dtoNATO参照。
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この状況は統合の意味への問いを開く研究上の重要な契機だといえないだろうか。

　こうした方向へ検討を進めていくとき、統合言説と政体言説を双方とも文脈づけるメタ言説の考察が必要に

なる。本稿で詳論する余裕はないが（臼井2005を参照）、たとえば国民国家の言説とポスト国民国家の言説を

対置できないだろうか。前者は、規範形成単位の領域が固定されることを求める。それは加盟国単位でも良い

し、また欧州大であらたに固定領域が創出されるのでもかまわない。いわば固定された領域に閉じた規範形成

’を正統化する言説である。国民主権による民主的な決定が、規範の源泉として最重視される。他方でポスト国

民国家の言説は、規範形成単位のゆらぎ、重複、柔軟化を許容する。いわば法の多元主義と多層多元のガバナ

ンスを理念上正統化し、必ずしも主権国家を源泉とはしないやわらかい法（冒oft1乱w）を媒体とした規範の共

宥とその進化過程を称揚する言説である。

　個別間題領域で覇権的になっていった政策と規範の言説に、統合の意味と政体の形に関する含意を探ろうと

して、両者に意味上の齪鋸を見出した場合、メタ言説の次元では、国民国家の言説からポスト国民国家の言説

への移行が要請される状況を把握できないだろうか（環境ガバナンスを事例にした試論として臼井2005参照）。

6、研究戦略設計へ向けて

　本稿は、言説構成論の立場に立って、個別問題領域のガバナンス研究を統合論と政体論につないで．いく方途

を探求してきた。しかし、言説論は方法論上の間題を多く抱えてい乱主流派の実証主義に対して一方的に挙

証責任を負おうとするきらいもないわけではないが、研究者の恋意を排して、空論に陥らないためには、突き

詰めていくべき点は多い。最後にこの点について、とくに本稿で提示した接近法に絞って、いくつか課題を明

示しておきたい。

　まず言説の特定であ私言説の現れる媒体はいかに選定すべき．だろうか白公式文書、非公式文書、演説や記

者会見を、同一の次元でとらえてよいだろうか。面接調査（i皿te岬iew祀昌巳虹ohe冒）と文書内容分析（oont㎝t

割ml｝畠e畠）’の位置や関係はどうだろうか。本稿では後者の前者に対する優位を念頭に置いているが、・それはど

う根拠づけられるだろうか。つまり、制度に埋め込まれた言説という視座の存在論上の妥当性に関する議論、

ごれをどう突き詰めていけばよいだろうか。

　個々の行為主体が、政策や規範、また統合や政体の言説に関わっていくにあたって、どのような事前の意図

があったかを論証するのは、きわめて困難であろう。面接調査は決して万能ではない。そこで、機関も含めた

行為主体の発話行為の事後的な結果として、言説の次元の変化を研究者の側で解釈することにな乱つまり、

政策、規範、統合、政体といった言説は、窓意的選択的に収集した文書に現れると前提されるのだが、こうし

た接近法は何を根拠に正当化されるだろうか。どこまでも推定の域を出ない研究に牽ってしまうだろうか。

　さらに、言説と非言説の境界をどう想定し、非言説的なものによる言説への影響を理論上どう推定するかと

いう課題もあ乱言説が非言説的なものの従属変数に過ぎないならば、言説構成論によって立つ研究は、どこ

までも社会の影を求めているに過ぎなくなる。To正fi㎎のいう第三世代の言説論は、言説と非言説の境界を探

るかわりに、・あらゆる社会過程を言説の観点からとらえようとする。しかしこうした方途に、ためらいを禁じ

得ない研究者は少なくないだろ㌔言説が実証性を喪失した形而上学の概念へ崩落していく危険なしとはいえ

な’い。

　以上で方法論上の課題がつきるわけではないが・言説構成論は・こうした諸点に留意して・その実証性や無

窓意性という課題をたえず念頭においておく必要があるだろう。そしてこの弱点に対しては、検証の手法を一

つひとつ試していくことでしか答えることができない。たとえば、同一事例から異なった言説を観察できるか

どうか。他の政策分野の事例に同一手法を適用して、比較可能な言説を捕捉できるかどうか。こうした方途に

は、当然、統合言説、政体言説、個別問題領域における政策言説および規範言説それぞれの類型化が求められ

る。言説に関する理念塑的なものの仮説的策定である。ただしその妥当性の検証は、実際に研究を進める中で

しか行いえないだろうo

　こうして言説構成論によるガバナンス研究と統合・政体研究の結びつけは、完全には突き詰めきれない多く

の課題を抱之てい乱けれども・その射程の広さは強調しておくべきだろ㌔欧州の一経験を越えて・地域主
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義研究一般へ拡張していくことも可能なのである。近隣国家間の地域主義事業は、個別間題領域でガパナンス

を形成していくことを意味する。それゆえある特定のガバナンス領域で支配的になっていく規範言説と政策言

説が、たとえ将来的にでも、どういった統合および政体のありようを含意しているかという問いかけは、欧州

の■経験に閉じた研究課題ではあるまい。欧州統合とEL政体の形成を、欧州の特殊な経験とせず、比較地域

主義研究に貢献できる理論および概念枠組みを探求していくことが、可能なのであ乱たとえば、個別問題領

域のガバナンスをつなぐ地域共同体の基本原則がどう具体化されようとしているか、またその基本原則と個々

の行動計画の内実についての言説の中に、地域一体性が構成されようとしていないかといった検討課題があ乱

それは地域共同体の「かたち」が、個々の領域でのガバナンスの形成を通じて、どのように共同で表象されよ

うとしているのかを把握していくという研究主題でもあ乱

　ASEANを例に取ってみよう。2004年のヴイエンチャン行動計画には、すでにEUなみの広範な行動領域が措

定されてい糺ただ、各国に指示される行動は、やわらかい規範秩序（o岬加ρo伽卯刮）を土台とする。国内

実行を法の義務としない、いわゆるASlヨAN方式の帰結である。しかし、分野ごとに構成されてきた政策と規

範の言説は、それぞれにASEANの地域一体性言説の構築に寄与しているのであ乱それにともない、組織法

上は政府問主義の域を越えずとも、実体法上の規範の共有意識に関しては（たとえどれほどソフトな義務だと

しても）、向上しているように見える。こうした分野ごとの政策・規範言説が、をれぞれにどういったASEAN

共同体物語の構築を含意しているか、これを調べていくのである。その際、国民国家形成史における国民一体

化言説の構築過程とは異なる点があることに、注意していく必要があろう（Cf．Neum且㎜2003）；N巳ummnは

類似性を指摘するが、’むしろ差異に注視することが求められるように思われ乱これは、一国の覇権に拠らな

い地域主義における政治権力のあり方への問題意識でもある。

　ただし、あくまで言説上提示されるだけの共同行動計画に盛られる物語と、日常生活世界の実態の乖離にも

また、まなざしを注ぎ続けなければいけない。地域主義制度群に対する日常生活世界の感覚的一体性が希薄な

ものにとどまる可能性、これに注視していく必要である。言説構成論の立場に立って、欧州の経験を比較地域

主義の研究に拡張していくという研究方向は、実際のところ、不在の理念を提示する統合言説と、日常生活世

界の実感との間の、埋めようのない断絶を明らかにしていく作業なのかも・しれない。
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清末の「種族」諭とナショナル・」アイデンティ1ティ

乃・陥WOf地Ce’j舳e〃eQ加里D吻軟㎜州地㎝〃d㎝物

　　　　　　　　　　　　　唾建英珀

要旨

　小論はナショナルーアイデンティティの視点から、清末期の国民国家形成の模索に現れた「種族」論を考察

する。「種族」論が発生した当時の歴史的背景として、西洋の侵略と人種差別論を指摘し、またその文化的背

景として、中国伝統の流れの一つである「華夷の弁」の観念を語った。．諸民族が緩やかな関係で共存した伝統

的な天下社会のあり方を変えて、一つの統合した国家を形成するのは、当時の緊迫課題であった統合国家と

してのナショナル・アイデンティティをどこに求めれば・中国の人々が凝集するのか。その拠り所について・

国民、「種族」、文化など多岐に分かれて模索された。その中で、「種族」論が幸亥革命の動きを主導したため、

本研究は「種族」論に焦点をあて、他の考え方と・も関連しながら、その様相、特徴、変化を解明す乱

はじめに

　19世紀末の中国において、中国の知識人は自らの人種の源を探るという風潮が盛んであった。その背景には、

黄色人種を劣等として差別する西欧の人種論が蔓延っていること、また、日清戦争後に生じた亡国滅種の危機

意識につれて近代国家の形成が模索され始めていること’があった。もとより中国人種の源を探る風潮は、単に

西欧の人種差別論に反駁するためだけではなく、列強の侵略への抵抗と自らの国家形成に伴ってアイデンテイ

テイを確認し、申国人としての’自信を樹立するためであった。

　その風潮において、人種・民族という言葉とともに、「種族」という言葉が頻繁に現れた。「種族」は基本的

にet㎞iとgT㎝pという意味で使われていた。しかし、氏族や部族の概念として使われたり、逆に人種や民族の

概念として使われたりするという混用状態もあり、また、「種」と「族」を区別して使用する場合もあっれ

そこでは、人類学から見た人種の特徴ばかりでなく、社会学から見た先祖の共同性も文化習俗の芙同性も重視

されていた。中でも特に強調されたのは、文化要素ないし文明性である。

一、進化論と人種論

　近代中国において、亡国滅種という危機意識を最初に提起したのは厳復であ乱ところが、厳復は国家形成

の理論構築において、．むしろ「種族」とは違った国民という視点から国家を考えた。したがって、「種族」を

軸とするような、幸亥革命に杢る．までの国家形成運動を主導した民族主義に反対した。そのため、同時代人か

らも後世からも、民族主義の欠如として批判された。このような厳復が滅種の危機意識を促したのは、西欧の．

人種差別主義（r且oi畠m）が広がったという背景だけでなく、中国思想の流れの」つである華夷優劣の観念が強

靭に存在した（1〕からである。

　華夷優劣という尊大意識はアヘン戦争後の中国の社会変革を妨げ続けてきた』中国歴史上、異族による侵攻

や征服も多かったが、中国が滅亡せず、逆に侵攻してくる異族が申国の文化体系に組み込まれたという過去の

経験を理由にして、・アヘン戦争後の危機を無視し改革を拒み続けた守旧的な知識人が多かった。清末の申国は

‡oU，Ji皿1i㎎［惜報文化学科］
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社会内部に深刻な問題が存在し、民の「智」も「徳」も「力」も廃れているにもかかわらず、なお自らを「孔

孟の教や礼義の治を受け秀傑が集まっている冠帯の民」と自任する。（2〕早くも1呂95隼頃から、厳復はこの実態

に対する憂慮を示した。このような尊大意識を打ち破るために、彼はダーウィンの進化論における生存競争の

理論を紹介し、人間社会についても各々自存のために争っていることを指摘し、「その初めは種と種が争い、

一群（社会〕や国を形成してからは、群と群が争い、国と国が争い、・弱者が強者に食われ、愚者が智者に酷使さ

れる」という冷厳な現実を語った。（宮〕彼は当時の状況を社会と杜会、国と由の争いと認識しているが、「種族」

を軸として華夷優劣の意識を固持する中国の伝統的思考と、世界に蔓延る西欧の人種差別主義に直面して、人

種という観念を用いる論法を取った。

　そこで、華夷優劣の意識に反論するために、厳復は世界の人種に関する知識を説明した。人類学の観点から、

世界には黄・白・赤一黒という四つの人種に大きく分けられることを紹介し、守旧者が指す「異族」を「非異

族」とし、「満、蒙、漢人は皆黄種である」と主張した。また、各人種の競争における強弱の性質と状況を次

のように分析した。競争には「力の荒々しい強さ」と「道徳と知恵の強さ」がある。前者は「力をもって藤つ

もの」であり、後者は「文をもって勝つもの」である。過去に接触し・た周辺の民族は前者に属し、したがって、

申国は道徳をもってその荒々しい力に勝つことができた。しかし、今日の西洋と昔の周辺民族とを同日に論じ

てはならない。西洋は「力」（富強）も強ければ、「文」l1道徳と法制と学間）も勝っている。しかも、西洋に

おいて、「力」を支える「文」・は日増しに発展している。これに対し、今の中国においては、道徳も独創的知

恵も廃れている14〕。

　『天演論』の評語においても、「物競天択」、「適者生存」の理論を紹介し、その地で本来の最適宜の種もかつ

て経験しなかった新しい種と競争する場合、なお最適宜か否かは分からないと述べ、アメリカの赤種人やオー

ストラリアの黒種人が日に日に消滅に向かっている実態を取り上げ、華夷優劣論を批判した15Lまた、1宮99年

ド書いた「保種余義」も・種の競争と優勝劣敗と・いうダーウィンの理論を説明しつつ・・白人の世界征服の現実

を指摘し、中国の危機的状態を警告しれ黒種、赤種が黄種より先に滅ぼされるのは、黄種が広い土地に住み

人□が多いからであるが、白人の勝利は民智が開き、教化が進むことによると彼は指摘し、中国の智における

改革進歩を促しそうとした㈹。

　華夷優劣論を打ち破ろうとする厳復の一連の論述は大きな影響を及ぼしたが、中国人の危機感は滅種の方に

傾き、「種族」を軸とする思考様式をますます強めた。目清戦争後、華夷優劣論は逆転し、人々の認識の・申で、

自色人種が黄種（中国人種）にとって変わって優秀人種となった口たとえば、劉師培は、「西洋人の東方進出

以後、アジア人種が劣り、欧州人種が優れ、亡国は憂慮すべきであるが、亡種はもっと憂慮すべきことである」

と述べたように、17〕亡国より滅種の方がより深刻な危機として認識されたのである。そこで、中国人種の滅亡

の危機に直面して、如何に優秀人種としての質を取り戻L発展するのかが、当面の急務とされむこの雰囲気

が広がっていく中で、優劣意識も文明と野蛮という言葉と結び付けて表現され、文野優劣という構図で人種を

捉える傾向も現れた。たとえば、梁啓超は「今の中国から泰西を見れば、固より中国は野牽セある一今の中国

から、苗黎狢獲、アフリカの黒奴、アメリカの紅人、マレーの褐色人を見れば、申国は固より文明である」と

いう論．を発した（壇〕。ここで「苗黎猪撞」も挙げられているように、申国域内の一部の少数民族も異種の野蛮人’

と見なされている。

二、人種と文化をめぐるアイデンティティの確認．

．中国人をめぐる人種論が展開されたのは、’とくに戊戌変法挫折後であった。梁啓超は、1呂99年「中国人種の

将来を論ず」を書いて中国人種の長所を分析したが、／畠〕唐才常は、「通種説」を唱え、’黄色と白色との人種混

血によって申国人種の改造を主張しれ㈹しかし、混血による人種改造説はそれほど影響力がなかっれむし

ろ自らの人種を貴ぶ主張が有力となった。中国の人種について、そもそも厳復は中国域内の満、蒙、漢などを

皆黄種に帰属したが、当時、革命派をはじめ多くの人は、黄種という概念を用いながら、華夏文明を持つ漢族

に中国人のアイデンティティを求めれ自らの人種を漢種、漢族、華夏族などの言葉で表現し、中国人種の起

源の研究が盛んに行われた。
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　中国の人種と文明の起源について、早くも17世紀のヨーロッパにはエジプト起源という「西来説」があった。

19世紀には・フランスの漢学者Terri㎝d巴L且c㎝p巳由はバビロ．ン起源という「西来説」を主張した。また、日本

の学者（有賀長雄ら）にはパミールー富器山起源説があった。他の中央アジア起源説なども含めて、これらは

「西来説」に属する。このほかに、アジア南部説、アジア北部説、アジア東部説、アメリカ渡来説などがあっ

た。中国人自身の研究は西欧や日本の学説から大きな影響を受けた。その諸説の中で、最も申国人に受け入れ

られたのは、パミール・窟寄山説とバビロン説であった。西方起源説によって中国人種を高貴人種の子孫とし

て説明し、民族の自尊心を高めようとし’たのである。

　梁啓超や劉師培らはパミール・毘蕎山説の擁護者であった。梁啓超は1901年に書いた「中国史叙論」に「人

種」という節を誤けて・中国の人種を大きく六つに分類Lれその中で、苗種はアメリカの紅人やオーストラ

リアの黒人に相当する野蛮種族と見なされる。漢種は苗種や蒙古種など五つの種族と異なって、黄帝を祖とす

る文明人殖の子孫である。梁は黄帝が毘蕎山に起こるという漢種起源説を取る。それによると、黄帝はパミー

ル高原から東へと中国に入り、黄河流域に住んで子森を発展し、輝かしいアジア文明を作り出した。「漢種」

は一括して黄種に属され乱o劉師培も『捜書』において、漢族は西土に起こり、高く螢え立つ毘蕎はその発

祥地であると述べ、中国の典籍を引用して、この点の考証を試みた。ω

　章柄麟をはじめ蒋智由・夏曾佑・宋教仁らはバビロン説の擁護者であった。章柄麟は・、L且c㎝岬i巳のバビロ

ン起源説を導入し、世界古代文明の発祥地と目されるバビロンを、華夏族（漢族）祖先・黄帝の起源地とし、黄

帝が東へ進み、黎・苗など中国の土人を南方に駆逐し、自ら一民族を形成して輝かしい文化を作り、他の野蛮

族と区別すると語った。’㈱章は古文経学知識を発揮して、．中国人種のバビロン起源説を論証しようと努力した。

　これらの西方起源論は必ずレも確実な根拠に基づいたものではないが、華夏民族と西洋民族が芙に優等であ

ることを論証し、西洋の種族主義による賛色人種差別に反発し、中国人の自信を付けるためであった。

　その論証法においては、最も影響力があった章姻麟も劉師培も、古文経学の「華夷の弁」を旨とし「姓氏学」

の方法によって漢族の源を探ったのである。「種娃」という概念がよく用いられたように、主として共通の祖

先を柱とする氏族や部族への考察であった。章柄麟の「序種姓」はもちろん、劉師培の『捜書』も、姓に関す

る考察が大部分を占めてい乱ただし・章柄麟は『世本』という中国壕古の氏族系図に拠っただけでな≦・諸

族の帰」l1頁や漢族への同化を記載した『秦典』をも拠り所とした。また、『棄典』以後について、北魏時期や唐

代および明朝初期における漢族と北方諸民族との融合、「殊族を併せて包み、種姓を和合する」という歴史を

語った。これをもって、華夏族を諸族融合の「歴史民族」として説明しようとした。．ωこの点は1日来の華夷弁

別とは違っている点である。それにもかかわらず、「種姓」が柱とされたため、後に厳復はこのような民族主

義を宗法の1日習（宗族体系に基づく共同体のあり方）と・して批判した。

　人種の源流について、共同祖先の探究ばかりでな’く、「種族」の性格や文化が最も重視さ．九た。1902年梁啓

超はまた、「歴史と人種の関係」を論じ、「歴史とは人種の発達と競争を記述するものに過ぎない」とした。彼

によれば・歴史的な人種と非歴史的な人種がある。前者は自ら凝集できる人種であり、後者は自ら凝集できな

い人種である・凝集する人種は他の人種を排除し・さら．に本種を拡張して他種を侵略することができる。歴史・

的人種といえるものは董色と白色の二つの人種だけである。また、同じ歴史的人種にしセも、世界史的と非世

界史的との区別があ乱世界史的人種とは、その文化と武力が本国域内や本国の子孫に及ぼすばかりでなく、

外へ拡張し全世界の人類にその影響を及ぼすものである。今、白色人種は世界唯∵の主人公である。㈲

　漢族アイデンティテイに自信と’団結精神を持たせるえめに、共同の歴史記憶を作る動きもあった。その中で、

侵略と征服の能力を民族の優越性として肯定する説さえ現れた。たとえば、’梁啓趨は最初に中国民族の文弱性

格、対外競争に長けない経験に痛恨と屈辱を感じ、「四千年中国は北方の賎種の侵略を受けてきたが、劣敗の

場合は九を占め、優勝の場合は一にも及ばなかった」と嘆き、その中で僅か趨武霊や秦皇、漢武、宋武などの

英雄がいたとし、「黄帝以後第一偉人・題武霊王伝」を書いてその事績を記した。㈹後にまた、「中国殖民八大

偉人伝」を書き、かつて南洋（東南アジア）に殖民建国を行った広東・福建出身者を偉人として記したl1刊。宋

教仁は・漢族を「東洋文化の主人公」と主張するばかりでなく、侵略精神を有する民族とし、黄帝以来の漢族

の征服拡張の歴史を描いて民族先祖の偉業とし、『漢族侵略史』の執筆をも企画した㈱。
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　革命派において、黄帝は高く尊ばれた。康有為をはじめとする立憲派は孔子紀年を主張するのに対し、劉師

培は黄帝紀年を主張し、l1朝宋教人ら革命派の人々に擁護された。1905年丁民報』創刊の巻頭に、「中華民族開

国の始祖」として黄帝の肖像が載せられた。中国同盟会も申華民国成立まで黄帝紀年を用いた。もとより、文

化への関心は侵略と征服の力が主ではない。厳復の亡国滅種説から影響も受けて、西洋の「力」も「文」も勝

ってギることに関する厳復の説に莱鳴し、華夏族の文化が廃れていることはより深刻な危機とされた。1905年

に国学保存会が設立され、『国粋学報」が発干1」された。その発刊「叙」において、「学が亡びれば国も亡ぴ、国

が亡びれば族も亡びる」という認識が表明されている。．また「日本の維新は藩を帰し幕を覆させた。国を挙げ

’て風廃し、欧化主義が一時酒酒たる勢いを見せたが、三宅薙次、志賀重昂らは雑誌を設けて国粋保存を唱えた。

而して日本主義は成立した。ああ、学界の国界に関わる重要さはこれほどである」と書かれている。嘗o国粋と

いう言葉は日本から取り入れたのであり、日本の国粋思潮からも影響を受けたのは明らかである。ただし、中

国の国粋派は欧化と立ち向かうより、西洋文化との融合によって華夏文化の再生に力を入れようとした。

　以上述べた漢族の人種を自ら尊ぶという現象は、中国は西洋列強の侵略を受け、人種的にも差別されている

背景の下で発生したものである。しかし、西方起源説を借りて漢族の源を古代世界文明の発祥地に求め、人種

的に西洋人と同源にするのは、危険な落とし穴に嵌まる、というのは、黄帝が西方から来て中国の土人を征服

し、漢族文明を作った殖民英雄であることは認められれば、今や東方の中国を侵略し殖民開拓しようとする西

洋列強の狙いを正当と認めることにもな乱また、約200年前満州族が漢族の地を侵攻し、征服王朝を作った

ことにも正当性を与える。この問題は早いうちに意識されて、多くの人が反省に転じた。たとえば、章柄麟は

1907隼も翌年も『民報」の論説において、漢族西方渡来の説を歴史的根拠の欠如として否定した。㈱また、

19I4年脆書』の第二修訂版として『検論」を作る時、バビロン説など漢族西方起源説についての内容を全部

削除した。梁啓超はもとより、当時この説を熱烈に擁護した革命派の人々も、反省と訂正に転じた。

三、民族主義と「種族」革命としての排満．

　．民族という言葉は、近代国家形成と関連して使われたのは、戊戌変法からであった。康有為は「種族」に拘

らず、近代国家の視野から民族概念を用いて、「東西各国が強い所以は、その政治の善や兵砲の精にあるより

は、挙国の君民を一体に合して心を」つにするところにある。・・・…近代欧米は、とくに民族の政治に留意し、

凡そ言語や政治習俗を同じ国民にして合一に務める。……民を一つに合わせ、憲法を立てて同じ政治を受け、

国家によって議を合意し、司法によって民を保護し、責任政府によって政治を行うのである」と説いた。㈱と

の意味での民族1本国民に関する厳復の捉え方と共通する部分がある・

　ヒの枠組みの中で、「中夏をはじめ蒙古準回衛藏を兼ねた大一統」を採った清朝がなお満漢を区別している

という現状は、列強の侵略が迫ってきた当今では特に問題であると康有為は考え、「挙国の人心の合一を対外

の政策とすべきであり、」つの国民の申で異同を差別すべきではない」として、「満漢を分けない」ことを唱

えた。しかも天子の宗族交代によって絶えず変わる王朝号を止めて、中国の諸民族を包括した中華’という国号

を採用するよう提案し、「統一を尊び大同を行う」ことを主張した。㈱その伝統的な理論根拠は、華夷区別の

固定化とは違ったもう一つの中国思想の流派である今文経学に基づいた。「『春秋」の義は『唯徳を是親しむ』。

中国は徳を失えば則ち夷秋になり、夷狭は徳を持てば則ち中国になる」という公羊学思想を引証し、満州族王

．朝のままの立憲を力説した軌康有為の満漢一体の主張は、藷民族を同国民として団結するという統合構想か

ら提起されたのである。国民団結のアイデンティティは「種族」に求めるのではなく、立憲政治に読み替えら

れた「徳」に求めるのである。

　康有為の門下生・梁啓超も、民族関係について師の康有為と同じく、公羊学の論拠によって滴漢を会けず、

満州族王朝の立憲君主制を唱え、「申国の保全は皇帝に頼らなければならない」と主張していた㈱。また．、後

に排満を激しく主張した章燗麟も、戊戌変法期においては、康有為の思想に賛同して満漢の団結を主張してい

た。

　もちろん、「種族」を軸として民族の危機を捉える思想が同時に存在した。すでに述べた国粋派をはじめ革

命派はこの思想の担い手であっれこの考え方は、瀞1・1族と漢族との「種族」的差異を強調L、優秀人種だっ
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た漢族の衰微は満州族の支配によってもたらされたとする。この論理においで、満州族排除の「種族」革命に

よる建国が唱えられた。最も早くこの構図で中国の危機を捉えたのは孫文である。

　1894年、日清戦争で清朝の敗勢が現れた頃、孫文は李鴻章に変法を進言して聞き入れられず、ホノルルヘ赴

いて興申会を設立した口「ホノルル興申会章程」で「堂々たる華夏は隣邦に軽蔑され、文物冠裳も異族に侮辱

されている」と書き、また「ホノルル興中会盟書」で「轄虜を駆除し、中華を恢復．し、合衆政府を創立する」

と宣言した㈱。「縫虜」は満州族を指し、．申華は華夏とも言い、漢蜘二限る’ものである。孫文は満州族を申華

以外の異族であり中国人ではないと見なした。1807年、革新党を代表してイギリスに善意の中立を呼びかける

論文で、「中国人と中国政府とは同義語ではないことを忘れないでほしい。帝位と清朝の一切の高級文官武官

職位は皆外国人に占められている」と指摘し、現実の中国の腐敗を満州族王朝によるものとし、中国人の前

途・希望とはっきり区別した。そして「今の極めて腐敗した統治を倒して才徳兼備の政府を建てなければ」、

「本物の中国人によって純潔な政治を樹立しなければ、如何なる改進を実施してもまったく不可能である」と

主張し、満州族を「本物の中国人」と前途有望の中華（漠族）から除外して考え、腐敗した清朝を倒す共和革

命を説いたのである軌この頃の孫文においては、中国人のアイデンテイテイを漢族に据え付けたのであ糺

　このような「種族」革命論は、まもなく民族主義と結びつけられた。中国において民族主義は20世紀初頭、

まず梁啓超によって唱えられたのであ乱．梁啓超は1901年に書いた「国家思想変遷異同論」で、ブルンチュリ

｛J．K，Bl㎜t冒oh1i1801－81〕の国家学を紹介しながら民族を軸として国家を解釈しれ彼によれば、欧米諸国に・

おいて民族主義は1富世紀後半に芽生え、19世紀に全盛を迎えたが、民族帝国主義は19世紀後半に芽生え、20世

紀に全盛を迎えた。当今の時代は民族主義と民族帝国主の活劇場である。そこで、「民族主義は世界で最も光

明、正大、公平の主義であり、他民族による我が自由への侵害を許さず、また他民族の自由をも侵害しない」

と主張し、民族帝国主義の強権による侵略に直面し、「速やかにわが国自身の民族主義を育成して之に低抗す

るのは、今日わが国民の汲々として努めるべきことである」と説いた㈱。

　1903年『新民叢報」に載せた「政治学大家伯倫知理（プルンチュリ〕之学説」においては、まず国民を「一

定不動の全体」、「法律上の一人格」と定義し、ルソー「民約論」のような社会と区別す乱また、民族と国民

を区別した上、民族を国家形成の肝心要素とし、とくにその「族粋」、「固有の精神」を重視す糺多民族の国

家については、一つの有力民族を申心として諸民族を統御する必要性を強調する。そして、申国の現実には」

つの強力民族を中心と．する民族建国のあり方を適用する。その中で、中国域内の諸民族に対する漢族の・「小民

族主義」を唱え、同時に、諸民族を合わせた「大民族主義」を提起し、漢族が「大民族」の組織者になるとい

う民族建国論を主張した。㈱「小民族主義」の提唱は、今まで遵奉してきた師・康宥為の大同思想を捨てたこ

とになる。この時は、「趨武霊王伝」や「申国殖民八大偉人」を書き記す頃であって、梁の大同恩想の放棄を

物語って’いる。また、排満論とは違うものの、民族の敵悔心を呼び起こすために、梁啓超は排満をも戦術とし

て認めたのである。

　梁啓超の唱えた民族主義は、排満革命に理論的資源を与えた。最も激烈な排満論者だった幸柄麟や劉師培ら

をはじめ革命派の人々は、当今の世界における最も正大公平の主義とされる民族主義を旗印と．して掲げ、排満

革命を主張したのである。・もとより、排満という「種族」革命へと発展したのは、20世紀初頭の中国が置かれ

た状況に関わっている。帝国主義侵略による危機ばかりでなく、清朝の腐敗および列強侵略に対する抵抗の無

力という二重の危機が、戊戌変法の弾圧と義和団事件を経て、多くの知識人に認識されむ．しかも、天下社会

に慣れてきた申国民衆に国家意識が乏しく、ナショナリズムが生じ難いという現状において、排満は」つの政

略として考えられた。清朝以来、漢族への差別政策による満漢問題が持続してきたため、排満は民族の敵鼠心

を喚起する宥効なスローガンとして使われた。章柄麟、劉師培ら国粋派の中心人物には、明末清初に満州族の

武力征服に抵抗して惨烈な経験を受けた地域の出身者や、学術流派において反満思想を受け継いだ人々が多か

っ・た。彼らは排満革命の主要な唱道者となった。

　章柄麟は戊戌変法挫折後、しばらく孫文の「逐満」と康有為の「保皇」の問で迷っていた。一方では、中国の

異民族を異種の犬羊狼鹿とし、これと対照して、黄帝を桓とする漢族の優れた文明を語り、華夏は欧米と同様

に徳慧術知があると説き、またアジアにおいて「礼儀冠帯之族」は西に中国があり、’東に日本があるとした。臼⑪
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他方では、「客帝論」を発表し、異国の人材を客卿として登用する古代の習慣に擬えて、満州族皇帝を「客帝」

として期待を託した臼ユ〕。1899年『清議報』に載せた「客帝論」は、1900年春出版の『后書』初刻本に収められ

た。しかし義和団事変後、r客帝」への期待が破減し、満漢一体の思想を誤りとし、’満漢を区別して同じ「族

類」の固結を進めるという主張に転じた。1904年『這書」重訂本を由版する時に、「客帝」など数篇を削除し

た上、「『客帝』匡謬」（『客帝」の間違いを正す）を入れた。

　漢族のアイデンテイテイを確立するために、当時、漢満を厳格に区別し、種族の源から漢と描との同種関係

を否定する説は多かったが・漢満は同じ黄種であるという否定し難いジレンマもあった。そこで、章柄麟は

「種」と「族」を二つの次元に分けて、漢と満を同種とLながら同族とせず、むしろ漢人と日本人を同族とす

るという「日親満疎」論をも語った㈱。1903年に章燗麟が書いた「駁康有為論革命書」は大きな影響をもたら

した。そこで章は、梁啓超の「民族圭義時代」説を用い、「今日は固より民族主義の時代であって、満と漢を

混溝して同じ器に燥ることができるのか」と康有為に問い詰め、満州族による漢族抑圧を「種族」の仇として

強く強調し、「漢族が満州を憎むのは其（満州族）の全体を憎むべきである」とまで言った鯛。

　また・康有為は、「漢満を分けない」理由を説明するために、中国甫方の諸異族が華夏族と雑居していると

いう事例を挙げ・．華夷之弁に拘らない伝統を主張したが、．これに対して、章柄麟は脆書重訂本」の「序種姓」・

に述ぐた「歴史民族」をもって次のように反論した。「近世の種族弁別は、天然良族ではなく、歴史民族を界．

とする」しまた、中国歴史において甫方の諸異族がすでに漢族に同化していること、これに対し、満州族が

相異の文化で中国を統治し、辮髪を押し付けたり漢族を差別したりすることを語らた。㈱章の「歴史民族」説

は、漢族を複数の「種族」が華夏文化に同化された共同体とし、これによって、満州族を徹底的に異族として

区別するという、新しい「華夷の弁」である。

　郷容の『革命軍』（1903隼〕も、排満民族羊義を唱え、漢満の厳格区別を強調する著述として大きな影響を

与えたものである。都容は湖一H人の駆除を、「わが文明の祖国を回復し、わが天賦の権利を回収し、わが生来

の自由を挽回し、一人ひとりの平等の幸福を勝ち取る」こととして、排満種族革命の喚声を発した㈱。排満と

漢族政揮樹立の理由としては・「世界で少数人が多数人に服従し・頑迷な人棚盆明な人に服従する理しかない」

こと、」国の政権は自民族が執るべきであって異族に執られてはならないこ・とを挙げている。彼は満州族の専

制と腐敗無能を批判すると同時に、漢族が国家観念も種族観念も自立観念も欠如し、容易に異民族の□l1頁民」

になることを嘆き、これを奴隷根性として退ける。さらに「世界人種の公理」として「人が自らの種を愛し、

必ず其の内で固結し・外には排斥すること」を主張し・「種族」観念によって「漢種」意識を強化さ辛るよう

力説する脇こうして、満州族人種の消滅を公理として唱えながら、長期的に異族の支配に服従する中国人の

「奴隷根性」を退けて民族主義を呼びかけた。章姻麟はこの衝撃的な『革命軍」のために序文を書いた。

’1904年、革命派と保皇派と論戦の最中、孫文は「駁『保皇報」書」を書いて、「異種を保ち中華を奴隷にす

るのは・琴国ではなく害国である」と言って保皇論を批判した航また列強諸国に向けて・「支那問題の真解’

決」を発表し、「満州政府と支那政府とは区別すべきものである」と断り、．政治の腐敗暗愚そして義和団式の

排外主義を皆満州政府の問題としてその罪を列挙し、漢族が必ず失った国を取り戻’し、東アジアないし世界の

平剰を建設するために努めると訴えた㈱。この革命構想には、満州と中華を区別し、中華を漢族に限定し、

「腐敗暗愚」の満州と「文明平和」あ中蕪と’を対置する構図が示された。

　要するに・自国が異族に支配されることと、文明が野蛮に支配されることに対する抵抗が、排満革命論に共

通した理由である。その民族主義は漢族への同化による単一民族国家という傾向を示しており、ナショナル・

アイデンテイテイの「種族」性と文化性が顕著に現れている。

四、厳復の恩想との応酬

　以上の・ように、「仇満」、「討満」、「排満」の「種族」革命論が大勢に唱和され、日に日に高まった中で、

1904年、厳復は『社会通詮」（E、ジ土ンクスの『杜会通史」の翻訳）という訳著を出版した。その訳文問に附

した評語において、宗法（宗族的な秩序体系）を軸とする「種族」思想は近代国家形成を妨げる要素であって

脱却すべきであるとし、排外主義や排満民族主義を明確に批判している。
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　申国社会は宗法と軍国を兼ねている者であり、そのあり方も国家より種族を中心として考える。満人が中国

　を支配してきた≡百年を見て、満漢の種界がなお歴然と存続している。……今日の党派を見れば、新1日の相

　違があるとはいえ、民族主義においては謀らずして一致する。今日は社会の凝集を言い、明．日は排外を言い、

　甚だしい場合は排満を言㌔軍国の事を言って人々の自立を希求する人が殆んど無い鰍

　ここで、厳復が指摘している当時流行の民族主義は、近代的ナショナリズムと違って、中国の宗法を引きず

ってきた「種族」中心の旧習であり、近代的改革に潜り込んだ宗法の変種である。彼は中国社会にしがみ付い

ている宗法的1日習を慨嘆し、宗法の閉鎖性を指摘し、このような民族主義では中国を優れた近代国家にするこ

とができないと批判・した。また、同年4月、厳復はまた『大公報」で「読新訳甑克思（ジュンクス）『社会通詮」」

を発表し、当時流行の民族主義を批判し、「中．国が国際社会に自立し均衡を取ろうとするならば、必ず宗法を

脱却してはじめて可能となる。……徒に民族主義を執って排外を唱える者は断じて救亡に有益ではない」と述

べた㈹。

　『杜会通詮」と厳復g上述の理論は大きな影響を及ぼし、革命派の排満宣伝を相殺する役割を果たした。章

煽麟はこれキニ焦慮し、「『杜会通詮』商見」という長文を書いて反論した。そこで章は、厳復が若い内に西側を

遊歴したため「黄人を見下げ・満と漢を同じ穴のムジナと見なす」と言い、またジェンクスが申国について知

らず、言っていることも中国に合わないと指摘した。さらに、中国において「宗法」は春秋以前のことであっ

てその後のことに適用できないと論証し、また、民族主義は19世紀以来西欧諸国に存在する新しいことと主張

し、「数国の同民族が合を求め、または二国にある異民族が分を求める」という現象を挙げ、「イタリアが同族

を合して王国を建て、ドイツが同族各部を集めて連邦を為し、これは同民族が合を求めることであ私アイル

ランドがイギリスに、ハンガリーがオーストリアに分離を求め、これは異民族が分を求めることである」と説

明した。胆ユ〕

結語にかえて

　もとより、厳復の理論および他のいくつかの思想と交錯している．中で、「種族」を軸とする民族主義は変化

を見せた。たとえば、孫文は、1906年東京での『民報」創刊周年祝賀会において、民族主義について種族主義

的な排満論を修正し、次のように述べた。

　民族主義は必ずしも異なる民族に遇えば排斥することではなく、異なる民族が我が民族の政権を奪うのを許

　さないことであ乱というのは、我が漢族は政権を持ってはじめて国があるのであり、もし政権が異なる民

　族に握られたならば・国があってもそれは我が漢族の国ではない。……惟これ、民族革命は満州民族を尽く

　消滅するという説を聞いているが、この’話は大いに間違っている。㈲

　また、清朝打倒後、孫文は「五族共和」㈹を説くようになっれしかし、中国の諸民族を同化して一つの

「国族」を形成するという主張こそ、孫文の思想の帰結であった。ω結局、「五族共和」も含め、孫文において、

漢族への同化による均質民族の建国と’いう考え方は必ずしも変わらなかった。

　他方、かつて排満革命の先頭に立った章柄麟も劉師培も、1907－O呂年頃に排満を’放棄しむ1907年、日本の

社会主義から影響を受け、幸徳秋水らと亜細亜和親会を結成した。劉師培は、アジア諸国が欧州列強の侵略に

直面して力を合わせて抵抗すべきこの時・同国g満州族と殺し合うのは間違いであるキして・排満民族主義へ・

の反省を表した。㈹章柄麟は革命派と別れ、1907年「国家論」で、個人を真とし団体を幻ξして国家の価値を

相対化しながら、侵略圧迫を受けている弱国の抵抗に賛成した。また1908年「四惑論」で、進化や国家などの

近代諸観念への惑溺を指摘し、個人の自立を真価として主張しれ㈹清末期に最も目まぐるしく変化したこの

二人は、国粋保存の点では一貫して変わらなかっむ申国の士人には、中国を文化の集合体として捉え二自ら

を文化の担い手として責任感を持つ伝統があった。幸亥革命を経て「種族」論が克服されつつ’、ナショナル・

アイデンテイテイは文化の面に重点を移した。
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注1

（1〕中国の伝統経学には・古文経学と今文経学ζいう二つの流派があ乱古支経学の民族観は『巷秋左氏伝』

　に理論根拠を求め、華夷之弁を重視する。今文経学のそれは『春秋公羊伝」に理論根拠を求め、諸民族を

　包括した「大一統」を重視する。

（2）「原強j『厳復集」中華書局19呂‘年、第一冊、8－9頁。

（3〕同上、5頁。引用の中の（〕の部分は、筆者が加えた注釈である。以下、同様。

（4〕同上、lO－12頁。

（5〕『天演論」、『厳復集』第五冊、1331－133ヨ頁。

（6〕「保種余義」、『厳復集」第」冊、冨6一呂7頁。

（7〕劉師培「白人之侵入」、『中国民族誌」（1903隼中国青年会出版）。

（8〕梁啓超「論申国宜講求法律之学」、『飲氷室文集』一（『飲氷室合集1」、中華書局19呂9年〕94頁。（『湘報」

　第五号、1君9畠年3月）

（9〕梁啓超「論中国人種之将来」、『飲氷室文集」≡（丁飲氷室合集1』〕48－54頁。

㈹唐才常「通種説」、『唐才常全集』申葦書局1980年、lOl－102頁。

㈹梁啓超「中国史叙論」第5節「人種」、『飲氷室文集」六（『飲氷室合集1』）6－8頁。

⑫劉師培『撰書』、朱維錘執行主編『劉師培幸亥前文選』三聯書店199呂年、9－12頁。

⑬章柄麟「序種牲上」『垣書重訂本』、障太炎全集（三）」上海人民出版社19竃4年、170頁。

／14〕同上、170－172頁。’

㈹梁啓超「歴史与人種之関係」、『飲氷室文集」九（丁飲氷室合集1』）ll－20頁。

⑯梁啓超「黄帝以後第一偉人超武霊王伝」『欽氷室専集」六（丁飲氷室合集6」）1－7頁。

ω梁啓超「中国殖民八大偉人伝」『飲氷室専集』八（『飲氷室合集6」）1－5頁。

㈱宋教仁「漢族侵略史一叙例」、陳旭麓主編『宋教仁集」上冊、中華書局19呂1年、2－6頁。

⑲劉師培「黄帝紀年説」（1903年）、朱維錘執行主編『劉師培辛亥前文選」3－7頁。

偉o「国粋学報叙」、『国粋学報」第ユ年第ユ期、「三宅雄次」は三宅雄二郎の誤植である。’

㈱．章柄麟「定復讐之是非」『民報』16号、「排滴平議」眠報」21号。

㈱康有為「請君民合治満漢不分摺」『中国近代史資料叢刊・戊戌変法（二）」、237頁。

㈱同上、23呂、240頁。

㈱康有為丁春秋董氏学」巻六下。

㈲梁啓超「論保全中国非頼皇帝不可」、『梁啓超文集』、65－6呂頁。

㈱孫文「ホノルル興申会章程」、孟慶鵬編丁孫中山文集」団結出版社1997年、下冊、926頁。「ホノルル興申会

　盟書」、同上、927頁。

㈱孫文「中国之現状与未来一革新党呼肝英国保持善意的中立」『孫中山文集』上冊、424－425頁。

㈱梁啓超「国家思想変遷異同論」『飲氷室文集」六（『飲氷室合集ユ』）19－20頁。

㈱梁腎超「政治学大家伯倫知理之学説」、『飲氷室文集』十三（丁欽氷室合集2」）6君一76頁。・梁啓超は日本の訳

　書を経由してブルンチュリの思想を紹介したのである。

㊤O章姻麟「原人」『帽書』、『章太炎全集（三〕」21－22頁。

㈹章柄麟「客帝論」『鳩書』、前掲書、65－69頁。

㈱章姻麟「正仇満論」、王忍之等編『辛亥革命前十年間時論選集」第一巻上冊、99頁。

㈱章煽麟「駁康有為論革命書」、『章太炎全集（四〕』175頁。

㈱同上、173－174頁。

㈱都容『革命軍」、『申国近代史資料叢刊・辛亥革命（一）」、349頁。

㈱向上、336，352，364頁。

㈱孫文「駁『保皇報」書」、『孫申山文集」、上冊、463頁。

㈱孫文「支那問題的真解決」、『孫中山文集』、上冊、470－473頁。
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㈱『杜会通詮」「評語」、商務印書館19呂1年、115頁。
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旧ソ連圏をめぐる米口関係の基本構造
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1　はじめに一□シアの対外政策の基本的枠組西と米□関係

2　中□関係の評価
3　揺れるClSと□シァ

　1〕中央アジア
　2〕コーカサス

　8〕ウクライナ
　4〕C1S集団安全保瞳条約の肝孝骸化と再編

4上海協カ機構（SOO〕の動向
5　終わりに

r　はじめに一ロシアの対外政策の基本的枠組みと米口関係
　2006年7月、サ．ンクト・ペテルプルグで開催されたサミット（主要国首脳会議）において、’ロシアのプーチ

ン大統領は初めて議長の役割を務めた。199I年のロンドン・サミットで旧ソ連のゴルバチョフ大統領がオブザ

ーバ㌧として参加した後、97年のデンバー・サミットでロシアの正式参加が認められ、98年のバーミンガム・

サミット以降ロシアはサミットのメンバーに加わったのである。ロシアのサミットヘの参加のプロセスは、ロ

シアの国際社会への統合の進展、またアメリカを初めとする西側諸国との協調関係の維持を象徴的に表してい

る。

　冷戦構造崩壊後グローバルなレベルでのロシアの対外政策における主たる関心は、アメリカの一極支配構造

にどのように対応するかにある。ロシアはすでにアメリカに対抗するもう一つの極に自国を位置づけることは

断念しているが、多極世界構築に向けて何をなすべきか、また多極世界の中心のひとつにとどまるにはどのよ

うにしたら良いのかに対外政策構築にあたって最大の関心を向けてきた。1990年代のエリッイン政権期、また

プーチン政権の初期には対米協調よりも多極世界の構築に対外政策の比重が置かれていたといえよ㌔

　しかし、2001年9月11日のアメリカにおける同時多発テロ事件以降、「テロとの闘い」が外交の基軸に据えら

れ・対米協調により大きい比重が置牟れるようになった2003年3月、米英などによるイラク攻撃以降もその

点に変化はなく、少なくともグローバルなレベルでのロシアの対外政策の基軸は対米協調にあり、対米協調を

維持しつつ多極世界の構築をめざす路線をとっている（1）。しかし、同蒔に次ぎの点に留意の必要があろう。

後に考察するように、「テロとの闘い」は、アメリカと旧ソ運諸国との関係にも大きな変化をもたらし、結果

として米口関係に影響を及ぼしている。米口関係はグローバルなレベルでは協調関係を維持しつつも、旧ソ連

諸国との関係をめぐって、利害対立や相克が起こってきた。それは状況によってはグローバルな米口関係に衝

撃を与える可能性も否定できない。

　以上のような問題意識を．もって・本稿では旧ソ連圏をめぐる米口関係の基本構逢について考察を進めたい。

さらにそれがグローバルなレベルの米口関係やロシアの対外政策の基本的枠組みにどのような影響をもたらす

のかについても検討したいと考える。

2　中口関係の評価

　ソ連解体後、ロシアと中国の二国間関係の進展がアメリカの一極支配構造に対抗する性格を示すようになり、

やがては中口の軍事同盟関係が形成されるようになるのではないか、という懸念が常に指摘されてきた。しか

し・このよう．な指摘に賛同することはできない。ロシアも中国もグローバルなレベルでは・互いに相手との関

係よりもアメリカとの関係をより重視している。少なくとも中口の緊密化によ？て対米関係の悪化を招くこと

を双方とも望んでいない以上、申口同盟の形成は困難である。ここでは旧ソ連圏をめぐる米口関係を考察する

ヰOZ＾W＾，H帥I㎞［情報文化学科コ
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前提として、中口関係について若干の評価を行っておきたい。

　2001年9月の同時多発テロ事件以降・ロシアのみな弓ず中国もアメリカ主導の「テロとの闘い」に結集した

結果、申口而国の二国間関係の進展についてグローバルなレベルでは聞題視されることが少なくなった。しか

し、2000年以降も両国関係が着実に進展していたことは、貿易量の増大に表れてい孔中口貿易の総額は2000

年が呂O億ドル、2001年が107億ドル、2002年がl　lO億ドルであった。さらに2003年が156億ドル、2004年が212億

ドルという・ように、著しい貿易額の伸びがみられた（2〕。特に2003年以降の貿易額の増大はロシアの対中武器

輸出進展の結果とみられるが、このような傾向は、中口の戦略的同盟関係形成を促すものであろうか。ロシア

側としては、中国に供与した武器が逆にロシアにとっての脅威に転化しないような措置を講じている。具体的

には、中国の軍事技術水準がロシアにキャッチアップする期聞を十年と見積もって、最新の軍事技術の供与を

制限しているのである。その結果・ロシアの対中武器輸出は頭打ち状鐸にあり・ロシアとしては新たな輸出先

を開拓する必要がある（3）。’よって申口貿易額の増大をもって；中口同盟の可能性を論じるのは困難である。

　2004年10月・長年の懸案であった中口国境問題が解決をみた。しかし・中国とロシアの間では・国境問題解

決の成果をどのようにとらえるかをめぐって認識の違いがある。ロシアの側が中国との二国間関係発展の意義

を国際社会にアピールする機会であるととらえるのに対し、中国は国際政治の舞台でロシアをひきつけること

をねらってい㌫同様のことが、2005年呂月に中国の山東省で実施された中口合同軍事演習’についてもいえ飢

ロシア軍1君OO人、中国軍7000人が参加し、8月1呂日から1週間にわたって行われた軍事演習は、公式には後に検

討する上海協力機構の枠組みの中での「反テロリズム演習」であったが、台湾有事を想定し日米両国に対抗す

る目的をもった中口軍事同盟の礎ではないかという観測が各方面で行われ牟。確かに台湾聞題を抱える中国に

とっては、国際政治の舞台で戦略的にロシア．をひきつけようとする意図があった可能性もある。しかし、ロシ

アは中口二国間関係の発展がアメリカの一極支配の牽制にっながるならば望ましいが、結果として対米関係の

悪化につながることは避けたいという基本的立場を示している。よって「台湾宥事を想定し日米両国に対抗す

る目的をもった［1コロ軍事同盟の礎」というような評価は、ロシァにとってははなはだ迷惑なのである。その結

果ロシアは合同軍事演習への参加国をふやすことを試みている。たとえばインドなども含めて軍事協力を行う

ことによって、中国の外交路線に引き込まれるのを回避Lようとしてい私その点で2005年以降のロシアのイ

ンドとの接近は、アメリカヘの対抗というよりも、むしろ対抗色を弱めようとする意図に基づくと考えること

ができよう。

　以上のよう．に、中口関係の緊密化はアメリカの一極支配へあ対抗をねらったものではなく、牽制、批判の役

割を意図するにとどまっているといえる。ロシア、中国の双方がアメリカとの関係悪化を望まない以上、グロ

ーバルなレベルで中口関係が緊密化する可能性を過大評価することはできないといえよ㌔

3　揺れるC」Sとロシア

1）中央アジア

　2001年9月I1日の同時多発テ・口事件以後、プーチン大統領はテロ行為に対してロシアがアメリカと共同行動

をとる用意があることを表明し、アフガニスタンにおけるタリバン撲滅作戦を積極的に支持する姿勢を打ち出

した。ロシアが表明した対米支援政策の中には、領空通過や空港使用問題での申央アジア諸国との共同行動が

含まれており、その結果アメリカは申央アジア諸国に軍事拠点を築くことが可能となった。すなわちI991年I2

月までソ運を構成していた共和由の中に米軍が駐留するという、冷戦期には想像す’ることすらできなかった国

際政治の大きな変容がここに表れたのである。それはアメリカと中央アジア諸国との関係の変化であると同時

に、ロシアと中央アジア諸国との関係にも影響を及ぼし、さらには中央アジア各国の内政にもインパクトがみ

られることとなった。

　積極的な対米支援を表明したロシアのねらいは、次ぎの2点にあった。第1に、アメリカを支援すること．と引

奉換えに・チェチェンなどの分離独立運動弾圧に国際社会、とりわけアメリカ去ど西側諸国の「理解」を得る

ことである。第2に、アメリカの軍事力を利用してロシアにとって脅威となっている申央アジアの「イスラム

過激派」組織を壊滅させて、ロシアの安全保障体制を強化することであ乱ロシア政治指導部の中に「CISに
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おけるテロの撲滅など紛争の解決につながるならば・米軍の駐留を歓迎する（4）」という発言が一度ならずみ

られることに留意の必要があろう。しかし、ロシアの「国益」．のために米軍を利用しようとする目論みは、中

央アジア諸国における米軍の駐留が長期化するにつれて、様々な矛盾が表れるようになる。中央アジアにおけ

るロシアの利益が米軍の存在によって脅かされる可能性が生じてきたのみならず、中央アジア各国においても

米軍の存在や対米関係のあり方をめぐって、分岐傾向が表れてきたといえよ㌔

　対米支援に協力した中央アジア諸国のねらいは、以下の点にあった。第1に、ロシアと同様に中央アジア各

国の「イスラム過激派」の脅威を排除し、自国の安全保障体制を強化することである。第2に、米軍駐留によ

る基地使用料金を獲得し、さらにはアメリカから経済援助を引き出すことである。第3に、中央アジア各国の

内政に対するアメリカの批判を弱め、政権基盤の強化を図ることである。さらに第4に、対米関係を利用する

ことによってロシアの圧力や干渉をかわすなど、いわばアメリカを外交上のカードとして使ってロシアを牽制

することである。このようなねらいを持って対米支援に乗り出した申央アジア各国であったが、．アフガニスタ

ンでタリバンが崩壊し新政権が誕生してからも米軍は中央アジアから撤退姿勢を示さず、各国はあらためて対

．米関係のあり方にづいて検討を迫られる。

　キルギス、ウズベキスタン、カザフスタン、タジキスタン、’トルクメニスタンなど中央アジア各国は、米軍

用機の自由領空通過を認めた他、人道援助物資の輸送などで対米協力に踏み切った。。特にアメリカに軍事基

地を提供したキルギスとウズベキスタンの動向については、特筆の必要があろう。

　キルギスは2001年10月、マナス国際空港を軍事基地とLてアメリカに提供した。さらに翌年2002年12月、キ

ルギスのアカーエフ大統領は同国を訪問したプー．チン大統領との間で「ビシケク宣言」に調印し・首都ビシケ

ク東方20キロメートルの地点にあるカン．ト空軍基地のロシア軍の使用権について合意した・この結果・わずか

30キロメートルを隔てて米口両国の軍事基地が一国の中に存在すると．いう国際社会で例をみない状況が出現す

ることとなったのである（5〕。その後2005年2月から3月にかけて起こったいわゆる「チューリ．ツプ革命」を経

てアカーエフ政権は崩壊し、パキーエフ政権が誕生．した。チューリップが滴開と’なる頃までのアカーエフ政権

打倒を反政府勢力が願ったことにちなみ、この政変は「チューリップ革命」と呼ばれている。政変による内外

政策の不透明感はぬぐえないが、しかし、バキーエフ政権誕生後もキルギスの外交政策に大きな変化はみられ

ず、米口の軍事基地も存在L続けている。

　ウズベキスタンも対米支援政策の一環として、同国のハナバード空軍基地をアメリカに提供した。しかL

2005年5月、同国のアンデイジャン市でイスラム過激派組織に関係したとして投獄されていた23名の釈放を求め

る抗議デモに対し、カリモフ政権は厳しい弾圧を行い、数百名から数千名の死傷者が出たと推定される事件が

発生した。この事件を契機にウズベキスタンとアメリカの関係は悪化する。ウズベキスタンはアメリカのアフ　　　’’

ガニスタン軍事作戦に協力して空軍基地をアメリカに提供し、アメリカからの経済援助も受けるようになって

いた。しかし、弾圧事件の結果援助は停止される。ウズベキスタンはアメリカの「テロとの闘い」に便乗して、

国内のイスラム勢力を一掃し、基地提供の見返りとしてアメリカからの経済援助をねらってい’た。さらに基地一．・・

提供によってアメリカが国内の人権弾圧を黙認することも期待していた。弾圧事件の結果、アメリカは経済援

助の停止と事件をめ．ぐる国際的査察の受け入れをウズベキスタンに要求し、それを拒否するカリモフ政権との

関係も悪化した。こうLてウズベキスタンは対外政策の基軸を対米協力からロシア、中国との関係改善に移行

させ、アメリカが李軍基地を引き続き維持できるか否かについては、予断を許さ奉い状況である（6）。

　以上のように、アメリカに軍事基地を提供したキルギスとウズベキスタンであったが、キルギスがアメリカ、

ロシアとの関係のバランスを維持しようとしているのに対し、ウズベキスタンは対米協力に」旦踏み切りなが

らも、対米関係の悪化は避けられず、口申両国との関係改善にシフトしてい乱

2〕　コーカサス．

　コーカサスとは、ソ連解体以前は「ソ運南部地域」を示す名称であったが、1皇91年12月以降今日では、ロシ

ア南部（北コーカサス）及びロシア、トルコ、イラン、カスピ海に囲まれた地域（南コーカサス）をさしてい

る。コーカサスはカフカスと呼ばれることも多いが、カフカスがロシア語の名称であるのに対して、コーカサ
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スは英語の呼び名である。また南コrカサス地域をザ士フカスと呼ぶことも多レ’・が、この呼び名もロシア語で

は「コーカサス山脈の向こう側」という意味であって、モスクウを中心とした見方であるといえよう（7）。ロ

シア南部の北コーカサスにはチェチェン共和国などロシアからの独立を求める紛争地域が含まれている。一方

甫コーカサスの中で旧ソ連を構成していた共和国は、グルジア、アゼルバイジャン、アルメニアのヨ国である。

　2001年9月以降・アフガニスタンにおけるアメリカの軍事作戦に協力して、グルジアとアゼルバイジャンは

米軍の自国領空通過を認めた。特に親米的傾向を顕著に示しているのがグルジアで’ある。2003年I1月、野党陣

営の平和運動のシンボルであったバラにちなみ「ベラ革命」と命名された政権交替劇によってシェワルナゼ政

権は崩壊し・替わってサアカシヴィリ政権が誕生した。同政権はグルジア国内に駐留するロシア軍の早期撤退

とグルジプのNATO加盟を要求する。これに対し2005年ヨ月グルジアを訪問したブッシュ大統領は、．グルジア

のNATO加盟を支持することを表明し、圭たロシアも200呂年までの．ロシア軍撤退を約束した。さらにアメリカ．

はアゼルバイジャンとも緊急展開部隊作戦本部と米軍基地の設置に関すえ交渉を行ってきた。

　コーカサスについては、アメリカとの軍事協力以外にもう一つ言及すべき点がある。2005年5月にアゼルバ

イジャンの首都バクーで、カスピ海から地申海にいたるBTCパイプラインの完工記念式典が行われたことであ

る。BTCパイプラインは・、バクーからグルジアの首都トビリシを経て、トルコの地中海岸積出港であるジェイ

ハンにいたり全長1760キロメートルにわたっている。すでにクリントン大統領のもとでアメリカは積極的にこ

のルートの建設支援を行ってきたが・2002年9月・ついに着工ξなった。BTCパイプラインが完成したことによ

って・バクー寺中合いで産出される石油の・輸出ルートは大きく変わることが予想される。すなわち従来のルート、

バクーからロシアの北コーカサスを経由して黒海のノボロシースクにいたるパイプライシ・幸たバクーからグ

ルジアの黒海にぬけるパイプラインに替わって、ヨーロッパ藷国などに石油を供給することが可能となる。一

言で述ぺるならば・ロシアニイラン・アラブ諸国に依存しない石油供給ルートが完成をみたことであり、アメ

リカにとってその戦略的意義はきわめて大きいものである（呂〕。特に2005年から2006年にかけて、イランの核

開発問題が国際政治の重要な焦点となっていることを考えると、アメリカにとって軍事面でもエネルギー供給

の側面でもアゼルバイジャンの重要性が急遠に高まってきたといえよう。また次節で検討するようにロシアに

石油供給を依存しているウクライナなどにとっても、ごのパイプラインは魅力的なルートとなることが予想さ

れる。

3）ウクライナ

　2004年12月に行われたウクライナ大統領選挙では、2度の決戦投票・の未工一シチェンコ政権が誕生した。　一

ユーシチェン．コのイメージ・カラーがオレンジ色であ？たことから・ウクライナの政権交替は「オレンジ革命」

と呼ぱれている。’

　前政権クチマの時代からウクライナはNATO及びEU加盟を希望していた。しかし、アメ1」カはウクライナ

の加盟に原則的には賛成しながらも、依然として時期尚早との立場を崩していない。ウクライナはユーシチェ

ンコ政権の下でもロシアとの「戦略的パートナーシップ」の維持を表明しており、また石油や天然ガスの7割

以上をロシアから’の輸入に依存している。さらに1997年5月の合意に基づき、ロシアはウクライナに年間9300

万ドルを支払って・クリミア半島のセバストポリ軍港に艦隊を駐留させている。ロシアとウクライナの契約期

間は20年で・ウクライナとしては全017年以降はロシアの黒海艦隊の駐留を認めないと主張している。いずれに

してもロシアとウクライナの関係は・政治r経済・軍事・エネルギーなどあらゆる面で深いもgがあ乱よっ

てアメリカとしても対ウクライナ政策については慎重にならざるを得ないといえよ㌔

　2006年1月1日、ロシアはウクライナに対して天然ガスの供給を俸止する播置をとった。それまでロシアはウ

クライナに対しては市場価格に基づかず、1000立方メートルあたり50ド’ルから罧Oドルで天然ガスの供給を行っ

てき牟がペユーシチェンコ政権誕生後、ロシアは国際価・格に塞づき1OOO立方メートルあたり230ドルを支払う

ように要求を始めた。しかし・ロシアの要求をウクライナが拒否したことから・’甲シアはウクライナヘの天然．

ガス供給停止に踏み切ったのである（9〕pロシアとしては、天然ガスの供給を停止．させるという強硬手段を講

じることによって、ユーシチェンコ政権に圧力をかけ、ウクライナの経済停滞と政権への信頼の低下をねらっ
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た措置であった。

　しかし、ロシアの思惑は見事にはずれることとなった。ロシアからはウクライナを経由してヨーロッパ各国

に天然ガスが輸出されている。そこでウクライナはヨーロッパ諸国向けのロシアの天然ガスを「不法に」ぬき

とり、結果EU諸国ではウクライナ経由で受け取るロシア産天然ガスの供給が約3分の1減少することとなった。

ヨーロッパ各国に与えた影響ゐ重大さに驚いたロシア政府は、ガス供給停止後1日もたたずにウク．ライナ政府

と交渉を始め、1000立方メートルあたり95ドルでウクライナに天然ガスを輸出することに合意した。要するに

ウクライナの政権への信頼低下を目論んで行ったロシア政府の措置であったが、ウクライナではなく、エネル

ギー供給国としてのロシアの信頼性に疑問が投げかけられることになった。またウクライナはロシアにエネル

ギーを依存することの限界を強く認識したといえよう。その意味で先ほど述べたBTCパイプラインの完工は、

ウクライナにとってエネルギー供給源の多角化の可能性をもたらすものである。同時にウクライナ政府のロシ

ア離れを促進する可能性もあろう。

4）ClS集団安全保障条約の形骸化と再編

　周知のように、C1S（独立国家共同体）は旧ソ連構成共和国のうちバルト3国．を除く12ヶ国によって・形成さ

れ、1992年5月’、ウズベキスタンの首都タシケントでロシア、アルメニア、ウズベキスタン、カザフスタン、’

キルギス、タジキスタンの6ヶ国でC1S集団安全保障条約が締結された。この集団安全保障条約にはその後、

93年にベラルーシ、94年にはグルジアとアゼルバイジャンが加わったが、条約発効後5年を経た99年4月、グル

ジアとアゼルバイジャンが再び脱退したのみならず、オリジナル・メンバーのウズベキスタンも条約から離脱

しれウクライナ、モルドヴァ、トルクメニスタンは一度も加盟せず今日に至ってい乱すなわち1999年5月

以降の集団安全保障条約加盟国は、ロシア、アルメニア、ベラルーシ、カザフスタン、キルギス、タジキスタ

ンの6ヶ国である。

　C1Sの形骸化については、すでに発足当初から懸念されていた。加えて2001年10月以降は、申央アジアやコ

ーカサス諸国が米軍駐留の受け入れなどアメリカとの協力に踏み出したことによって、その形骸化に一層拍車

がかかり、21世紀にはいってからC工Sは大きく変質しつつある。また集団安全保障条約に加入した国が当初か．

ら限定されていたことは、この条約の親ロシア的性格を物語るといえよ㌔

　1997年10月・グルジア・ウクライナ・アゼルバイジャン・モルドヴァの4ヶ国は・その頭文字をとって

GUAM連合を設立した。GUAMは、多方面にわたりロシアの影響力を排除する形で協力することをめざす政

治的、経済的、戦略的連合である。さらに1999年4月にはウズベキスタンが加わって、GUUAMとなった。ウ

ズベキス・タンの加入が99年4月ワシントンで行わ．れたNAT050周年記念式典において実現したことに留意の必

要があろう。また先ほど述べたように、グルジア、アゼルバイジャン、さらにウズベキスタンは99年4月、

C1S集団安全保障条約から離脱しでい乱すなわちパルト3国を除く旧ソ連圏において、20世紀末には親ロシ

ア的性格の強いCIS集団安全保障条約と、親欧米的性格の濃厚なGUUAM連合が存在していた’といえる。むろ

ん前者は集団安全保障条約といってもその統合の度合いには隈界があり、また後者は広範な協力関係をめざし

た地域協力機構であ乱その意味で而者の対立関係を過大視するとすれば、それもまた大きな誤りにつながる

恐れがある（1o）。

　2005年4月、モルドヴァの首都キシニョフで開催されたGUUAM首脳会議にウズ．ベキスタンは参加せず、同

連合から脱退した。ウズベキスタ’ンの脱退によって・GUUAMは再びグルジア・ウクヲイナ・アゼルバイジヤ

ン、モルドヴァから成るGUAMに戻ったのである。ウズベキスタンの脱退には、先ほど述べたように、アン

デイジヤン事件に示されるカリモフ政権の人権釦圧に対するアメリカの圧力とそれを契機としたウズベキスタ

ンの対米関係悪化が顕著に表れてい孔しかし、ウズベキスタンの脱退によってGUAMの親米的性格はより

明確になってきたといえる。これもすでに述べたように、2005年5月にアメリカの後押しを受けた・グルジアは、

駐留ロシア軍の撤退を200冨年までに実現することについてロシア側の合意を取り’付けている。

　さらに2006年5月、ウクライナの首都キエフで開催されたGUAM首脳会議では、同連合を「GUAM民主・経

済発展機構」に改編することで合意した。この首脳会議には、ポーランド、リトアニア、ブルガリア、ルーマ
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ニアに加えてアメリカ国務省の代表も参加し、．新しい機構を経済や安全保障をめぐる広範な国際協力組織と位

遣付け、中東欧諸国も将来は参加する意向を明らかにしたのである（ll）。1日ソ運を構成した共和国の一部と中

東欧諸国の聞で地域協力機構が発足するならば、CISの形骸化には一層拍車がかかるであろう。こ・の点は親欧・

米政権が誕生したグルジアとウクライナがCIS脱退を検討し始めた事と合わせて、．留意の必要があろう。

　このような状況の中・で、ロシアはC1S集団安全保障条約の活性化に向けてイニシアチブを発揮しようとして

きむ1999年5月には、集団安保条約加盟国による地域軍集団（地上部隊〕の創設について検討が始められ、

2000年5月にこの方針は承認された。さらに2002年5月には、集団安全保障条約加盟国の協力のメカニズムと機

構を「集団安全保障条約機構」に改編する決議を採択し、翌年2003年4月集団安保条約加盟国首脳会議で正式

に決定しれこうしてCIS集団安全保障条約機構（CSTO〕が発足し、その申に常設の事務局、統合本部、緊

急展開集団軍が設置されることになったのであ私

　以上のようにロシアのイニシアチブによって、CIS集団安全保障条約機構が組織として整備されてきたこと

は事実である。しかし、この機構が中心となって具体的な軍事行動が行われたり、域外へ地上部隊が派遣され

たという事例はない。少なくともこの機構の整備をアメリカやNATOへの対抗とみなすことには無理があろう。

何よりも2001年9月以降、ロシアが旧ソ連諸国の中でも最も積極的にアメリカの「テロと’の闘い」に協力し、

NATOとの協力関係も確立されてきたことが・泉大のポイントである。さらにCIS集団安全保障条約機構に参

加しているロシア、ベラルーシ、カザフスタン、キルギス、タジキスタン、アルメニアの6ヶ国は、加盟6ヶ国

の域外派遣を想定した部隊の創設について準備は逢めてきたが、当面蒼一」設を．延期することを2006年6月、首脳

会議で決定した。その理由は、ロシアの財政的負担が大きいこと17月のサミットを控え欧米諸国との対立回

避をねらったロシアの意図などが挙げられた。首脳会議の席上、中央アジアの米軍駐留を容認すぺきこと、米

軍の存在はC1S集団安全保障条約機構の活動と相互補完関係にあることなどの発言が依然としてみられること

は重要である（12）。すなわちCIS集団安全保障条約機構を単純に反米、反NATOと位置付けることには無理が

ある。

4　上海協力機構（SCO）の動向

　これまで中口関係の緊密化をもってアメリカの一極支配に対抗する軍事同盟が形成されるとみなすヒとは困

難なこと、またC1Sの中に親ロシア的な傾向をもつCSTOと親欧米的なGUAMが存在するのは事実だが、両者

の対抗関係を過大視することは誤りであることを論じてきた。中口関係また中央アジア諸国の状況との関連で、　1

上海協力機構（SCO）について若干の検討を行っておきたい。

　1996年4月、ソ運解体を受け中国と旧ソ連諸国間の国境をめぐる緊張感和をめざして中国の国家主席江沢民

がロシア・カザフスタン、キルギス、タジキスタンに呼びかけて上海で首脳会議を開き、「上海フ7イブ」を

を発足させむその後2001年石月、ウズベキスタンが加盟して「上海協力機構」に改編され、中国、ロシア、

中央アジア諸国間の安全保障や経済統合など幅広い問題を謡し合う地域協力機構として発展してき・た。以後毎

年I度首脳会議を開催し、さらに近年ではインド、パキスタン、モンゴル、イランなどもオブザーバーとして

参加するようになったのである。2005年7月、カザフスタンの首都アスタナで開催された首脳会議では、中央

アジアにおける米軍基地に事実上の撤退を求める声明を盛り込んだことから、その「反米的性格」に注目が集

まった。先に考察した2005年8月の中口の合同軍事演習が「台湾宥事を想定してアメリカの二極支配に対抗す

るもの」として警戒されたのもそうした文脈と’の関連で考える必要があろう。

　2006年6月には、創設5周年を記念して上海で首脳会議が開催され、以下のような共同宣言が発表された。①

国際的な大量破壊兵器不拡散の枠組み強化に今後も貢献する、②文化や伝統、社会政治体制などの違いを内政

干渉の口実にしてはならず、社会発展の具体的モデルを「輸出品」にできない、．③地域の平和や安定を脅かす

事態に即座に対応し、’加盟国の利益を最大限に守る、④テロ、分裂主義、過激主義、違法な薬物の輸送・販売

の取締りを強化する・⑤エネルギー、交通・運軟情報通信・農業などの分野セ具体的プロジェクトヘの参加

を歓迎する、⑥メデイアでの二国間、多国間協力が重要である（13〕。なおこの首脳会議にはイランの大統領も

招待され、イランの核開発問題をめぐりアメリカとの対立が深まっていることから、首脳会議を主催した中国
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の意図に関心が集まった。

　確かに上海協力機構の．参加国の中には・アメリカの一極支配体制強化への反発が大きい。，ロシアも中国も中

央アジア諸国に米軍の駐留が固定化される．ことを望んでいない。またロシアも中央アジア諸国もグルジアやウ

クライナで誕生したような親欧米政権が中央アジア諸国に波及することを警戒している。しかし、だからと言

って上海協力機構が反米、反NATOの性格を持った軍事機構に発展することは、きわめて困難である。第1に、

すでに検討したように、ロシア’も中国もアメリカとの対立回避を外交の基本原則に据えている。第2に、中央

アジア諸国もアメリカとはさまざまな利害関係で結ばれ、アメリカとの良好な関係を必要と考える国もある。

第3に、キルギスとウズベキスタンにみられるように、加盟国聞の利害関係が」様ではなく、対立が顕在化し

ているケースもあ糺よって、上海協力機構にアメリカの一極支配を牽制する役割を期待することは可能であ

ろうが、反米的な軍事機構に発展する可能性は限りなく小さいであろう。

5　終わりに

　以上のように、旧ソ連圏をめぐる米口関係についてCIS諸国の動向との関運で考察を行ってきた。その特色

はどのようなものであろう’か。またロシアは2001年9月以降、アメリカとの協調関係を重視しつつアメリカの

一極支配を牽制して多極世界の構築をめざし、さらには多極世界の一つの極となるべく外交政策を展開してき

た。その政策は旧ソ連圏においては；’どのような形で表れているのだろうか。

　まず第1に、グローバルなレベルで考えるならぱ、中口関係の緊密化も、またロシアと中国、申央アジア諸

国聞で結成された上海協力機構も、アメリカの一極支配を牽制する役割を担うことは可能であっても、アメリ

カ．に対抗する軍事同盟機構に発展する可能性はきわめて小さいと言えよう。少なくともロシアの側はそれを望

んではいない。また多極世界の構築をめざし、その極の一つとなることをめざしているロシアにとっては、上

海協力機構において中国と競合関係が表れる可能性も否定できないと恩われ乱

　第2に、1日ソ連圏における米口関係はもっと複雑であ乱2001年9月の同時多発テロ事件以降、．ロシアを始め

中央アジア諸国もアメリカの「テロとの戦い」に参加し、アメリカと共同行動をとった。しかし、中央アジア

諸国における米軍の駐留が長期化するにつれて、ロシアは米軍の存在に警戒感を示すようになり、また中央ア

ジア諸国もアメリカとの関係において様々な矛盾が表れてきれ米軍を利用して国内の「イスラム過激派勢力」

を一掃しようとした各国の思惑は必ずしも成功せず、ウズベキスタンのようにアメリカ’との対立が顕在化して

きた国もある。さらにアメリカの影響力の問題は、グルジアやウクライナのような親米政権の誕生の評価につ

いて立場の明示・を・ロシアを始め旧ソ連を構成していた各国に迫ることになった。ロシアも．またCIS集団安全保

障条約機構に加盟している他の旧ソ連諸国も、グルジアやウクライナのような政権が自国に波及することを警

戒している。よってGUAMが今後ど．のような動きをみせるかに注目せざるを得ない。しかし、だからと言っ

てCIS集団安全保障機構とGUAMの対立関係を過大視することも誤りである。2006年7月にサミット議長国を

務めたロシアは少なくとも当面グローバルなレベルでの対米協調をより重視し、CISにおける米口関係の矛盾

が拡大しないように意図していると思われる。

　今後旧ソ連圏における米口関係はどのように展開するであろ’うか。CIS各国の体制選択の問題とからんでい

る以上、両国関係に緊張が生じる場面も考えられよ㌔しかし、アメリカもグローバルなレベルでロシアとの

協調とロシアのさらなる国際社会への統合を望むならば、CIS諸国への内政干渉は控えるべきである。一方の

ロシアも1日ソ運各国の内政のあり’方をめぐってロシアが影響力を発揮できた蒔代はすでに過去のものになった

ことを認識し、各国の体制のあり方に干渉すべきではない。

　関運してエネルギー問題が今後旧ソ連圏において重要な争点になることに留意する必要があ乱BTCパイプ

ラインの完工によって、ロシアやイランを経由せずにヨーロッパ諸国に石油を供給するルートが開発されたこ

とは、大いに注目すべきである。しかし、この工・ネルギー供給をめぐって旧ソ連諾国闇に摩擦や対立が起こる

可能性も否定できない。エネルギー闘題が各国の対立を招くのではなく、ヨー白ツパとアジアの地域協力にど

のようにしたら貢献できるのかについて、米口両国はもちろん、国際社会全体で考える必要があろ㌔
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（5）中島隆晴「プーチン政権と中央アジアー9．11事件を中心に」『海外事情』2004年2月号、70－74ぺ一ジ。

（6）中島隆晴「弾庄事件と米国・中央アジア関係の再編」．『海外事情」2005年10月号、102－l12ぺ一ジ。

（7）廣瀬陽子『1日ソ運地域と紛争r石油・民族・テロをめぐる地政学」、慶魔義塾大学出版会、2005年9月、
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（8〕清水学「石油・天然ガスと旧ソ連圏をめぐる国際関係」『国際問題」5μ号、2005年7月、2呂一30ぺ一ジ。
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＜付記＞

　本稿は、2006年6月29日、国際一1青勢研究会において行った講演の内容に加筆、修正を加えてまとめたもので

ある。
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平ンピュータ活用の差異がE－Leami㎎の評価に及ぼす影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　二情報文化学の実践’として一

’｛Do　Di脆『e皿士ハ4o　des　Of　C0皿］p　u士erσ苫age雌c士士古e』｝工εヨr日j皿星λ百畠es占nl　e皿f1記es口1士宮of　Lb　de（grヨdua士esp〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小宮山智志｝

要旨

　E－Le肛ni㎎システムの利用者の評価要因を、特に教育カリキュラムにおけるコンピュータ活用法に着目し

て検討した。コンピュータを“道具’’として使用していることが、Er1ea皿i㎎システムの高い評価に繋がると

いうPC道具使用仮説を構築した。そこでコンピュータの演習以外あ授業においても、コンピュータを道具と

して頻繁に使用する学科と・比較的使用しない学科とで・E－Le且mi㎎システム使用後の評価アンケートを実

施した。なお学科のその他のカリキュラムの相違が評価に影響を与えないようにE－Le曲mi㎎の内容は大学の

授業内容ではなく就職の筆記対策（SP1模擬試験）としれその他の仮説として、PC使用頻度仮説、模試経験

仮説・書籍による勉強経験仮説・他のサイトのE－L巳ming経験仮説を合わせて検討した・E－L巳mi㎎の評価

を従属変数とし重回帰分析を行った結果、PC道具使用仮説のみが採択された。

r．課題と意義．

1．1．本稿における情報文化学の定義と必要性

　いまあなたは「この論文を読む」という行為に至ったのはなぜだろうか。この問いの説明原理は物質1エネ

ルギーの“法則’’のみであろうか。いま私が使用しているコンピュータの作動を説明するのに法則が関係して

いる。論文の印刷や論文のあるところまであなたが移動したことやぺ一ジをめくることも一’法則’’で説明でき

’る。Lかし私がなぜこの論文を書いたのか、あなたがなぜこの論文を読んだのかは＾法則’’では説明できない。

私たちの行動・行為を説明するためには「物質＝エネルギー空間」の秩序原理・説明原理である‘’法則I’以外

の説明原理が必要である。その第二の説明原理とは、「記号情報空間1」の秩序原理・説明原理である’。この第

二の説明原理を吉田（1995）は“プログラム”と命名している。

　この論文を読むに至るまで複数の“プログラム’Iが介在していることに気が付くだろ㌔大学制度、価値観、

慣習・．マナー等々であ糺様々な一’プログラムI’の合成波及効果として「この論文を読む」に至ったのであ孔

人間の行動・行為に及ぽす’’プログラムIIの合成波及効果を解明する学問として“情報文化学’’を定義したい。

コンピュータ・・ネットワーク上の「記号情報空聞」の秩序原理・説明原理としての・プ□グラム・、使用する

人問の“プログラム”がそれぞれ複数介在して、人間の行動・行為に影響を及ほ九この合成波及効果を考慮

しいかにして“情報システムI’としての目的を達成するか。さまざまな制度・法律・慣習・マナー・価値観・

認識枠組み等の違いが人々の行動・行為’に影響を及ぼし、人々の間の理解を妨げてい乱いかにして　“公正

な杜会’’を実現するか。どちらも情報文化学の重要なテーマであ乱

　合成波及効果を解明しない限り・私たちは・プログラム・・（制度・コンピュータシステム等）を用いて意図

した目的を達成することはできない。そして、不幸な結果を繰り返すことになりかねない！。人類はいつの時

・1情報の定義は吉田（1990〕に準拠している。吉田（1990〕では物質・エネルギーの時問的・空問的およぴ質的・量的パタン（差異〕
　とLての「最広義の惜報｛宇宙史的情報〕」、生命にとり意味をもつ信号・記号の集合としての「広義の情報（生命史的情毎〕」、’人

間社会に独自な、意味を持つシンポル記号の集合としての「狭義の情報（社会史的情報〕」、人々の・間で伝達される単用的なシンボ

ル記号｛文字、画像等〕の集合としての「最狭義の情報（日常用語的情報〕」の4段階で定義Lてい乱本稿では狭義の定義を採択
する。・最狭義の定義は、＾情報’’の認知機能にのみ着目しているため、評価・指令｛行動〕横能にも着目している‘‘情報文化学’’

の定義とLては適切ではない。’また生物史・宇宙史的情報は、本稿の理論的射程の範囲外であ糺

！見田（1”6〕で詳しく論じられている。

ヰKOM［YAMA，S帥o雪hi［情報システム学科］
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代においても物質＝エネルギー、情報、共に利用してきむしかし現代、取り分け19呂o年代後半以降、相対的

に惰報の利用のウェートが飛躍的に高まってきてい名。“情報化I’が進行ずる社会において“プログラム’’の

合成波及効果の解明の必要性はさらに高まるだろう。

1．2．本稿の課題

　1ヨーLe乱min色と利用者の特性という“プログラム”の合成波及効界が学習という行為の結果に及ほす影響に’

着目す乱その結果、どのような人々が今回試用したE－Le田mi㎎を高く評価するのだろうか（試用するE－

Le㎜i㎎システムについては、3章で述べる〕。これが本稿の問いである。

　E－L巴刮mi㎎がコンピュータシステムである以上、端末機器（今回の研究ではパーソナルコンピュータ（以

後PC）を使用）の操作方法に習熟しているという利用者の“プログラム・・が学習効果に影響するという仮説

がすぐに恩いつくであろう。この仮説が正しけれぱ、インターフェースを改良する等の対策が妥当であろう。

しかしE－Lemh呂システムのインターフェースの向上、そし・て利用者側の’’余暇の’楽しみ”とLてのPC利用

の増加を鑑みると、習熟度は学習効果に影響を及ほさなくなってきているのではないだろうか。むしろPCを

学習の道具として利用することに慣熟しているかが重要ではないか。もし後者の仮説が正しけれぱ、E－

L閉㎜hgの導入に際しては、カリキュラム全体の中での位置づけが重要となってくるだろう。

　E一』割mi皿gは大学のユニバーサル化が進む中で、その必要性は増大してゆくだろう。本研究では弄■」用者と

卓一L巳㎜i㎎システムのプログラムの合成波及効果をカリキュラム全体におけるPC利用に着目して研究する。

2．先行研究

　ここでは近年の主に学部の授業に関するE－L巴㎜i㎎の評価についての研究を紹介してゆくヨ。利用者のPCリ

テラシー・利用頻度・PC所持等については、単純．集計レベルの分析の研究を含め、必ず考慮されている（橋

本2004；穂屋下20仙．；平木ほか2004）。橋本（2004）の調査では97％の学生柳Cを自宅において所宥してお

り、基本的リテラシーに関しては差がないと考えられるサンプルで分析Lている口横内（2004）は年次推移に

ついて研究を行なっているが、小一中・高校でのPC利用経験率は急激に高まっており、やはり基本的な操作

に関Lては差がなくなってきていることを示唆している。平木ほか（2004）が検討したシステムにおいては、

使い易さに関しては初心者ユーザーとその他のユーザーとの聞で評価に差はないと述べている。

　吉田ほか（2006）ではE－L眈mi㎎と紙媒体の教材の学習効果を比較しているが、差は認められなかっれ

さらにこの研究では紙媒体・E－L。㎜i㎎のグループ問で能力・学習・関心・コンピュータ耐性について測定

し・紙媒体とE－L巴刮mi㎎の郡で差がないことが確認された上で・分析を行ってい乱1ヨrL日mi㎎に対する印

象についてはパソコンス・キル．・学習内容への関心との関連が探索的因子分析によって検討され、今後の課題と

して、さらなる学習者の差異についての研究の必要性について言及している。

　学習者の差異に関しては、研究の必要性は認められているが、十分な検討はなされていない・。またE－

L巴㎜㎞壇の評価に与えるような基本的な操作の習熟度の差は徐々になくなってきているのではないかと思われ

る結果が得られている。本稿ではPC利用頻度に加え、先述したとおり新たな変数としてカリキュラムにおけ

るPCの学習の道具としての利用頻度に着目する。

　斐晶ほか（2005〕は、学習者と指導者の人聞関係の構築とE－L閉mi㎎との関係を実証している。人間関係

という要因は注目に値するプログラムの合成波及効果で’あろう。堀田ほか（2003）はE－L巴且mi㎎の事前・事

後においてテストを行い、効果を測定して’い乱橋本（2005）では体験しての評価と希望とLての評価を分析

してい乱期待が評価に影響を与えることは十分に考えられ㌫希望と言う変数を導入することは重要であろ

う。人間関係、事前・事後の比較、期待変数に関しては、今回は調査の設計上、検討することが出来なかった。

ヨE－L昔≡㎜i㎎の評価に関しては、大学教育の現場だけで行われているわけでは削㌔また大学では学部教育におけるE－L目㎜i㎎に

関する研究が多いが、大学院レペルの内容のものも検討されている〔鈴木ほか2004〕。また利用者の評価ではなく、観察者視点で

E－L朗皿i㎎の評価を試みる研究（松本ほか2005〕や暗黙知と形式知との関連を検討し評価モヂルについて考褒した研究（野須ほ’
か2002〕などがある。
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3．調査対象・調査方法・日時

　新潟国際情報大学において、丸善就職支援Web模擬試験サrビスの試行に際し、筆者赤就職指導委員会の一

員として、’当時のヨ年・4年次生にアンケートを実施したものであ㌫2004年10月I3日に全教員に調査協力を依

頼し、3年・4年次の演習にて自記式質問紙調査を実施しむ有効回答者数一割合は以下の表1のとおりであ乱

　情報文化学科では4年生の、情報システム学科セは3年生の回収率が40％を超えている。全体としては、両学

科ともヨ7％の回収率であった；試行事態が回答者にとって負担が大きいものであるため、演習の時間外での試

行も考慮して、回収は回答者が事務室に提出する方法をとった。そのため回収率が延びなかったと思われる。

なお、学科別回答者割合は、情報文化学科約4割、情報システム学科約6割である（表1参照）。

表1回収率（学科別〕

履修者数　　宥効回答者数　　目収率

情報文化学科3年ゼミ

情報文化挙科4年セミ

情報文化学科合計

情報システム学科3年ゼミ

情報システム挙科4年ゼミ

情報システム学科合計

101

112

213

183

175

358

33

46

79

77

56

133

33％

41％

37％　．

42％

32％

37％

　本調査の回収率は40％に満たない。そのため回答者が偏ることによってお’こる非回答バイアスが大きいので

はないかという懸念が残名。そFで比較可能な部分である、進路志望・卒業後の居住地の希望・学科・性別・

進路決定状況の回答者における割合と調査対象とした大学でのそれぞれの割合とを比較し、非回答バイアスの

程度について検討しれ進路志望・卒業後の居住地の希望・学科・性別に関しては、この度の調査と大学にお

ける割合では、大差なく’、誤差の範囲内であると判断した詳細は紙面の都合、省略す糺

　進路決定者g割合については・非回答バイアスについて考慮が必要である。lO月29日時点で卒業予定者308

名中内定決定者は189名（61，O％）という大学の実績と比較すると、決定済みの割合が51％は低いように思わ

れる（表2参照）。これは、セ！シテイブな質問であったためこの質間項目に隈って非回答が多かったこ・とと、

調査において「決定済みではない」には複数内定者も含めたためであろう。さらに決定していない人々の方が、

本システムに関心をもったため、回答者が多くなったのではないかと思われる。そのため、検証に際しては、

進路決定割合を統制変数として導入する。

．表2進路決定（4年のみ〕

有効　　決定済み

　　　　決定済みではない

合計．

欠損値　システム欠損値

合計

度数

51

50

101

116

217

有効パーセント累積パーセント

50．5’

49．5

100．O

50．5

100．0

4．仮説

4．1．E－Leamingシステムの評価について

　Web模擬試騨システム使用後に4年生ド対しては就職ド際しての筆記試験にこのシステムがどの程度、有効．

か質問し、3年生については導入された場合の予想利用度として質問した。SPI・’時事問題・一般常識一適性検

査等を利用可能なシステムであるが、多くの学生が試用し、またこのシステムの中心であるSPIの評価をもっ

て本研究では、このE－L巳趾皿i㎎システムの評価（学習効果の評価〕として操作的に定義する。
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　おおむね高評価で66，5％の回答者は、禾■」用すると肯定的な回答をしている。しかし温度差はあり、もっとも

好意的な回答者割合声｛2ヨー君％であるのに対し、全く否定的牟回答者割合は26二脇である。どのような人々がこ

のシステムに高い学習効果を感じているのだろうか。先述したとおり、これが本稿の周いである。

表3SP1予想禾■」用頻度

有効　　何度も繰り返・L利用する

　　　　数回程度利用する

　　　　あまり利用Lない

　　　　ほとんど利用しない

　　　　全く利用しない

　　　　合冒十

欠損値　システム欠損値

合計

度数

49

88

10

　4

55

206

11

217

パーセント　有効パーセント’累積パーセント

22，6

40．6

　4．6

　1，8

25．3’

94．9

　5．1

100．O

23，8

42．7

　4．9

　1，9

26．7

100．0

23，8

66，5

71，4

73．3

100．O

表注1本表ではワーディ≒グは3年生屑のものを表示した。データは3・4年合計である。

4，2．イ反言党

　吉田ほか（2006）では学習効果に影響を及ぼす変数として能力・学習・関心・コンピュータ耐1生を挙げてい

る。本稿ではアンケート調査を用いるので能力を測定することはできない。また関心については就職対策問題

であるので・関心の程度がほぼ一定になるように企業・公務員志望の学生のサンプルを使用した。残った2要

因は学習とコンピュータ耐性である。この2要因を参考にさらにプロセスを詳細に検討し、仮説を構築する。

学習要因に着目した3つの仮説、PC耐性要因として2つの仮説を構築する。

　学習要因の第一の仮説は模試経験仮説である。模試を経験している回答者は、経験していない学生に比べ、

PCで繰り返し、．自由に実施できるE－L閉mi㎎を高評価するであろう。第二の仮説は書籍勉強仮説である。書

籍における勉強に習熟しているがゆえに、’相対的に不憤れなE－L巴且mi㎎に低評価を下すこと・が考えられる。’

それに対し第三の仮説として他サイト経験仮説を構築する。現在、他の就職対策の無料サイトが複数存在する。

しかし今回使用したE－L巴刮mi㎎システムは高額な分、間題の更新や解説の詳細さ等で群を抜いている。無料

サイトを経験することで今回使用したE－L巴刮mi㎎システムの良さを理解しやすく、高評価をするのではない

かと考えられる。

　PC耐1生要因としては、本稿「1，2、課題」で先述したようにE－Le且mingがコンピュータシステムである以上、

端末機器（今回の研究ではPCを使用〕の操作方法に習熟しているという利用者の＾プログラム’’が学習効果

にプラスに影響すると．いうPC使用頻度仮説がまず考えられ乱そしてインターフェースの向上、そして利用

者側の“PCの余暇利用’Iの増加を鑑み、使用頻度は学習効果に影響を及ぽさなくなり、むしろPCを学習の道

具として利用することに慣熟しているかが重要であるという’PC道具使用仮説を構築する。

　学習量を計測する変数として・本学が実施した紙媒体での模試経験の有無・書籍勉強経験の有無、他のサイ．

トでの筆記対策試験経験の有無を用いた。いずれも有を1、無を2と操作化．した。．そしてPC使用頻度は、「1．

キまほ毎日使用す乱2・1週問に3ん4日は使用す乱3・一週間に1～2日は使用しない。4．ほとんど使用しない。

5一まったく使用しない」の5段階で計測した。コンピュータを“道具’Iとして使用しているかをどのように計

’測するかであるが、コンピュータの演習以外の授業においても、コンピュータを道具として頻繁に使用する学

科を2、比較的使用しない学科を1と、操作化した。また「3．調査対象・調査方法・日時」で述べたように、4

年次生の分析に奉．いては、進路決定’（4年のみ。決定者を1、未決定者を2と操作化）を統制変数として投入す

．る’学習効果（利用予測〕は「1．何度も繰り返し利用する。2．数回程度利用する。3．あまり利用しない。4、ほ

とんど利用しない。5．全く利用しないJの5段階に操作化した。これを従属変数とし、その他の変数を独立変

数として重回帰分析を行い仮説の検証を行なう。その他の統制変数として性別（女性を1、男性を2と探作化）
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を用いた。

4．3．真理表

　模試経験の宥無（宥を1・無を2〕をXI・書籍勉強経験の有無（有を1・無を2）をX2・他のサイトで筆記対

策試験経験の有無（宥を1、無を2）・をX3、学科（比較的使用しない学科を1、コンピュータを道具として頻繁

に使用する学科を2、〕をX4、性別（女性を1、男性を2）をX5、進路決定（4年のみ。決定者を1、未決定者を

2）・をX6・PC利用頻度（1．ほぼ毎日使用す乱2．1週間に3～4日は使用す乱ヨ．一週間に1～2日は使用し

ない。4．ほとんど使用しない。5。まったく使用しない）をX7とし、従属変数、学習効果をYとして、以下

のような回帰式を分析に用いた。

Y＝βo＋β1．X1＋β！一X2＋βヨ・X3＋β4・X4＋βヨ・X5＋β‘・X6＋β一・X7＋e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・式一1

表4　真理表

模試経験仮説　　書籍勉強仮説　他サイト経験仮説PC使用頻度仮説　PC道具使用仮説

式1の分析　　　　β1：十 β2＝ β呂＝十　　　　　　β4＝十 β7：

　それぞれの仮説が正Lいときに、どのような結果が予想されるかを真理表（表4）にまとめた。模試経験仮

説が正しければ、模試経験があるほど、すなわちX1（宥を1、無を2）の値が小さいほど、学習効果Y（値が’

小さい方が学習効果があると評価）の値が小さい。すなわちこの仮説が正しければYとX2は正の相関関係で

あると予測されるためβ（傾き）はプ・ラスの値を示す。したがって表4では書籍勉強仮説の欄は、「βl　l＋」

と記述されてし’・る。同様に他の仮説についても検討した。

5．重回帰分析

5．1．分析結果

　はじめに4年生におけるE－L巴刮mi㎎の評価に関する分析結果について考察す乱まず表5を見て欲しい・R2

乗（決定係数：独立変数で従属変数をどの程度説明できるかの指標。1に近いほど説明できる割合が高いこと

を示している）はO．461である。これは・個々人のアンケート結果を用いて重回帰分析を行った分析としては決

して低い値ではない。表6の宥意確率はo，oooを示してい札「この分析でもちいた独立変数で従属変数を説明

できない」という帰無仮説は、棄却さ・れる（まったくこれらの変数問に関係がなく、偶然にこのような結果が

起きる確率は一％にも満たないということを意味しているL

　この分析モデルは、E－Leami㎎の評価を十分に予測できると判断し、このモデルの結果を用いて・論じて

いくこととする。なお表7の「共線性の統計量」から、多重共線性により推定に障害が起きていることはない

と判断した（許容度O．5以上、V咀2．O未満が一般的な基準とされている）。

表5モデル集計

干デル　　　　R
　　　　　調整済み　　推定値の
R2乗
　　　　　　R2乗　　　標準誤差

1　　　　　　，679｛a〕　　　　　　．461 ．416　　　　　　1．257
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表6　分散分析

モデル

1　　　回帰

　　　　残差

　　　　全体

平方和

113．437

132．770

246．207

自由度

7
84

91

平均平方

16．205

1，581

F値

10．253

有意確率

．000

表7　係数

（定数）

Xl1模試経験

X2：書籍勉強経験

X呂1サイト経験

X．1学科

X。：性別

X目1進路決定

X．1PC頻度

非標準化係数 標準化係数

標準誤差　　べ一タ

3．650　　　1，087

　，41’4　　　　，319

一．O08　　　　　，281

　，734　　　　　，398

－2，228　　　　　，301

　，099　　　　　，324

　，807　　　　　，268

■．207　　　　　．162

．106

一．O02

，151

一．671

．02寧

．247

一．107

有意確率　　共線性の統計量’

3，359　　　　．O01

1，298　　　　，198

r．028’　　　、978

1，844　　　　，069

－7，398　　　　，000

　，305　　　　．761

3，012　　　　，003

－1，279　　　　，204

許容度

．959

，888

，955

，781

，788

，958

．920

VlF

1．043

1．126

1．047

1．280

1．269

1．044

1，087

　表7から個々の独立変数がどの程度、E－Le㎜i㎎の評価．．を説明できるかを読み取ることが出きる。はじめに

宥意確率の欄を見て欲しい。学科がO．OOO、進路決定（4年生）がO．O03で1％水準で有意であり、他の変数は5％

水準においても宥意ではなかった。したがって、模試経験・書籍勉強等の筆記試験対策を行っている人と行っ

ていない人の聞で、E－Le誼mingの評価に違いはない（他の変数が同じ条件下において比較し’ている〕、性別、

PCの利用頻度もE－Lemi㎎の評価に影響を与えない。そして進路決定と学科のみがE－Lemi㎎の評価に影響

を与えるという結果である。

　関係がある進路決定・学科についてさらに分析結果を読み取っていζう。進路決定について非標準化回帰係

数（直線の傾き）を見て欲しい。o．807という値となっている。「進路決定」．は、進路決定者がL未決定者が2

という2つの値をとるように操作化した。E－Le㎜i㎎の評価は値が小さいほど評価が高いことを意味している。

回帰係数・すなわち傾きがプラスの値を示しているので、進路決定の値が小さければ（決定者は．）、評価が高

いことという結果が得られたことになる。同様に解釈すると、比較的コンピュータを道具として使用しない学

科に比べ・頻繁に使用する学科は・評価が高いという結果が得られた・

’ヨ年生の予想利用度についても同様の分析を行った4。その結果、やはり、比較的コンピュータを道呉として

使用しない学科に比べ、頻繁に使用する学科は、評価が高いという結果が得られれさらに模試経験者は評価

が高い（利用する）という結果が得られた。

・5．2．仮説の採択

　「4．3真理表」と「5，1分析結果」を比較し、どの仮説が棄却されないのかを検討しよう。表8の予測の行は、

式1の重回帰分析という決定的実験に関する各仮説から得られた予測（真理表）である。結果の行は、表7で得

られた重回帰分析の各係数に関する結果である。’5％水準で有意とならなかった場合、各係数がOであるという

帰無仮説を棄却できない。つまり傾きがoでないとは言えない、すなわち各独立変数の増減が従属変数に影響

を与えないと判断され糺たとえば模試経験仮説の結果の欄は「βl10」となっている。これは表7において

X1（模試経験の有無）の係数βrの値が5％水準で有意にならず、X1（模試経験の有無）はY（E－Le且mi㎎の

・評価）に影響を与えないと判断されたためである。真理表の予測では芦1は「十」であり予測と結果が一致し

4紙面の都合ム詳しい分析結果は省略Lた。
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なかったため、この仮説は棄却される。同様に書籍勉強仮説、他サイト経験仮説、P亡使用頻度仮説は棄却さ

れた。

表8真理表の予想と分析結果の比較

模試経験仮説　　書籍勉強仮説　他サイト経験仮説　PC使用頻度仮説PC道具使用仮説

予測

分析結果

仮説の棄却

β1：十

β1＝O

棄却

β皇＝■

β2＝O

棄却

β茗1＋

βヨ＝o

棄却

β。1＋

β4＝0

棄却

β7＝■

β7：■

嚢却されず

　PC道具仮説は真理表か．ら得られた予痴はβ一の係数は「一」・そして表7で得今れた分析結果において・係数

は1％水準で有意（すなわち・・β一がoである確率は1％未満）となり、かつ「一」の値（非標準化係数の値が一

2．22宮、すなわち比較的コンピュータを道具として使用しない学科に比ぺ、頻繋に使用する学科は、’一2，22宮ポ

イントE－Le且mi㎎の評価の値が小さい、つまり評価が高いこと）を示してい乱予測と分析結果は一致する

ためPC道具使用仮説のみが棄却されなかった（3年生の分析においても同様の結果が得・られれ几・さらにPCの

道具使用の程度を個人レベルで計測するなど、さらに検証が必要なことは論を待たないが、現在の段階では

PC道具仮説がもっとも有力な仮説であり、本稿の段階ではPC道具仮説を採択す乱

6．結論．

　卑善就職支援W．b模擬試験サーピスに対する3年一4年次の評価を、特にこのE－L。且mi㎎システムを評価す

る人々の傾向性に着目し、分析した。

．回収率は4割と高いとはいえないが、進路・性別・学科・学年の割合に関しては調査対象とした大学の実態

と比較し、大きな相違は見られなかった。進路決定者の割合は、若干、実態よりも低かった。非回答バイアス

を考慮し、仮説検証のための分析において、進路決定者割合を統制変数として投入しれ

　ヨーLemi㎎の評価においておよそ70％の学生がこのシステムが導入されれば利用したいと回答していたが、

評価の程度にはかなりの差があった。

　既存の研究で扱われでいる妻因を参考にし、さらに詳細なプロセスを検討した結果、PC道具使用仮説、PC

使用頻度仮謝模試経験仮説、書籍勉強経験仮説、他サイト経験仮説を構築しれ

　重回帰分析の結果、PC道具使用仮説が採択された。比較的コ’ンピュータを道具として使用しない学科に比

べ、頻繁に使用する学科はE－L巳㎜i㎎システムの評揃が高いことが明らかになった。既存の研究においては

ErLemhgを利用する側のPCリテラシ・習熟度が着目されがちだが・E－Le㎜i㎎のインターフェースの向上、

またE－L6刮mi㎎システムを利用する程度の基本的なコン．ピュータリテラシを備えている利用者の増加から、

PCリテラシ・習熟度はE－Lemi㎎の評価に影響を与えなくなってきている。むしろ影響を与えているのは道

具としてPCを利用するという経験である。同じようにPCに日々接する機会がある学生間においてPCをコンピ

ュータを習うためだけではなく、他の科目の理解のために道具として使用する機会を多く得ている学生の方が、

E－L・㎜i㎎を効果的に利用できることが明らかになった。E－L巳誼mi㎎の導入に関しては利用者のカリキュラ

ム全体の“プログラム’’の合成波及効果を考慮する必要がある口

　日々、研究・教育・その他業務でPCを数時問’、またはそれ以上使用している．ものにとっては、実感できな

いかもしれない。しかL何らかの都合でしばらくPCを使用しない研究・教育・業務に長期間ついた後にPCを

再び使い始めたという経験はないだろうか。このような場合、かなりPCを使っていたものでも、しばらくは

疲れを感じゃすいのではないか。まして学習にはあまりPCを利用してこなかった学生にとっては、PCでの学

習に慣れるのには、時聞がかかることは十分に予想される。’

　大学のユニバーサル化が進む中で、さまざまな学生に対応できるようにカ’リキュラムの補完としてE－

Le㎜i㎎シス’テムを利用しすることは有効であろう。しかしE－k㎜i㎎システムを効果的に学生に利用しても

らうためには、コンピュータ演習、または余暇の中で利用に必要な基本的なリテラシを身に付けてもらうだけ
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では不十分で、カリキュラム全体の中でPCを、コンピュータの勉強のためだけではなく、学習の道具として

利用するという位置付けが必要であるという結果が得られた。

識辞

　データの使用に関しては、本学就職課の許可を得れ最後に調査にご協力いただいた全ての方に謝意を表し

たい。
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シミュレーション演習における。一Leami㎎および協調学習の適用
．λsimu1棚o刀胱erdses初曲曲eco肋bo湘加e1朋mj皿身㎜d住工冊m加g

　　　　　　　　　　　　佐々木桐子箒

要旨

　塾育の現場では，言葉のみで伝えることの難しさや，イメージ（映像等〕で伝えることの宥効性を実感する

ことが多い．学生自身，言葉からイメージしたり言葉で表現したりするだけではなく、イ．メージそのもの亡感

じたりイメージくのままで表現する機会が多いことが少なからず影響していると推察される．これを現実と寺

るならば，「現場を現実的な感覚（イメージ）で理解できる教育」による学習効果は充分期待できるはずであ

る．

　さらに，コミュニケーション能力向上がもたらす問題意識，間題解決能力の向上の効果は，語学学習のみな

らず，様々な場面で発揮されている．つまり「コミュニケーション能力を養い学習意欲を向上できる教育」に

よる相乗効果も充分期待できるのである．

　そこで，本学（新潟国際情報大学）の演習において，①「現場を現実的な感覚（イメージ）で理解できる教・

育」として，その感覚を養いやすい「シミュレーション技法」を取り入れ，さらに，②「コミュ三ケーシヨン

能力を養い学習意欲を向上できる教育」を実践する「協調学習」を導入した．

　本論文はこの演習の概要およびその効果や現状の問題点等に関して解説するものである．

　また，本研究は，社’団法人私立大学情報教育協会の経営工学教育1丁活用研究委員会において議論され，同協

会の報告書「大学教育への提言　ファカルティ’・デベロップメントと皿活用　2006年版」において「ITを活用

Lた授業モデルの事例紹介」の中に収録されたものである．

1．はじめに

　本シミ土レーシ目ン演習を実践している「専門演習」は，企業経営における情報システムの禾1」活用に関する

知識の習得をねらいとしている．その中でもシミュレーション演習は，経営工学における動機付け教育を担う

一部分として，①e－Le且mi㎎によって，時間的，空問的制約にとらわれない自発的な学習を支援する学習環境

を実現し，②シミュレーション技術を活用することによって，システム（たとえば，生産システム，流通シス

テム，SCM等〕を理解し，創造し，表現する能力を創出し，さらに，③このe－iemi㎎を協調学習へと展開す．

ることによって，さらなる学習効果を引き出すことを目的としている．

2．演習構成

　「専門演習」は3年生を対象とした2単位の選択必修科目であり，毎年約60名の学生が受講す’る．’演習回数は

全15回であるが，ここで紹介する「シミュレーション演習」は，3回分に相当する．この「シミュレーシヨン

演習」は，経営工学における「動機付け」を担う部分として位置づけられる．授業内容，時聞配分，教材およ

び使用環境に関しては表1に示す．

　教育環境として，．対面による講義とWebによる学習，交流，および発表できる場を整備した．これら教舎環

境を整備することによって，イメLジによる動機付け，反復学習による知識の定着，意見交換による問題意識，

間題解決能力の向上，および講評による自信と達成感の創出を実現した．以下に，授業内容の詳細を示す．

ヰSAS＾KI，Toko［情報システム学科］
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表1各回の演習構成

No． 授業内容

シミュ’レーションの概要

Arenaの概要

モデリングの練習

問題の提起

解決策の立案

時聞

配分

90分

90分

90分

　十

時間外

教材および使用環境

・動画資料（学習の場）

h岬＝〃www．nui昌．纈ojprto11止o＾umiki＿f肥to町＾umiki＿f且otoU．h血皿1

・講義ノート（学習の場，ファイル名10531．pdf）

l1岬＝〃www，mi；。割cjp（ollkoρO05o∬。4，htm

・講義ノート（学習の場，ファイル名1200606283．pdf）

h岬＝〃www、皿ui；一割cJp（o欣oρO05c几4，htm

・意見交換（交流の場）

h岬＝〃www。皿ui冒。乱cjp（ol1koρO05c’L3，htm

・講評（発表の場〕

Http：〃www．mi畠、五〇jl〕（ohkoρO05o’L6上tm．

2．1　シミュレーションおよびAren目の概要

　はじめにPC上に構築した仮想の生産システムを使い，シミュレーションの有効性をイメージとして意識さ

せる．仮想の生産システムは動画資料として提供され，解説は場面ごとにすべてキャプションとして表示され

る．さらにこのイメージを知識として定着させるために，事前にダウンロードした穴埋め式の講義ノートを使

用し，．目の前で起こった現象を文字で表現していく・いずれもWeb教材として提供しているため，いつでもど．

こでも反復学習が可能である（図1参照）．

生産システムシミュレーションの動画資料． ’講義ノート

図1動画資料および講義ノート

　　　　　　　　　　　（動画資料1新掲国際情報大学佐力木桐子研究室CCC

　　　　　　　　　h1巾1〃ww．・皿i苫』φ（舳ψ㎜iH－f汕叩＾阯m帖一f舳町．h㎞1〕

　　　　　　　　　　　（講義ノート：新潟国際情報夫学佐力木桐子研究室CCC

　　　　　　　　　　　　　　　　　　h叫P1〃www．nui昔．ヨojpブtohko』ヨ6，h・m〕
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2．2　モデリング練習

　シミュレーシヨンの有効性を理解した後，シミュレーションモデルの構築の練習を行う．この授業で使用す

るのは，離散系シミュレーションソフトウェアの「ATe皿a」である．言葉だけは伝えにくく伝わりにくいシミ

ュレーションモデルの構築方法や操作方法などの動作を動画資料として提供することで，導入部の違和感を軽

減させた．シミュレーションの概要と同様，動画資料や講義ノートはWeb教材として提供しているため，いつ

でもどこでも反復学習が可能である（図2参照）．

図2Arenaによるシミュレーションモデル構築のための動画資料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新潟国際情報大学佐々木桐子研究室CCC

　　　　　　　　　　　　　　　　h岬1〃ww．・・i彗．帥jpブ血hko＾・而i㎞一f帥1o榊・miki＿f且o岬．h1ml〕

2．3間題の提起および解決策の立案

　ある程度習得できたシミュレーション技術が，現実の世界のどんな場面に応用できるのかを熟考させる．こ

こでは5人ないし6人のプロジェクトチームを編成し，協調学習による学習効果を引き出した．課題（問題）を

提示するのではなく，各チームで課題（問題〕を発見し，目的・目標・対象範囲を明確にし，代替琴を提起し・

解決策を立案・決定する．これら一連のプロセスをチーム内およびチーム間で共有することで，問題意識を向

上させ，さらなる問題解決能力の向上を図った．また個人の役割を明確にすることでチーム内の負荷を分散さ

せた．

　学習環境としては授業時間外でのチーム内の交流を促進するために，Webによる掲示板機能「交流の場」を

活用した（図3参照）．個人ごとに．課す課題と違い，チームで取組む課題ではメンバーそれぞれの時間と場所の

制約が大・きな障害となる・課題を解決するまでのプロセスで・共有できる時問と場所の確保が重要となるの．で

ある・そこで，We』上に掲示板「交流の場」を整備し，チームごとにスレッドを作成した・これがチーム内の

情報伝達とし亡機能するほか，問題を共有し，解決するためのツールとしても非常に有効に機能した．

　さらに各チームの研究成果はW巴b上の「発表の場」に公開した（図4参照）1PoweTPoi耐のスライドにナレー

シ自ン（音声）を付け、チ∵ムごとに研究成果をW巳b上で発表した．各チームの研究成果は，いつでもどこか

らでもアクセスすることができる．
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日時：呈□□丘加一∫11□！1田

学描書号＝1！m4咀呈

　　　＾r帥自皿モデ」崎昨崩Lていたら、遇申正闇調胡発生した①で意見壼帷吉い

　　　問雷点は添付Lτ莇帥旧冊モ刊π器亮撫控台≡黄置Lて宙帝皿正寸胡、
　　　局O人撒加分帥机吾よう庄誼定」左血で盲却片方切券亮欄二人が血左よコτLまOます嚢…

　　　モ打b｝卜［；…
　　　号圃批rコ実まoまサ胡？？

拶添吋1。止i。一．一。目

図3　交流の場
（新潟国際情報大学佐々木桐子研究室専門演習

　　h岬：〃WW，nui彗、肥jpブ血肚OρOO先几ヨ．hlm〕

　葦．

…顯鱗藷鋤壕鈴1
　1．魯カジェ柵一ム淋眺緒鰯糀由
　葦
　葦・・　　擬搬鱗誰鮎鵬．一．圭榊蹴豊鰍咳＝し董す、

　…チィズ＝＝＿ラ！Fの入甥ケート化帥≡J＾P州〕

　菩・払ゴ磁鯉
　1幽幽鰯嚢
　葦食篁嚇虚」食券販誌議の養雑緩和

　1地地ヨ雌
　1・幽鑑盤
　1「・。・・あ緒旅嚇麟｛柳ジ壬外〕．

　圭狐地雌鮭
　1娩鯉鍾
1’獲蹴尭卿㌣郷蝉帥．

　壬幽鵬鰯嚢
　…

■ぷ貨藪㌶警竺竺£ご竺地

図4　発表の場
（新掲国際情報大学佐々木桐子研究室専門漢習

　　h岬1〃ww、㎜i昌、且ojp（o肚oρO05o几‘．ht皿〕

一110一



新潟国際情報大学惜報文化学部紀要

4．授業効果

　本内容と同等の演習は，2004隼，2005年，そして2006年の合計3回行われた．しかし，実施形態や学習単位，

課題の提示方法が各年度で異なるため，それぞれ学習効果に違いがある．表2にその違いを示す．

表2　各年度の実施形態およびその効果

2004

3年次生

57

一般教室での講義

学習の場（Web）

個人

　　提示
く学査モデル〕

例題の模倣

シミ．ユレーションに

よる経営工学分野へ1
の動機付け．　　　　＝

2005 2006

3年次生 3年次生

50 63

」般教室での講義

学習の場（Web）

交流の場（Web）

発表の場（Web）

一般教室での講義

学習の場（Web）

交流の場（Web）

発表の場（Web）

個人 プロジェクトチーム

　提示
（学食モデル）

　　　　発見
（身近な「待ち」の解消）

例題の模倣 例題の模倣■一課題発見」課題解決

・意見交換による問題

意識および間題解決

能力の向上（Webに

チーム内，チーム間交流による問題意

識，問題解決能力，コミュ’ニケーショ

ン能力の向上（協調学習およびW巴bに

驚倣舛1鰹鰐獲得十虐鱈鰍感の獲得、協調学習
学習の効果〕． （W巴bによる発表の効

果）．

およびW已bによる発表の効果）．

・今までにない，．心に

残る課題だった．

シミュレーションモ
デルを作るのは大変

だったが，動いたと
きは本当に感動した．

できたときの達成感

がたまらなかった，
’など．

「交流の場」の活用

がとてもよかった．

「交流の場」で自分

と同じエラーを確認
することができた．

「交流の場」と「発

表の塩」がよくでき

ていて，使いやすか
った，など．

自分達で問題を探しそれをモデル化し

て解決策を出しまとめるという一連の

プロセスを学べたことは，非常に大き

な成果だった．与えられた問題と解決

策をモデル化するだけ，というのより

ずっと意味を感じられた演習だった．

チームで動いて物事をやり通すことに

とても充実感と達成感があった．また，

個人評価だけではなく，チームの一員

としての責任感があった．

かなり難しい課題で大変だったが，み
んなと悩みながら一緒に課題’をやるの

は楽しかった．など．

　2004年度は，シミュレーション技法を演習に導入し，シミュレ」ションの教材をWebで配信する形態で，課

題も参加者全員が同じ課題に取組むという形式であった．この段階では，シミュレニションモデルを自ら構築

し，目の前のモデルが面面上で動き出すことに感激し，苦労しながら作り上げたという達成感を味わえたとい

う感想が多く寄せられた．

　2005年度は，’授業の内容そのものは前年度と変わらないが，シミュレーショ’ンの教材をW巳bで配信するだけ

ではなく，問題や解決方法を共有するW巴bを使った「交流の場」や各自構築したシミュレーションモデルを

W巳b上で公表する「発表の場」を整備し牟．これにより，これにより参加者相互の白発的な知識交流を促進さ

せ，さらに研究成果を相互に確認することができた．

　2006隼度は，解決手法としてシミュレーションモデルを構築することを条件に，各チームで課題を発見させ

た（協調学習，課題発見学習を導入した）．従来のようなあらかじめ課題を提示する方法に比べ，創造性と独

一111一



創性の向上をはっきりと認識することができた・またチーム内・チーム聞交添が促進される（コミ干ニケーシ

ョン能力が向上する）ことによる問題意識，問題解決能力向上の効果は非常に大きいことも確かめられた．チ

rム内、チーム間交流の促進を図る目的で整備したWebによる掲示板「交流の場」も有効に機能した．協調学

習に必要な議論の場として，」Web上の「交流の場」を整備したことにより，時空の制約を受けない議論の場を

提供し、同時に交流の促進，問題解決の機会を創出することとなった．

　はじめの概要を説明する講義以外は全てチーム単位で学習をするため，W巳出上の「交流の場」は非常に有効

に機能し，ここでの教員は学生を先導する役割ではなく，あくまで学生を支援する立場として助言を与えるに

遇ぎない．

5．問題点
　協調学習によるシミュレーションモデル構築は，課題発見能力，課題解決能力，さらにコミュニケーション

能力が養われることは感覚として認識できた．しかし，これらの能力が向上したことを示す指標は今のところ

構築できておらず，白ずと定量的な評価が非常に難しいものとなっている．これらの効果を実証できるステッ

プを構築する必要性がある．

　さらに，プロジェクトチーム単位で成果が報告されるため，’個々人り能力の変化を1成果物のみで評価する

のは必ずしも適切ではない．担った役割を全うできたかどうかは，解決に至るまでのプロセスの中に存在し，

そのプロセス全体を通して評価できなけれぱならない．そのため≡二は，「解決に至るまでのプロセス全体を可

視化し，証跡を残すこと」が有効であると考えられる．演習で使用したW巳b上の「交流の場」もその一例とい

える．

　また，現実の世界同様、1つに限定されない解を追い求める難しさも存在する．

6．おわりに

　本論文では，「現場を現実的な感覚（イメrジ）で理解できる教育」および「コミュ三ケーション能力を養

い学習意欲を向上できる教育」を実践するために「シミュレーション技法」や「協調学習．」を演習の申に導入

した取り組みに関Lて，その効果および現状の問題点に触れた．

　導入の効果は充分認識できるが，それを実証できる指標が存在しないこと，「協調学習」によるチーム全体・

の成果と参加者ひとりひとりの問題解決能力の向上の双方が評価できなければならないのであるが、それぞれ

同一の評価方法を適用できないため，さらなる工夫（可視化し証跡を残すなど）を要することなどを再認識し

た．

参考文献
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　　用教育方法研究発表会予稿集，社団法人私立大学情報教育協会，叩、116－117＋
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イラク戦争再考
R・面㏄苗㎝・㎝怖・士’伽φWか．

　　　　佐々木寛｝’

戦争の日常化とペシミズム

　最近、あまりにも目まぐるしく事態が進行するので、せめて少しは立ち止まって考えてみたいと恩うが、な．

かなか恩考が定まらない。2003年3月20日にはじまった「イラク戦争」は、「アフガン戦争」・に続き、米国の

「対テロ戦争」の大義名分で決行された。アフガニスタンの時と同様、．無数の人々の生命や生活が犠牲になっ’

れしかしその後、戦争遂行の最大の目的であった「大量破壊兵器」はついに発見されなかっれやがて戦争

の「大義」は、いつしか「イラク人民の解放」へとすりかえられたが、イラクの人びとが現在本当に暴力や不

安から「解放」されているのか、それを証明する事実とはむしろ逆の知らせが断続的に届いてく糺

　イラク・ボデイカウントというサイトがある］。イラクでの武力行使で犠牲となった一般市民の数を数え、

丹念に記録しているサイトである。2007年3月20日現在、その数は、最小でも59，326人、最大で65，160人に至っ

ている。開戦後すぐに行われたブッシュ大統領による宣言（2003年5月1日）によって、イラク戦争は「終結」

したはずであったしかし「戦争が終わる」ということは一体どういうことなのか。「9・1I」以後のアフガニ

スタンやイラクでの戦争が示Lたのは、「戦前」と「戦後」というわれわれがなじんだ時問区分の感覚が、も

はやあてはまらなくなりつつある現代戦争の姿である。

　結局、「イラク戦争」がもたらしたものは、何であったのか。この「第2次湾岸戦争」が「終結」してみて明

らかになったのは、すでに「第1次湾岸戦争」の時にも顕在化しつつあった、世界を巻き込む「グローバル化」

の素顔である。どうやら世界は、ますます力と金だけがものをいう、野蛮な世界へと一直線につき進んでいる

ようだ。空爆と「≠口」の応酬。まるで世界から20世紀の人類経験が忘れられてしまったかのように、さらに

は、人類がことぱを獲得する以前にまで歴史が回帰してしまったかのようである㌔

　しかし、「O・11」以降の米国および世界各国の「有事体制」化は、まさに「下から」も支えられてい乱不

透明で危険に満ちた時代の申で、少なくとも自分（たち）だけは安全でありたいと願う切迫した大衆心理がグ

ロrバルな一「有事化」を加速させている。「万が一に備えて外敵から身を守るすべを講じておくべきだ」・とい

う．「有事」や「安全保障」の論理は、人びとの心を確実に捉えつつある。たとえば、ミサイル防衛（MD）と

いう発想を考えてみたい。それは、近代の安全保障概念が前提としていた相宜的な脆弱性をやすやすと否定し、

軍事テクノロジーの力によっていわば「絶対的な安全保障」を夢見る構想である。世界が殺伐としているから

こそ、予想されるどんな危険からも免れる私（たち）だけの安全な空聞が欲しい・・、この一種疫学的な「安全」

に対する強迫観念は、アメりカの「対テロ戦争」をも根底で支える大衆心理である。

　そしてそのような心理の背景に透けて見えるのは、「今頼り．になるのは、ことばや信義では’なく、・結局．は力

でしかない」とジう根源的なペシミズムであ糺戦争によって日々傷つけられているgは・都市や家々ばかり

ではない。この戦争は、人間の世界を信じる心にも深い傷跡を残したのである。

〈他者〉を失った世界

　だが、このように漠然とした木安が蔓延する一方で、私たちは昨日と同じ今日がやってくることも信じて疑

わない。「不景気だ」、「戦争だ」といいながら、私たちの日常は何事もなかったように過ぎてゆ㍍「どこかで

人が死んでいるらしい」、「どこかで大惨事があった」ということは、毎日聞かされるうちに、私たちの神経を

lh岬1〃ww上aφody亡o㎜t耐’

坤㎝jヨ皿inR．B肚b趾，F醐｛E岬加j冊岬r侶ππ砧肌口H4D｛…伽r岨町，W－W－N耐m＆C□mp㎜1，200ヨ．

‡S＾SAm，Hiro彗H［情報文化学科］
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素通りするようになる。

　「私たちの平和」と「彼らの平和」には関係がない。なぜなら彼らが「戦争」をしていても、私たちは「平・

・和」だから芯むしろ、「私たちの平和」とは、実は地球の裏側での「戦争」によって支えられているのかも

しれない。そしてもしそうだとすれば、「戦争」と「平和」の区別は隈りなく暖昧になる。・かつて．G一オーウ

ェルの小説、『19呂4年」で描かれたように、「戦争は平和である」ヨ。そんな明るく頽廃した世界の中で、われわ

れは完全な絶望もできない代わりに、本当の希望ももつことができない。

　この「戦争」’が日常化する「有事体制」とは何か。それは「脅威」や「不安」の存在を第1の前提にして日

常の社会が再形成されるということである。通常、そのような社会においては、菩段から常に「危険分子」や

「異端分子」がつくり出され、排除される。そしてそのことで集団全体が繕束する。その場合、たとえば自分

たちにとって馴染みのないく他者〉は、薪しい文化を共に生みだすためのパートナーではなく、むしろ潜在的

な「脅威」の源泉とみなされるだろう。そしてその相互不信が極度に深まった場合には、そのようなく他者〉

は私たちの財産や生活をつけねらう潜在的な「テロリスト」として排除されてしまうかもしれない。すでに世

界各地で起こっている異民族排斥やマイノリティ弾圧の動きは、このく他者〉が単に国境をはさんで「向こう

側」に住む人問であるだけでなく、その多くがまさに内側の世界の住人、つまり私たちの・隣人でもあることを

示している。戦争は、人びとの未来への信頼を破壊する。そしてそれによって、人びとが境界め外側のく他者）

と共に生きようとする勇気をも打ち挫いてしまうのである㌔

　「イラク戦争」後、「北朝鮮」に対する異常なまでの脅威論の高まりは、案の定、日本国内においては在日朝

鮮人への嫌がらせや暴カヘと連動し、この国をさらに小心翼々たる「安全アレルギー」国家へと変貌させつつ

ある。その過程で、いうまでもなく、「拉致問題」は政治的な質草とイヒした。私が住む新潟でも、この問題は

すでに社会的なタブーとなってしまった。

　しかし、「粒致間題」は本来、国際人権問題である。「人権」という普遍概念は二拉致された被害者はもちろ

んのこと、この世界のすべての人間に保障されるべきものであ乱しかし、国家によって拉致された人間を黙

殺しつづけた日・本政府への告発や「拉致国家」への告発が、いつのまにか、北朝鮮への軍事行動や経済制裁と

いうロジックに転換され．てしまうのはなぜか。それでは、軍事行動や経済制裁で被害を被る朝鮮の人々には

「人権」は適用されないのだろうか。それとも、そういうひどい国家を構成している朝鮮人たちはその報いを

受けてもしかたがな’いというのだろうか。もしそうだとすれば、日本の拉致被害者にも、そういうひどい日本

国家を構成している一員として、同じことばが返ってこざるをえなかっただろう。被害者の一人、’曽我ひとみ

さんが、「自分たちの家族を引き裂いたのは誰ですか」と言った時ヨ、その問いは20世紀に国家と人間とが切り

結んだ不幸な関係についその、きわめて普遍的な問題を提起していた。20世紀に、無数の人閤の屍の果てに到

達した問いは、「国家は本当に国民を守るのか」「国家を守ることは国民を守ることになるのか」という問いで

あったはずだ百。その経験を少しでも顧みるなら、そして今、拉致被害者に対して「人問として」わずかでも

同情を覚えるならば、その同じ人間は、抑圧的な国家体制の中で飢えに苦しむ隣国の弱者にも’同じ強度で思い

を馳せる必要がある。しかL、「既得権益共同体」としての、即席の民族意識にしがみつこうとする弱い精神

は、いつも身近にく敵）を発見することでしか結東できない。

ことばと武力

　「イラク戦争」後の世界でもっ’とも恐ろLいのは、当事者、とくにブッシュ政権のエキセントリックな暴

力＝戦争至上主義にとどまらない。間題は、世界の問題を考え、論じる際のことばや文脈の根源的な破綻であ

る。ことばが無効であるにもかかわらず、「戦争」という事態だけが先行しつづける事実。そしてその事実に

そった世界像や歴史が造成され、それを世界は追認するしかないという事実。しかも世界が、いつの問にかそ

ヨジョージ・オーウェル『19宮4年』（新庄哲夫訳　早川告房　19η年〕

’丸山眞男「現代における人問と政治」甘増補版　現代政治の思想と行動』未来社　1蜥年〕

ヨ2㎝ヨ年4月14日、新潟県真野町役場における会見にて。曽我ひとみさんは、当時北朝鮮｛朝鮮民主主義人民共和国〕に残し’た夫と2

人の娘や母ミヨシさんへの思いを切々と訴えた手記を読み上げた。

‘R皿’olph　j．R皿mmd，D帥出的Oow閉冊冊1，丁哺帖舵［io血P山b1i害h己咀，1994．
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れを追認したという事実すらも忘れてしまうという事実。ここにこそ真の恐怖がある．。

　再びオーウェルの『19呂4年」を思い起こせば、「戦争が平和である」世界とは、ことばの使用法が革命的な

変更を遂げた世界でもあった。戦争が計画されるのが「平和省」であるように、「真理省」では歴史が握造さ

れ、「愛情省」では不信が生産される。「自由」は服従に他ならない。公式のことばが真実とはまったく正反対

の意味をもつことによって、民衆は常に「二重恵考」の習慣を強要され、永遠に無知と従属の状態に拘束され

つづける。だから、ことばの意味も歴史も、その時の権力の都合次第で常時変更される。大事なのは、これま

での経緯や文脈ではなく、「今」れすべてが「今」に還元されるために、ことごとく「記憶」は不可能にな

り、その民衆の「忘却」の上に歴史上これまでなかろたような究極の権力が築かれる。

　それにしても、．この間、いかに多くのことばの意味が書き換え亨れ、新用法が出現したことだろう。それに

よって、かつては決して許されなかったことが、いとも簡単に合理化され、実行される。歴史もことぱの意味

も、時代のうねりや運動の中に飲み込まれ、解消されてゆ㍍このいわば「全体主義」的な状況は、それがグ

ローバルに展開しているという意味では「グローバルな全体主義」とよぶべきかもしれない㌔

　マスメデイアは、それに大きく加担してい糺「イラク戦争」の報道に見られたマスメディアの大きな誤解

は、端的にその「現実主義」と「申立主義」にあった。前者は、戦争報道においては概して「現地主義」と

「軍事主義」とを意味する。後者は、端的にいえば、「両極端」を足して2で割れば「申立である」とする素朴

なバランス感覚である。「イラク戦争」の従軍報道が明らかにしたように、「現地に行くだけではむLろ何も分

からなかった」。砂嵐で苦労する一人一人の若い米兵の顔には重要なメッセージが込められていた。しかし、

気がついてみれば、．従軍報道によって米軍の世界像が世界中を席巻したにすぎなかった㌔また、「絵になる」

ミサイル攻撃や差し迫った軍事作戦こそが「現実的」であるという誤解もまた「戦争」の全体像を見失わせた。

さらに、たとえばアルジャジーラ放送と米国POXテレビを同時に並列して放映することで「中立」を維持でき

ると考えた日本の放送局は、結果的に「戦争」の不正義についてぽとんど独自の分析を展開することができな

かった。この「中立主義」の落とし穴は、マスメディアの宿命である。しかし、たとえば「動く歩道」のよう

に、全体がひとつの方向に突き進んでいる時に、相対的な「中立」を保とうとするだけではもとの位置にとど

まりつづけることはできない。ジャーナリズムが世界をみるための定まった視点を設定しようとするなら、む

しろ．流れに逆行．するまでの「意志」が必要になるだろう、

　「戦争」はもはや、その始まりも終わりもマスメディアが定義するといっても過言ではない。「戦争」はどこ

かで観た広告や映画のように、一種の見世物（ショー）と化し、あらかじめ設定されたお決まりの「パッケー

ジ」として洪水のように垂れ流され、消費される∵私たちは単に観客となって、さらに「現実」から隔てら

れ、ただそれに喝釆を送ることを要求される。「民衆はか弱く、卑屈な人種であって自由に耐えられ左いし、

真実を直視しえないから、彼らよりも強力な集団によって支配し、組織的にだまされねばならない」1㌔

　イラク戦争が何よりも広い意味でのことばの喪失であったことは、ブッシュ政権が大義なき戦争に異議を申

し立てたフランスやドイッを「古いヨーロッパ」と断定し、それを歴史的な逆戻りだと1朝笑した事実にも表れ

ている。もちろん「古いヨーロッパ」は、伝統的に武力の行使を決して否定しない。むしろ武力がもつ固有の

役割を明確に意味づけてきれしかしその武力は、常に最低限、ことばに基づく政治や外交の延長線上にかろ

うじてつなぎとめられてきた。ヨーロッパの歴史において「戦争」は、同時に人間の生存をめぐる恩想的な問

題でもあった。しかし、イラク戦争の圧倒的な武力は、むしろ思想やことばの無化にこそ、その力の基盤をお

いていたのであ乱「善意の帝国」が噸笑したのは、歴史の地層に練りこまれた幾多の戦火や植民地経営の困

難な経験であり、「世界には対話をすべき他者が存在す’る」という成熟した世界認識であった11。「ネオコン」

が夢見るように、もはや世界は武力によって自由にデザインできるようになったのだとすれば、今回確かに、

一佐々木寛・小柏葉子「巻頭言　新世紀の平和研究一変わらない課題と新たな挑戦」（日本平和学会編丁平和研究』第2‘号　2m1年〕

昌Biu　K刮o柵k｝亜皿dTimo廿h｝C皿1呂o皿，E冊加’地止丁加〃埋”血刎Wπ加1r日｛，ThELlo耐P舵甜，200ヨ．

，ポール・ヴイリリオr幻滅への戦略一グローバル情報支配と警察化する戦争』（河村」郎訳　昔土社　2000年〕

10ジョLジ・オーウェル　前掲書P．ヨ4ヨ．

l1佐々木寛「イラク戦争と『安全保障』概念の基屈一rヨーロッパ」再考」｛古城利明編丁世界システムとヨーロッパ」中央大学出
　版部　2005年〕
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「古いヨーロッパ」は時代遅れになったのである。

「希望」のありか

　しかし、「戦争」は、はたして本当に制御不能な機械のよう．にグローバルに自已目的化し、人問の営みとし

ての政治の力を完全に奪い去ってしまったのだろうか。

　米英軍によるイラク空爆の最中、世界申で1千万人以上の人びとが広場に出・て「それはいけない」とうった

えた。またある者は、身を挺して空爆を止めようとイラクに駆けつけた。戦時申めこのようなふつうの市民に

よるこれほど大規槙な意思表示は、人類史上はじめてのできごとだった。「戦争」というもっとも暗い事実の

申で、「殺す側」ではなく、「殺される側」に立った無数の人びとが国境をこえてつながった蜆。

　この大きな運動のうねりに対して、現在なげかけられている2つの大きな疑念について検討してみたい。ひ

とつは、その参加者たちの動機や資質を聞うものである。たとえば、これまでの「平和運動」では見られなか

った若者たちの素朴なアピール方法を見て、そこに軽薄な動機や未熟な感情論、「運動」を一種のブームとし

て消費した「大衆」の姿を読みとることも可能であるかもしれない。「世論は間違うこともある」（小泉首相）。

しかし、今回「いてもたってもいられず」「はじめてデモに参加した」個々の人間の動機に分け入ってみれば、

それを単に「軽薄だ」と片づけることこそが知的に軽薄であるかもしれない。「殺されたくもないし、殺した

くもない」「今度の戦争を許したら、自分の中の何か大切左ものが壊される気がした」という、生命や生活の

実感に根をはった「戦争反対」の声をどのようにみるべきか。それは現在、ことばと思想の枯渇を克服するた

めにもっとも大切な知的諜題ではないか。私が住む新潟の小さなデモで、ハンドマイクをもった若い学生が、

「ええと、何ていうか、ぼくもいろいろ迷っているのですが…」と沿道の人々に語りかける姿は、ぎこちなか

ったが、むしろ新しい可能性を感じさせた。そこには、’他者とともに、まっとうに生きる方法（思想〕をあみ

だそうとすろ人間の真実性があった。

　こういった「平和運動」に対するもうひとつの疑念は、それは結局、米英の攻撃の前には無力だったのでは

ないかというものである。確かに米英の攻撃を押しとどめること・はできなかった。そしてそれは、とくに反対

の声をあげた市民にさらなる無力感をもたらした。しかし「運動」を正しく評価するためには、断続的に表面

に現れる事実や影響力だけでなく、それが形成される地下水脈にも目を向けなければならない。今回生まれた

人びとの運携は・また静牟に新たな蓮携を育んでい乱それゆえ、終わることのない「対テロ戦争」には、今

後さらに大きな市民的抵抗が間断なく展開するだろ㌔そもそ’も今回のグローバルな「同時多発デモ」は、90

年代に成長した「反グローバリズム」の潮流ぬきには説明することができない。その意味で、ブッシュ大統領

は、歴史的にはパンドラの箱を開けてしまったのかもしれない。そして、この露骨な覇権主義に反対する大き

な「国際世論」のうねりこそが、今回少なくとも米英軍に可能な限りの早期の「戦争終結」をせまったのであ

る。

　前述したよ．うに、現在「戦争」の本質は、急激に「1青報＝ソフト化」している。その意味そ「戦争」は、純

粋な有事の戦闘行為を観察するだけでは十分分析できなくなってい乱　実際の武力行使そのものよりもむし

ろ、事前事後を通じた当該「戦争」の「正当性（！eg拙mCy〕」をめぐる抗争、つまりその「戦争」を「正当で

ある」・と国内外に信じこませることができるかどうかに、．争点が移行しつつある。そしてもしそうであれば、

「国際世論」は今後とも新しい戦場でありつづけるにちがいない旧。そしてそれは、武力をもたず、ことばの

力で世界に関わろうとする民衆にとって、一種の福音となるかもしれない。第1に、マスメデイアによって分

断されること・なく、多様性に満ちたリアルな世界像をとりもどすこと。第2に、「民衆」の立場から再度、「安

全」や「危険」や「脅威」などの基礎概念を再定義し、武力をコントロールするための、そして自らを守るた

めの原理を立ち上げてゆくこと。第ヨに、それを公的な「国際世論」の場で明らかにし、新たな制度をつくり

あげてゆくことこれらが可能になれぱ、覇権主義のペシミズムにうちかつ「希望」を見出すことができるか

もLれない口

1！D酬1dCo血i呈h1，〃埋伽〃∫岬卯州舳丁加〃伽伽舳螂亘皿・川虹’皿1・岬，山eFou㎞F㈹domFo皿m，2004，

1ヨ佐々木寛「丁戦争」を再考する」（岡本三夫・横山正樹編r平和学のアジェンダ』法律文化社　2005年〕
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　く他者〉とともに「希望」を語ることは可能であろうか。確かなことは、く他者）の声をかき消してしまう空

爆やミサイルなどによっては、決して「平和」や「民主主義」はもたらされないということである。「善意の

帝国」の試みはかならずや失敗するだろう。確かに、暴力は一瞬にして「希望」を打ち砕くことはできる。し

かしそれをつくり出すことは決してできない。

　また一方で、私たちは、すでにこれまでたくさんの「平和のつくり手」が存在してきたことも知っている。

競争社会や差別によってはじき出された「弱者」や「のけ者」の声を聞き遂げ、彼らと共に生きようとしてき

た無数の人びとがいる。ことばや芸術の力を信じて、社会や世界に語りつづけてきた人びとがいる。それぞれ

が一歩一歩、迂遠に見えながら、日々確実に「平和」を構築しつづけてきた。まずは、彼らにならって、世界・

の片隅に息づく「声なき声」に耳をすますことからはじめたい。’明らかに、それが、「グローバルな全体主義」

の濁流の中で正気を保ち、これに抗う唯一の方法である。

※本稿は丁私学公論」第226号「特集1戦争よおごるなかれ」掲載の論稿「武力とことば」を大幅に加筆修正

したものである。「武力とことば」は、ブッシュ大統領によるイラク戦争終結宣言の直後に書かれたが、あれ

から約4年たっても問題の本質は全く変わることがない。安倍政権はすでにイラク復興支援特別措置法を2年聞

延長することを決定し、この大義なき戦争にどこまでも迫従する姿勢である。大きな歴史の中でアクチュアル

に構想を展開するという意味での「政治」は、この国ではすでに死に絶えてい乱

ヨ月20日　イラク戦争開戦4周年の日に。
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日本と北米における情報サービス産業の構造比較
Thεd挽re皿ce　of　busi1］es5ε肋c伽re80f1h危rn蛆百o皿Ser呵be肋dus㎞es　be肋ee皿j皿Jap日皿．a口d血i」、b肋A㎜ehca

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高木．義和ヰ

要旨

　日本と、アメリカとカ．ナダの惰報サーピス産業に関する公的な統計調査を比較する’と、北米では、スモール

サイズ企業が多いこと、国外での売上が多いこと、多くの研究開発投資を行っていること、ソフトウエア産業

の割合が高いといった違いが明らかとなった。そこでこれらの違いが生じた背景を明らかにするためカナダの

エドモ・ントンでアンケート調査とインタビュー調査からなる実地調査を行った。その結果、企業のサイ．ズに関

係なく、研究開発などにより独自のソフト、技術、サービスを創造し、それを核として独自の事業展開を行ら

ている企業が多かっれ研究開発などの先行投資リスタを取った経営をしていることが強く示唆され・結果と

して競争力のある独自の事業や、グローバルな事業展開を可能にしていると考えられれ日本では顧客の仕様

に従った受託業務の比率が高いため、事業リスクは少ないものの独自牲のある事業展開が困難となっていると

考えられた。

1．　はじめに

　情報サービス産業協会による情報サービス産業基本調査や新潟県1Tサービス産業白書によると、情報サービ

ス産業関連企業の主要顧客には同業者である情報サーピス楽が含まれている。これは各企業が得意の分野をお

互いに活用しているというより大企業と小企業との間に下講け関係のビジネスが多いことを反映している．と考

えられる。また新潟県内の情報サービス産業関運企業の研究会などで取上げられる’テーマなどを通して県内’に

は独自性のあるピジネスを展開している企業が少ないように感じていた。一芳、2000年度から新潟国際11青報大

学ではカナダのアルバータ州エドモントンにあるアルバータ大学エクステンション学部で夏期セミナーを実施

してきむプログラムの中にIT企業訪問を取り入れた＾北米社会と情報！・科目を設定し毎年5社程度を訪問し

てきたその中でエドモントンのIT企業は日本と比べると明らかに小規模な企業が多いけれども、日本の情報

サービス産業関連企業にくらべると独自性の強いビジネス展開を行っている企業が多いように感じられれそ

こでこの体質の違いが実際に存在するのか、そして違いがあるとすればその原因は何かを明らかにするため新

潟とエドモントンの情報サーピス関連企業について比較調査を行った口6］。エドモン’トンの人口は市街地で約

70万人、周辺部を含めると約100万人でほぽ新潟市に匹敵する。市の大きさも30KM四方で新潟市とほぼ同じ

である。また、新潟市とエドモントンは国の首都から離れた州都と県庁所在であり、、同一経済圏に別の大きな

工業都市（カルガリーと長岡）が牟るなど・地理的・心理的な類似陸ダ認められる；これらの類似性は新潟と

エドモントンの情報サーピス関運企業の活力を比較するために適した条件であると考えられた；

　この報告では、実地調査のため日本、アメリカ、カナダの公的な統計調査を使って情報サービス産業の構造

比較を行い、日本と北米の産業構造の塞本的な差異を明らかにすろ。さらに、産業構造の基本的な差異が実際

に存在することを確認するため、そして差異が生じた原因とその背景を探るためにエドモントンで行った実地

調査の結果について報告する。調査は郵送によるアンケート調査と、アンケート回答企業の中でイ．ンタピュー

を承諾した約半数の企業に対する’インタピュー調査から成るが、ここでは主にアンケLト調査の結果について

報告する。

2．統計調査を使った日本および北米における情報サービス産業の比較

　使用した日本の舷計デ∵タはいずれもWeb上あるいは冊子体として公開されているもので、経済産業省［I1、

情報サービス産業協会［2］、新潟県の関連団体［3］による資料である。カナダめ統計データはカナダ統計局

‡TA鮎OI，Y冊hik朋ポ情報システム学科］
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（St刮ti昌Hc　C且㎜d且）［41、カナダ産業省（i皿du畠岬C㎜且d囲）［5，6］の資料が主なもので基本的にWeb上で公開されて

いるものである。なおAmu訓S咀w巳y　of　Softw肥Developm㎝ユ㎜d　ComputeエSewic閉2001－200ヨI4］はW巳出上に原文

が公開されていないため、Web上に記載のSt刮ti冒Hc冒Cmd且の担当部署にメールで原文を’申し込むと担当者から

申込確認の電話があり・問題がなければその後にメールに添付して送られてきた。アメリカの統計データ［7，冨1

はアメリカ商務省国勢調査部（U，S．C㎝畠u；Buエ舶u）の資料が主なもので、Web上で公開されているものであ

る。

2．1．情報サービス産業の分類の違い

　日本における産業の概念は＾情報サービス産業”である。目本では情報サービス産業は1つの産業と考えら

れ、それに含まれるビジネスの種類は惰報サービス産業中の個別のサービスとして捉えられることが多く、産

業の名称として使用されることは少ない。これに対し、アメリカ、カナダでは北米産業分類NAICS（North

Am酊ioan　I皿du；t町Cla冒畠ifio乱tioh　Sy冒tem）［91が使用されており情報に関連する産業が詳細に分類されている。

NAICSの“情報サービス産業I’に相当する大分類は“The　infomati㎝i皿d皿岬’’である。そして、日本の“情

報サービス産業I’の範囲は、S岨ti畠tic冒C且㎜d且によるA㎜㎜1S皿岬ey　ofSoftw肛巳Developm㎝t加d　Compu此T

S巴岬i㏄呂2001－2003［41の調査対象範囲とほぽ一致している。この調査の対象は“The　i皿fom前i㎝ind咀≡trヅの申

の産業である“Softw皿oPubli昌heT；’I，“D刮乱旧moe宮畠hg，Ho冒廿㎎，㎜dR巳1且佗d’S巴wi㏄昌I’，’“Comp皿t酊S｝；tem；De；i豊n

md　R巳1副ted　Sewi㏄；’Iであり、NAICSの分類番号はそれぞれ5I12．5142（旧51呂2〕、5415である。日本の情報サ

ービス産業がほ停これらの3産業から構成されるということは、具体的な業務内容は同じでも北米の情報サー

ビス産業のほうが日本より産業としての細分化が進んで牟り、事業構造が日本より変化を遂げている可能性が

高いことを示唆していた。表1にアメリカ、カナダ、日本の情報サーピス産業の年問売上高を示す。売上から

みると“Co叩皿teTSy畠tems　De冒ign　md　Re1且ted　S巴冊i㏄昌’’の割合が最も高い。日本でも同分野の一部である受注

ソフトウエア開発の割合が最も高い［1］。

表1　アメー」カ、カナダ、日本の情報サービス産業の年間亮上高　（単位1百万ドル）

R目venue，millionsofdo11目r昌

So刊ware　Publi昌h昌rs・

D前a　Prooe昌昌ing，Hosting，and　Re1白t目d

Sorvioes

Compu廿er　Syste而s　D昌昌ign　and　R艘1a－ed

Se～ioes

計

NAlCS

5112

5142

5415

u，S．2003

89，889

53，101

168，792

311，782

C目nada2003

5，811

2，651

18，836

27，297

J目pan2003

128，824’

128，824

出典1US200ヨ；S巴wi田一㎞㎜刮1Su冊町＝200ヨCu冊ntBu呈i祀鮒早芒po血口］，C㎜衙d皿200ヨ；An㎜刮1Su冊町ofSof榊o祀D帥elopmen』ndCq岬u佗r

So冊i眈昌2001－200ヨr4］．1叩皿200ヨ；特定サービス産業動態統計調査［1］‡情報サーピス業の年聞売上！41706ヨヨ百万円を1ドルlIO円で換

算，特定サービス産業動態統計調査の業務種類別売上高合計は宮99別o呂百万円

2．2．企業のサイズ

　表2にNAICSのヨつの産業分類に相当するアメリ刺冨1、カナダ［41、日本［11の情報サービス産業関連企業数を

示す。企業数は、アメリカが約12，4万社、カナダが卑．9方社であるのに対L、日本はO17万社である。アメリカ

は日本の約1呂倍、カナダが7倍と圧倒的に企業数が多い。表3にアメリカ［81、カナダ［4］、日本［l1の情報サービ

ス産業の従業者数を示す。従業員数はアメリカが173万人、カナダは1呂万人、日本は54万人であることから、

アメリカ・カ才ダの企業数の多さを考えると日本よりスモールサイズ企業が多いこξ赤容易に推定されれ従

’業員数を企業数で割った平均従業員数はアメリカ14．O人、カナダ3．6人、日本39．；人となる。
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表2　アメリカ、カナダ、日本の情報サービス産業関連企業数

R目venu目，millionsofdol1酊島

So行ware　Publishers

DataProoe昌昌ing，Hosting，and　Re1自ted

Seπioes

ComputerSy副目m呂De昌ign目nd　Related

Servio島s

計

NAlCS

5112

5142

5415

u，S．2002

10，089

11，077

102，872

124，038

C旦n目da2003

1，946

1，317

45，377

48，640

Japan2003

7，380士

7，380

出典1US200！；Uni値dS曲1田12002Coun1岬B岨i冊冊Po1胞r皿舌［畠］，C刮nヨ由200ヨ；＾皿皿皿珊1Su冊町ofSof岬酊昔p酬elo叩en1皿dCom叫趾

S巳…i冊呂1OOl－200訓4］，］叩刮n200ヨ；特定サーピス産業動態統計調査［1］，ヨ：事業所数を示す（内訳1単独事業所ヨ呂79，本杜1602，支社1君明〕

表3　アメリカ、カナダ、日本の情報サービス産業の従業者数

Revenue’millionsofdollars

Software　Publishers

Data　Prooessing，Hosting，and自白1日胞d

Serv1c目s

Compu胞r　Syst目ms　D目昌ign　and　R目1ated

．Se～ioe宮

計

NA1CS　　　U．S．2003【81　　C目nad昔2003［4］　Japan2003［1］

5112

5142

5415

312，102

331‘156

1，089，497

1，732，755

34，832

16，030

125，120

175，982

535，892

535，892

出典：US2002；mi蛇d呂曲蛇晶12002Cou蜆岬田u里i皿o呂昌P皿廿1昔m彗［宮1，C五㎜d皿200ヨ；A㎜■刮1S皿岬町ofSo丑w肺D帥eI叩men二帥dCo岬u1冊

s冊io冊2ool－2ooヨ［4］，1叩㎜200ヨ；特定サーピス産葉動態統言1’調査口］．

2．3、国外売上

　日本の情報サービス産業関連企業は国外のビジネスにあまり興味を示していないように思われ乱経済産業

省の惰報サーピス産業の実態調査では［I］国外での売上に関する調査項目すら認められない。しかし北米の企

業は明らかに自国以外での’ビジネスに大きな関心と努力を払っている。2003年のアメリカ［刀とカナ列4］の惜

報サービス関連企業の総売上に対する海外売上の割合は5112（So血w趾・pub1i呂h巳・畠）分野で最も多くアメリカ’

では売上の17％、カナダでは45％に達していた。新潟県の関連団体の調査［3］では外国との取引実績がある企

業は13．呂％であったが、主体は輸入で相手国は申国が圧倒的に多かった。日本の企業の国外売上に関する調査

報告を見出すことはできなかった。

2．4．研究開発投資（R＆D投資）

　表4に日本の情報サーピス産業関連企業の対売上高R＆D投資割合を示す。日本の情報サービス関連企業の研

究開発費は対売上で平均I．O％、中央値でO．42％であった［2Lアメリカとカナダにおける情報サービス産業の対

売上高R＆D投資割合に関する資料を入手することはできなかった。アルバータ州の行ったワイアレス通信事

業関連企業に対する調査では43％の企業が対売上高でIO％以上の研究開発投資を行っていた［1O，1l，13，I4］こと

から、日本の研究開発投資は北米に比較すると少ない可能性が高かっれ

表4’日本の惰報サービス産業関連企業の対売上高冊D投資割合

’R＆D％　　　　一〇．9　　　I．O－1．9　　2．O－3．9　　4．O－5．9　　6．O二7．9　　呂、O－9二9　　10，O－14，9　15．O－19，9　　20．O一

企業数 274　　　　　　64　　　　　　1呂．　　　　　9 3　　　　　2　　　　　0　　　　　1

出典：2ooヨ年情報サーピス産業基本調査
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2．5．ソフトウエア産業

　日本では業務用パッケージ、ゲームソフト、’コンピュータ等基本ソフトソフトなど全てのソフトウエアプロ

ダクツの・情報サービス産業全体の総売上に占める割合は1O．2％であった［1］。表1から明らかなようにカナダ

では、情報サービス産業に該当する3事業分野の中でソフトウエア産業は総売上の21．3％を占め［41、アメリカ

ではソフトウエア産業は総売上の2呂、8％を占めた。情報サーピス産業全体に占める割合は目本の2－3倍となる

ことから、日本の情報サービス産業関連企業はソフトウエア事業に消極的なように見えた。

2．6．統計調査報告からみた構造比較のまとめ

　公的な統計調査報告を用いて、日本と北米の情報サーピス産業の構造比較を行った結果、以下の差異が明ら

かとなった。

1）日本で情報サーピス産業と呼ばれる産業は北米では’’So廿w刮祀Pu阯i；heT；I’，“D刮a　Pm㏄；呂i㎎、Ho』1i㎎、且nd

Rεla屹dSewi㏄冒’’，“ComputerSy昌tem；D巳；ignmdRe1田tedS帥ioe冒’’の3つの産業に分けられていた。

2〕従業員数を企業数で割った平均従業員数はアメリカ14，O人、カナダ3，6人、日本ヨ9，5人となり、日本よりス

モールサイズ企業が多いことが容易に推定された。

3）北米の企業では総売上に対する国外売上の割合が高く、特に“Softw肛巴P咀bli…heI昌’’産業の国外売上割合が

アメリカで17％、カナダで45％と高かった。

4）日本では情報サービス産業関連企業の研究開発投資．（R＆D投資）が1％程度であるがカナダや北米の企業で

はより高い研究開発投資が行われている可能性があった。

5）ソフトウエア産業が情報サービス産業に占める売上げ割合は、日本ではlO．2％あったが、アメリカでは

2宮．島％、カナダでは21．3％で、日本のSoftw鵬Pub固畠h研の割合はアメリカ、カナ．ダの半分以下であっれ

3．エドモントンの情報サーピス産業関連企業に対する実地調査

3．1．アルバータ大学における目hiosの作成と承認

　カナダのエドモントンにあるアルバータ大学のエクステンション学部で調査を実施した。アンケート調査の

回収率を高くするためアルバータ大学の名前を使って調査を実施することに．した。大学の名前を使うためには

調査毎にE血io昌を作成し、作成した内容について学部E血io昌委員会から承認を受けることを求められた。フォー

マットに従って趾io畠を作成したが作成にあたり特に強く指摘された点は次のとおりであった。調査の目的、

意義が明確であること、．収集したデータを匿名に扱う具体的な方法を詳細に記述すること、調奉資金の提供者

がいる場合提供者に対し被験者の秘密を保持する方法を詳細に記述する÷と・収集Lた書類やアータの安全な

保管方法を詳細に記述すること、保管期限を明記することなどであった。さらにE冊io冨には、実際に使用する

コンセントフォーム、調査用紙、調査補助者用の秘密保持契約書の添付が求められた。

　郵送にヰるアンケート調査とインタビューによる面接調査を企面したため・アンケート調査とインタビュー

調査に別のコンセントフォームの作成が必要であっれコンセントフォームには、研究の目的、意義を被験者

．に説明すること、調査のために被験者が費やす時間を正確に明記すること、研究者自身の情報を記述すること、

住所、電話番号、部屋番号、巳一m丑ilアドレスなど研究者へのコンタクト方法を明宗すること、回答日時の記入

と同意のサインを被験者に求めることが要求された。調査票については、コンセントフォームで述べた必要時

間と矛盾がない質間数であることが要求された。また質間については質問内容が正確に理解されるような英文

表現になるよう何度も修正を求められた。

3．2．調査対象企業

　調査対象の企業リストはAIbe血・目丁巳o㎞ology　hd皿岬Di［㏄to正y（T㏄hPile呂〕とYellow　P刮g巴冒から作成しれ表6

にTec冊i1e畠およぴYellow　p刮g巳呂から選択した308社の内訳を示す。Tech刷e畠デー多べ一スには2005年04月の時点

で惜報サービス関連企業が、NAICSの3分類に対応する産業名と同じ‘’Softw冊e　Pub1i昌h巳一’，一’D舳Pm㏄呂；i㎎，

Ho冒㎞筥md　Re1且ted　Se正vi㏄畠I’，“Comp皿ter　Sy；tem　De呂i即㎜d　R巳1且ted　Sewioe呈”に分類されて登録されてい．た。調
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査対象傘業はW巴bサイトが実際に稼動していることが確認でき・かつ住所カ汀eo冊1e畠あるいはWebぺ一ジ上に

明記されている企業とした。3分野ともT㏄hFile冒にリストされていた企業の7割程度が条件に該当した。

TeohFile呈とは別にイエローぺ一ジを調査したところ・エドモントンのComputeエC㎝畠u1tm抽のリスト中に3呂1社

の企業が存在した。Tec冊1巳冒と重複する企業および、大手の量販小売店を除いた47企業を調査対象とした。

表6TechFi1目昌とYellow　pagesから選択した308社の内訳

So刊w目re　Publi昌her　　｛TeohFiles〕

Da拍Prooe昌昌ing，Hos田ng
　　　　　　　　　｛TeOhFileS〕
畳nd　R目1日t目d　Servioes

Compu悔rSソ冨胞m　Design
　　　　　　　　　｛TeohFiles〕
宜nd　Re1帥ed　S直…io昌s

Y目11ow　P目g目昌

Sum

Listed　Compani目昌

154

28

199

381

762

Companies　h目ving

Web　s而目

’119

21

139

103

382

Companies　having　Web

si悔and　mail　add爬ss邊s

1．08

20

133

47

308

3．3．アンケート調査

　調査用紙は15分以内で回答できるという前提で質問を作成したことから｛質聞は全20問となった。統計調査

から明らかとなった相違点の存在を前提に質間を作成したが、同時にこれらの違いが本当に存在するか再確認

できる内容としれさらになぜこれらの違いが存在するか考察できるように全体の質聞を構成しれ回答に混

乱が生じないよう正確な英語表現をこころがけたが、特に社会制度の違いからく’る日本語表現との違いに注意

．した。調査に使用した20問の内容を表8に示す。準備の初期段階で日本に多かった下請ビジネスがどの程度エ

ドモントンに存在するかを確認するための質間作成を試みたが、事前の専門化へのヒアリングで全く趣旨が理

解されなかったため質問自体が不適当と判断し削除しれ大学のレターヘッドのある正式の用紙にプリントア

ウトした質問票を、依頼書、コンセントワォーム、返信用封筒とともに7月の末に30呂の企業へ郵送した。依頼

書にはコンセントフォームに回答日時を記入し署名をした後に、質問票に回答を記入して2005年9月20日まで

にア々バータ大学エクステンション学部の高木研究室宛に同封の封筒を使って返送するよう記述した。

3．4．インタビュー調査

　インタビューによる面接調査は郵送による回答の内容を明確にし、詳しい理解を得ることを目的に実施しれ

そのため調李対象を適切にグループ化し各グループを代表する少数の企業を選択できることが重要であっれ

今回の調査は企業サイズが重要な要素であったため企業サイズ毎に少数の企業が選択できることを目標とし

た。インタピューは直接企業を訪問して実施した。インタビューではまずコンセントフォームヘ署名を求めた。

署名後にインタピューをドキュメント化するために音声録音の許可を得た。いつでも回答を拒否できること、

全てアンケート調査の結果に基づいた質問であることを正確に伝えてインタピュLを開始した。相手に60分以

上の時間があると思われた場合でもボイスレコーダの録音時間が6d分になった時点でインタビューを申止し

た。

3．5．アンケート調査回答率とインタビュー謂査承諾率

　アンケート調査回答件数とインタ．ビュー調査承諾件数を表7に示す。TeohFi1e昌とYellowぺ一ジから選択した

計30呂の企業ヘアンケート用紙を郵送したが住所の間違いにより31通が返送されてきたことから、277社へ有効

に郵送されたと考えら’れた。その中で郵送による宥効回答は42社となった。42ネ土は308社に対して14％となっ

た。アンケニトに回答した42社中1呂社がイ！タビューを承諾した。内訳はD刮帖Pエ㏄e；冒1㎎，Ho昌ti㎎乱皿d　Re1割ted

Sewi㏄呂，2杜、ComputeエSy冒tem　De冒ig皿md　Re1且t巳d　S岬i㏄昌7社、Softw肛e　Pub1ish巳祀呂社、その他1社であった。
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18企業に対しインタビューの依頼を行いアポイ！トの取れた17社に対してインタビューを実行した・

表7　アンケート調査回答件数とインタビュー調査承諾件数

TeOhFi．leS

’Y811ow　pag目昌

Tota1

M目iled

261

47

308

Effeotiv臼M日ils．

234

43

277

Rep1ied

37

42

lnte～iewed

17

18

4．調査結果

　アンケート回答企業42社の中でTeo冊1e冒に含まれていた37企業の事業分野はSo丘w皿ePublish巳丁目が15社、D副t刮

Pm㏄冒冒1㎎，Ho副i㎎md　Re1帥ed　Se岬i㏄呂が5社、Comput巳I　S｝呂t巴m　De呂igH而d　Re1割ted　Se岬i㏄；’17社となり、この割

合は最初にT㏄冊1e昌によ’り質問票を送付した261企業の構成比率108＝20＝133と同様の傾向を示した。Dat固

pT㏄開冒i㎎の占める比率が高くなったが、絶対数で最も少ない分野であることから、構成比率の差が解析結果

に大きな影響を与えることはないと判断した。回答企業42社の設立年度の中間値は1995年、従業員の中間値は

5－9人・エドモントンにある事業所の従莱員の中間値は5－9人、設立時の従業員の中間値は1－4人であっれこの．

ことから回答企業の平均像は規模の小さい企業が多いものの10年以上の事業実績を宥した企業であった。産業

構造を考える上で重要と考えられる調査結果を以下に示す口

4．1．主な事業分野

　「あなたの会杜の主な事業は何ですか？3項目までチェックしてください（問9）」に対して42の宥効回答があ

った。Softw趾巳叩bli目hi㎎S巴wi㏄昌産業の1事業、D且舳Pro㏄；畠in壇，Ho；ti㎎md　ReI且ted　Sewice呂産業の島事業、

ComputeT　Sy畠屹m　De畠ign皿d　Re1a蛇d　Sewioe呂産業の一4事業、計23事業からメインビジネスを最大3事業選択する

内容とした。結果を産業別に見ると・Softw肛epuhli畠hi㎎Sewio巳畠7件・D且t乱Pr㏄e筥昌ing，Ho筥ti㎎andRe1且蛇d

S・岬i㏄昌19件、Comp皿屹正Sy昌tem　De畠ign　md’R・1田t巳d　S・wi㏄岳75件となった。選択した主要な事業が、“Softw肛巴

p皿b1i畠hi・壇S・正・i。・1”，＾D且曲．Pm。・1昌i・g，H耐i皿壇・・dR・1虹・dS・wi…”，“αmp・t巳TSy畠t・mD巳畠iと・刮皿dR・1乱t・d

S巳Ivio閉’’のヨ産業の中でいくつの産業に属するかを、“最大3主要ビジネスが帰属する産業分野数”として図1

に示す。1産業からメインビジネスを選択した企業が20社、2産業から．選択した企業が15社、3産業全てから選

択した企業が2社、そ．の他5社となった。3つの産業分類のいずれか1つを主ビジネスとして選択した企．業は、そ

の他の5社を除いた37社の中で20社を占めたことになり、半数以上の企業が1産業分野に特化していた。事業規

模が9人以下と1O人以上の2群に分けても同様の傾向を示した。日本においても同様の調査を実施しないと正確

なことは言えないが、エドモントンでは情報サービス産業が日本より企業の事業構造が洗練あるいは純化して

いる可能性が高いと考えられた。

図1最大3主要ビジネスが帰属する産業分野数
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4．2．会社の従業員数

　「会社の従業員は現在何名ですか（問3）」に対して41の有効回答があっれ図2に従業員数によるサイズ別企

業数を示九統計調査と．同様に従業員が1－4人の企業が最も多かっむ従業員がO－9人の企業は23社（5脇）、従

業員が10人以上の企業は18社（μ％〕であっれ従業員がO－9人の企業が5脇と．いうのは、アメリカの調査結果

72％と比較すると少ないが［8］、日本の従業員規模別企業割合25％［l1と比較すると借以上になることから、スモ

ールサイズ企業の割合が多かった。比較のため図3に日本の従業員規模別企業を示す。

図2従業員数によるサイズ男■」企業数 　　　　出典1特定サーピス産業動態統計調査Il］

図3　日本の従業員規模別企業数

4．3．国外亮上

　「総売上に対してカナダ以外の売上割合は何パーセントですか？（間呂）」に対して42の有効回答があった。

図4に総売上に対する国外売上率別企業数を示す。1呂の企業（43％）は総売上に対してlO％以上の国外売上を

示した。さらにllの企業（26％）の国外売上は50％以上であった。インタビューの結果も参考にすると、ほと

んどの企業はアメリカを主な市場としているがその他の国でも事業を展開していた。国内市場と同様に、・ある

いは国内市場の延長として他国や世界市場においてビジネスを日常的に行っているようであった。これは英語

を母国語にしており言葉の障壁が少ないことによるというよりむしろ個々の企業の事業領域あるいは事業目的

が明確であること、および独自のビジネスや技術を有していることに起因すると考えられれ

図4　総売上に対する国外売上率別企業数

4．4．研究開発投資

　「研究開発投資の総売上に対する割合は何パーセントですか？（間15）」に対して42の有効回答があった。図

5に総売上に対する研究開発投資率と企業数を示す。「Cm’t冒且y」の5社を除いた37社を順に並べると中間値は
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IO－14．脇となった。これに相当する日本の値は約I％であるζとから、平均値でみると日本に比べるとはるか

に多額の研究開発投資を行っていむ一方、図7では研究開発投資が対総売上比率で脇以下の企業と4％を越

す企業に2分されていれ同様の傾向が、1O人以上の企業とg人以下の小さな企業の2群に分けても認められる

ことから、企業サイズによる研究開発投資の傾向に大きな差は認められなかっむ研究開発投資の傾向が2つ

の群に分かれたことから、研究開発について考察する場合に平均値や中問値でみると実態を正確に把握できな

い可能性があった。エドモントンの情報サービス産業関運企業の多く．は、企業サイズに関係なく独自の技術や

サーピスなどの開発に積極的に取り組む開発型の企業と考えられた。日本ではこのような企業をベンチャー企

業と呼ぶことが多いが、インタピューの感触ではエドモントンの企業にベンチャー企業という認識はなく、研

究開発投資や新技術等の開発は通常の企業活動と考えているようであった。他の質間と比較し回答率に大差は

なかったことから、研究開発投資情報が機密度の高い惰報であるという認識もないようであった。

図5総売上に対する研究開発投資率と企業数

4．5．会社設立時の資本金

　「会社を設立したときの最初の資金は何でしたか？（間6）」に対して42の有効回答があった。「不明」・の2件

を除いた40件の有効回答を得た（重複回答有）。会社設立時に想定される資本金の調達方法を網羅した選択肢

を提示したが、圧倒的に個人の投資が多く42杜の中でヨ4社（罧1％）となっれ個人投資家は多くの場合に会杜

の設立者と同一で、個人投資家が白分で会社を設立レ、主にその資金を使って設立者自身が開発や会社の経営

にあたっていると考えられた。自己資金の次に多かったのはベンチャーキャピタルの4件であった。ベンチャ

ーキャピタルや政府からの借入れなど自已資金以外からの調逮割合が多いこと．を想定していたが、自已資金を

全く使っていない企業は寧社であった。これは借り入れのための障壁がかなり高いことを示睦するとともに、

自分で事業を行うためには他人をあてにせず自己の資金を使うことが当然であると考えられているようであっ

れ会社設立時の従業員数（問5）はI－4人が8脇と最も多かったが、インタビューの結果、多くの場合は1－2人

であった。

4．6．主な顧客

　「主な顧客の産業分類は何ですか？（問10）」に対して42件の宥効回答があった。図6に主要顧客の産業分類

と回答企業数を示す。最も多かったのは政府、自治体でI9件（45％）であった。次いでアルバータ州め地場産

業である石油、ガス、鉱業関連が18件（43％）、製造業が10件（24％）、小売・卸が9件（21％〕、建設が宮件

（19％）であった。主な顧客がIT産業であると回答したのは5件（12％）であった。情報サーピス産業白書

2004［121では主要顧客が情報サーピス業であるとの回答が6呂％で最も多く、新潟県1Tサービス産業白書2004［3］

でも同様に55％を占めた。これは同業者間で下請けの事業構造が成立していることに起因すると分析されてい

る［3］。今回のインタビュー調査から、下請けとは関係がない取引内容であることが確認できた。下請けビジ
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ネス．に関する設問そのものが困難であったこと、を考え合わせると、エドモントにおいて情報サーピス産業に

おける下請けピジネスは存在しなかっれまた・下請けというビジネス概念自体も一稼的でないと考えられれ

耐　・　　　　　　　　　　　　　　　o　　　［［
o　　　　　　　　　　　　　　　’＝　　　面’面
埴　　　　　　　　　　　昌　［’］
E　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　O0

5　　　　　　o　募；
仁。■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［
＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　耐

…　　　　　　　　　　　　　　　　　　←

図6　主要顧客の産業分類と回答企業数

4．7、会社の強み

　「あなたの会社の製晶あるいはサービスの強みは何ですか？（問12）」に対して42件の宥効回答があった。最

も多かった回答は優位性のある機能または技術で27社（石4％）であっれ続いて実績26社（62％）、信頼性22

社（52％）、サポート10社（45呪）の1」1頁で回答が多かった。優位性のある機能または技術と回答した27企業に

ついて研究開発投資に対する回答を集計してみると、3社を除いた24社が5％以上の研究開発投資を行っていた。

このことから、エドモントンの情報サービス産業関連企業の約半数は企業サイズに関係なく、優位性のある機

能または技術が会社の強みであると考えて研究開発に積極的に取り組んでいるようであった。

4．8．マーケティング、商品開発、会社のゴール、ソフ．トウエアビジネス

　効果的なマーケテイング戦略く問13）として選択された上位3項目はヒューマンネットワーク、プロフェッ

ショナル・アソシエーション、トレード・フェアーであった。他にロコミの自由記述が多かった。新商品開発

に必要な情報の入手先（問16）とLて選択された上位3項目はR＆D、日常業務、出資者であった。新商品の情

報収集に関して企業を主に、R＆Dタイプと、日常業務タイプに分けることがで’きた。会社めゴー・ル（間19）

として選択された上位3項目はグローバルカンパニーになること、独自の商品を持うこと、社会の役にたつこ

とであっれ・Softw肥Publi冒h巴丁冒・・関連企業に対する面接調査の結果、新しいソフトウエアの開発は依然とし

て活発に行われているものの、シフトウエアそのものを開発して販売するというビジネスから、開発したソフ

ト．ウエアを使った新形態のビジネスヘシフトする傾向が認められた。

5．結論と考察
5－1　まとめ

　1）日本で情報サーピス産業と呼ばれる産業は北米では一’Softw皿巳p皿阯i冒h巴冊’I，“D且帖Pmoe朋i㎎，Ho呂ti㎎，㎝d

Re1at巳d　Semi㏄；”，‘’Co叩皿teエSy畠tem；De畠ig皿md　Re1乱t巳d　S帥ioe昌’’の3つの産業に相当した。調査対象企業のメ

インビジネスに関する調査結果、約半数の企業がヨつの産業分類のいずれか1産業めみを主ビジネスとしていた。

これらの結果は、北米の情報サービス産業のほうが日本より産業の細分化が進んでおり、事業構造が日本より

変化を遂げている可能性を示唆していた。
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　2〕統計資料では日本ではlO－29人の規模の企業が多いのに対し、アメりカでは4人以下のスモールサイズ企

業が多かった。今回の調査でも従業員がO－9人の企業は全体の57％を占めたことから、スモールサイズ企業が

多く存在することが確認できた。

　3〕国外売上に関する調査結果では43％の企業は総売上に対してm％以上’の宙外売上を示し、さらに28％の

企業1‡5脇以上の国外売上を示した。インタビューの結果、国外での事業展開は特別なことではなく通常業務

の一部のように認識されていた。このことは国内市場を考えるのと同様に、あるいは国内市場の延長として日

常的に国外ビジネスが行われていることを示していた。

　4）研究開発投資に関する調査結果では、57％の企業は総売上に対しでlO％を超える研究開発投資を行っ亡

おり、さらに27％の企業は総売上に対して2脇を超える研究開発投資を行っていた口相当する日本の研究開発

投資は約1％であることから、日本に比べるとはるかに多い研究開発投資が行われていた古10人以上の企業と9

人以下のスモールサイズ企業の2群に分けても同様の傾向が認められた。

　5）会社設立時の資金は圧倒的に個人の資金が多く全体の85％牽占めむ面接調査g結果・これらの企業の

大多数は創業者の自己資金をもとに従業員I－2人で設立されていた。ベンチャーキャピタルや、政府からの借

り入れは非常に少なかった。

　6）日本では同業者の情報サービス産業関連企業が主な顧客である場合が多く、同業者間における下講ビジ

ネスの存在が推定された。しかし、今回の調査で情報サービス産業における下請ビジネスの存在を確認するこ

とはできなかった。こ’れはエドモントンでは詣負業務が事業の主体でないことによるものと考えられた。

　7）会社の製品あるいはサービスの強みに関する質問では「優位性の．ある機能または技術」．が64％と最も多

く、多くの企業が独自の機能や技術を持つことの重要性を認識していた。続いて「実績」、「信頼性」が多かっ

た。

5－2　情報サービス産業の事業構造の違い・

　以上の結果からエドモントンの惰報サービス関連企業の典型的な企業像は以下のように推定された。

①会社を1’ないし2名で設立し自己資金で事業を立上げている。

②事業分野は“SofM祀p．bli昌h・エ呂’’，“D前・P・㏄・・畠i㎎，Ho昌ti㎎，割皿dR巳1且tedSewi㏄；’’，“Co岬ut巳「Sy冒tem冒

　　D開ign　md　Re1曲ted　S巳wi㏄冒’’のいずれかに特化している。

③優位性のある技術や商品開発のために研究開発投資を積極的に行ってい乱

④研究開発などによって得られた独自性のあるソフトウエアや技術やサーピスを核に事業展開を行ってい

　　る。

⑤日常的に国外での事業展開を試みている。

　調査結果を日本の情報サービス産業の統計調査と比較すると、最も大きな違いを示・したのぽ、研究開発投資

であった。日本では対総売上研究開発投資1％未満の企業が多いが、北米の企業、少なくとも今回調査を行っ

たエドモントンの情報サーピス関運企業における対売上研究開発投資の中央値．は1O．O－14．脇で、日本の情報サ

ービス産業よりはるかに多い研究開発投資が行われていた。この数値は日本の主な製造業の研究開発投資3－

8％をも上回っていた。また企業のサイズや産業分野に関係なく高い研究開発投資傾向が認められた。一1胃報サ

ービス産業関連企業は開発型の産業構造を持ち、研究開発投資により事業リスクが高くなることと引き換えに

他社にないサービスや商品の創造を実現していむそして成果として得られた優位性のある技術やソフトウエ

アやサービスを核にして独自性のある事業展開を行っていた。この独自性のある事業がグローバルな事業展開

を可能にしていると考えられた。

　一方、日本の惰報サービス産業関運企業は、受託業務の割合が高いため研究開発投資に興味が少ない。その

ためエドモントンの企業とは対照的に、事業リスクは低■一ものの独自性のある事業展開が困難となっていると

考えられれ日本の情報サービス関運企業が将来国外の情報サーピス企業と互角に日本市場を含むグローバル

市場で事業を展開するためには、開発型の事業構造にシフトせざるを得ないと考えられれそのためにはエド
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モントンの企業の多くがそうであったように自社の事業領域を絞り’込み、経営資源を集中すべきサービスや技

術分野を明確にすることが必要になると考えられた。

　事業をとりまく環境としてユーザサイドの意識の差も日本と北米の情報サービス産業の、産業構造の違いに

大きく反映していると考えられた。小規模な企業が大規模な企業と競合した場合でも、商品やサーピス’そのも

のについて良い評価を得ることができれば、小規模な企業でも政府・自治体やユーザとしての大企業と契約で

き．る可能性が十分存在しれこれはリスクが高くても新しいことにチャレンジすることは価値のあることであ

るといったユーザサイドの意識に関係しており、ユーザ側に企業を評価するだけではなく技術やサービスその

ものを評価し、良ければ受け入れようとする環境が整っているようであった。

5－3　事業支援環境

　今回の調査を通してアルバー列・1；1政府による企業活動サポート体制について理解を深めることもできた。今

回の調査で使用したアルバー．タ州政府の企業データベースであるT㏄冊1e畠は州内の企業のPRや信用付与に」

定の効果を果たしていた。

　プロフェッショナル・アソシエーションと呼ばれる地域に根ざした専門家協会は、会員の情報交換のため会

員間のコミュニケーションを重視し’た会議やミーティン．グの開催などを積極的に行っていた。多くのW・bコミ

ュニテイーも就職などの活動に有効に機能しているようであった。日本で行われている補助金や制度的な優遇

策、講演会形式のセミナーといった一方通行の支援だけでなく、日常的に個人や企業の自主的な活動をサポー

トする環境整備が日本でも有効であると考えられた。特に、ヒューマンネットワーク作りに役立つ環境整備が

宥効であ一ると考えられた。

　面接調査により得られた情報は定性的な情報であるがアンケート調査では不明であった背景の考察に非常に

有効で具体的な内容を含んでいた。面接調査の結果は本報告に必ずしも十分反映できていないので、音声ファ

イルからトランスクリプシ目ン（書写）に・よりテキスト化を行った後に、内容を正確に把握しながらさらに考

察を進める予定である。今後、新潟で同一のアンケート調査と面接調査を実施し、日本と北米の企業形態や産

業橘造に関する比較検討を行う予定である。
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インターネット市場における価格のばらつきに関する理諭のまとめ
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本稿の謝…請とは直蛙関係がない昔田分を、踊常線は既

存研究で明亨かとなoている部分在表†曲

図1　インターネット市場における価格のぱらつきに関する理論のまとめ

　図1は・．インターネット市場における価格のばらつきに関する理論のまとめを示している。この図が示すと

おり、インターネット市場における小売業者の信用と価格のばらつきに関する議論は、研究が盛んに行われた

結果、ある程度、その理解がすすんだことがわかる。それにも関わらず、明らかにされるべき重要な研究課題

’が幾つか存在Lていることもわかる。

　第1の課題は、既存研究で議論されていない信用がインターネット市場において価格のばらつきの妻因とな

っているのかについての検証である。この研究が行われることによって、どのような小売業者の信用が価格の

ばらつきに影響を与えているのかについてが一層理解される．と思われ糺

ヰYAM㎜＾，Hi呂甜h1［情報シヌテム学科］
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　第2の課題は、インターネット市場における小売業者の信用が価格のばらつきに与える影響は、在来市場に

おける影響よりも強いのかについての検証である。この検証によって、インターネット市場における小売業者

の信用が価格のばらつきに与える影響の強弱を、相対的な意味で議論することが可能になる。

　第3の課題は、イン．夕一ネット市場における価格のばらつきが小さい市場たついての理解である。既存研究

は、主にインターネット市場が不完全な市場であることを指摘するものがほとんどであるように思われ乱そ

の結果、完全競争に近い市場についての我々の理解はほとんどすすんでいない。特に、価格のばらつきが大き

い市場についての研究では、小売業者の信用の重要性を強調するものが多かった点を考慮すると、価格のばら

つきが小さい市場についてもその信用の重要性にろいて検言寸を行うことは、我々の価格のばらつきの要因に関・

する理解を」層前進させると思われる。

　第4の課題は、経済学の完全競争理論を他の価格のばらつきの要因を説明する理論とどのように整合させる

かについてであ乱これまでの既存研究の努力は、主に、インターネット市場が完全競争からはほど遠い状態

にあることと完全競争状態に到達できない要因を説明することに向けられてきたように思われる。その結果、

完全競争理論の問題点ばかりが指摘され、同理論が現実の現象の一部を説明している点については、ほとんど

関心が払われなくをってしまったように思われる。’しかし、完全競争翠論と価格のぱ’らつきを説明する速論は、’

双方ともに限界を持ちつつも、インターネット市場の現実の現象を部分的に説明してト’るめで、．どちらも重要

な理論であるように思われる。この点を我々が再認識する上で、双方の理論が説明力を持つ限界について議論

を行うことは、重要な意義があると思われる。

　このように・インターネット市場における価格の璋らつきと小売業者の信用の関係についての議論は・多く

の研究が行われてきたものの、明らかにされていない重要な課題が存在しているので、その解明に努めること

が期待されている。
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地域ブランドと地域活性化
　　　　　　　一盛岡ブランドの展開一．

玉e向鮎za白ooof1㏄〃eco刀o岬bu伽刀g加肋c〃Br㎜d

　　　　　　　　　　吉田博‡

要　旨

　地域経済の振興、地域イメージを向上させていく方法として地域ブランドの確立があ乱ここでは、その一

例として、岩手県の県都盛岡市で推進している盛岡特産品ブランドの認証制度の導入と、より多くの人々に認

証晶が認知され、浸透していくための展開方法について考察した。

　盛岡市には、南部藩の伝統を継承する南部鉄器や南部染の伝統工芸品、庶民に親しまれる甫部せんべい、わ．

んこそば等全国的にも広く知れ渡っている特産品があるが、より多くの優れた特産晶をブランドとして認証し、

個々の商晶はもとより、盛岡産品全体の価値・信用を高めていくために盛岡特産品プランドの確立を目指Lて

いる。

1はじめに
　地域の経済を支える地場産業の多くが低迷している状況下で、地域の名前を冠した特産品一地域ブランドー

への関心が強まっており、地域のイメージを向上させ、地域を活性化させる牽引役としての期待が寄せられて

いる。

　長年、岩手県盛岡地域の地場産業の振興に携わり、今回中小企業基盤整備機構の地域アドパイザー珪1及び

盛岡特産晶プランド認証萎員会の委員として参加した立場から、盛岡市が取り組んでいる盛岡ブランドの推進

状況及ぴ今後の方向を記し、地域ブランドの確立を通して、・地域及び地域経済の活性化への取り組みを考察L

た』

2地域産業を取り巻く状況と地域ブランドの動き

　平成1呂年度の中小企業白書によると、地域別の中小企業地域の景況感は、．大都市を抱える関束、申部及び近

畿においては、急速な改善がみられるものの、北海道、東北、四国では改善に足踏み感がみられ、地域間の景

況感の差は、業種構成の差異、とりわけ輸出により、地域の生産が誘発される度合が影響していると指摘され

ている。そして、今後は、輸出やその生産誘発効果という外部から’の刺激に依存するだけでな．く、国内需要を

開拓．していくよう取り組んでいくこζが重要であり・そのために・各地域に存在する人材・技能・技術や・農

産物も含めた産品、産業集積などの「地域資源」を有効活用することで、自律的な衝性化モデルを構築してい

くことが、より必要になっていくと指摘している。加

　こうした地域資源の活用と関連L、今、地域の名前を冠した特産晶の呼称である地域ブランドに強い関心が

寄せられている。従来、地域の名前を冠した商標登録は、「西陣織」、「夕張メロン」、「前沢牛」、「宇都富鮫子」

等、その数はきわめて限られていたが、地域ブランドの育成を資する目的から商標法が一部改正され、商標登

録が大幅に緩和された。

　この改正に合わせて商標を登録’し、名実ともに地域を代表する商品としてアピールしようという動きが全国

的に広まり、平成1呂年4月一目に地域団体商標制度が施行されたのに伴い、全国各地から600件を超える地域ブ

ランドの申講があり、平成19年2月時点でこの中からI32件が登録査定された。桂罰

　また、商標登録とは別に、全国の都道府県や市町村単位で、地域の特産品を振興する目的でさまざまな「地

域プランド」施策が実施されている。珪4

　こうした地域ブランドの動きをみると、消費者の多様な二一ズや嗜好の高度花に対して十分に対応できず、

ヰYOSHIDA、腋o曲i［情報システム学科］
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成果をあげているのは、’ごく一部というのが現状であり、また一方、近隣諸国から地域プランドに類似した廉

価品やマガイものの輸入が急増し、市場を奪われて業績不振に陥っている地域・事業者も’数多くみられる。

3盛岡ブランドヘの取り組み
3－1盛岡市

　岩手県の県都盛岡市のまちづくりは、今からおよそ400年前の慶長年問、南部家26代信直公が北上川と中津

川が合流し、丘陵に囲まれた不来方の地に築城したことから始まった。明治4年廃藩置県によって盛岡県、5年

に岩手県、そして22年の市町村施行により全国30都市の一つとして盛岡市が誕生した。

　昭和57年に東北新幹線が盛岡まで開通したことにより、盛岡市は北東北の経済・観光の申心地となり、平成

1呂年I月1目に玉山村と合併し、30万都市となった。

　盛岡は石川啄木、宮沢賢治が青春時代を過ごした地としても有名であり、平成17年の調査（時事通信社）に

よると、全国の都道府県所在都市の中で「一番佳みやすい都市」と評価されてい乱

　盛岡の代表的な特産品としては、南部の名を冠した南部鉄器、南部しぼり、南部古代型染等の伝統工芸晶、

食べ物では南部せんべいやわんこそぱがあげられ、市民はもとより全国的にも広く知れわたっそいる。また、

近年は盛岡の名を冠した盛岡冷麺やじゃじゃ麺が有名で、古くからあるそぱと合わせ麺王国としてもアピール

してい糺農産物では、明治初隼新政府が奨励した果樹栽培で最も成功したりんごがあげられ乱

3・2盛岡ブランドヘの取り組ゐ

　乎成I呂年1月に隣接する玉山村と合併して誕坐した新盛岡市では、「盛岡を選ばれるまち」というテーマを掲

げ、「盛岡市ブランド推進計画」を策定した。

　この計画を策定し、推進する狙いは、地域間の競争が厳しくなっていく状況下で、地域の経済活動や行政の

事業優先度の判断により地域間格差が一層大きくなることが予想されることから、自らの個性・価値を明確に

し、市民間で価値観を共有・発信し、結果として地域内外から「価値あるもの」と評価され「選ばれるまち」

になること、すなわち地域の「ブランドづくり」が競争力の強さにつながることを意図したものである。柱5

　この盛嗣ブランドプくりを実現するために、計画では「盛岡市民が目指し、また盛岡プランドを選んでくれ

た人々に私たちが心がける3つの約束」として

　　　①盛岡は「人と人、人と文化、人と自然の観光交流都市」であるまちになります。

　　　②メイドイン盛岡は「伝統と技、創造と活力のある地場産業都市」であるまちになりま九

　　　③盛岡は．「暮らしと理想、先人と市民の文化都市」であるまちになります。

を掲げ、地場産業分野では、

　　　①・特産品の競争力強化を図るため、確かな晶質・確かな技術を伝える盛岡生まれの地場産晶である証

　　　　　となる「盛岡特産品プランド認証制度」を導入します。

　　　②豊かな自然に育まれ、伝統と暮らしに根ざした数多くの特産晶や名物料理、潜在力の高い農産物の

　　　　’一層のブランド化を．促進します。特色あるPRイベントの実施、特産品の共同宣言や市民啓発の強

　　　　　化などに努めます。

　　　③市役所や市の施設・関連団体などの業務で用いられる様々な物品について、盛岡特産品ブランド認

　　　　　証商品の活用を積極的にすすめるとともに、市民による活用を促進しま丸

を重点項目としてあげた。

　そして、平成1宮年I月に「もりおか暮らし物語」をト・ツプキャッチコピーに、「地域ブランドフォーラムin盛

岡」を開催し、盛岡ブランド推進計画をスタート’させれ

4盛岡特産品ブランドの認証

4－1盛岡特産品ブランドのとらえ方

’計画に掲げた盛岡生まれの特産晶の証となる「盛岡特産晶プランド認証制度」の導入に当り、伝統工芸品か
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ら食品、農産物と幅広くある盛岡産品について、ブランド認証する狙い、及び認証基準のとらえ方をマーケテ

イ’ングの視点から整理してみた。

　」般に、プランドは他と区別するためのものであるが、消費者や流通業者から、その価値を認めてもらい、

信用されなければ意味がない。、

　盛岡特産品ブランドは、盛岡に因んだ名前を冠した特定の限られた商品を意味するものではなく、盛岡産ρ

多様な商品を対象とする全体の総称である。そこで、それぞれの商品の市場でのポジショ」ニング．（評価）及び

他の地域との競争の関係から、ブランド化の狙いと謬証基準を、「他地域の同種のものと差別する」、「まがい

もの・廉価品と識別する」、「地域内で選別をする」という3つの視点からとらえてみた。

　　　①他の地域で製造・生産されている、同一名称の晶目（例、．南部鉄器、南部せんべい）や類似品目’

　　　　　（例、りんご）に対して、盛岡産の特徴、優位性をアピールし、他の地域と差別化す乱

　　．②他の地域や海外で製造・生産されている、品質の劣る安い類似品（例、甫部鉄器、盛岡冷麺）に対

　　　　　して、消費者が真に盛岡産と識別できるようにする。

　　　③盛岡地域内で製造・生産されている品目の中で、品質の優れたもの、安全なもの、消費者からの信・

　　　　　頼度の高いものを選別する。

地域内

悪い

不適当

地域内の事業者1　　　選別
商品を選別

他の地域・国のマネ・

偽ものと識別

！一一’’．’I’’’．一1二．I．・・㌔

　　厘…問鴉産晶フフンド
　　　　　　　　　　　　　　■．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　．…。．．．．．．．．．．一．■・一‘

　　　　　　　　　　　差

鋤　　窄
品質・評価

良い・高い

地域外

4－2盛岡特産品ブランド認証制度の導入

　盛岡特産晶ブランドを認証するに当って、盛岡産晶に関係する業界団体、中小企業団体、産品を販売する流

通業者・市担当部署等の関係者15名の委員で構成する「盛岡ブラィド認証制度検討委員会」を設置し、盛岡ブ

ランドの推進を担当する市のブランド推進室、及び盛岡地場産業振興センターに事務局をおき、対象となる品

目、認証基準、認証要綱について検討した。

　認証制度の検討に際して、先行する地域産晶の認証制度（例、岩手、沖縄、あきた、長崎、四万十ブランド

等）についての情報を収集したが、多くの地域では対象とする産晶が農産物、加工食品の食晶類が主体であり、

食品・工芸品を広くカバーする適切な参考例は見当．たらなかった白

　事務局で、委員や業界の意見を聞きながら、「認証対象品目分類表（大・中・小分類）」、「認証基準細目（小

分類単位〕」・「認証要網」．の案を作成して委員会で検討したが、地域の設定、対象とする品目の選定、事故等

の責任に関して、

　　・　業界組合に加入しているが市外にある事業者の扱い。

　　・　本社と工場が分離し、工場が市外にある場合の扱い。
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　　・　海外や県外から原材料を調達して製造しているものの扱い。

　　・　市内で製造しているが、商品名に他の地域の名前がついたものの扱い（例、岩谷堂箪笥、浄法寺塗〕

　　・　安全性などの保証と事故が発生した場合の責任の所在

　　・　製造者だけでなく、飲食店も対象に入れる。（例、わんこそば、盛岡冷麺〕

等の意見や問選点が提示された。

　これら地域の指定や安全基準、事故の責任等については、

　　・　盛岡特産品ブランドは原則として「盛岡市内の事業所で製造される製品または盛岡市内で収穫される

　　　　農産物」とする。原材料については、市内や県内での調達が難しく、特に、．輸入に依存せざるを得な

　　　　いもの1幸、各種の規約で決められている基準に基づいて原産地の表示を行う。

　　・　食品は日本農林規格に規定される品目については規格に、食品以外では関係法や安心・安全法にそっ

　　　　て表示し、PL法対象製品についてはPL保険の加入を義務づける口

　　・　認証制度は製造者・生産者の意思による申講を前提に自主申告・管理を原則とし、認証商晶に問題や

　　　　事故等が発生した場合は、製造者・生産者自身が責任を負うこととする。

　　・　飲食店も対象とする。

こととした。

　また、認証に当っての判断基準に関して、

　　・　盛岡特産品としてふさわレい個性・独自性・イメージとはどのようなことを指すのか。

　　・　品質の良し悪しをどう判断するか。

　　・　市民や観光客等の知名度・支持度・満足度の状況を考慮する必要があるのでは。

等の指摘があった。

　これらに関しては、最終的には商品の購入を判断するのは．消費者と流通業者であるという立場をとり、基準

を客観的にとらネる三との難しさや商晶によってもかなり異なることから・「個性・独自性」や「品質の優劣」

を判断するために特定の基準を特に設けることはしないことにした。また、消費者の支詩については、申請の

種別の中に「消費者推薦認証」という制度を設けて対応することにしむ

　このような考え方に基づいて、認証対象として想定される品目について、「食品」、「工芸品等」といった大

分類、「菓子類」、「麺類」といった中分類、「南部せんべい」、「盛岡冷麺」等の小分類に区分し、小分類単位で

認証基準を設けた。注舌

4－3盛岡特産品ブランド言塞証の実施

　委員会において認証制度が正式に決定した後、関係する業界・事業者への説明会を実施し、平成1呂年4月か

ら事務局である盛岡地域地場牽業振興センターにおいて、事業者から申請された盛岡特産晶認証申講書を受け

付けた。

　提出された申請書’と該当する商品の現物を基に、学識経験者、商工団体、専門機関、観光・物産関係者、行

政蘭係者12名の委員からなる「盛岡特産品ブランド認証委員会」において審査を行った。

　5月に実施した第1期の認証委員会では45事業所、173点の商品が認証された。

　これら認証商晶が盛岡特産晶ブランドであることの証を印象づけるため、岩手県の最嵩峰岩手山と市内を流

れる北上川、中津川を織り込んだ、盛岡らしさをアピールしたデザインの認証シールを商晶に貼れるよう用意

Lた。

　第2期の審査を呂月に行い、第1期と合わせて、92事業所450点の商品桂7が認証された

認証商品は、品目単位でみると概ね想定したものはほほカバーされたが、事業者につ

いては、一部の晶目で大手事業者が申請レていないという状況もみられる。

　認証された商晶の中には、広く浸透している特産晶に加え、

　　・’’木工職人の技を活かしたお琴（和音）

　　・　NPOが南部鉄器の事業者の協力を得て製作した置物（狛犬）
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　　・　日本最大の産地である岩手県の炭を生かした染物・インテリア

等、地域の技や産物を活かした新たなものも含まれており、盛岡特産品の幅がさらに広がっている。

なお、認証された盛岡特産晶プランドの中には、商標法に基づく地域ブランドとして「商標権」を有してい

るものは一つもないo

5盛岡特産品ブランドのプロモーションの展開

5－1盛岡特産品ブランドのポジショニング

　盛岡特産品ブランドとして認証された商晶の中に．は、既に広く知れわたり、売れているものがある反面、ま

だ一部にしか知亨れていないものがある。これらの商晶を盛岡特産品ブランドと．して、広く浸透させ、売上げ

を伸ばしていくには、商品の市場におけるポジショ≒ングや特徴を活かし、それぞれに合った個別あ方法と、

全体として相乗効果が発揮されるようなプロモーションを展開していく必要がある。

　こうした視点から、盛岡特産晶ブランドを市場・売上げと知名・評価度の二つの軸によりとらえてみると、

次のような4つあ領域でポジショニングすることができ、それぞれの代表的な商品としては、

　①リーダーとして牽引役を果たす領域では、伝統工芸晶では「南部鉄器」、食品では「南部せんべい」

　②需要拡大に向けての領域では、品質の評価が高い「盛岡りんご」、「盛岡冷麺」、「南部染」、「和菓子」

　③評価の向上に向けの領域では、「清酒」

　④・知名度の向上に向けの領域では、「和音」、「アイスクリーム」、「洋菓子」、「南部炭染」

等があげられる。

知名・評価

高　い

　　　　　　　　薔葦戸上欄二⇒

　　　　　　　　知名度の向上に向けて

低　い

　小さい

＝

1　　　　　白
1譲穿畷ブラン

：　評価の向上に向けて

＝　　　　　　　　　　　　　　　売上・需要

　　　　　　　　　　　　　　　　大きい

5－2盛岡鮭産品ブランドのプロモーションの展開

　平成18年5月に第1期の認証を終え、その後、認証制度及び認証商晶を広く知らせ、販売するために、次のよ

うなプロモーションを実施した。’

　市民や盛岡市を訪れる観光客・来街者等に対するPRとしては、

　’認証晶を掲載したパンフレットの作成と配布

　市の広報誌やHPでの紹介

　市内の中心商店街での「垂れ幕」

　店舗での「認証商晶の取り扱い」表示

・　新聞・テレピを通じての広報、イベントの紹介

等を、また販売に関しては、市内及び東京都内において
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　　・　束京で開催した盛岡デーイン東京や岩手県物産センター（銀河プラザ）’での販売、りんごフェア

　　・　盛岡市内百貨店での認証品の催事販売

　　・　盛岡手づくり村での認証晶コーナ」、フェア、通信販売、ギフト

　等を行っれさらに、全国展開する総含スーパーからの依頼により、

　　・　市内の店舗において盛岡ブランドフェア及び系列の東京の店舗での催事販売

　が催され、売上げの増大をもたらした。特に、今まで、あまり知られていなかった小規模事業者の商品が他

の宥力特産品とともにPRされたことにより、売上げを伸ばすという効果があった。

　一方・大型店や大都市での催事においては・値段も安く・手軽に食べられる食品に比べて・高価な工芸品を

衝動的に購入するという消費者は少なく、売上げは芳しくないという傾向がみ・られ、特産晶ブランドでも工芸

品のPRや販売については、盛岡らしさや文化性をアピールした提案、こういうものに関心のある層が集まる

場においてPRや販売を行っていく必要があるという課題が見つかっれ

6盛岡特産品ブランドの展開に向けて

　盛岡特産品ブランドは平成1宮年度からスタートしたが、盛岡地域の地場産業の振興に携わった経験も踏まえ、

今後の盛岡特産品ブランドの展開及び市民等への浸透に向けて考察す乱・

①盛岡らしさの提案と発信

　地域ブランドにおいて最も大切なことは、その地域の特徴を現す「地域らしさ」であり、「本物」の商品を

提供することである。

　歴史ある文化都市盛岡において、伝統牽継承した技でつくられる工芸品、盛岡の地で収穫される農産物、地

域の食材をもとにつくられる食品、これらが単にモノとしてだけではなく、盛岡ブランドが目指す「もりおか

暮らし物語」として、暮らしの中に、そして市民以外にも、広く盛岡の暮らしや文化を伝えるよう提案、発信

していくことが重要である。

　も’りおか暮らし物語は伝統の継承とともに、現在の生活の中にも溶け込み、次の時代に向けて珂たに語れる

物語の創出も大切であり、その物語づくりに特産晶プランドが一旦を担っていく。

②異業種・企業の融合による新たな提案、新商品の開発

　盛岡特産品ブランド俸、食品、工芸品の幅広い商晶領域で構成されており・参加する事業者は何世代も続く

老舗と新たに参入してきた事業者の新旧が共存してい乱

　市内のさまざまな事業者が、「選ばれるまち盛岡」とLてアピニルす’る盛岡ブランドの名の下に、単一の商

晶・企業や業界単位を超えて結集し、相互に融合することにより、新たなる特産品や盛岡らLさの提案が期待

される。

　たとえば、

　　・　南部鉄器・南部染・漆器等伝統工芸品をコrディネートしたインテリア、テーブルウェア

　　・　食材、酒と南部鉄器・染物による料理づくりや食卓の演出

　　・　湯釜、着物、和葉子の茶道やそば会席と和音の奏

　また、伝統とモダン、和と洋とを組み合わせて

伝統の南部染と新たに生まれた南部炭染とのコントラスト

伝統の和菓子と新しい洋菓子

マンション、洋空問での南部染や南部鉄器、南部たんすの演出

洋風料理での南部鉄器・漆器の調理・食器

そば、冷麺、じゃじゃ麺の麺文化の提案

さらに、市民や市外からの観光客が集まり、特産品との出会いのある旅館・ホテル・飲食店等において

　・　特産晶料理、旬の農産物の提供
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　・　南部染の着物、茶道、和音の奏で

　・　盛岡特産品’よる盛岡らしい空間の演出

等幅広い展．開により、もりおか暮らし物藷を提案することが可能である。

③品質・安全性の遵守と適正規模での展開

　盛岡特産品ブランドの積極的な展開に伴って、一時的なブームが生まれ、’急激な売上げの拡大や新たな取引

の可能性がでてくる。

　こうした動きに対応し、安易に設備の増大や取引先の拡大に走ると、品質の劣化を招いたり、投資に伴う財

務的な負担や取弓！上のリスクが発生し、ブランドで最も大切な信用を」瞬にして失う恐れがある。

　事業者は、常に、安全性・品質に十分配慮するとともに、ブランドの価値を高めるという点においても「希

少性」が重要であることを十分に認識し、適正な規模をそれぞれ考え、取り組んでいく必要がある。

④市民の強い支持・参加と暮らしの文化の伝承

　盛岡特産品プランドを最も強く支えるのは盛岡市民である。盛岡ブランドが市異に真に愛され・親しまれ・

誇りをもってもらえることが何よりも大切であり、盛岡特産品ブラシドを通して、年齢、性別を超えた市民の

連携がより強化され、もりおかの暮らし・文化が継承されていくことが望まれる。

　たとえば

　　・　盛岡に伝わる伝統行事と特産品ブランドを使った風習・料理づくりの伝承

　　・　特産品ブランドをつくる職人の技の披露、市民や子供たちへの作り方の指導’

　　・　農産物の収穫への参加や食べる会の開催

　　・　盛岡ブランドを楽しむ文化的な行事の開催（茶道の会、和音コンサート・教室等〕

　等、多くの市民と産業関係者が共同で取り組んでいく。

7おわりに
　平成1呂年度からスタートした、盛岡の産品を総合的に振興する盛岡特産品プランドヘの取り組みは、全国的

にみて先駆的な事例である。

　市の中心部に製造事業者、販売事業者、ホテル・欽食店、行政二関係機関が集積し、また郊外にある盛岡手

づくり村には異なる事業者の工場が数多く立地し、近くに温泉・旅館がある条件を活かしながら、関係者のよ

り強い連携と、市民を巻き込んだ積極的な活動により、盛岡らし．い特産晶の振興を通じて盛岡全体の評価が高

まり、市内外の人々からより一層信頼され、愛される盛岡ブランドが確立されることを期待したい。

　本研究において、盛岡市、盛岡地域地場産業振興センター、中小企業基盤整備機構のご協力’を得た。二こに

深く感謝する次第である。

（注　釈）

注1〕地域ブランドアドバイザーhttp：〃www．晶㎜j．gojp畑iei仙帖bエ㎝d伯dvio巳∫O069冨8．h血¶

　　　　　　　　　　　　　　　hltp：〃ob，yomi皿㎡、oojp’mw；方o＿皿e＿06012415－ofm

注2）中小企業白書　2006年　P24

注3）特許庁地域団体商標権制度htΦ＝〃ww剛po－gojp’toh㎞mi’t＿to泄umi∫Ld㎜t討＿冒yo皿hyo．htm

注4）地域ブランド施策　　富士通総研「地域ブラン’ド関連施策の現状と課題」（平成I8年7月〕

注5）盛岡ブランド開発htΦ：〃www，oity．morioka，iwat巴jp’’07；㎜gyo伽m帥Imdin躰ndex．h血¶

注6）盛岡特産品ブランド認証制度ht巾：〃www．i畠op㎜〃zib且冒㎝化m皿d畑rtify伽mi

注7）盛岡特産品ブランドhΦ：〃www，i冒op、皿ejp危ib田昌㎜肚md’㏄廿ify．h血1
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（参考文献）

　　1）盛岡市「新県都の誕生」（平成18年2月）

　2）盛岡市「盛岡プランド推進計画」・（平成18年1月〕

　3）関満博「地域ブランドと産業振興」（平成17隼5月）新評論

　4）室井鉄衛「地域とマーケテイング」（平成4年6月〕国元書房

　5）盛岡地域地場産業振興センター「盛岡地域工芸品の地元普及拡大に関する市場調査報告書」（平成呂

　　　年3月〕

　6〕富士通総研「地域ブランド関運施策の現状と課題」（平成18年7月）

　7）中小企挙総合研究機構「申小製造業の地域プランドに関する調査研究」（平成17隼3月）

　8〕産業構造審議会知的財産政策部会「地域ブランドの商標法における保護の在り方について」（乎成17

　　　年2月）
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高輝度白色発光ダイオードを使用したタキストスコープめ開発
㎜e　DeveloPme皿亡of乃c〃就oscoPe　w紛H魯乃Power工EDs　」

　　　　　　　　　　大山毅‡

1　はじめに

　タキストスコープは視覚刺激を瞬間的に提示する装置であり、人問工学や心理学の分野亡の人間の視覚に関

する研究において重要なデータを採るために欠かせない装置である。正確な実験を行うためには1／lOOO秒の精

度で任意の時聞照明を点灯したり消灯したりすることができなければならない。今回は高輝度の白色発光ダイ

オードを用いてタキストスコープの製作を試みた。

2　タキストスコープの構成

タキストスコープは図1，2に示すような刺激提示装置と制御装置とから構成されてい乱

刺激提示装置

　ハーフミラーと発光ダイオード20個を12mm間隔で取り付けたLEDボード4枚を内部に取り付けて製作した

（図1）。LEDボードAとBが点灯していてCとD赤消灯していると・きは刺激1が提示され、CとDが点灯していてA

とBが消灯しているときは刺激2が提示される。

制御装置

　74LS192を用いて作成した4桁のP肥昌創t誼ble　Sym㎞ono咀呂Upのow皿BCD　C㎝皿屹丁’（以後カウンターと記す）を内

蔵Lている（図2）。

発光ダイオード点灯用直流電源

刺激1

のぞき窓

刺激2

図1刺激提示箱

4桁サーミルスイッチ

　　　　渕定開始ボタン

図2　制御装置

3　動作および回路図

　制御装置の回路図を図3に示す。サーミルスィッチによりカウンターをプリセットする値を設定するい則定

開始ボタンを押すとカウンターがプリセットされ、S巴t－R鵬t一冊p－P1即（以後フリップフロップと記す）がセッ

トされ、LlヨDが点灯し、カウントダウ！が開始される。カウンターの値がOになるとフリップフロップがリセ

’ヰOYAMA，丁出齪hi［楠報システム学科］
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ットされ、LEDが消灯する。LED用直流電源の電圧を変化させることによって明るさを調節することができる。

1K＾z

㎜

上Sh帥t

Up’Down　Count巳r

図3　回路図

4　おわりに

　今回使用した白色発光ダイオードの型番はOSWT5161Aである。これは青色発光ダイオードの発光面に白色

光を放射する蛍光物質を塗布したもの（シンチレーションタイプ）である。

　ほかの方法で白色光を得るには赤（R）、緑（G）、青（B〕の各色の発光ダイオードを同時に点灯すればよ

い。ひとつのパッケージの中に3色の発光ダイオードを封じ込めたものが発売されている（EP204K－35RGB）。

赤・音・緑の発光ダイ才一ドに一台ずつ直流電源を用意してそれ争れ切輝度を独立ド調節すれば任意の明るさ

のしかも任意の色の照明による測定ができる口これを用いてタキストスコープを製作すれば今までできなかっ

たような条件そ実験を行うことができるようになる。今までのところこのようなタキストスコープを作成した

という報告は見当たらないので、作成を試みる所存である。

　また、クロック周波数を上げることによりさらに精度の高い実験を行うことができるので視覚イメージ形成

に必要な時間を正磁に測定することがセきるようになる。

5　謝辞

　実際にこのタキストスコープの作成を担当したのは㈱エィジェックの長谷川礼治氏であった（当時本学4年

生〕。根気を要する複雑な半田付けや精巧な木工工作の作業を正確にやっていただいた。ここに感謝の意を表

します。一般に視覚イメージは25m畠㏄以下では形成されないとされてきたが、長谷川氏の実験によれば

20m冒ecでは形成されるが19m岳㏄以下では形成されないという結果が得られている。これについて・はさらに実

験を続けることが必要であると考えてい乱

参考文献

長谷川礼次　　丁タキストスコープの作成」　卒業論文　2006年
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ソフトウェア仕様の差分について’

　　舳舳D雌・e皿cesofSo卿胱助ec施c就㎝s．

　　　　　　　　　石井忠夫｝

概要

　現代社会の申でソフトウェア開発技術はコンピュータを有効に活用する手段として重要であるが、その迅

遠な開発を進めるにはソフトウェアの保守作業を如何にして効率良く進めるかが課題とな乱この保守作業

に含まれる諸々の変更要求をソフトウェアは満す必要があり、ソフト．ウェアが発展する過程と捉えることが’

可能である。本稿では、ソフトウェアが発展する原理の一般的枠組みの中に現れるソフトウェア仕様の差分

と合併について構成的な型理論の中で議論する。

1はじめに
　現代の情報化社会において、ソフトウェア開発技術はコンピュータを社会の中で有効に活用する上で最も

重要なものの1つであ乱従来からソフトウ・・アの開発には多くの人的資源を必要とし、短期問に誤りの無い

ソフトウェア製品を提供する為には、その生産性の向上や妥当性の検証技術が強く望まれている。オブジェ

クト指向プログラミングや開発方法論、ソフトウェアコンポーネント技術、形式的仕様記述とその検証など

はその要求に答えるものである。

　ソフトウ・・アを開発する（またはプログラムを作る）ことは、「現実世界に存在する対象物やそれに関連し

た概念物を計算機上の操作対象物に写すことである」と見なせる。ここで、この対象とする現実世界の振る

舞いを何らかの形式的言語を用いて書き下したものが仕様であり、」貫して睦昧さのない明瞭な仕様を記述

するためには論理の言葉が必要となる。この時、この仕様を満すプログラムを求めることは、仕様を論理式（定

理）　と考えると、数学者が行うその論理式（定理）を証明する行為に相当し、プログラム自身は証明自身に

対応すると云え乱このような考え方はI970’年代にR．L．C㎝冒t且bI巳、後藤繁樹、佐藤雅彦らによ’り指摘され構

成的プログラミングと呼ばれる。ここでの基本的な考えは、論理式の証明を直観的（または構成的）推論を

用いて行う各種データ型の体系を定義すると、型が論理式（仕様）また型の対象が証明（仕様を満すプログ

ラム）に対応することであり・C皿岬一How肛d同型対応と呼ばれる［1Lこの対応関係を満す型翠論として19呂O

年代の初めに提案されたのがM航i“L置fの型理論MTT口軌11，12，151であり・この型理論を実装した奪理自

’動証明システムとしてNuPRエェ31，Alfaなどがある。

　迅速なソフトウェアの開発を目指す時に、ソフトウ・・アの保守作業を如何にして効率良く進めるかが問題

となる。この保守作業にはプログラム不良の修正や除去の他に、ソフトウェアの利用形態や目的の変化等に

よる仕様の追加や変更が含まれるが、この変更を満すプログラムの手直しに多くのコストが充てら・れている。

片山はこのようなソフトウェアの保守作業を「ソフトウェアが発展すること」と捉え、その発展原理の確立

を目指した［7，呂］。本稿では、上述の構成的プログラミングの枠組みの中で片山が示した藷展問題の形式化に

ついて検討する［6L具体的には、構成的証明においてプログラムの実行には不必要なプログラムの検証部分

を削除する手法［21の申で用いられた・1つの対象からなる型〃1を利用して型（牟よび対象）の縮退関係を定

義することにより、M副τtin－Lofの’型理論MTTの申で型（およぴ対象）間の順序関係［を導入した。更に、そ

れを基にして型（および対象）聞での差分e・合併㊥および共通部分取り出し⑳演算を定義し・発展問題の

形式化を試みれまた、［9］の中で与えられた発展ドメインとその中での差分θおよび合併㊤演算との関連に

ついて議論した。

　第2節では片山が提案したソフトウェア発展問題の一般的枠組みを、その前提条件と共に概説す乱第3節

ではMTTの体系、およびその構成的プログラミングについて説明する。第4節では縮退関係を逆から見て発

刊SHn，丁且doo［新潟国際情報大学情報文化学部」晴報システム学科］
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’展関係を定義することで・差分仕様等が扱えるように岬TT体系の拡張を試みる・第5節は纏めとして・発展

ドメインとの関連について議論する。

2ソフトウェア仕様と発展間題

　ソフトウェアは現代杜会において情報システムを実現する手段として広く活用されている。このようなソ

フトウユアの開発では、情報システムを構築し適用する対象領域の記述、対象領域内でシステムがどのよう

に振る舞ろかの記述、更にはそのシステムに望まれる振る舞いを計算機内で如何’こ実現するかの記述を明確

にする必要がる。ここで、対象領域の記述はシステムに対する問題解決のための要求を明らかにし、システ

ムの振る舞い記述はシステムの仕様を規定するものである。また、計算機内の記述．はシステムの仕様からそ

れを満すプログラムの実現を与え乱以上より・ソワトウェア開発の工程は概略・（1）要求定義、（2）仕様

記述、（3）プログラムの実現に分かれる。実際にソフトウェア開発を進める時には、更に（3）はプーグラム

の構造を記述する設計、プログラムを作成するプログラミング、プログラム．の動作を確認するテスト等の工

程に細分化される。

　情報システムがその機能の変更や追加または適用環境を変えると、上のソフトウェア開発の各工程が変更

となり、結果としてシステムを再構築することになる。これはソフトウェアの保守と呼ばれる工程であり、

ソフトウェアのライフサイクルの申で非常に多くのコストがこの工程に充てられている。このコスト削減の

ために従来から色々なソフトウェアエ学的なアプローチが試みられてきた。その中には、オプジュクト指向

概念を用いた差分プログラミングやコンポーネントなどのソフトウェア部晶の利用がある。ここでは、片山

の提案［7，81に基づきソフトウェアの保守をソフトウェアの発展問題として捉える。ソフトウェア発展問題と

は、ソフトウェア開発工程の中で要求定義やシステムに対する仕様が変更された時に、その変更を許容する

ようにプログラムの実現が図れる原理を確立することである。即ち、ソフトウェアの仕様が漸増的に変化す

ると、それに呼応してプログラムの実現が漸増的に得られる原理及び仕組みを構築するのが目標となる。以

下で片山の提案によるソフトウェア発展問題の形式的な一般的枠組みを概説す乱

　今、考えている発展問題に現れうる全ての仕様の集合を∫、全てのプログラムの集合をPとL、ある仕様

∫∈8からプログラム戸∈Pが導かれることを∫←Pと表す。また、仕様とプログラムの集合にある順序関係

⊆を導入し・仕様∫が∫・に発展することを∫⊆8・と表丸この時・ソフトウェア発展問題は・仮定5トP及び

∫⊆∫・の下で、条件P⊆P・及び∫・←P・を満すプログラムPlを見出すことと定式化される。ここ・で、仕様の発

展∫⊆∫’が任意であれば、両者に共通部分が無くプログラムP’は新規に実現する必要があ乱他方、両者に

共通部分が多く含まれ・．両仕様の差分を活用してpからplが効果的に実現される時には発展問題を考えるこ

とができる。

　次に具体的なプログラムの導出法を考えるために、構造く∫，⊆）及びくP，［〉は束と仮定し、更に（1）任意

の仕様∫I，∫。∈8に対して、最小上界∫I］∫コ及び最大下界∫1□∫。がまた仕様に含まれるとする。これらはそ

れぞれ、2つの仕様の合併および共通仕様を表してい糺また、（2〕内容の無い仕様を⊥、矛盾した仕様を†

．で表す。’この時、仮定∫←P及び∫⊆∫’の下で発展問題は次のように解かれる。

　（1）仮定8［∫』より、3一＝∫］△∫を満す差分仕様△∫を構成する。この為には、構造く8，⊆〉に対して、

　　　∫⊆∫・ならば81＝8］△∫かつ8□△8＝⊥を満す△∫の分離可能性を要請する。

　（2）差分仕様△∫からその差分プログラム△3←△Pを実現する。この為には、任意の仕様∫∈∫に対し’て、

　　　プログ．ラム∫←Pの実現可能性を要請する。

　（3）最後に仕様81を満すプログラムPl＝P］△Pを実現する。この為には、プログラム実現の単調性1∫1←Pl

　　　かつ8コ←Pコならば8I］∫。←Pl］P。を要請する。

　更に、別の発展形態として仕様∫と∫一が共通の仕様τから発展した場合を考えることができる。この時、仮

定∫←P及びT［∫かつ．τ⊆8一の下で発展問題は次のようた解かれる。

　（4）仮定丁⊆∫より、∫＝T］△∫を満す差分仕様△∫を構成する。

　（5）差分仕様△∫からその差分プロ’グラム△8←△Pを実現する。
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　（6）仕様rを満すプログラムT←ρを実現す乱この為には・P＝ρ］△Pからプログラ千ρの縮退可能性

　　　を要請する。

　（7）後は仮定丁トρ及びτ〔∫・に対して、上の手順（1）一（3）を実行すると、仕様∫1のプログラムが求まる。

　以上は発展問題の一般的枠組みであり・その中で仮定してい争事柄1（1）く∫⊆〉が束構造・（2〕差分仕様

の分離可能性、（3）任意仕様の実現可能性、（4）プログラム実現←の単調性、（5）プログラムの縮退可能性．

等が現実に即しているかどうかについては更に検討を要する。また、仕様∫が∫・に発展する∫⊆∫・とは、（I）

∫・は8より扱えるデータやケースが多い（機能拡張）、（2〕∫・は∫より機能やデータに関してより具体的かつ

詳細な内容を規定している（詳細化∫具体化）と解釈する。

3構成的型理論’

　計算機内で惰報システムの仕様を満すプログラムを実現するのがプログラム言語の役割りであるが、その

中でデータ型の概念［5，16］は高級言語が初めて提案されたPORTRANの時代から既に存在している。データ

は問題とする対象軍域内に存在する現実の物や概念幸抽象化した計算機内での表現であり・データ型の導入

により各種型に属する定数や変数の集合を分離決定し、また型宣言によりそれらの値や計算の仕方が決定で

きる。これにより・データ構造の設計やプログラムの整合性の．判定等に利用でき乱型に関する性質を論じ

る形式的体系として現在まで色々．な体系が提案されてきたが口3，141、この型の解釈にヰり数学の形式曲証明

やプログラムの合成’検証などを計算機上で行える［1］。次に述べる構成的型理論は、型を用いて論理記号の

直観主義的な解釈を与えることで、構成的数学の展開および計算機上で仕様からプログラムを合成およぴ検

証する仕方を与える。

　拝成的型理論にはM冊ti皿一L血fの型理論MTT口O，ll］やCo叩m占のCC［41等が知られているが、ここで1ま

MTTについて概略を説明す乱MTTの形式体系は、表現、型、判定、および推論規則から構成される。表

現と．は型の対象であり・表現皿が型λを持つことを蜆∈λ下表す。型に属する表現問の等号関係＝は次の評価

規則により規定される。刑変数を持つ任意の表現的、，巧，、、、，エ、〕において、各変数への別表現血1，巧，．．．，藺、の同時

代入ムI蜆1，喝，＿，日，加，坊、。一．，よ、．］を表現凸の評価と定める。．この時、各型に対して正規形表現と非正規形表現が定

義でき糺正規形表現は評価しても値が変らない形式であり定数データに対応し、また、非正規形表現は評

価により値が変る形式でありプログラムデータに対応する。例えば、自然数の型の中で、O，1，2，、．．が正規形表

現・2＋2，2x2，2・などが非正規形表現となる。MTTは実際に表3．1に示す型と表現から構成される。〃、（π

＝O，I，、、、〕は有限集合の型（列挙型〕を表す。桃は空集合あ型であり正規形表現を持たない。また、非正規形表

現月o（‘〕はo∈柵に対して・oが値を持たないので評価が停止しこれは且出ort文に対応す乱〃、（またはτと奉

す）は1要素集合の型であり唯一の正規形表現O1（または’と表す）を持つ。また、非正規形表現五1（o，ωはc

∈〃1が常にfを値として持つので必ずooが評価される。これはmp文（またはプログラムの遵接）に対応する白

〃コは2要素集合の型であり正規形表現O・，1コ（または肺鵬〃舵）を持ち、非正規形表現五・（o，坊，と1〕は・o∈〃コの

2つの値に応じてo咀，clのいずれかが評価されるので廿文に対応する。また、一般の凧の非正規形表現は祀分

岐の；witch文に対応する。〃は自然数の型を表し、正規形表現とLてO，1，2，、、．を持つ。∫咀㏄（冊〕は冊の次の数を

返すコンストラクタであ乱非正規形表現月（c，d，虐（■，｝〕〕．は最初にo∈’〃を評価し・その値がoの時にはdを

評価し、また、値が』咀oo（冊〕の時には直［冊，月（皿，d，的，｝〕〕μ，｝］を評価する。これによ．り原始帰納関数が定義でき

る。また、’自然数の和o＋凸と積6X　bはそれぞれ凧凸，口，1阯㏄ω〕と丑（凸，O，／＋蜆）で表せる。（lh∈A〕B（エ〕は

依存積の型であり一般的関数A→夙■）［■∈刈を表し、正規形表現（λ■〕凸は関数抽象、また、非正規形表現

ψ（“〕は関数適用を表す。最初に‘∈（πエ∈A）助〕を評価し、その枯が（λ兀〕あ・の時には物加1を却（“〕の値

とする。（Σ■∈A〕丑（エ〕は依存和の型そあり一般的レコードλX．肋〕［兀∈刈を表し、正規形表現くo，凸）は」碩

序対・また、非正規形表現酢，的，｝〕〕は分離関数を表す。最初にo∈’（Σ且∈λ〕B（エ〕を評価し、その値がくo，凸〉

の時にはd［蜆・b加／］を評価する。順序村の第1および第2要素を取り出す射影関数はそれぞれ榊（o〕＝E（o，エ〕，

∫蜆d（o〕＝五（り〕で表せる。A＋月は直和の型で李り、正規表現としてi蜆1（皿〕，似凸〕を持つ。加1と加は左射影お

よび右射影を表すコンストラクタであり、例えば、要素oが直和の左成分＾に属すことを示している。非正
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規表現D（c，d（エ），直（直）〕は最初に‘∈A＋Bを評価し、その値が加町口〕または加r（凸〕に応じてそれぞれ伽加1または

直［め1を評価する。1（＾，齪，b〕は判定血＝凸∈ハを表す型である。また、（腋∈刈B（エ〕はW巴11oTd巴㎞呂の型である。

表3．1＝M1■一の型と表現

型形式

札（冊＝O，1，．．．〕

〃

（n■∈刈B（■）

（Σ工∈λ〕丑（工〕

λ十B
1（＾，口，凸〕

（W且∈刈耽〕

正規形表現

O、，1、，、、．，（刑一1〕。

o，j眈o（皿）

（λ助

く血，あ）

加1（齪〕，加r（凸〕

『

岳蜆ρ（蜆，凸〕

非正規形表現

月皿（o，oo，o■，．．．，o。．1〕

凧c，d，虐（ユ，｝〕〕

幼（o，血〕

E（c，d（工，｝））

D（o，4ω、色O）〕

∫（c，切

丁（o，d（且，｝，互〕〕

　判定は型理論における基本的な言明であり、MTTは（1）＾卵巴、（2）λ＝月、（3）固∈ハ、（4〕蜆＝凸∈月の

4つで構成される一1）λは型であるやλは聞題の仕様である、（2）＾と月は同じ型であるやムとBは同じ問

題である、（3）血は型λの対象であるや蜆は問題＾のプログラムである、（4）血と凸は型λの等しい対象であ．・

るやoと凸は問題Aの等しいプログラムである等に解釈できる。MTTの推論規則はこれらの判定を用いて

O㎝屹㎝の自然演澤体系で与えられる。各型に対し．て橘成的解釈を自然な形で与えるように4つの推論規則が

定義される。例えば、依存積型nの推論規則は次で与えられる。

（I）π一fo㎜ati㎝1

（2〕π一㎞troduoti㎝：

（3）π一e1imimtion1

（4〕π一巳q皿且1i甘：

　　　　（兀∈＾〕
＾typ巳　丑（ユ〕typo

（■■∈λ）夙工）tw巳

　　　　　　（且∈刈
．．．牛．卯？．．．．．．牛9．干．．早や．．．．

（λ兀〕凸（兀〕∈（n兀∈ハ）丑（■）

o∈（π兀∈月〕夙■〕　血∈＾

　　ムρ（o，齪〕∈月（血）

　　　　　　（■∈刈
　　λ＝C　B（■〕＝D（■）

（π工∈＾〕B（且〕＝（π工∈C〕D（且〕

　　　　　　（■∈刈
　o∈＾　　凸（且〕∈B（■〕

ψ（（λ■〕凸（■〕，血）＝沁〕’…’’成あ

　　　　　　　　（工∈刈
　＾tw巳　凸（■〕＝d（■〕∈B（五〕

（λ工〕あ（工）＝（λ工〕d（工）∈（r［工∈λ〕月（兀〕

o＝㎡∈（II工∈λ〕B（工〕　藺＝凸∈ハ

　＾ρ（o，蜆）＝月ρ（d，あ）∈B（蜆〕

　　　　　（兀∈λ）
　　　o∈（πユ∈＾〕夙五〕

o＝（λ兀〕Ap（o，■〕∈（π■∈＾）夙工〕

ここで、（1）の形成規則は依存積型を構成する為の必要十分条件を定める。（2）の導入規則は依存積型の正

規形表現が何かを定める一3）の除去規則は依存積型の対象を定義域とする関数を定める。（4）の等号規則

は依存積型の対象間の等号関係を定め乱MTTの中で論理式λ〈月，λV　B，λ⊇B，（∀エ∈刈B（且〕，（ヨェ∈

λ）酌〕はそれぞれ（Σエ∈刈月，＾十眉，（n兀∈月〕B，（πエ∈刈B（且〕，（Σ且∈A〕月（エ〕と見をすことで型を用いて論理記

号の構成的な解釈が得られ乱例えば、・全称命題（∀エ∈刈的〕は、型＾の任意の対象を依存型耽〕［且∈刈の

対象に写す関数として（πエ∈刈的〕で解釈できる。プログラムの仕様ぽ一般的に（∀兀∈A）（ヨ■∈鮒〕〕c（ム｝）

と表せるので型では（n■∈ハ）（2｝∈郎〕〕C（エ，／〕と解釈できる。今、この仕様型の対象直がMTT体系の中で

導出できたとすると、次の推論により仕様を満すプログラム∫＝（λユ〕F畝ψ（召，エ〕〕が求まる。

　　虐∈（Ih∈＾〕（Σ｝∈月（工〕〕C（x，／）　（兀∈λ〕

　　　　　似巴。）∈（Σ1∈酬）c（わ〕　（π」州
　　　　　　　　　　　　　　　　　・（1φ■ρ吻）
λtyp巴　　　　　F刮（＾ρ（壇、且〕〕∈B（■〕

（λ、〕F、伽（島、〕〕∈（πユ∈棚土〕’（n■圭伽）
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4差分仕様の形式化

　M且rtin－L0fの型理論MTTではその構成的な解釈により、型とその対象は論理式とその（具体的な構成法の

示された〕証明に対応する。従って、ソフトウェアの仕様を述語論理式で表現し、その型の対象をMTT体系

の中で証明することにより、第3飾の終りで述べた導出に従い仕様を満す実行プログラムが抽出できる。ここ

では、ソフトウェア仕様記述と実行プログラムの導出を共に表現および実行可能なMTT体系の中で、第2節

で述ぺたソフトウェア発展問題の形式化について議論する。

　最初に二MTTの型おキび表現の間に発展関係を表す順序⊆を導入する。MTTの型は札と〃を基底型と．し

て・それらに型構成子■，Σ，十，1，Wを適用して帰納的に複雑な型が構成される。また、MTTの表現について

もO咀，1。、，、、、。（皿一1〕、牟よびO，〃co（皿）を基底表現として、コンストラ．クタ（λ一〕一，く一，一〉，加1（一），i剛．〕，岬（＿，一〕お

よびセレクタ月，、（o，．．．〕，凧仁，．，．〕，Aρ（o，．〕，五（c，＿〕，D（o，．，．），J（o，．〕，T（o，．〕を用いて帰納的に複癌な表現が構成さ

れる。ここで、1要素集合の型〃1．（またTと表す）＝㍑1は、その非正規形表現（プログラム〕Rl（‘，o，〕がmp文

またはプログラムの連接に対応していることより、型および表現の縮退を次で定義する。

定義4・1任意の表現凸においてその中に含まれる基底表現のいくつか凸、，凸・，．．．，あ，．を三で置換して得られる表現

を呂＝凸［三，’，、、、，〃凸1，あ・・，．．．，凸、］とする時、あは呂に縮退すると呼ぶことにする。また、任意の型Bに対しても同

様に・月の中に含まれる基底型のいくつかをTで置換して得られる型を角＝月［ττ．．、，〃五、，B、，、、、，B－1を’元の型

の縮退とする。

　この縮退の定義を用いてMTTの判定（1）一（4）に、更’に（5）λ⊆月お土び（6）蜆⊆凸∈λの2つの判

定を追加する。ここで・（5）ムより月はより複雑な型または間題である、（6）型Aの申で藺より凸はより複雑

な対象またはプログラムである等に解釈し、この複雑さの増大で発展関係⊆を定める。例えば、＾⊆月は（1）

＾≡B（＾と月が構文的に同じ）、（2）λ≡八または（3）＾＝這のいずれかを表すとする。この2つの判定を

用いて各型の発展関係を推論規則で定める。例えば依存積型I1の推論規則は、第3節で示した（1〕一（4〕に

次を追加する。

（5〕π一0Tdeτ1

　　　　　　（工I∈＾，均∈o
　　　＾⊆C　　月（且1〕［D（■！〕

（士I土1’ξん成土1ゴ’亡～廿土；’ヒ’’dbω’’’’

　　　　　　　　（兀∈刈
　＾卵9　箏～．⊆的〕∈月（工〕
ひ三）ち向亡’o｝〕ゐ5’’ξ’～亘土’ヒ’ん后向

o⊆d∈（π工∈＾〕Bω　　蜆⊆凸∈＾

ここで、上の」l1貢序規則は依存積型の型と正規形および非正規形表現の発展関係⊆を定める。また、基底型に

ついて〃止〔州正≦1〕⇔〃丑⊆州，〃⊆〃および任意の型Aに対してT⊆＾とする。基底表現については閉苗⊆柵1

∈蝋止≦1〕，O⊆O，∫咀co（蜆）⊆wo（凸〕←÷o≦凸および任意の表現由に対してエ［凸とする。この時、MTTの型

の集まり（および表現の集まり）の中で発展関係⊆は半順序となる。

　次に、型（および表現）の」l1頁序構造の中で2つの基本的な演算㊥と⑭を帰納的に定義する。これら2つの演

算はそれぞれ型（およか表現）の合併と共通部分を取り出す操作と解釈する。基底型に対して、（1）凧㊤州＝

剛但し、r＝■柵∪珊■）辛よび凧臼～＝批（但し、』＝■肌∩州■〕、（2）〃㊥〃＝Wおよび〃⑭〃＝〃とする。各

型構成子に対しては■3〕（π兀I∈＾）B（エ1〕㊤（皿＝コ∈C〕D（兀。）E（m：∈A㊥q的〕㊥b（エ〕および（肚1∈A〕B（■1〕⑭

（皿，∈C〕D（且，〕＝（nエ∈A⑭C〕地〕⑳D（兀〕などとし、また、（4）任意の型A，Bに対し＾㊥B＝A＋月お土びλ

⑭月＝τと定める。基底表現については、（1）㎜F柵1（丑≦oの時、榊㊥柵1・＝柵上⑭吻＝㎜此、・また榊≠榊（此≦

1〕の時、閉上㊥朋」＝iH肋。〕または加ぺ榊〕および㎜上⑳榊＝エ、（2〕O㊧O＝O⑱O＝O，∫咀㏄（日〕④五＾㏄（凸〕＝舳㏄（齪十

凸〕および■蜆oo（蜆〕⑳’咀o‘（凸）＝舳‘o（c）（但し、cは皿と凸のどちらか大きくない方）と・する。各コンストラクタお

よびセレクタに対しては、（3〕（λ且I〕的1〕㊥（λ且！〕d（x！〕＝くλエ〕（的）㊥d（ユ））および（λ且■〕凸（■1〕⑭（λ且コ〕d（抽〕＝（λ

且〕（凸（兀）雫dく■〕〕、またψ（o，血〕㊥伽（d，ム〕＝伽（o㊥b，皿㊥凸〕および伽（c，o）⑳Aρ（d，凸〕＝幼（o⑱4o⑭凸）などと

一151一



し・また、（4〕任意の表現蜆，凸に対しては日㊥凸＝加1（口〕またはj〃（凸〕および血⑱凸＝fと定める。この時、

MTTの型の集まり（および表現の集まり〕の中で2つの演算㊥と⑳はそれぞれ最小上界と最大下界とな

り、型（および表現）の」l1頁序構造は束となる。

定理4．2任意の表現皿∈＾，あ∈月に対して、c⊆日∈Cかつc⊆凸とCを満すo∈Cが存在する時には皿㊥あ

∈＾㊥月、また、齪⊆c∈Aかつ凸⊆o∈月を満すo∈cが存在する時には血⑳由∈＾⑭月となる。

　更に、MTT型（および表現）の束構造の中でその2つの型（または表現）が発展関係にある時、それらの

間の差分演算θ幸帰納的に定義する。基底型に対して、（1）～⊆刷此．≦リの時、州θ～＝〃、（但し、｝＝1州＼

W止1）とし・また（2）〃⊆〃の時・〃θ〃＝朴とす乱各型構成子に対しては、（3〕（n兀1∈刈的1）⊆（π拘∈

qD（■コ〕の時、（π均∈C〕D（且コ〕θ（工1ぺ∈λ〕月（エ1）＝（I1■∈Cθ＾）B（■）θD（エ）などとし、また、（4）順序が付か

ない任意の型λ，月に対してはハθB＝〃oとする。基底表現については、（1）榊＝柵1（止≦Oの時、柵1θ榊＝エ、

また㎜。≠朋’（此≦1〕の時、岬㊥’柵止＝亘（空要素を表す）、（う）OθO＝・，』肥o（口〕⊆五蜆㏄（凸〕の時、』皿㏄（凸〕θ

正＾Oと（蜆〕＝』阯Oψ一血〕とする。各コンストラクタおよびセレクタに対しては、（3）（机〕凸（■1〕⊆（机）4（均〕∈仰且1

∈刈月（且，〕の時、（λ兀1〕d（■。）θ（λエ1）的1）＝（λ■〕伽〕θ凸（エ〕｛但し、エ∈Cθ刈およびψ（O，藺〕〔々（4，由）∈月（血〕

の時・伽（d，凸）θAρ（o，皿〕＝ψ（dθo，あθ血〕などとし、また、（4〕順序が付かない任意の表現o，凸に対しては

oθ凸＝亘と定める。

定理4．3MTTの型および表現の集合をそれぞれ丁εとすると次が得られる。

（1）任意の型月，B∈丁に対して、A⊆Bならばム㊥（丑e刈＝月かつ＾⑭（月θ＾〕＝柵となる。（2）同様に、

任意の表現皿，凸∈εに対して、血［’b∈λかつあ∈Bならば日㊥（凸θ日〕＝凸∈Bかつ皿⑭（凸e蜆）＝亘∈〃oと

なる。（3）任意の表現齪，由∈εに対して、血⊆b∈＾かつ乃∈月ならばあθ藺∈月θλとなる。

5議論
　片山は論文［91の中で発展ドメインを定義し、その上でタグ集合を使用した仕様の差分θと合併⑪演算を

提案してい飢以下では、この論文との関連について述べる。発展関係を導入した仕様（およびプログラム〕

の構造く8，⊆〉（くP，⊆）〕が次の条件を満す時、発展ドメインと定める。（1）⊆が半順序となる。（2）任意の仕

様∫，∫一∈8に対して、これらの下界集合が存在する。（ヨ）∫，∫一∈∫に対して、3⊆8’ならば8’＝8㊥（8－e切

を満す2つの演算：e＝5×8→（へ→5〕牟よび㊥：8X（へ→8）→8が定義されており、∫⊆∫一ならぱ8’θ∫

＝1（血j，8’〕l1≦1≦祀，齪j∈へ，8一∈81および∫㊥（∫一θ8）＝∫⑭1（叫，∫’〕l1≦i≦皿，蜆j∈へ，∫’∈8ト∫一となる。

即ち、く8，〔）の⊆が半」l1貢序かつ下に有界の時、タグ集合＾。を用いて8〔∫一ならば∫’θ∫が求まり、かつ∫

㊥（8’θ∫〕＝3’を満す2つの演算θ，㊥を定義した構造く8，θ，㊥）が発展ドメインである。

　発展ドメインの例としてλ一発展ドメインについて考える。λ一発展ドメインヘ＝くA，［，θ，㊥）とは｛関

数適用および関数抽象からなるλ琴の集合上で⊆，θ，㊥を定義したものであ乱今・任意のλ項エ1，ら∈Aに

対して一■⊆ちを（1〕fI＝ちまたはヨ∫1，巧，．．．，軌∈A，ら＝丘1皿1岳コ…　軌＝（…　（壬■』■〕岨ゴ・・〕叫とする。この時、く

A，⊆｝は半順序かつ下に宥界（1＝（切兀が存在〕となり、また、θと㊥は次で定まる。11⊆ら．に対して、（1）fl＝

ら＝fの時は、ちθfl＝fθ岸nおよびエ1㊥（らθf1）＝f1㊧n＝丘㊧O＝f、（2）≡岳、，巧，、、、，町∈A，ち＝丘，丑、丑，．一一軌

の時は・ちell＝1（！，苫1〕，（2，皿コ〕，…，（此，皿上〕1および1■㊥｛ちθ11〕＝fI㊥1（1，岳1〕，（2，』1〕1．．．，（此，正＾〕ト1岬！…　’軸＝らとな

乱ここで、タグ集合はへ＝〃であり、λ項岳1，巧，．．．，叫を適用する場所情報を自然数として保持し、差分と合

併演算の中で活用している。

　次に、このλ一発展．ドメインをMTTの中で考える。今、∫呈＝（服1∈＾1〕（晦∈Aコ〕一・・（皿＝比∈ん〕的I，且。，．．．，

兀此〕および∫1＝（m＝1∈η（皿壷∈η・一・（皿＝止∈ηB（エ1，均，．、、，且苗）とする。この時、τ⊆λ’（1≦1≦此〕より、∫1⊆∫。

とな糺今、（λエ■〕（机〕…　（λ且＾〕凸（エ1，均，．．．、X丑〕（≡虐と表す〕∈8コとすると、似．、、似ψ（直，蜆I），齪。〕，．．．，軋）（＝あ。と表

す〕∈的I，的，．．．，軌）となり、またψ（．．、λρ（ψ（虐，丘〕，丘〕，、、、、丘〕（＝凸1と表す〕∈月（丘，f，．．、，士〕となる。この時、f⊆血j（I
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≦i≦丑）より、凸■［凸コ∈酌，1，．．．，正）となる。従って、プログラムの差分は凸コθム1＝ψ（．．．ψ（ψ（召，齪1〕，皿呈〕，．、、，叫〕

θ＾ρ（、、．λ〃ωρ（直，1），1〕，。。。，丘〕＝λρ（。。一λρ（λp（‘θ置，口Iθ1〕，蜆コeエ），、、、，叫θ丘〕＝＾ρ（、、、ハρ（＾ρ（宜，血1〕，藺！〕，．、．，帖〕となるo

また、プログラムの合併は凸1㊥（凸茗θbl〕＝ψ（、、、助（λρ（壇，o，j〕，．、、，f）㊥伽（．．．伽（細（E，蜆1〕，齪コ〕，．．．，佃止）＝λρ（、、、

ψ（幼（虐⑲。，f㊥齪1〕，丘㊥巧〕，一一、；’㊥叫〕＝伽（＿伽（Aρ（島血1〕，Oコ），＿，軋〕＝凸。が得られる’。ここでf．∈τ’の意味を見

る為に、凸（エ〕〒（λ兀〕（兀十2）∈（皿E∈州〃を考える。凸（3〕＝3＋2∈〃および凸（f）＝正十2∈〃となるが、士は標

準的な等号を持つ自然数の型〃においてその申の全ての数が一致する時の対象を表しており、1＋2より3＋

2では3が明示的に区別して指定されているのでf⊆3∈〃から正十2⊆3＋2∈〃が云える。先の演算におけ

るタグ集合の情報は、ここでは表現（または型）の形成規則の中に埋め込まれていると云える。また、先の

λ項の順序付けは項の抽象度（関数適用の深度）で定義しているが、．ここでは同じ抽象度の中で」1噴序付けを

与えている、即ち、丘■⊆ちをflとら＝11叩ゴ・・．叫の間の関係と見るのではなく、11＝1’μ・一・1とら＝一、』．岳ゴ・・

功の間の関係と見る点で異なっている。

　更に・ある2つの自然数o，凸∈〃に対してその和と積の存在を考える。2つの数の和が存在することは（ヨヱ

∈州ヱ＝血十月〕と表せるので・型で表現すると∫1＝（Σ互∈棚（〃，主，帥，齪，舳㏄ω〕〕となる。また、同様にして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿回
2つの数の積が存在することは3。＝（Σヱ∈W（凧己凧久O，王阯｛o』ω〕）となる。但し、舳oo血ω＝∫蜆oo（』阯㏄…　’皿㏄

o）…　〕〕とする。この時、共通仕様は∫1⑳∫コ＝（Σ王∈〃零w（〃⑭凧ヱ⑧己月（凸⑳凸，｛皿o♂（o〕⑳い皿㏄ω⑱

“κC皿ω〕〕＝（Σ互∈榊（凧互，R（凸，O，舳‘Oω））、また、差分仕様は∫l　e（∫1⑭∫コ〕＝（Σ星∈〃θ州1（〃ρ仏ヱθヱ、R（凸

θ凸，』咀㏄血（O）θO，woωθ正皿㏄ω〕）＝（Σz∈〃o）1（凧，百，丑（E，凧宮，舳”（O〕，E〕〕および∫1θ（∫1⑭∫コ）＝（Σ互∈

州1（札・・五（・，信，∫蜆oo由（o〕））とな乱ここで・共通仕様の中の肋，o，〃㏄ω〕は和と積の共通なプログラムを与

え・また・各差分仕様の中の月（ε，｝蜆”（o〕，・〕および五（亘，≡，｛皿o♂（o〕〕は和と積の共通プログラムからの差分を特

徴付けている。
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サプライチェ∵ンにおける総コスト最小となる輸配送計面の開発
1〕冊伽㎜ε耐of乃創Cos㍑edoc白o皿花仇1e∫c丑edu肋里箏s士e血
　　　　　　Co刀s〃ered　SupP征C止虹oルー朋且宮eme皿f

　　　　岸野清孝＃石田康榊　丼上春樹榊

＾bs廿act＝Thヨ冒p叩巴mim昌10con畠id酊the　tot且1oo冒t肥d皿otion　ofdelive町f而m　l〕mduction　b刮；船t0Tet刮il－b珊e畠in　uTl〕m　oT

0ity肛巴且、Tod且y　de1ive町oo昌t　i冒imma；i皿g　due　to且deo1in巳of　pmduot；即d　div巳エ畠ity　of　pmd皿ot昌、To＾永e　m前t巴丁昌

昌eriou畠，o咀冒tom巳I呂丁巴qui＝em巳nt　poi皿t冒趾巴inom肥ing　md　h刮丁冒h．To　fi皿d　out　th巳mo呂t昌uit乱b1e畠olution　uIld已エthe舵．

oo皿dition畠。τe且rT且ngin呂ofb且≡e昌呂e巴m畠to　l〕e　indi；p巳n昌且b1巴。

　We　foImuI副t巳oomp1巴x　delivery；oheme，d巴ve1op　d巳1iv巳町畠oftw且re　md　e冊1㎜胞．巳ff㏄榊㎝e；畠of　th畠．畠y畠tem　by

号imu1且ti皿里呂peoified　Tokyo趾e乱

1．はじめに

　都市圏における生産と消費は多晶種，増大傾向の中で，それを支える物流問題すなわち，生産の拠点（場所）

とそれを消費者に届ける物流拠点，店舗拠点（これらの拠点を以降では基地と呼ぶ）計画は物流コスト，物流

サービスや交通間題を考える上で大きな課題’〕である．一方，生産効率の驚異的な向上と労働賃金の低下に

より製品・商品の価格が大幅に低下する中で，物流の効率化が遅れると，その中に占める物流コストの比率は

極めて大きくなってしまう．その中で，消費者の要求は厳しさを増しており，時間指定の配送，晶種の急増に

よる小ロット配送などコストを増大させる要因．となっている．

　筆者らは都市部や地域における物流サービス向上を狙いトラックの到着時間予測コ1をITS，GPS技術を用い

正確に予測する研究，開発を行ってきた．しかしサービメの向上とともに物流コストを下げる輸送問題につい

て，輸送単独の最適化やコスト低減の研究洲は発表されているが，基地の統廃合や見直しまで考慮した研究，

システム開発は見られない．拠点を変更せずに最適化を図ると，明らかに従来の常識から考えると異様な結果

が出てしまう・コストが大きく減少しているので経営的には改善されたように見えるが，その分どこかに無理

が生じている一そのしわ寄せは，顧客と．運送会社と自然環境に出ている．つまり，顧客へのサービス．が劣化し，

作業負荷が増大したにもかかわらず運賃は減少し，走行距離の増加により，CO。や窒素化合物などが増大し．て

環境にも悪影響を与えてしまう．

　本研究では，これら矛眉を考慮し都市部や地域における総合的な物流コストを効果的に尚1」滅することのでき

る輸配送問題を定式化しシステムの開発を行なった．関東のモデル地区でシミュレー．ションによる検証を行な

ったので，その評価と効果について以下で述べる．

2．輸配送言十画と問題の定式化

2．1総コスト情報と輸配送計画の目的関数の定式化

｛1〕総コスト情報

　図1に模式的に内訳を示すように，商晶を製造し，顧客配送先に屈けるまでの総コストのかなりの部分は，

配送コスト以外のコストによって占められている．

　製晶を製造する場合，図1（且〕に示す例のように，製造コストは材料費，加工費および経費に大別される．ま

た・製品を購入する場合，図1（b）に示す例のように，製造コスト（すなわち購入コスト）は購入費と購入先か

らの輸送費とに大別される・いずれの場合も，物流コストは，基地コスト（基地の経費，維持運営費等〕，基

ヰ㎜sH1N0，Kiyo由k且［情報システム学科］

榊ISHIDA，Y冊皿昌hi［日立］

‡紬INOU］ヨ，H町uki［静岡大学］
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地間の輸送に要する輸送コスト，およぴ，基地から配送先までの配送コストにより構成される．．

　総コストとしては、基地情報から求められた荷の製造（または購入）コスト，荷の基地までの輸送コスト，

および，基地コストと，配送量および運賃情報から求められた配送コストとの合計を用いる．

　しかし，現実には，製造コストおよび輸送コストは常に多少なりとも変動しているため，基地聞でこれらが

常に同一であるという状況は少ないと考えられる．したがって，実際のコストを最小にするためには，これら

を総コストに含めることが望ましい．さらに，上述のように製造コストおよび輸送コストは常に変動している

ことから，輸配送計画立案処理の実行の際には，これらのコストの入力（すなわち基地情報の入力〕を受け付け

るようにすることが望ましい．

総コスト（100）

製造コスト（50〕 物流コスト（50〕

　　材　　加　　経　　基

（且）料工費地　　　　　　　　　　　　コ　　費　費　115）　ス
　　（15）　　（20〕　　　　　　　　　ト

　　　　　　　　　　　　（10）

輪
送

・コ

ス

ト

（20）

配
送
コ

ス

ト

（20〕

（出）

総コスト（100）

製造コスト（30〕（購入）

購

入

費
（20〕

購
入
輸
送
費

（10〕

物流コスト（70）

基
地
コ

ス

ト

（30〕

輸
送
コ

ス

ト

15）

配
送
コ

ス

ト

（35）

図1製造から配送までの総コスト

（2）問題の定式化

輸配送計画における目的関数を総合コスト最小とし，次式のように定式化する．

Mi皿imiz巴

　　　C＝P＋T＋B＋H（X〕
ここに

　　　　　κ　　J　Y
　　　P＝ΣΣΣPj，正．G■．＾’∂j（∫■〕
　　　　　＾＝lj＝1上＝1

　　　　　五　　」　　F
　　　T＝ΣΣΣT」．上’・G上，正・∂j（8｝）
　　　　　止呈〕昌1上≡1

　　　　　κ　　J　F
　　　B＝ΣΣΣB」・G上、止・∂j（S■〕
　　　　　＾＝1j＝1戸1　．

　　　H（X〕＝ΣHf、」・δ」（x」〕十ΣH止，j（x」〕

　　　　　．j＝1　　　　　　　　　　　」＝1

　　　　　　　　州　　　’Ht．」（x」〕＝F（ΣD（皿（j）〕

　　　　　　　　’＝■
Subj巳ctto

　　　ΣNFw
　　　111

ll）’

／2）

（3）

／4）

！5）’

㈲

17）

ただし

C’1総合コスト（円〕

’P：総製造コスト（円）

T1総輸送コスト（円）

B1総基地コスト（円）

H（X〕1総配送コスト（円）

y1オーダ番号（I，2，…，カ

止1製晶番号（1，2，…，K）
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j：基地番号（1，2，…，力

G上、上1オーダ番号y，製品番号止の時のオーダされた製晶の数量（㎏）

Pj，上：基地番号エ撃品番号止の時の製埠コスト（円畑）

巧．。1基地番号j，製品番号止の時の輸送コスト（円畑）

Bj：基地番号jの基地コスト（円炊g）

∫上1オーダ番号yを出荷する出荷基地番号（1，2，…，∫）

∂j（∫上〕：＝1；オー．ダ番号γが出荷基地jを使用する時

　　　　＝o；そ．の他の場合

X1全トラックの配送ルートヘの顧客の割り当てと訪剛1頁序を示す数列（Xの中には，全てのn（i）が必

　　ず含まれる）

　　X＝｛x」11＝1，皿ト（xl，土呈，…11・、x皿〕

m1使用可能なトラック台数の上限

x　j：トラック1の配送ルートヘの顧客の割り当てと訪問順序を示す数列

　　xF1皿（j〕1．j＝1，N」ト（皿（1〕，皿（2），……，皿（N」〕〕

皿（j〕：あるトラックがj番目に訪問する顧客のノード番号

州1トラソク1が訪間する顧客の総数

N：顧客の総数

Hf．」：トラックjの固定費用（円）

州X」〕1＝1；トラック1を使用する時

　　　＝O：その他の場合

比，」（x」〕1トラック1の変動（運行〕費用（円）

F（‡〕：タリフ関数であり、トラックの走行距離を引数、費用（円）を戻り値とする

D（州〕1拠点または州一1〕から州までの距離（㎞）

　ここでは，オーダ情報としてオーダ番号ごとに，配送先番号と，オーダする製品の数量（オーダ数量）と，

既定基地番号（初期値であり，最適解を求める過程で変更される）が与えられる．オーダ数量には，取り扱わ

れる製品ごとに，その製晶のオーダ量を設定する．基地情報として基地ごとに，各製品の製造（または購入）

コストおよび基地までの各製晶の輸送コストと，基地の経費および維持運営費などの基地を使用するための基

地コストを設定する．式（2）の総製造コストは各製品のオーダ量と製造コストを掛け合わせ，オーダ番号順，

基地番号」i1頁，製品番号順に合計して求める．式（3）の総輸送コストは各製品のオーダ量と輸送コストを掛け合

わせ，オーダ番号順，基地番号／11頁，製品番号順に合計し．て求める．式（4）の総基地コストは各製品のオーダ量

と基地コストを掛け合わせ，オーダ番号1」噴，基地番号順，製品番号jl1頁に合計して求める．

　距離情報は各基地と各配送先を出発地と到着地として，その間の配送距離をマトリックスにて設定する．ト

ラックの配送ルートヘの顧客割り当てと訪問順序の決定方法は，式（5〕の総配送コストが最小となるように定

式化して訪問」1噴序を決定する．トラックの走行距離は出荷基地から出発し，全ての配送作業を実施して帰着す

るのに要する距離とする、荷牽積んでいない走行に対してもコストは発生する．トラック情報はトラックごと

に固定費用と走行距離に対するタリフ関数を設定し二式（6）の変動（運行〕費用はタリフ関数からトラックの走

行距離を引数、費用（円）を戻り値として求める．式（5〕の総配送コストは割り当てられたトラックの固定費用

と変動（運行）費用を合計して求める．制約条件として，①車両毎の積載量上限：車両毎に定義②車両毎の稼動

可能時問帯：開始一終了③配送先毎の配達可能時間帯・：開始一終了④配送先毎の車両サイズ：上隈⑤出荷拠点

毎の荷積み可能時間帯1開始一終了⑥出荷拠点毎の入構可能車両サイズ：上限⑦1回の巡回毎の配達回数1上

限⑧車両1台当たりの巡回回数：上限を定め，全ての条件を満たすことを侯補地選定の絶対条件とする．実用

的なシステムの要求とLては，各制約の許容範囲を明確に設定した上でそれらを厳守することが求めら丸るた

め，制約条件値を任意に設定可能とし，厳密に順守させることとした．
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　このような方法にて，オーダされた全ての商品の製造基地，出荷基地，使用・トラック，配送先への訪問」l1頁序

を，総製造コスト，総輸送コスト，総基地コスト，総配送コストを合計した総コストが最小となるように決定

する．

2．2　輸配送計画の処理手順と総コスト最小化手順

　複数の基地と複数の配送先とを

含む配送エリアにおける配送元を

選択する輸配送計画は，図2に示す

ように，複数の配送元を選択する　　　　■

計1函であって，（1）荷の配送量およ　　　　■

開始

データの入カ
受け付け

loI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　102　　　　　　11■
び配送先の情報を含むオーダの情　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　1　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　処理対象　　　　　＿＿＿＿＿＿」　■　■
報の入力を受付ける入カステップ　　　　　　　　　　　　　オ■ケ読み脇　　　　　　　　　　■’■．’

［ステップ（m1〕1と，（・）オーダご　　　　　全基地にっ、πm・　　ll

とに，その基地を配送元として，　　　　　　総コスト算出　　　　11
配送先ヘオーダの配送を行った場　　　　　　　　　　　　総コストが最小　型些＿＿＿＿＿＿＿」　＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の基地在選択合の総コストを算出する総コスト

算出ス．テツプ［ステツプ（103〕］　　　　　　　　　　　未処理　105

と，（3〕オーダごとに，算出された　　　　　　　　Ye冒　　　オ…嫡り？

総コストの最も小さい基地をその　　　　　　　　　　　　　　No　l06

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配送元情報在出カ　　　ー一一一一一一一一一■
オーダの配送元として選択する基

地選択ステップ［ステップ（l04）］

からなる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　終了

　総コスト算出処理［ステップ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2輸送計画の処理フ□一
（l03）コは下記のステップで処理す

る．

　一ステップ（1）］　まず，基地情報マス．タに登録された基地の一つを処理対象とし，処理対象の基地符号を読

み込む．

　［ステップ（2〕］　オーダ惰報ファイルの，処理対象オーダ番号に対応するオーダ数量情報から読み出Lた各

配送品の量に，基地情報マスタから読み出したその配送晶の製造平スト原価を掛けて，各配送品の製造コスト

を算出する．全配送晶の製造コストを合計して総製造コスト値を算出する．

　［ステップ（3）コ1上記各配送品の量に，基地情報マスタ．から読み出したその配送品の輸送コスト原価を掛け

て，各配送品の輸送コストを算出する．全配送品の輸送コストを合計して総輸送コスト値を鼻出す届．

　［ステップ（4〕］1上記各配送品の量に，基地11青報マスタか’ら読み出した処理対象基地に対応する基地コスト

を掛けて，各配送品の基地コストを算出する．全配送品の基地コストを合計して総基地コストを算出する．

　［ステップ（5〕］1距離情報マスタから，処理対象基地（処理対象配送先〕から処理対象オーダの配送先まで

の距離を読み出し，各車両の出荷基地から出発し，全ての配送作業を実施して帰着するのに要する距離を算出

する．車両情報マスタから，対象トラックの固定費用と走行距離に対する費用原単位を読み出し，対象トラッ

クの配送コス・トを算出する．全配送品の配送コストを合計して総配送コストを算出する．

　［ステップ（6）］1［ステップ（2）］で求めた総製造コストと，．・［ステップ（3）］で求めた総輸送コスト’と，［ス

テップ（4）］で求めた総基地コストと，［ステップく5）］で求めた総配送コストとを合計して，処理対象基地を

用いた場所の総コストを求める．

　［ステップ（7）］1最後に，未処理の基地があるか否か判定し，未処理の基地かあれば［ステップ（6）］に処

理を戻して未処理の基地のいずれかを処理対象として上述の処理［ステップ（1〕］～［ステップ（7）コを実行し，

未処理め基地がなければ，総コスト算出処理を修了する．
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3．輸配送計画システムの開発

（1）システム構成と機能

　開発した輸配送計画システムの構成と機能を図3に示す．顧客から時々刻々送信されてくるオーダは，イン

ターネットを経由してオーダーエントリーシステムで処理される．また、交通状況管理を行うGISは対象地域

に含ま．れる道路の交通状況を取りこみ，デジタル道路地図に反映させる．これらの情報を入力として，最適化

システムは，定式化の条件を満足しながら総コストが最小になるような計画を立案する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　運用管理システム

配車配送計画ンステム オ］ダ」エントリーシステム・

G　I昌．㈹図情報システム〕

マンマシンインタ］フェース

最適化システム

’OAによる計画エンジン

図3輸配送計画システムの概要

　作成された計画結果はグラフィカルユー

ザインターフェースプロセスで表示装置へ

表示される一輸配送計画ガントチャrト画

面表示例を図4に示す．これは，輸配送計

画を視認性が向上するように表現したもの

で，横軸に経過時聞，縦軸に車両番号を定

義している．各車両の荷積み，走行，荷降

しの各作業が長方図形で示され，各図形の

横幅は所要時間を示している．各作業は表

示色や表示シンボルの差異で計画立案者に

容別こわかる様に工夫されている．

　車両ごとの走行経路と作業予定を道路地

図上に示したものが図5である．ここでは，

丁皿ok（1）が八王子デポで荷を積み込んだ後，

配送先1，2，’3，4に荷を配達し，その後川

崎デポで再び荷を積み込み，ユーザ5，6，

7に荷を配送する指示であることを示して

いる．また計画結果は帳票出カプロセスに

よりリストとして出力される．計画結果が

確定すると，結果出カプロセスにより，広

域に分散配置されたデポと車両に配送指令

を出力する．

（2）最適化アルゴリズム

輸配送計画問題の最適化のアル．ゴリズム

図4輸配送計画画面

図5配送ルート画面

一159一



はGA（G㎝etio州goIithm）1〕を採用している．動的計画法の適用も考えられるが，出荷基地の選定とトラックの

訪問」■1頁序を総コストが最小になるように同時に解を求めるのは難しく，GAを使用することとLた．GAにおけ

る遣伝表現としての染色体には，図6に示すように顧客からのオーダの並びXを対応させる．初期個体の生成

は，この染色体情報を荷積み，走行，荷降

しなどの配送作業にマッピングすることに．

対応する．たとえばオーダ数がlOOOの場合

は，染色体を構成する’遺伝子G㎝巴の数はオ

ーダ数と同じくlOOOとなる．たとえば1番目

の遣伝子G㎝e1俸，配送先の名称，位置，’配

送商品の詳細，配達可能時間帯など複数の

項目に対するデータを有する．詳細な処理

手順は，井上による論文「セルGA法と2－opt

法を適用した大規模実時間配送計画システ

ムの開発」刮を参照願いたい．

Ge皿e　Oe而e　Gene　Gene
　1　　　2　　　’3　　　4

目x且mple

G㎝巴1＝｛

G巴m　　　　　　Gene

　i　　　　　　　m弧

○皿昌廿om巴I＝ShoP　A，

addr巳；冒＝（wad且2｝ome，tokyo－to，J固p皿〕，

loo帥ion＿且xi苧＝　（e割畠t139，124，皿o血113卑、4567〕，

i帖m1＝mi1k，qty　E2呂OKg，

i施m2＝ice　or閉m，qty＝76Kg，

d巳1iveエy古me＝26，im巳5：30－5：40，

o㎝d冊㎝1＝oo皿fi㎜且廿㎝oh巴ok，

co皿dition2＝m舐imumΨehic1e；i鴉2to皿．．．．．．．〕

　　図6遺伝表現としての染色体

4．輸配送計画シ．ミュレーションによる拠点統廃合・共同配送の効果検証

　拠点統廃合・共通配送の効果を検証する

ため，図7に示す日用晶と食料品を同時に，

毎日配送している下記のケースについてシ

ミュレーションを行った．

　①対象エリア：関束1都4県，②拠点：2工

場，皇デポ，③供給晶1生鮮品・日用品

　工場が船橘と八王子にあり，それぞれ共

通の製品と独自の製晶を50％ずつ製造して

いる．船橋工場の方が規模は大きく，ほぽ2

倍の生産能力を持っている．この二つの工

場に加え，鮮度を保持したり，指定の納入

図7食品・日用品配送の拠点配置例

時刻等のさまざまな条件を守るために，川崎と厚木と所沢に物流用のデポを持っている．このような物流設備

を用いて最短リードタイム，かつ最小コろトでのオペレーションを目指す一

　シミュ’レーションに使用したコンピュータは32台のクラスター並列コンピュータ（日立製HgOOO几2000実装〕

であり，提案モデルの信頼性とデータの出典につい．ては，平成10年度補正予算（1日通産省）による．次世代GIS

モデル事業における「超並列コンピュータと進化アルゴリズムを駆使したサプライチェーン最適化システム〒〕」

において使用．された信頼性のあるモデルとデータを使用した．各ケースおよびデータに対し，lO回ずつの繰り

返し実験を行い，各シミュレーションの結果の目的関数値のベスト値である総コスト最小値，総時間，総距離

を測定し，そめ平均値を求めた．

（1）現状分析による現状の計画’’

　ここでは，・ある1日分のデー．タの例だけを示す．この日は，1日で698のユーザからオーダがあり，配送する

商品は約3冒OO種，トータルの重量は1250トンとする．前述の2工場の生産能力は合計で1500トンなので，フル

生産すると供給遇剰となってしまう．次に輸配送手段のトラックは，500台が登録されており，自由に選択で

きる．・

　以上の条件で，実際の運用で作成された配送計画は，その1日で120台のトラックを使い、稼動時間の合計が

790時間，総走行距離が17，OOO㎞である．総コストはチューニングの上，実績通り君70万円に一致させている．
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（2）総コスト最小とした計画のシミュレーション結栗

　図呂に示すように，目的関数を総コスト最

一・にして，シミュレ」ションを開始し，次

のような結果が得られた．総コストは呂70万

円から740万円に犬きく低減された．一方，

稼動時間は冨40時間となり，50時聞増えてい

るし，走行距離も20，1OO㎞となり3，lOO㎞も

増加している結果となった．

　コストを下げるには，車両数を減らした

り，なるべく配送先から近い拠点を使って

最短の走行ルートを探し出して走行距離を

小さくしたりするという考え方から見ると，

それに反する結果となっている．これは，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図8製造から配送の総コスト最小とした計画
過剰なデポの存在に起因するものである．

例えば，工場AからデポBを経由して配送先Cへ配送しているケースを考えてみる．このとき，AC　〉　BC

（ここで，ACは，A一・Cの距離あるいは運賃を示している〕関係が成立する場合，実際の運用で考えるとデポA

から配送先Cへ配送した方が，工場Aから配送先Cへ直送するよりも配送距離（時間）が小さいため，デポB経

由を選択することとなる．しかし工場AからデポBへの輸送費がかかるため，総コストは工場Aから配送先Cへ

の直送より高くなる．総コスト最小で考えると工場Aから配送先Cへの直送を選択することとなる．この場合，

配送距離（時問）はデポBから配送先Cへの配送より大きくなる．このことからコスト最小と配送距離（時問）

最小が反することが説明できる．

（3）拠点の統廃合による計画のシミュレーション結果

　拠点を変更せずに最適化を図ると，（2）の

例のように，明らかに従来の常識から考え

ると異様な結果が出てし’まう．コストが大

きく減少しているので経営的には改善され

たように見えるが，その分どこ’かに無理が

生じている．

　そのしわ寄せは，顧客と運送会杜と自然

環境に出ている．つまり、顧客へのサービ

スが劣化し，作業負荷が増大したにもかか

わらず運賃は減少し，走行距離の1呂％の増

加により，CO。窒素炭化物などが増大して環

境にも悪影響を与え亡しまう．

図9拠点統廃合による計画

　これらの間題を解決し，さらにコストを低減させるためには，色々な方法が考えられる．ここでは，図9に

示すように（2）の結果から過剰と若えられる厚木デポと所沢デポ’を廃止L，さらに最新鋭の横浜工場を新設し

て船橋工場を移転するケースを考え，総コスト最小としたシミュレーションにより検討を行った．

　この緒果，総コストは，（2）の結果より大幅に滅少して6呂O万円となった．移勲時問は830時間，走行虹離は

16・800㎞と大きく改善され・この結果，あらゆる面で改善が歳功していることがわかった．ここで蛾討段

階であるので拠点の統廃合を行う場合の費用は総コストには含まれていない．実際に統廃合を行うかどうかを

決定する場合には，それに伴うコストを算出し詳細な検討を行う必要がある．
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14〕共同化による計画のシミュレーション結果

　．これまでは，一つの企業の中だけの努力　　　　　○ハヨ三子〕＝溺とi■櫛デ漱ま麟止
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’o日社’りにE手コロ駄o織一州蝿ぼ溺とバーター襲絢
で効果が出せる戦略である．しかし，「規制

撤廃」等の外的要因はすぐに市場構造を変

えるので，ライバルとシェア争いなどして

いる場合ではなくならてしまう．日本を見

ても，．金融，石油，食晶，薬晶，化学工業

など，その例は枚挙にいとまがない．

　こうなると。．ライパルと手を組和で大き

なサプライチェーンを形成し，究極のコス

ト低減に向かうしかなくなる．この例では

図10に示すようにA社は最新鋭の横浜工場だ　　　　　　　　図10共同化による計画

けの稼動を続け、八王子工場，」l1崎デポは

廃止する．その代わり，それらの地域をカバーするためB杜の八王子工場，C社の」l1崎工場とバーター契約を

結んで製品の共通化を推進し，共同経営を開始する．当然受注系統は，A，B，C社で一本化しなければなら

ない．以上により，総コストを最小としてシミュレーションにタり検討を行った．その緒果，総コストは570

万円まで下がり，（1）の現状に比べ，65％のコストで同一オペレーションを行うことができ，稼動時間は畠20時

間，走行距離は，16，900kmまで下がるということがわかった．ここでは，共同化を行った場合には製晶共通

化や事務手続き共岡化のコストが発生すると考えられるが，今回のモデルでは考慮していない．実際に共同化

を行うかどうかを決定する場合には，それに伴うコストを算出・し詳細な検討を行う必要がある．

　表1は，以上の結果をまとめたものである．

総コストは，最終的に一日で300万円以上減　　　　表1輸配送計画シミュレーション結果のまとめ

少するので，年闘の営業日数をヨoo日とする

と，こんなに狭い地域だけで一年に9億円も

の供給費用が低減できることになる．した

がって，これを全国規模に拡大すれば，極

めて大きなコストが低減される一総時間，

総距離は，ケース2のコスト最小では，走行

ケース番号

項目

総コスト1万円〕

総時間｛Hr）

総田巨曄｛km〕

現状分析

呂70

790

17，OOO

コスト最小

740

840

20，100

拠点統廃合

680

830

16，冒OO

箕同化

570

呂20

16，900

距離が遠くても製造コストや拠点コストの安い拠点を選択するため，増加する結果となった．しかし，ケース

3の拠点統廃合，・ケース4の共同化では，総時間、総距離も減少し，コストのヨ5％の滅少と，O．5％の総距離の

減少によるCO茗排出の減少により環境負荷軽減の両方を実現することが可能となる．

’5．おわりに

　本研究では，配軍配送計画のアルゴリズム及び配送拠点の統廃合，共同配送へ展開した輸配送計画システム

を開発した．そして，開発したシステムを実際の配車配送計画に適用し，長期問の実証実験により以下の成果

を得た．

①開発した配車配送計画のアルゴリズムは，巨大で複雑な聞題に対して「ヨo％以上の改善」という極めて強力

な最適化能力を有することを確認し，配送拠点の統廃合や共同配送への適用と実用化の見通しを得た．

②配送拠点の統廃合，共同配送へ展開した輸配送計1画システムを開発し，シミュレーションにより，コストの

35％の低減，走行距離のO．5％の低減によるCO筥などの環境負荷低滅を検証した．

　開発した鞠配送計画システムは，拠点間，拠点と配送先聞，配送先間の距離や配送時間は固定値としている

が，実際の配送では道路状況により変動している．今後は，緊急の集荷指示，途中の道路工事や渋滞情報をも

とに，動的に配送距離，配送時聞，配車配送計画を修正し，運転手に変更指示を行うことにより効率向上を図

る輸配送計画システムの研究を進めて行きたい．
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プログラミングにおける知的生産活動要素
＾肋dyabO・士胱已〃㏄ωμOd・・苗㎝且・白吻e1・m・刀士・加伽O馴㎜㎜hg”

　　　　　　　　　　　　　　桑原悟＃

　コンピュータプログラミングは、人聞の知的生産活動であり、一般に、「難しいもの」でムると認識されて

いる。本論文では・プログラムを学習する学生を観察した結果から、プログラミング学習において、その難し

さを構成するもgをいくつかに分類する。

　分類した難しさは・そのそれぞれが、知的生産活動の独立した要素に対応するものと考え、’何らかの手段に

よって・・プログラミングから機械的に排除できる可能性のある要素と、排除できない要素に大別する。

　このうち・排除できる可能性のあるものについては、排除のための手段を与える支援システムについて検討

する。

　一方・排除できないもの・すなわち人間の知的生産活動だけによらなければならない要素に関しては、プロ

グラミング教育の立場から・この要素だけに集中して教育及び訓練のできる・e－1日肛ni㎎システ今について検

討する。」

Al〕stm耐　＝Compute工一Pm酊㎜ming　i畠向umm　int巴1I巴ot皿刮1pmduotion副otM呼alld，9切e工釦1y，i冒祀oogni鴉d　to　be　a　t餉k

wilh’’diffioulti呂呂’’。1n　tl1i呂p刮p町，1o1田畠昌冊ed　tlli害’’di冊oultie冒’■i咀昌ome　kind冒b且舵d　on血e　ob呂巴wation　on｛e畠血dent冒

1e酊ni皿g　Comp皿ユeT－Pm9閉mm㎞筥。
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1．背景と狙い
1．1　背景

　コンピュータプログラミングは人問の知的生産活動である。コンピュータの発達は社会におムきな影響を与

え、一般市民の生活にも身近な存在になりつつあるが、プログラミングは、専門的であり、高度に知的であり、

素養のある人材が行う知的生産活動であると認識されてい’る。ひらたく言えば、コンピュー’タプログラミング

は、難しい・ことがあたりまえのものであると考えられている。

　そして、プログラミングに関する技術的興味としては、用途拡大又は実行系との親和性の観点からの新しい

プログラミング言語の創出、プロゲラミング披法、コードの自動生成などがあるが、これらは、プログラミン

グを一部の専門家又は限られた数の職業人になる素養の人材が扱えぱよいものとした暗黙の前提の下での技術

’的興味である’といえる。

　実際に、自身を振り返ってみると、初心者のころ、プログラミングで実現できることの発展性、可能性を直

感し、その難しさが故に興味を増し、課題を完成したときに、満足感、充実感を覚え、さらに高度な課題に取

り組もうとする情動を揺さぶられたように記臆している。それは、ある種の優愈感七あったとも考えられ二限
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られた者だけが取り組めばよいという前提を肯定していたように感じる。

　コンピュータの利用が限られていた時代には、プログラミ．ングも、その素養のある一部の人間が対応すると

いう社会構造であり得たが、すでに20年以上前に、「将来のプログラマの木足」が話題となっている。このと

きの危慎がそのまま現実のものとなっているとは考えにくいが、コンピュータの利用は、ますます多方面に拡

大し、また、既存のものも改定や修正、再構築が必要となるので、・プログラミング需要・・は、今後も拡大し

ていくことは聞違いない。

1．2　狙い

　拡大するプログラミング需要に応えるため・その生産性を上げるための研究や取り組みは盛んに行われてい

るが・前述のように・そg根本には・プログラミングは限定された人間で対応するものであるという考え方が

あると言える。

　本論文では、プログラミング人口の拡大を妨げている“難しさI’に注目し、それを、人間の知的生産活動に

おけるいくつかの要素に分類して、そのそれぞれについて、次の（1〕，（2）により、プログラミ’ングに携われる

者の範囲を広げることを狙いとする。また、（1）はプログラミング作業の負荷を軽減することにもつながるの

で、この点で生産性の向上への寄与も目指す。

（1）プログラミングから、何らかの機械的手段で排除できる可能性のある要素については、その手段を検討す

　　る。

（2）排除できない要素、すなわち、現時点では・、人間の知的生産活動によらなければならないものについては、

　　プログラミング教育の立場から二この要素だけに集中して教育、訓練できる、e－1e田mi㎎システムの具体

　　例を提案する。

2．難しさと対応する個々め知的生産活動の要素

2．1　プログラミングの作業分類

　人間が行う、知的生産活動としてのプログラミングは、’おおよそ、図1左のような段階を踏むと考えられる。

　まず・・使用するプログラミング言語の文法知識と週去のプログラミングの経験から・構想を立て・次に・こ

れに基づいて、コーディングを行う。コーディングを狭義のプログラミングとする考え方もあるが、本論文で’

は、関連する知的生産活動全体をプログラミングと扱うので、これらもプログラミングの一部と考える。

　コンパイラを用いる言語の場合、次に、コーディングしたソースコードをコンパイルし、実行する。インタ

プリタを用いる言語の場合は、翻訳と実行が合わせて行われ乱

　この段階で、大抵の場合、特に入門者の場合は、実行完了にいたらず、幾つかのエラー情報がコンパイラ又

は実行系から与えられる。人間のプログラミング活動としては、このエラー惰報を見て、構想又はコーディン

グの段階へ戻り、ソースコードを修正する。この道筋は、大抵の場合、複数回繰り返される。’

　修正後、コンパイルと実行の段階で、エラーが無くなった後、そのプログラムが目的とした機能を備えてい

るかどうか、テストを行う。この段階で、目的の機能が実現されてい在い場合、やはり、修正が必要になるが、

これは・コーディングの段階での修正の場合と・構想段階への戻りが必累な場合、及び、その中問的な修正の

場合があり得乱これらの各修正は、人間の知的生産活動という視点から見た場合、幾つかの種類に分類でき

る。
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プログラミング プログラミング　　　目的・機能の決定

能力習得

構想

プログラミング

コ］ディング

文法の理解

コンパイル／実行
例題模倣

課題取組み
テスト

　　完成

図1　プログラミングの作業段階の分類とプログラミングの位置づけ

　また、ここでは、プログラミングの主要な作業の段階分けを行ったが、そもそも、プログラミン・グを行う状．

況にいたるまでには、プログラムで解決しようとする諜題が存在L、そこから、プログラム・の目的と機能が決

定されていることは当然であり、かつ、プログラミングを行う人間は、プログラミング以前に、プログラミン

グ能力の取得をなんらかの形で済ませている必要がある。

　このプログラミング能力の取得を考えたとき、プログラミングは、図1右に示すような要素から構成される

ことは聞違いないといえる。しかも、この各段階での実際の手順又は操作としては、実際にプログラミングを

行’うこと、すなわち、能力習得の手段としてではあるが、前述ρプログラミングをこの段階でも行わざるを芦

なジことが分かる。

2．2　知的生産活動の抽出

　プログラミングをいくつかの知的生産活動の要素に分離する方法として、本論文では、プログラミング．の能

力習得過程において、課題達成までのどの段階をどれくらいの学習者が達成するかを観察する方法を試行す乱

これは、前述のように、この過程において、すでにプロタラミングの各作業段階が実践されること及び、入門

者がここで習得の難しさを認識するもの叔知的生産活動の単位要素として扱え争と考えられるからである。

2．3　プ□グラミング学習の被験者

　プログラミングの習得過程に注目するとき、本論文の立場からは、被験者の選択が重要とな㌫デ般に・プ

ログラミングに関しては、個々の能力には自ずと差はあるが、理工学系の学生の方がその素養を備えていると

理解されている。そうなると、理工系の学生は、最終段階へ達成する能力を取得する可能性が高く・要素を分

離するための被験者とLては実は・適当で．はない。

　したがってここで．は、’非理工学系学生へのプログラミング教育から、学習者にと1って、プログラミングの難

しさとなっている事象を抽出し、そこからプログラミングの知的生産活動の要素を明らかにすることとする。

　新潟国際情報大学情報文化学部惜報システム学科（以†、本学科という）は、数学を選択しなくてもよい入

学試験の形態を取り、実際に奥語と国語の2科目を選択して合格Lている学生赤存在する。別の言葉で表せば、

文系と理系の枠を取り除くという趣旨に基づいた学科である。

　したがって、本学科は、理工学系の学生の母集団ではなく、より多様な素養の学生からなる母集団と考える

ことができる。

　一方で、本学科では、当然ながら情報システムを教育L・．プログラミングを直接教える科目及び関連する科
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目において、学生にプログラミングを教育している。

本学科におけるプログラミング関運の授業はいくつかある．が、学生の理解や課題達成の過程に存在する難し

さ、つまり、それがゆえに自身とプログラミングの関係に対．して学生が否定的となる要素は、教育経験からい

くつかに分類することができる。

3．難しさの知的生産活動要素への分離

3．1文津違反の発見

　プログラミングにおいては、コンパイラ、インタプリタ又は実行系が、エラーメッセージとして表示するも

のから、そのエラーの原因を特定し、修正する作業が必要である。このとき、エラーメッセージが示すものが、

直接修正すべき個所を示す場合と、エラーメッセージからは、修正すべき個所が直接読み取れない場合とがあ

る。

　現在のプログラミング言語のコンパイラ、インタプリタ又は実行系の構造から考えて、人問にとってのエラ

ーメッセージの的確さの度合いは、後者の状況を多く起こさざるを得ないといえる。

　後者の場合、通常、プログラムをする人問は、そのプログラミング言語に関する他の知識などから修正すべ

き個所を類推すること、試行錯誤的なコーディングの変更を行って、結果を観察すること又は、これらの組合

せ及びその繰り返Lを行って、修正すべき個所を特定してい㍍

　学習者は、初期の学習諜題においては、すでに教材に示されたコーディングをそのまま入力して動かす課塵、

それを参考にして指示された隈定的な変更を加えて動かす課題．も与えられ孔

　被験者がこの段階の作業を完成できない、すなわち修正すべき個所の特定にいたらない場合も見うけられ糺

また、指導者の助言や指導者による修正個所の特定の過程を見せても、別の類似のエラー個所で、やはり、こ

の段階の作業を完成できない場合もある古

　このことから、エラー発見の作業は、プログラミングにおける難しさを構成する知的生産活動の一要素であ

るとしそよいことが分かる。

　そしてこれはrプログラミングの挙習において・一つの障壁となり・本学科の学生では・ここで・『プログ

ラミングは自分には向いていない」、『プログラミングが嫌いである』と恩うようになる学生が観察される。

3，2　意図と言己述の蛆舘の発見

　前述のエラーとして表示されるものは除き、プログラムが、プログラミングした人間め意図とは違う振る舞

いをする種類の誤りがある。これには、言語によってさまざまな場合があり得るが、名称、記号の誤記、抜け

又は過剰及び、記述位置の誤りなどがあり得る。

　たとえば、括弧の位置、終止符の抜け、符号の誤った記述（十を十十など〕が、編集中の誤操作などにより

引き起こされる例、あるいは、変数を予め定義する必要の無いプログラミング言語で、変数名の綴・りの一部を

誤ると、別の新しい変数として扱われ、意図した結果を得られない例などがこれにあたる。

　エラーとLて表示されないので、プログラム作成者は、プログラムの振る舞いから誤り個所を特定すること

になるが、作成者は、正しく記述した積もりになっていることもあり、すぐには発見されない場合が多い。

　一文字の綴り誤りを発見するのに、プログラムの実行結果とコーディングリスト、デバッグのためのツール

を用いて誤り個所を特定することになり、これもプログラミングの難しさの要因の一つになってい乱

3．3構想の誤りの発見

　プログラミングの学習において与えられる課題は、初心者に対する極めて初期のものでない限り、直接コー

デイングに対する指示である場合は少ない。したがって、学習者は、これまでで得たプログ’ラミング以外の知

識、たとえば数学の公式などと、プログラミングの学習で得た知識すなわち、利用できる演算の種類、用意さ

れている関数、手続き型の言語においては、場合分けや繰り返L処理の記述などの知識を用いて、課題解決の

構想を立てる。
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　当然二この段1皆においても、人間の行う作業として、完成できない場合や誤りを生じる場合がある。これは、

明らかに前述の難しさとは独立であると考えられ、一つの知的生産活動の要素と捉えることができる。

3．4　論理の誤りの発見

　前述の・構想の誤り・は、ある一つの課題を考えたとき、プログラムする人聞と使用する言語との組合せに

よって、結果が異なることが考えられる。被験者Aが、言語Xでプログラミングを行う場合には誤りを犯さず・

同じ被験者Aが、言語Yで同じ課題の解決の七めのプログラミングをする場合には誤りを犯す、あるいは、完

成にいたらないという事態が起こり得るからである。これは構想に使う言語の知識の誤りに原因をもとめるこ

とができる。

　これとは別に、言語によらず、被験者によってだけ誤りが起こる状況を考える。これは、被験者の論理的恩

考の能力に関運するものと考えられ、知的生産活動を分類する立場からは、このことは、論理的思考を別の二

要素と考えてよいことになる。

　しかし、構想の誤りとこの論理の誤りを、実際のプログラミング作業とその結果から、完全に識別すること

は難しいとも考えられる。

4．各知的生産活動要素の検討

　ここでは、3．で上げた四つの要素について、機械的に排除できる可能性のある難しさであるかどうかを検

討する。

4．1’文法違反の発見

　前述のように、コンパイラや実行系の表示するエラーメ．ツセージは、多くの場合、プログラミングをする者

が直接知りたい情報を与えてはいない。コンパイラを作成する立場から見ると、コンパイル時又は実行時のエ

ラーメッセージを、プログラマが直接知りたい内容にすることは困難ぞあるといえる。

　そこで見方を変え、コーデイングが文字入力による自由記述の形態で行われることに、この種の誤りが発生

する原因があると捉えた場合、ご’れに対しては対策が比較的取りやすい。

　自由記述を制限レ選択肢からの選択をすることでプログラミングを行う環境がその一つの答えとなる。こ

の環境を使用すろことにより、予約語と同じ名称の変数の使用、関数の引数型や演算においての型の不整合な

ども防止することができる。

　既存のプログラミング言語に対し、このような環境を用意する場合は、’詳細な検討が必要となるが、そのサ

プセット又は、ここで上げた他の各要素にも配慮した新たなプログラム言語の創出をも視野に入れると、この

要素は、プログラミングから排除できる可能性のある難しさであるということができ乱

4．2　意図と記述の齪舘発見

　意図と記述の齪齪に関しては、完全にはこの要素を排除することはできないが、4．1で述べたプログラミ

ング環境は、この要素に対しても有効である。特に、変数名の綴り誤りは、選択肢からの選択で回避できる可

能性が高い。

　この要素は、プログラミングにおける難しさとして、相当に軽減できる可能性があり、そのための支援シス

テムは、本論文の趣旨に合致するものである。

ヰ．3構想の…呉りの発見

　プログラミングにおいての構想の作業は、プログラ・ミングの本質の一つであると考えられ、これを排除する

ことは難しいo

　しかし、特に初心者にとっては、言語のマニュアルなどの書籍を常備することの煩わしさや、それを参照す

る手間といった、この要素に付随する事象に関しては、プログラミング環境における適時の表示やオンライン

マニュアルなどで軽減することができる。このことは、本論文の趣旨に合致するものであ乱
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新潟国際情報大学情報文化学部紀要

　具体的には図2に示すように、ウィンドウ内左側にコーディング領域を設け、命令などの記述は・選択肢を

表示して選ばせるヒとで行う。関数の記述では、引き数記述の位置にカーソルを合わせると、引き数として正

Lい型の変数名の入力や、整数型の場合では、数字キーの直接入力だけを許L、他は表示や音でエラーである

ことを知らせる。また、ウィンドウ右側はビットマップ及び文字の入出力が可能’な領域とする・

　学習者が興味をもち、かつ、プログラムの特徴である手」l1貢的な自動処理のテーマの例としては、図ヨに示す

ような、ゲーム様のものが考えられる。

図3　教育システム上での個別のテーマの実現

6．2　内部設計

二〆llll㌃1∵二二1111111：∴者則一層

者が操作する。個別のテーマは、基本的には共通の複数のオブジェ

　テーマ記述層では、個別のテーマを構成するための記述言語を導

入し、これによる記述を行うことになる。この記述は、通常、教員　　　　　　図4　論理構造

など教育する側が、実現したいテーマごとに作成する。それらの記

述は、たとえば、他の教育機関での利用も可能なように、テンプレートとして配布し、受け取った側のこの教

育システムで実行することも可能とする。

　こめ層を記述する言語を解釈、実行するために、プラットフォームの種類ごとに汎用プログラミング言語で

作成きれたサブシステムが存在することになる。

　このように構成することで、前述のような」見まったく違う・複数のテLマを実現するための多様な入出力と

処理が、プラットフォームからの独立性をある程度保ち、また、個別のテーマを比較的簡単に作成でき、さら

に、そのテーマは、テンプレート・として流通可能なものとすることができ乱

　図5，6は実装構造である。実装構造1は、論理構造と同じ考え方である。テーマ記述層は、プラットフォーム

ごとに作成する必要があるが、個別テーマ層は、プラットフォームから独立させることができる。実装構造2

では、テーマ記述層と個別テーマ層の両方をプラットワォームごとに作成する必要がある。これは主に、個別

テーマ層の処理速度を速くする効果があり、プラットフォームの性能により禾1」用者に負担のかかる処理速度と

なる場合はこの構造を選択することとなる。また、実装構造2はライセンス管理をする場合などに適した構造
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個別テーマ層　　テーマ記述層

…最フオ．ム

図5　実装構造1

ゴ煕屹ニヱ星　　テーマ記述層

図6　実装構造2

である。

　ライセンス管理を行う場合、その目的は次のとおりである。

（1）個別テーマをテンプレートとして他者で利用する条件となる互換性を管理す乱

（2〕既存の個別テーマをテンプレートとLて利用するだけの環境とテンプレートを作成できる環境を分離し、

　　それぞれを対価の異なった宥償ソフトウェアとして、独立管理する。

（3）優良テンプレートの創世と流布を促すため、テンプレートの作者が価値に応じた対価を設定することを可

　　能とする。

ブ．今後の課題

　本論分では、プログラミングの難しさについて考察し、そρ排除、軽減のための支援機能をもつプログラミ

ング環境について検討しれまた・プログラミングの本質とも理解できる・機械的には擁除できない難レ・さに

ついては、その教育に傾注できるシステムの構想を提案した。

　今後は、このプ・ログラミング環境の展開、新たな言語創設と既存言語の新たなプログラミング環境への適用

について、詳細に検討す乱また、教育システムについて、その詳細設計、ポートフォリオ機能やネットワー・

ク接続に関する詳細の設計、作成を行い、実際の教育への適用に関して、．計画と実施及び効果の測定を行う予

定である。

本論文掲載の第10回記念号の紙面の都合上、参考文献の掲載を割愛させて頂きましれ
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　　　　　　薪潟県の情報インフラと災害への課題

Ques自㎝刀㎞巴smey㎝co㎜u〃c固白㎝jo肋ε肋c伽res㎜d加rs㎝”細s士erp閉e■㎡㎝
　　　　　　　　　　　　　　　加Mg物μ曲C血肥

　　　　　　　　　　　　　　近藤進｝若月宣行帥

あらまし
　近隼、ブロードバンドや地上波デジタル放送といらたl1青報痘信インフラの発展が顕薯である。しかし、新潟

県の中山間地域では、過疎化・高齢化のため、これらの恩恵を受けないあるいはあっても宥効に活用すること

’ができないといったデジタルデイバイドの現象が生じている。ここでぽ、情報通信インフラと災害について、

新潟県の一般家庭について調査した結果をまとめた。’

1．はじめに

　新潟県では近年大きな自然災害が多発している。平成16年7月の水害、lO月の新潟県中越地震・平成1富年の

豪雪等である。これら、自然災害に付随して通信のあり方についても種メの検討がなされてい糺平成16年の

新潟県中越地震については、「大震災に対する情報通信のありかた」をはじめとして、新潟県、新潟大学等の

群細な報告がなされている。内容も広範囲詳細にわたっている。［1］I21［3］

　自然災害と通信の関係を見るときに、その状態を次のように分けることができる。①災害予測情報の伝葦。

②災害が起きたときの緊急の通信。’③災舎復旧に関わる通信。②と③については厳密に分離することが困難で

あるが、・緊急救助に関わることを②、避難が完了した後を③というように大まかに分け乱この②の緊急通信

が一般家庭とって重要となる。この緊急時の通信についてどのように考えているかを調査した。［4］

　この調査では、次のヨ点に着目した。

①どの程度の情報通信機器を所有しているか、使用状況はどの程度か。

②災害時に使えるか、問題点は何か。

③　地域によるデジタルディパイドはないか。

　新潟県は全国とくらべ惰報化が遅れている方に属する。また、電話全体に占める県外への通話量の比率は北

海道、沖縄県についで少ないという特徴をもつ。情報通信機器の保有も少なく、あっても充分使用されていな

いことが予想される。これらを明らかにするため、所宥・使用状況を調査しれ

　次に、災害時にどのように情報を取得したり、発信Lたりするか、また、そのときの問題点・期待すること

は何かについて調査しれ新潟県は中準地震・豪雪・集申豪雨という災害を体験しており・災害時に必要な情

報につい七実体験に基づいた正確な情報が得られると期待できる。

　さらに、地方特有の高齢化・過疎化が進んでいる。これらの点に着目して調査を行った口

2．調査方法

　郵送アンケートによって調査した。調査対象は束日本ハローぺ一ジの新潟県版から・3ぺ一ジに1名無作為に

抽出した。

　第1回目は529名抽出し、平成17年9月一6日に郵送し1O月15日に締め切った。I65名から回答があった。’これを

以後「9月調章」とす乱第2回目は同様にして534名抽出し・12月25日に郵送し18年1月25日に締め切っむ

143名から回答が得られた。これを「12月調査」とす乱

3．通信機器

通信機器の所有状況についてたずねた。パソコン自体は外部との通信機能をもたないが・インターネット・

‡KONDO，Su削血u［情報システム学科コ

帥WAMTS皿（I，NobΨ㎞［情報システム学科］
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メールに用いることで通信機器とし、あわせ

て保有状況を調べた。図1は9月12月における

通信機器の保有状況を示す。電話は呂ト90％

の家庭で保有している。Lかし電話帳から対

象者を抽出しているにもかかわらずloo％には

なっておらず、’固定電話ばなれが進行してい

ることがわかる。携帯電言舌｛ま3分の2の家庭で

所宥している。パソコンは50％弱で、ほほ半

数の家庭にあることがわかる。図2はパソコン

の所宥状況についてマッピングを行っ牟もの

であるgほほ全県にわたり広く分布している。

しかし、東蒲原郡、旧下田村、’旧栃尾市など

の中山間地域は少ない。新潟市の西部は所有

ポケツトペ」L

　　　FH昌

　　韻帯雷語

　　パソ＝ン

　　光過信

ケープ几テレピ

　　　＾O冨L

フアウシミ■」

　　　1呈0N

　　　雷亜

O，O％　　　　　20．O弘　　　　’O．O弘　　　　直O．O％　　　　畠O．O％　　　　100．口弘

　　　図1通信機器の所有状況

囲o月
国12月

者が極端に多く、新潟大学等の文教施設が影響Lていることも考えられる。図3は、ブロードバンドの保宥状

況を示す。ADSL・ケーブルテレビ・光通信をブロードバンドとした。保宥状況を見ると都市部・幹線道路沿

いに集中する傾向がある。’旧巻町・1日下田村・旧栃尾市および柏崎市の南部地域に空白域がある。図Iから、

都市型のケーブルテレビと光ファイバー通信が急速にのびていることがわか乱

”　　o

　　　　　　　　　　　　　o
　　　　　　　　　　　　○　　　　　　　　　　　　　由
　　　　　　　　　　　　　○
　　　　　　　　　　　も
　　　　　　　　　　　　争

曲雛二㌻唱日

図2　パソコンの所有状況　○有り　鶴なし 図3　ブロードバンドの所有状況 ○あり　鰯なし

4．災害と情報通信

　災害時、とりわけ被災したときの情報通信は重要である。新潟県中越地震のときも、震源に近いところでは

通信が途絶え、一部では翌朝空から確認するまで被災情報は得られなかった。災害時の通信機器としては多く

のものがあげられ糺復1日活動でMCAや地域放送局が活躍しれ各集落毎に衛星携帯が必要である等の意見

もある。ここでは・通常・使用しているものでなければ高齢者が使いこなせないξいう観点から、一般的に常

用しているものの中からどの通信媒体に期待するかについて調べれ

4．1　災害時の情報収集でもっとも信頼できる通信手段

　図4は災害時に情報を収集するための手段を示す。1つだけを選択する設問であったが、複数回答の場合もあ

り、合計は必ずしも100％と・はならない。9月と12月を分けて集計した。ラジオの情報を期待する人は50％、テ

レビは40二30％・携帯電話が3ト20％、固定電話、防災行政無線、衛星放送、インターネットと続’く。放送情

報であるラジオとテレビを比べると、ラジオは全県均一に分布しているロテレビについては柏崎地区で少ない。

情報量としてはラジオに比ベテレビは非常に優れている。しかし、電力への不安からラジオが信頼されている。
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これについては後で述べる。

　一方二個人個人の惰報を得る手段として携帯

電話と固定電話があげられる。携帯電話は広く

分布している。しかし、中山間地域では都市部

に比べると少ない傾向にある。固定電話は魚沼

地域や束頸城地域に顕著に見られる。これらの

地域では高齢化が進み、．携帯電話を持つ人が少

ない。利便性の点からいえば、携帯電話が手元

’にあり使いやすいo　Lかし、持つ人がい’ないた

めに固定電話を選んでいるものと考えられる。

図4からわかるように、9月の調査では、テレビ

はラジオと同程度期待される情報媒体であっ

た。しかし、平成17年12月22日に暴風雪による

大停電が新潟市や下越地区で発生した。このた

め電力の必要なテレビは情報量が多いにもかか

図4災害時に情報収集する手段

わらず、災害痔に信頼できないと考える人が多くなった。12月のアシケートは25日から発送したため、ちょう

どこの時期’と重なった。実際に被害にあったのは新潟市と下越地区であるが、全県的に減少した。」方、ラジ

オについては大きな変化はない。

4．2　災害時に情報を発信する手段

　図5は災害時に期待される惰報送信手

段を示す。1つを選択させる設問である

が、複数回答があり、合計が1oo％とは

ならない。情報を発信する手段としては、

身近にある携帯電話・固定電話で3分の2

’を占め’る。必ずしも被災者の立場では回

答しておらず、被災着に対して安否を確

認するという考え方の回答が多い。

携帯電話

　PHs
　ラジオ

地上テレピ放避

衛星デレピ放送

　　　雷話
インターネ・■ト

地域肪與無線

　　仰他
　　　不明

o．6％

o．眉弘

　ヨ．脱．

　4．皇％

1．呈％

1；．2％

1了

14，5％

2直．

仙2％

O％　　　　　10％　　　　　皇O弘　　　　　ヨO％　　　　　珊％　　　　　50％

　　　図5　災害時に情報を発信する手段

4．3　災害時の情報

　図6は災害時に欲しい情報である。自由回答

のため、分類が困難なものもあるが、図に示す

ようなキーワードでまとめた。50％以上の回答

者が被災状況があげている。ここでの被災状況

は、親族・知人の被災状況も含まれる赤、大部

分は放送により伝えられるような全体的な被災

状況である。ライフラインは、復旧予定の情報

である。ライフラインが遮断されたとき、いつ

復1日するかが軍要な問題となる。交通情報は、

被災者へ支援に行くための道路情報が主なもの

である。身内の安否は生計を一ろにする家族の

安否惰報である。御日情報にはライフラインも

含まれる。’地域情報・避難場所・水食料の情

図6　災害時に欲しい情報
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報・支援内容は、被災したときの重要である。

　図7は災害時に伝えたい情報を示す。これも

自由記述のため、大まかにキーワードを選びま

とめた。約40％が家族の安否を伝えたいとして

いる。次に被災状況であるが、文意からすると、

自分が無事であるという情報が多い。被害を受

けて救助や救援を求める立場の人は少ない。自

分の安否・自分の所在も同様で救助依頼・援助

依頼が少ない。．

　図島は、災害時に運絡を取りたい相手を示す。

家族一親戚、知人の順である。家族は生計を一

つにする家族のことであり、自宅から外に出て

いれば自宅に、自宅にいれば外に出ている家族

の安否確認が目的である。自宅と学校・職場

（会社）間の通信である。ここでは、被災した’

場合を想定している人は少ない。被災した場合

は、病院・消防・警察・自治体などとの連絡が

必要不可欠だが、この点を意識している人は少

ない。

4．4　伝言ダイヤルの認知

　災害時の個人個人の通信では安否情報が大き’

なウエイトを占める。中越地震では地震発生直

後、通常の50倍の呼が集中した。これらの呼が

全て不急の情報ではないが、緊急の情報伝達の

妨げとなる口このため、安否確認は独立のシス

テム・伝言ダイヤルとして提案され供され亡い

る。認知度は近年宣伝が多いこともあり、9月

と12月で46％から6ヨ％急速に上昇している。図

9は伝言ダイヤルの認知についての分布を示す。

災害を受けたところほど認知度が高いことを期

待したが、必ずしもその傾向はない。すなわち

中越地区は認知度が必ずしも声くない。それよ

りも都市部の認知度が高く、農村部が低いとい

う傾向が見られる。農村部へのよりいっそうの

啓蒙活動が必要である。

図7　災害時に伝えたい情報

図8　災害時に連絡を’とりたい相手
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図9伝言ダイヤルの認知 ○知っている’⑱知らない
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5．まとめ
　まず、情報通信機器の保有状況を調べた。パソコンの普及率は約50％、ブロードバンドも急速に’浸透しつつ

ある。災害時に、もっとも期待している機器ぽ、ラジオキ携帯電話といった通常使っているもので、家族の安

否確認が大部分である。由災意識については、被災した地域が意識が高いというよりは、地域によるデジタル・

ディバイドが大きく影響しているという袖向が見られた。高齢化・過疎化により中山問地域では情報化が遅れ

ている。災害時にζれを補う手段として、強固なインフラ・優しい通信機器そして啓蒙活動が必要であ乱

　本研究は、信越情報通信懇談会新世代情報通信網委員会の委託研究により行われれ

’参考文献

口1大震災における情報通信．のあり方に関する検討会「大震災における情報通信のあり方に関する検討会報告

　書」（2005）

［2］震災復興ビジョン策定懇話会「新潟県中越大震災復興ピジョン」新潟県（2005）

τ31申越地震新潟大学調査団「新潟県連続災害の検証と復興への視点」新潟大学（2005〕

［4］近藤　進　若月宣行「情報インフラと災害に対する情報通信への課題（新潟県）」信越情報通信懇談会新世

　　代惜報通信網委員会2005隼委託研究報告（2006〕

　近藤　進　若月宜行「新潟県の情報インフラと災害に対する情報通信への課題」情報処理学会研究会

　2006－IS－9呂情報システムと社会環境（新潟国際情報大学中央キャンパス，2006．11．6）
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多人数授業におけるビジネスゲーム型教育の試行
De冊1oPme耐・and　Th副of百Bosij］ess　G刮1］ε危r曲e’αass　wi妨工刮苫e　Nu皿］ber　ofS士口deo士s　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　竹並輝之鶉

要旨

　ピジネスの教育では、学生に企業経営を模擬体験させる方法としてビジネスゲームがよ’く用いられ乱これ

は、参加者が模擬的に経営する会社問の経営成果の多寡を競い合いながら、経営戦略のたて方や適切な意思決

定の方法などを学ぶもので、楽しみながら経営を学ぶ効果的な教育手法である。しかし、コンピュータの使用

を前提としていたり、同時に参加できる参加者の数（会社の数）に制隈があったりして・多人数の授業で使用

するには問題もあった。そこで筆者が担当する「ピジネスモデル」の講義で使用するために、多人数を対象と

する授業向けのピジネスゲームを開発し、使用しているのでその内容と効果について報告す乱

1．経営シミュレーションモデル
　ピジネスの教育では、経営シミュレーション（ビジネスシミュレーション、ビジネスゲrムとも呼ばれる）

の手法が用いら允る。経営シミュレーションとは経営の模擬体験のことであり、現実には体験できない企業経

営を、ビジネスの仕組みを表現するモデルの上で体験させようとする教育手法である。’モデルは、参加者が決

定する意思決定変数（例えば販売価格）とそれから導かれる経営結果（例えば利益）との因果関係を、各種の

システム変数（システム要因）を使って数式表現したもので、コンピュータ上に実現されているものが多いが・

必ずしもコンピュータを使わなければならないということはない。

　モデルの作り方は、参加者に何を教育するのかという禾11用目的によって変わってく乱モデルを利用目的と

の関連で分類すると次のようにな乱

　（1）企業問の競合モデルと企業内の業務モデル

　　　企業間の競合モデルは、参加老が複数の会社に分かれて経営を競争することにより、マーケットに対す

　　　る戦略分析と意思決定の方法を学習するものである。経営の良否は、利益、マーケットシェアなどで判

　　　断することが多い。一方、企業内の業務モデルは、企業内の業務のプロセスをモデル化したもので、そ

　　　の業務プロセスの理解を促進し、いかに効率よくその業務を実施できるかを学習するものである。例え

　　　ば、その業務を実施するためにかかった時間や費用などが評価指標となる。

　（2）企業の全体機能モデルと部分機能モデル

　　　全体機能モデルは、販売計画、生産計画、人員計画、損益計画などを含む企業の総合計画をマクロ的に

　　　モデル化したもので、企業内外の機能間の相互作用を学習するものである。当然、複雑なモデルとなる。

　　　一方、部分機能モデルは、販売機能や生産機能などを別々に詳細にモデル化したもので’、企業の特定機

　　　能の遂行方法を学習するものである。

　　（3）意思決定モデルとヨ■1練モデル

　　　意思決定モデルは、意患決走の良否を競うもので、このモデルで代表的な企業’間の競合モデルでは企業

　　　環境の分析、経営状況の分析方法とそれを活用した戦略策定などを学習するものである。一方、訓練モ

　　　デルは、企業内の定常的な’仕事を間違いなく、速く実行できるように訓練をするためのものである。例

　　　えば、在庫管理、顧客サービス、輸送方法などの最適化判断などの訓練などがこれにあたる。

2、経営シミュレーションによる教育の効果と限界

　現在、・経営シミュレーションの最も一般的な利用方法は、経営における意恩決定の学習を目的とした企業聞

の競合モデルである。これは、参加者が3～6社の会社に分かれて、1つのマーゲットを取り合って経営を競い

ヰ丁岬NAMI．Te岬uki［情報システム学科］
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合う’ものである。各社は、数人のメンバーで構成され、祉長、経理部長、販売部長、製造部長などの役割を分

担し、同じ条件（資本金、製造能力、従業員、取扱商品、手持ち現金などが同じ）からスタートした会社をい

かに成長させるかを競いあう。経営の良否は、数期にわたって会社を運営した結果としての累積経常利益、マ

ーケットシェア、借入金残高などで判断する。各社が決定する意恩決定の項目はモデルにより異なるが、簡単

な販売モデルでは1種類の商晶の販売価格と仕入数量と広告費のみであるが、精密な製造・販売干デルでは、こ

れに加えて複数の商晶のポートフォリオ、製造設備の増設投資、新商品の研究開発投資、採用人員数など現実

の企業経営に近いものになる。各社が毎期これらの意思決定項目を決定し、コンピュータに入力すると、モデ

ルが設定したアルゴリズムに従って各社のマーケットシェアが計算され、経営結果としての損益計算書と貸借

対照表、経営分析指標などが出力されるのが一般的であ乱各社は、そのアウトプットを分析して次期の意思

決定を行㌔このような企業間の競合モデルは、ピジネスゲームあるいはマネジメントゲームとも呼ばれてい

る。

　ピジネスゲームによる教育は、講義中心の授業に比べて次のような効果が期待できる。

　（ユ）ゲーム感覚で意思決定を行い、結果が他社との上ヒ較で現れるので競争意識が働き、興味と参加意識を

　　　　もって授業に集中する。

　（2）ビジネスの仕組みが自然に理解でき、意思決定と経営成果の因果関係や法則性を体験的に学ぶこと炉

　　　　できる。

　（3）現実にはめったに起こらないような状況での意思決定を模擬的に作り体験できる。

　（4）相互作用を持つ複数の意思決定を同時に考えることが必要であり、総合的に物事を判断する訓練がで

　　　　きる。

　（5）経営環境の分析方法や経営指標の分析方法を学び、データを重視した的確な判断ができる力が育成で

　　　　きる。

　く6）グループで会社経営を行うので、他のメンバーとの協力が不可欠であり、コミュニケーションカ、説

　　　　得力、チームワーク、リーダーシップの取り方などの訓練になる。

一方、授業の中でビジネスゲームを行うに際しては、以下のような問題点もある。

　（1）多人数が受講する授業では、全員を数人のグループに分けて同時にゲームを行うことが不可能に近

　　　　い。

　（2〕会社を構成する数人のグループの中に、真面目に取り組まない者がいると他のメンバーの迷惑にな

　　　　る。

　（3）すべてを他人任せにして、自分では何もやらない者が出る。

　（4）個人別の評価が難しい。

　（5〕企業聞の競合モデルでは、他社との比較ばかりに目が行って、地道なデータ分析を珪おざりにして極

　　　　端な戦略をとりがちとなる。

　（6）コンピュータにより経営成果（損益計算書や貸借対照表〕がアウトプットされると、その成果の計算

　　　　方法や算出過程の理解が深まらない。

　多人数が受講する授業では、以上のような問題点が生じる・が・ゲ丁ム感覚で楽しく授業に参画しながらピジ

ネスの仕組みが理解できるというピジネスゲームの最大の利点を生かし、かつ問題点を極小化するような多人

数型のビジネスゲームを開発し、筆者が担当する「ピジネスモデル」の講義で使用している。

3．多人数型ビジネスゲームの開発

　「ビジネスモデル」の講義概要は、シラバスでは「情報システムが活用される場である企業の活動を理解す

ることを目的とする。企業活動の目的を達成するための仕事、その仕事を遂行するための組織、及ぴ組織間の

情報の流れをわかりやすい図表で表したモデルを用いて、企業活動における人問の判断、組織内の意思決定の
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方法、それをサポートする情報システムの役割なとを理解する。さらに、インターネットなとを活用した新し

いピジネスモデルについても論じる。簡単な経営シミュレーション演習を行い、企業活動を体験的に理解する」

としている。1年次の授業であり、毎年150人以上が受講している。内容としては、ビジネスゲームが最も効果

を発揮する種類の授業である。

　この授業で使用する多人数型ピジネスゲームの開発にあたっては・以下の点に留意した。

　（1）グループで会杜を運営するのではなく、個人一人ひとりが会社を経営する・これにより・一人ひとり

　　　　・が自分の責任で企業経営を模擬体験する。

　（2）企業間でマーケットを取り合うというような競合モデルとはしないが・経営の意思決定の良否が経営

　　　　成果の差となって現れ、他社と比較できるようにすることによ．．り、’学生は他社より良い成績を残そう

　　　　と熱中する。

　（3）競合モデルとしないため、参加者の数（会社の数）に制隈は設けない。また・全員が意思決定を終わ

　　　　らないと次へ進めない（マーケットの配分ができない）ということもない。

　（4）授業の目的が、企業活動の仕組みを理解することで李るから、意志決定モナルというより、企業の利

　　　　益造出の仕組みを理解するための冒■1練モデルとしての位置付けにウェイトを置く。

　（5〕コンピュータを使わずに、損益計算を手で（電卓で）行うことにより・企挙の利益造出の仕組みを体

　　　　得する。

　．（6）企業の全体機能モデルは複雑になるので・部分機能ごとにモブル化する。

　このような開発方針に基づき、販売モデル、生産モデルの2つのビジネスゲームを開発した。

4．ビジネスゲーム11販売＝Eデル

4．1　干デル

　このゲームのモデルと運用の方法は次の通りである。

　（ユ）参加者はヨ種類の食晶を販売する卸売業を経営する。

　（2）この会杜の過去6ヶ月の各商品の販売実績と先月の損益計算書が与えられている。

　（3）意恩決定項目は、3種類の商晶の来月の販売予定価格と発注量（仕入数量）および広告費である。

　（4）毎月の意志決定後、来月の注文数が公開される。注文数は、各社が決定した販売価格と広告費の関数

　　　　として変動するように作っておく。ただし、他社との比較によって変動することはない。

　（5）前月の発注量‘仕入数量）によっては、商品の晶不足や売れ残りによる廃棄が発生す乱

　（6）この注文数をもと・に各社で損益計算を行い、これを数ヶ月繰り返し、．累積損益を競㌔

　モデルのシステム要因（システム変数）間の関連は、図1gようになる。

参加者に提示するルールを表1に、損益計算を行うためのワークシートを表2に示九

4　2　期待する効果

　このゲームヘの参加を通して、参加者に理解、体得してほしい学習内容は次のよ’うなものであ乱

　（ユ）粗利益、一般管理販売費、経常利益ρ関係理解と算出方法

　（2）商品の品切れ、売れ残り廃棄の損益への影響

　（3）販売予測と価格戦略、仕入戦略の重要性

　（4〕総平均在庫単価の意味
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販売価格 発注量　　　　　　　月初在庫

広告費 注文数 販売可能台数

仕入単価 販売台数 月末在庫

売上原価 売上高．

粗利益　　　　　　　荷造運搬費

人件費等 経常禾一」益 倉塵保管費

図1販売干デルシステム要因関連図（犬枠は意思決定要因〕

表1　販売＝Eデルのルール

新潟国際食晶（株〕

（1）食晶卸業を営む、新潟国際食品（株）の1月の経営状況は別表の通りであ乱

（2）諸君は、1月からこの会杜の経営を任された。月次経常利益を増加させることが当面の目標である。

（3〕この会杜は、3種類の食晶（A，B，C）を販売している。過去6ヶ月の各々の販売個数（箱数〕は下表の

　　通りである。

（4）翌月に販売する商品の仕入れ発注と販売価格の決定は、前月のうちに行うことが必要であ乱

（5）販売価格を上げると注文が減ることが呆込まれる。販売価格を下げると注文が増えることが見込まれ

　　る。

（6）仕入単価は在庫単価と同じとする。

（7）一般管理販売費は、人件費等、荷造運搬費、倉庫保管費、広告費から構成される。

（8）人件費等は、毎月一定とする。

（9）荷造運搬費は売上高の10％とする。

（10）倉庫を借りているので、月末在庫1箱あたりlOO円の倉庫保管費がかか乱

（1ユ）B商晶は保存期間が短いので、売れ残ると廃棄しなければならない。

（12〕広告費をかけると、翌月の注文が増えることが見込まれる。

販売個数

A商品．

B商品

C商晶

8月

2000

4000

460

9月

2600

4000

500

10月

3000

3500

520

1I月

3500

3300

480

12月

4呂OO
3500

・600

1月

4000

3000

500
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表2　販売＝Eデルのワークシート

新潟国際食品（株）損益計算書（1月）

＾商品 B商品 C商品 合計

月初在庫（箱）

当月入荷（箱）

販売可能個数（箱〕

仕入単価（円）

在庫単価（円〕 600 1，OOO 2，OOO

当月注文（箱）

販亮個数（箱） 4，OOO 3，ooo
500

廃棄個数（箱）

月末在庫（箱）

販売価格（円）

売上嵩（円）

売上原価（円）

粗利益（円〕

人件費等（白）

荷造運搬養（円）

倉庫保管費（円〕

3，OOO

1，OOO

4，OOO，OOO

21400，OOO

1，600，OOO

2，OOO

6，OOO，OOO

3，OOO，OOO

3，OO口，OOO

200

5，OOO

2，500，OOO

1，OOO，OOO

1，500，OOO

・3’200

12，500，OOO

6，400，OOO

6’100，OOO

3，50p，000

1，250，OOO

320！OOO

広告費（円〕

月次経常利益（円〕 1，030，OOO

発注量（箱〕

販売予定価格（円）

5．ビジネスゲーム21生産モデル

5．1　干デル

　こめゲーキのモデルと運用の方法は次の通りである。

　（ユ）参加者は、2種類のパソコンサーバ（PCサーバ）を製造する工場を建設ナる。．

　（2）各PCサーバの、販売価格、部品構成、部品の購入価格、組立工数（人件費）が決められている。

　（3）工場運営にかかる聞接費用は、管理費、部品在庫費、減価償却費である。

　（4’）各PCサーバの注文期待数が上限と下限の幅をもって与えられている。

　（5）意思決定項目は、建設する組立ラインの能力と部晶の発注量である。

　（6）組立ラインの建設費は、ライン数に応じて決められてい乱組立ラインの増設はできない。

　（7〕毎月の意思決定後、来月の注文数が公開される。注文数は、注文期待数の上限と下限の聞に設定す乱

　（8）組立ラインの能力不足や蔀品不足で注文数を生産できない事態が発生す・る二その場合は外注をして注

　　　　文数をそろえる。PCサーバ毎に外注にかかる費用が与え．られてい糺

　（9）この注文数をもとド各社で製品ごとの製品原価と工場の製造利益を計算する。これを数ヶ月繰り返し、

　　　　累積製造利益を競う。

　モデルのシステム要因・（システム変数）間の関連は、図2のようになる。

　参加者に提示するルールを表ヨに、原価計算を行うためのワークシートを表4に示す。
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5　2　期待する効果

このゲームヘの参加を通して、参加者に理解、体得してほしい学習内容は次のようなものである。

　（1）製造直接費と製造間接費の意味

　（2）工場建設費と減価償却費の関係と意味

　（3）製品注文数から必要部品数を計算する部品展開の方法

　（4）製品ごとのユ個当たり製品原価の算出方法

　（5〕製造間接費の製品への配分の意味と配分方法

　（6〕自社生産と外注生産の遠い

　（7〕工場の製造利益の算出方法

　（8）工場の製造能力決定戦略と在庫戦略の重要性

注文数

組立ライン建設費 部品発注量 月初在庫

使用可能部品

販売価格 外注量 生産量 月末在庫

売上高 外注費 材料費 人件費

減価償却費 原価合計 部品在庫費

製造利益 製品原価

図2　生産モデルシステム要因関連図（太枠は意思決定要因）
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表3　生産モデルのルール

新潟国際工業（株）

今後売れ行きが伸びると期待されている2種類のパソコンサーバ（A，B）を作る工場を建設する。

（1〕各パソコンサーバの販売価格と注文期待数は次の通りである。

　　製晶A　　販売価格　120万円　　　　注文期待数　毎月10ト300台

　　製晶B　　販売価格　100万円　　　　注文期待薮　毎月20ト400台

（2）パソコンサiバの組立ライン建設費（A，Bどちらも作れる）

　　400台ライン　　　　5400万円

　　100台増すごとに　　1800万円

　　減価償却は、償却期聞1年、定額法とする。

（3）各パソコンサーバの組み立てに必要な部品（C，D，E，r〕は以下の構成であり、すべて購入する。

製品A・ 製品B

C（4〕　　　　D（2） E（1）　　　　　　　　　C（1） 1…（1〕　　　　F（1）

（4〕各部品の購入価格は、　C（ディスク）　5万円、　D（フロ・ツピ）　5万円、

　　E（プロセッサ）　IO万円、　P（CD－R6M）　．1O万円　である。

（5）組み立て人件費は、製品Aは1台当たり20万円、製品Bは1台当たり15万円であ’る。

（6）当月使用する部晶の発注は、前月のうちに行わなければならない口

（7）部品の在庫費用（月額）は、月末総在庫価格の2％である。

（8）工場全体の管理費は、固定費として毎月5000万円かか糺

（9〕部品在庫費用、管理費、減価償却費は、出荷台数の比率で製晶A，Bに配分する。

（10）ラインの組立能力または組み立てに必要な部晶の数が不足して注文台数を製造することができない

　　　場合は、組み立てを外注して調達し、注文台数をそろえて出荷する。

　　　その場合、外注先には部品を供給しないでもよい。

（1ユ）組立外注価格は、製品Aは、1台あたり1㎝万円、製品Bは、1台当たり呂O万円である。

（12）製品別の製晶原価と工場の製造弄■」益を計算せよ。

6．評価

　本年の「ビジネスモデル」の講義の中で、販売モデルを使ってビジネスゲームを実施しれ実施後のアンケ

ートの中で、150人の受講者のうち約30人が「楽しく学べた」あるいは「面自かった」という感想を述べてい

る。「計算が面倒だった」という感想がlO人ほどあったが、計算についていけないものはほとんどいなかった。

アンケートの中から代表的なものをいくつか抜粋してみる。

　　　　経営は難しいんだなあと実感した。でもとて・も楽Lかったのでまたやりたい。

　　　　赤字が出てしまったが、すごく楽しかったし、いい勉強にもなってよかった。

　　　　楽しかった。もう・少し難しい設定でやってみ」たい。

　　　　計算しながら利益などを考えるのが楽しかったです。．経営は大変だと思いました・

　　　　経営は勘だけでは絶対に無理だとわかった。本当にやっているような感覚で楽しかった。

　　　　損益を明確にするには細かい管理が必要だと思っむ面倒だけど、結果が目に表れるのは面白いと

　　　　思った。

一1a5一



表4　生産モデルのワークシート

組立ライン

建設費

減価偵却費

（建設費∫12）

　台

万円

万円

注文数 生産　　　　外注

製品A　　　　台

製晶B　　　　台

部品計算書

部晶

合計

発注 月初在庫 使用可能部品 当月使用 月末荏庫 在庫金額

新潟国際工業（株） 原価計算書（　月）

材料費

人件費

管理費

部品在庫費

減価償却費

外注費

原価合計’

出荷台数

製晶原価

売上

製造利益

製品A 製晶B 合計

生産台数と外注台数の計算

　注文数（A＋B）＞組立ライン

　注文数（A＋B〕＜組立ライン

の場合は、生産数（A，十B’）＝組立ライン

の場合は、生産数＝注文数となる。

になるようにA1，B’を決める。

　A，Bの生産数を部品展開して、部品の数が足りるかどうかチェックする。

部品不足の場合は、A，Bの生産組み合わせを変えるか、生産数を減らLて部品不足にならな’いようにする。

外注数は、注文数から生産数を引いたものである。

ゲームをやりながら理解、体得して欲しい項目に自然と気付いたことを表わす感想もあった。

　　　結果は赤字であった。在庫があるのに発注量を多くしすぎたことも原因だ。

　　　とても興味深くいい勉強になった。在庫と発注量に気を付けないといけないと思った。

　　　発注量や販売価格を決定する際、先月分から予測したり、細かいデータの分析が必要にな乱

　　　商晶仕入や価格決定は、先を読んでいろいろ決断しないと駄目だと思った。

　　　過去の販売実績表をよく分析していなかったのが失敗の原因になった。
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　これらのアンケート緒果を見ても、ビジネスゲームを利用した授業の当初の目的は達成できているのではな

いかと思㌔さらに、いろいろなタイプのビジネスゲームを開発したいと思ってい乱また、これらのモデル

を少人数向けの競合モデルに作り変えることも考えたい。

参考文献

　　　　酒井重恭編著　「ゲーミング・シミュレーションモデルの作り方」　日本経営出版会

　　　　野々山隆行編著　　「ビジネスゲーム演習」　ピアソン・エデュケーション　2002年

19呂O年
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手のひらサイ’ズの情報．システム設計方法の一考察

　　一授業評価アンケート集計作業の支援システムー

五S伽改ofDes勧〃e肪odofSm〃8c北I肋m狛㎝飯s施㎜

　　　　　　　　　　　槻木公一鶉

要約

　本学における授業評価アンケートの集計作業プロセスを事例として、小規模な組織体における部分的な業務

を対象とした情報システムの設計手法を考察する。小規模な業務組織では、頻度が少なく少量で多様な業務を

個々人が担当して非継続的、断片的に仕事を進めているので、全面的にプロセスを見直すことは現実的でない。

むしろ、人との「なじみやすさ」をもって現行のワーク’フローの中に新しい情報システムを組み込んでいく必

要がある。そのためには組み込む機能もこま切れにL、わずらわしい進捗管理をできるだけ避けるように設計

することが肝要である。

1．はじめに

　業務全体を対象としてビジネスプロセスを再構成して情報システムを構築する場合、担当組織、業務手jl1頁、

業務内容、経費負担を全面的に見直し寺ることができる。しかし、一部の業務のみを対象として小規模の情報

システムを導入する場合・大幅な効率化や経費削減を狙うことはできない。むLろエンドユーザを竿紳作業や

繰り返し作業から開放し、より創造的な業務に従事できる時間を確保して意欲の向上を狙うことが主たる導入

目的となる；

　小規模な業務組織においては、頻度が少なく少量で多様な業務を個々のユーザが担当しているのが現状であ

る。情報システムを導入するとしても、対象となる業務はほんの一部であり、非継続的、断片的であることが

多く、ビジネスプロセスの全面的な見直しは困難である。従って、情報システム導入後も・人の作業として考

えて妥当で違和感の少ないプロセスとし、さらに断片的、非継続的に進められることが求められる。

　ここでは、学生による授業評価の結果を集計して、冊子とW巴出ぺ一ジを作成する支援システムの実現を通し

て、小規模セ使用頻度の少ない業務’を対象とし、人となじみやすい情報システムの構築方法を考察する。・

2一授業評価の実施概要
本学では2004年度後期から2年間4学期に渡って、教育の質の向上および教授技能の向上に役立て、結果とし

て学生の学習意欲を喚起することを目的として、学生による授業評価

．アンケートを実坤しれ今までは・迅速な集計処理やシステム変更の

柔軟性、少ない運用経費などの長所があるWebによるアンケー．ト収集

システムを一部で実施していた。し．かし・学生への協カ要請の度合い

によって大幅な回収率の差が生じ、加えて重複回答や類似回答とか未

履修者からの回答などのノイズの大きさが問題となった。

　的確な評価緒果を得るためにはできるだけ多くの学生の協力が不可

欠である。そのため、期末の授薬時間内に、できるだけ学生の負担を

軽減すること・を考慮して調査を実施することとしれ必要最小限に絞

り込んだ共通の評価項目に関しては、マニクシート用紙によってデー

タを収集し、迅速な集計処理を行うようにした。また、教育改善のた

めには詳細な個別意見も大切であることから、書式を定めないで自由

意見を収集して、担当教員が集計結果と併せてコメントとしてまとめ

‡TS皿（IOl，Koiohi［情報システム学科］

一189一



ることとした一図2．1〕協力した学生に応えるために、これら評価結果とコメントはWeb上で学内公開してい

る。

31．支援シ．ステムの特徴とワークフロー構造

　学生から2種類の評価シートを回収して集計する作業は、手作業としても複雑な作業ではなく、各科目毎に

評価項目はPCで集計して結果のグラフ図を作成し、担当教員のコメ．ントを添付して1ぺ一ジにまとめる作業に

過ぎない。ただ、半期に一度の作業であって百数十科目を対象として、非常勤講師を含む担当教員へ共通項目

の集計結果を渡し、その後にコメントを回収しなけれぱならない。すべてが揃ってから冊子出版のための製本

作業と・公開のためのW巳止ぺ一ジ作成作業を行なうことになるが、本学のような小規模組織においては、一人

の担当職員が日常の定例業務の合聞にこま切れに作業を進めることになる。

　こま切れ作業には当然ながら何らかの形の進捗管理が必栗とな飢人手作業の進捗管理の目的は・労力の無

駄となる甲一作業の繰り返Lを防ぐことと、副作用のある作業の重複を防ぐことにあるが、進捗管理その．もの

がユーザの負荷をさらに・増大させる。人による処理内容やワークフローと違和感の少ない方式にするとしても、

進捗管理の部分についてはユーザ負荷を軽減する工夫が不可欠となる。

　集計作業支援システムにおいては、取り掛かった作業を継続しなければならない最小単位を、こま切れに実

行が可能な1つの作業単位くAoHvity）と捉える。（図3．1）

UMXにおけるプロセスモデルと同様に、全体としてはこ

：簑鴛ぷ㍑：鴛㌫lE，・・it・・回
性を保持しておけば、出力内容からActMtyの完／未完を

判別することができる。さらに、Ao1Myが完了した時点　　　　　　図3・1作業単位（Aotivity）

で入力を消去すれば、人手による書類の扱いと同様の進

捗管理も可能となるが、何らかの修正・再処理を組み込むと進捗管理がより複雑になる。人手作業と違って、

PC処理では同一処理を繰り返しても無駄な処理負荷が若干増えるだけである。すなわち、繰り返しても副作

用のないAotMtyに関しては、意図的に進捗管理の対象外とすることができる。一方、データベースを更新す

るとか・外部にメールを送信するような副作用のあるAotivityは重複実行が許されないので、進捗管理を避け

ることはできない。従って、全体として副作用のあるAotMtyをできるだけ少なくすれば、こま切れ処理が容

易になって閲違いも少なくなる。図3，2にAotivi｝を連結した支援システムのワークフロー構造を示す。

爵1副作用のある・・ti・i・

〉　〉1外部のAo－ivity

コメント

作成

図3．2Aoti軸yの連結
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［’’’

4．支援システムの概要
　図3．2に示したAolMty単位で機能を作成し、入力と出力は原則として別のフォルダに格納することに’よって

独立性を確保する。さらに、科目単位となる個々の入出力情報には科目番号と科目名を含む名称を付与するこ

とで、科目単位でそれぞれのAo廿vi呼の完／未完を人が容易に判別できるようにして進捗管理を代替している。

（1）副作用のない＾otivity群

（1－1〕評価データ作成

評価シートのマークから読み取った生データを評価項目・評価基準毎に集計し、科目単位のファイルに集約

する処理である。．入カデータの修正変更は発生しないので・無条件に重複実行を可としてギる．。

（1－2）グラフ・表作成・

評価データから評価結果を図示するグラフと集計表

を作成する。これも副作用のないAotM軸であり、無

条件に重複実行を可としている。．

（1－3）コメント作成

　返信メールからコメン’トー1青報を作成する。送信メ

ールに付加した持ち回り惰報と、所定の区切り行の

問に書かれたコメントを自動的に切り出して、科目

毎のコメント惰報を作成出力する。コメントの作成

には人手作業が入るため、コメント内容の修正作業

が必要となる。返信メールからコメントを切り出し

て、修正した結果をそのまま出力すると、この

AoMtyは重複実行ができなくなって進捗管理が必要

となる。この進捗管理を避けるため、コメントの修

正は入力情報に対して行い、再度コメント作成を行

なう方式とした。内容の修正以外にも、使われるメ

ーラの種類によって返信されたコメントの行内文字

数が異なるケースが多くニコメントを整形する修正

作業が予想以上に多発したので、進捗管理を避けた

メリットは大きい。

　さらに、通常のメールやメディア媒体、紙媒体な

どでコメントが提串されるケースもあり、いずれも

擬似的な返信メールを作成して入力情報に加え、こ

のAotivi呼を副作用のないものとした。（図4．1）

（1－4）グラフ．コメント印刷およぴグラフ．コメント　姜

Webぺ一ジ作成

　科目毎の表示グラフとコメントを編集し、印刷用

のぺ一ジとW巴出ぺ一ジを同一の書式で作成する。入力　萎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　華惰報の修正は必要なく、重複実行が可能なAotMtyで　珪

ある。　　・　　　　　　　　　　．＝1

（2）．副作用のあるAo耐v；ty

（2－1〕メニル送信

　集計結果のグラフと集計表を添付し、科目名、担1

当者情報などを持ち回り情報とLて付加したメール

を自動作成して送信する。メールを受信した担当者

図4．1コメ・ント作成画面

図4．2メール送信画面

一191■



は、添付された評価結果を参照してコメントを作成して返信する。従って、一回の送信処理は外部に影響を与

え・副作用のあるActMtyとなるので、進捗管理が不可欠となる。

　このシステムでは、送信は1件ごとに目一視確認して送信することに加え、同一担当者へ再度送信する場合に

はさらなる確認動作を求めるようにした。受信メールを喪失した担当者へ再送信するという強制的な重複実行

を可能とするために、送信時刻を付加した送信メールを保存している。（図4，2）

（3）その他

（3－1）作業環境設定

　評価は学期毎に複数回実施

するために、評価対象学期の

選択や各学期ごとに各AむtMty

の入出力情報を格納するフォ

ルダの生成（初回起動時のみ〕、

プリンタの選択など作業環境

を設定する。

（3・2〕一括処理

　個別の科目毎に副作用のな

いAotivityを実行する個別処理

に加え、揃った入力情報すべ

てについて繰り返してAo－Mty

を実行する一括処理を実装し

た。副作用のあるメール送信

は一括処理からは除外してあ
る。（図4．ヨ）

図4．3一括処理画面

5．おわりに

　この支援システムは’Vi呂u且1B珊io，Ex㏄1，Not叩且dを禾1」用して作成し、2年聞4回の集計作業に活用された。

演習科目や語学科目では、複数の教員による同一科目の授業、あるいは同一教員による複数クラスの担当など

があり、複数の評価結果を集約する科目もある。また、講義科目とは異なった評価項目の表記が求められる科

目もある。これらに関連するシステムデータはすべて1ヨxoe1で作成し、そのまま利用することでデータメンテ

ナンスを容易にした。さらに、図4．3に示すように、操作画面に注意事項を直接記載することによって操作マ

ニュアルの類を不要とし．ている。

　小規模の組織におい．て一時的に人手を増やせば対処できるような場合は、PCを禾1」用するとしても市販のOA

ソフトウェアを部分的に利用する形態が多い。汎用晶ゆえに市販パッケージをそのまま．多様な業務プロセスに

適合させ季ことには無理もあり、適合する部分だけ利用して後は人手作業で補うことになる。これでは他とは

異なる特色ある業務は、いつまでたっても情報化の恩恵を受け難く取り残されセしまうことになる。

　従って、小規模な情報システムにおいては、より一層人の作業となじみやすく円滑に導入できる設計手法を

確立し、既存のソフトウェア部品を活用して低コストで迅速な開発を実現していく必要があ乱
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オープンソースソフトウエア文化
0pe皿somoelo伽胱Co㎜u刀j缶朗

　　　　　永井武干

1．はじめに

　19からI9世紀にかけて、紡績、織物、鉱山業などが手工業から水力、蒸気を使用するものになり、産業革命

がいくつかの段階を経て成し遂げられた。

　情報革命は、lg50年代から始まった大型汎用機時代・19宮O年代からのwi皿telといわれるパソコン（以下PCと

略記）の時代を経て、オープンソースソフトウエア（Op㎝S㎝T㏄Softw田re以下OSSと略記）の時代にさしか

かっている1㌧OSSとは、プログラムのソースコードが公開され、誰もがプログラムを見たり、使用したり、

コピrしたり、改良することが許されるソフトウエアである。因みに、大型汎用機時代、PC時代のソフトウ

エアの多くはソースコードは公開されず、コピーを禁止Lている。

　1984年、リチャード・ストールマンが提案しフリーソフトウエアの概念GPL（G★U　Publio　Li㏄n呂e）が生ま

れた。ソフトウエアは開発した人に著作権があり、他の人が使用するためには代償支払うなどして許諾（ライ

センス）を受ける。GPLは1g呂g年に少々改版され、ソフトウエアは公共の知的財産であるから自由にコピー、

使用、改変、再配布してよい。ただしGPLソフトウエアを不1」用して開発されたソフトウエアもGPLとなるとい

うもので、今日に至る’までその通りに実行されている。この運動は著作権擁護の運動とは逆の方向なので、コ

ピーライトをもじってコピーレフトと呼ぶ！〕。その後、ブルースーペレンスのオープ・ンソースの定義岬、1ヨ〕、

1ヨSD（BeIk1巴y　Softw趾e　Di冨tribu廿on〕、NPL（Net；c叩巳Puお1io　Lio㎝舵）、MPL（Moヱm刮Pu出1io　Li㏄皿呂e）、パブリッ

クドメインなど微妙に異なるライセンスが共存するOSSの時代を迎えてい乱

　なぜ現在のPC時代からOSS時代に移る必要があるのか、その理由を以下に述べる。

（1）情報社会のインフラともい．うべきOS（Ope咀ting　Sy畠蛇m）が・全世界のハッカ（真のプログラマ）のボラ．

　　ンテイア’活動によって育てられている

（2）同様にアプリケーショ．ンソフトウエアも世界中のハッカが提供している

（3）ストールマ．ンが提案しているGPLは、情報社会のソフトウエアは古くから伝えられている科学的知見と同

　　様に全人類の共有財産であり、利用は自由である

（4）科学的知見と同様、知りたい人、使いたい人は無料で利用できる

（5）OSとアプリケーションソフトを無料にすると、ソフトウエア産業は成り立たなくなると危慎する人がい

　　るかもしれないが、今後本研究で述べるように、その心配はなく・むしろ情報技術禾1」用が芦らに広まる

（6〕大型汎用機時代、PC時代のピジネスは、大きな資本と情報技術が必要であるが、OSS時代の情報痒業は、

　　これまでより資本と技術がなくても可能となる｝

（7）大型汎用機時代、PC時代のように使用するソフトウエアのソースコードが非公開であると、障害がおき

　　たときに困るとユーザが感じるようになった

（呂）ユーザの立場でみると大型汎用機時代は、情報装備に莫大な費用が必要であった。PC時代でも一人1台以

　　上のPCを会社が従業員に配布するときなどまだ費用はかか乱OSS時代は、OS、アプリケーションソフ

　　トは無料のものを使い、その先のソリュー．ション、保守に費用をかけ、全体として安くて使い易い情報シ

　　ステムを入手す乱ユーザのこの願いをかなえるのが、OSS時代のビジネスモデルである

（9）現在の情報社会の問題は、世界中の人が使用しているWi皿dow畠およヴそのAPIが公開されていないので、

　　マイクロソフトに依存しないとプログラムは作成できない。これはソフトウエアの発達を阻害する

　本研究はOSSの現状を述べ・将来日本の目指す方向を提示する。

榊＾OAI，Tok齪hi［情報システム学科］
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2．OSSの全体像

　表2．1に主なOSSを示す。これらはOSS社会では非常に有名なもので、順不同であるがこの表に示す順に概略

を述べる。

　　　　　　　　　　　　　　　表2．1主なオープンソースソフトウエア

OS

GUI

W巳止ブラウザ

エデイタ

分類

アプリケーション

インターネットサーピス

DBMS

ファイルサーパ

プロトコル

ソフ・トウェア

U皿ix，Lhux，F祀eBSD，GNU町前em

ONOM1ヨ，KDE，X　Wi皿dow　Sy呂t巴m

H肥fox，ly皿x，刮may且

Em曲昌，Ψi，L拙跳

OpenO冊ioe，St趾Sui佗

Ap固d1e，S日皿dm曲il，BIND

Po；t壇祀sQL，MySQL

S且mba

TCP皿〕

2．10S

2．1．1　unix

　OSSの始まりは・1969年にベル研究所のデニス・リッチrケン・トンプソンによって開発されたUn1xであ

ろう。当時ベル研究所には多くの測定器、分析機があり．、データ収集、データ処理にDEC，HP、プライム、

パーキンエルマ、ワングなどのミニコンが使用されていた』しかし、これらのミニコンのOSは別物であり、

処理結果のやりとりは不可能であった。この状態を解決するには、高級言語で書かれた移植性がよいOSを開’

発してそれぞれのミニコ’ンにインストールすることと考え・実行した。ベル研究所内でUnixのよさが証明され

た。

　Unixには商晶価値は十分にあったのだが、当時のベル研究所はAT＆Tの子会社でありAT＆Tは独占禁止法で

情報産業への参入は禁止されていたので、Unixのソースコードを公開し全世界に無料で配布した。OSのソー

スコード公開と無料配布はこれが初めてである。U皿ixのソースコードは世界中の大学のコンピュータサイエン

ス学科で教材として使われ、改良と機能の追加が行わ枠た。結局、250種類のUnixができた。有名なのは、

UCB，とMu，M1TのUnixである。19呂6年、AT＆Tが分割され情報産業への参入が許されたので、各杜からSol㎡岳，

Hp－UX，A灰，SCOなどの有料のUnixが発売され使用されている・ここで間題なのは、異なるメーカの異なる機

種間でデータがやり取りできるようにUnixが開発されたにもかかわらず、微妙に異なるUnixが世界中にできて

しまったことである。ベンダ（供給）側がユーザを囲い込むためにそうなるのであるが、ユーザには迷惑であ

る。しかし、大型汎用機時代に比ぺればデータのやりとりは容易になった。インターネット上のサーべOSと

してU皿hは約2脇のシェアをもっている引。

2．1．2　Linux

　PC用U皿ixとしては冊巴巴BSDの方が歴史は古いが、典型的なOSSとして有名なLi㎜xをとりあげる。1991年、

ヘルシンキ大学生のリーナス・トーバルズがPC用U皿ixの必要性を感じ、タンネンバウムのMi皿ixを参考にして

独自に開発した。さらに、2，1．1で述ぺたUnixが微妙に異なる版ができたことを教訓にして、Li㎜xの核心部分・

（カーネル）の版の管理は現在もリーナス・トーバルズ自身が行うようにして開発してい乱

　1991年、Limxの最初であるO，O1版をインターネット上で公開し、使いたい人はどうぞ使ってください・ま

た、改良案、バグがあったら教えてください、とよびかけた。それ以来、ボランティア開発協力者が現れ現在

開発者は5万人ともいわれる。ユーザは全世界で5000万人を超えている百〕。

　Li㎜xは、無償だから使われているだけでなく、いくつかの教冒11を世界に示している。コンピュータのハー

ドウエアは、ムーアの法則・〕が現在も続きI8ヶ月で処理能力が2倍に進歩するが、価格はほとんど変わらない
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ということを40年問続けてきたので、その進歩はドッグイヤーといわれている二それに比較すると、ソフトウ

エナの進歩は遅い。1BM、富士通、マイクロソフトなど1社で開発するソフトウエアには限界がある。マイク

ロソフトが1996年に発売したWindow昌NTサーバは、19呂O年代に開発を開始したが、バグが多く残り動作は不．

安定であ乱Li㎜xはリーナスートーバルズが中心となり、世界中の5万人のソフトウエア技術者が協力するこ

とで、ソフトウエア開発速度が高く、バグが少なく、動作は安定してい乱その上無料で使えるので世界に広

まる速度が速い。L1㎜xとWi皿dow；NTサーバ、Wi皿dow；XPエンタプライズを比較すると、遅いソフトウエア開

発速度を上げる最善の方法は、OSS文化であると世界中が注目している帥。

2，2Gul（G帽pηcal　UserlnteH目oe〕

GU1はコンピュータと人問の接点ともいうべき大切なソフトウエアで・、大型汎用機の時代はCUI（Ch趾且oter

U畠eエI加erf刮c巳）使用された。ムーアの法貝1」が続いて■ンピュータの価格が下がり、個人的にコンピュータが使

われ始めたころ、アップル杜がコンピュータ資源の一部を使用して、ソフトやファイルをアイコンで表し、ソ

フトを起動したり、ファイルを開いたりするのに、アイコンのダプルクリックで可能にした。その他、ファイ

ルの消去はごみ箱にすてる動作・ファイル・．編集などのメニューなどさまざまな機能をつけた。これが・多く

のユーザに受入れられた。これを見てマイクロソフトは、MS－DOSをGU1化してWi皿dow；1．Oとした。

　MS－DOSは、．19宮1年に1BMが初めてPCを商品化したときに採用したOSでCUl（Chmc此エU畠e正h舵㎡且㏄）であ

乱CU1であるU皿ixを手本としたOSであるので、人間が文字入力によってコンピュータを操作していた。Cm

はコンピュータの操作を難しくしていた。

2．2－1GNOME（GNu　NetworkObjeot　Model　Environm畠nt〕

　1969年に開発されたUnkはCU1であったが、UI（U舵TInterf且㏄）を改良するために、多くのwindowを開いて

作業を行うXWindowSy冒蛇mが使われた。

　GNOMEは1997年LinuxのUIを改良するために、ミゲル・デ・イカザが開発したOSSである。レッドハットソ

フトウエア社が協力したので、RedH前Li㎜xの時代（200ヨ年まで）から現在の冊do晒Co祀6までパッケージされ、

Redh且t系Limxのデスクトップ環境はGNOM日が使える。ONOMEの環境を一言で云えば、・Window岳に年々近づ

いているといえる。

2．2．2　KDE　（K　De昌ktop　Environment）

．GNOMEに先行したLinuxのデスクトップ環境ソフ’トでP直dor且Co祀6にパッケージされている。Window冨に似’

ている点でGNOMEと同じといえるが、使用した慮じは異なる亨使用する人の好みで選択肢があるのは幸せで．

ある。ただしこのKDEは、過去にQtという独占的ライプラリィを使用していたので、．Qtに拘東されるおそれ

があったが、1998年にQtの制約はなくすという発表があり現在は広く使われている。

2．3webブラウザ

　webブラウザは、インターネットユーザ拡大のキラーアプリケーションというべきソフトであ乱19呂9年欧

州粒子物理学研究所（CE㎜）のテイム・バーナーズ・リーが、缶巳bサーパソフト．とwebブラウザを開発した。

1993年、イリノイ大学スーパー一ンピュータセンタ（NCSA）がMo舶icというブラウザを開発し、OSSの形で

世界中にイン・ターネット経由で配布した。これでインターネットの普及にはずみがついたが、イリノイ大学当

局がOSSを管理しようとしたためMo；割icの改良は停止し、開発メンバはいなくなった。シリコングラフィック

ス杜CEOジム・クラークが、1日Mo冊ic開発メンバに新たなプラウザ開発．を提案しれネットスケープ社を設立

し、N創昌o且peというブラウザを開発した。アカデミックユースは無料、企業で使用する人は1本2000円であ乱

これが世界申に広まり使われた。

　これを見てマイクロソフト社はWi皿dow冒にインターネットエクスプローラ（IE）というブラウザを組み込ん

で販売を始めたので、ユーザは自然にIEを使うようになりネットスケープ社の経営は不振に陥りAOL社に買収
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された。ブラウザ業界は以上のような状態であるが、なおOSSのプラウザ趾eFoxがあり、セキュリテイの機能

がすぐれているのでかなりのユーザがいる。

2．3．1Mozilla

　ネットスケープ社のNe曲㎝p巳ブラウザの開発プロジェクト名であるが・ネットスケープ杜がAOL社に買収さ

れたので、プラウザはOSSとなり、R巳dH前Li㎜xにパッケージされ配布された。P巴do冊Co肥IまでMozi1I田がパッ

ケージされていた。

2．3．2　Fir自Fox

　2004年二1月・胎do咀Co祀3からブラウザはPi祀Poxがパッケージされている。ベン・グッドイヤとブレイク・

ロスが、Mozm且のセキュリティを高めるために全面的に書き直した。IEの脆弱さに企業ユーザは困っている

ので、FireFoxを使用する人は増加している。

2．4エディタ

　プログラムを作成する、プログラムを修正する、文章を作成するなどを行うソフトウエアである。商用ソフ

トではマイクロソフト社のワードが最も多く使用されている。

2．4．1vi

　1970隼代にUCBのビル・ジョイが開発しむU皿ixに組み込まれ、OSをインストールしただけで使用でき乱

OS，TCP岬の設定はviを使用Lて行う。

2．4．2　Emao昌

　19S5年、GPLを提案しOSSの世界で有名なリチャード・ストールマンによって開発され、匿名f印で世界中に

配布された。’日本でも多くのプログラマが使用し、その使い易さはわかったが、プログラム作成の際日本語の

コメントをつけることができなかった。何十人ものボランテイアが協同で日本語入力を可能にして、Unixや

Li㎜xを使用している人はほとんどEmao冒を使用している。メール送受信、ニュースの送受信など’ワrドとア

ウトルックでできること以上の機能を備えている。

2．4，3　Lalex

　スタンフォード大学のドナルド・クヌース教授が19η年に考案し’た文書整形システムであ．ろ丁巳xをべ一ス

に、レスリー・ランポートによって開発された文書整形システムである。数式、数学の記号、図、表などをワ

ープロソフトとは異なる方法で処理する。厳密にはエディタではないがここに分類した。．開発当初からパブリ

ックドメインソフト（PDS）で全世界に配布されれLinuxにパッケージされており・筆者も愛用してい糺

情報処理学会への論文投稿は、20年前から紙にプリントして郵送するのではなく、L且texのソースファイルを

ネットワーク経由で送信する。

2．5アプリケーション

　アプリケーションソフトはWi皿dow昌やLimxの上で働くソフトのことでWindow冒では、ワード、エクセル、

パワーポイントニアクセス、アウトルックなどが有名であり、マイクロソフト社ではこれらをまとめでマイク

ロソフトオフィスと名づけて販売している。

2－5，10penOffioe

　Op㎝0ff1oeは、マイクロソワト社のオフィスξ同等の機能をもつアプリケーションソフトを・サンマイクロ

システムズ社が開発、販売していたSt趾Of丘oeをオープンソース化したものであ乱ワープロはWTit町、表計算
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はC且1o、プレゼンティションソフトはImp祀冒冒、・データベース管理ソフトはB且肥という名称である。多数の

Limxにパッケージされており、Li㎜xユーザは無料でマイクロソフトオフィスプロと同等の機能を入手できる。

日本の文科省が全国の小中学校にPC教室を設備しようとしているが、国家財政は破・綻してい乱そこでLimx

とOp㎝Offi㏄に着目している。PCのハードウエアは約5万円であるが、これを動かすソフトはWi皿dow昌とオフ

イスで5万円は必要である。このソフトの予算が不要になるのである。この動きが日本全体に及ぼす影饗は大

きい。・

2．5．2　S拍rSuite

　サンマイクロシステムズ社が開発、販売しているのはS1乱rO肚i㏄であ．る。St趾O冊oeに一太郎の文書を処理可

能にし、サポートサービスを加えアジア圏では商標権の関係でSt趾Suiteの名称で2002年から販売されている。

宥料のソフトではあるが、ソースコードは公開されている。

2．6インタネットサービス

2－6，1　＾paohe

　世界でシュア70％のWe出サーバソフトである。Webサーバソフトも、ブラウザを開発したテイム・バーナー

ズ・リーによって開発された。ブラウザのMo冒且ioと同様にwebサーバソフトもイリノイ大学のNCSAで書き換

えられたものがインターネット経由で世界中に配布された。世界中のユーザから寄せられた意見をもとに毎日

のように改版（パッチをあてる）した。Mo畠旦ioと同様大学当局の介入の後、メンバはネットスケープ牡へ移り

新たな有料のw曲サーバソフトの開発をはじめた。

　ブライアン・べ一レンドルフ、ベン・口ニリーらは、NCSAの改版だらけのwebサーバソフトに自潮の意味

を込めてパッチだらけを意味するAp副oheという名前をつけて改良を始め、世界中に無料で配布した。これが

Li㎜xと同様の効果をもたらし、スキルの高いユーザが改良に協力する体制が確立し・Apaoheの性能がネット

スケープのNet；oape、マイクロソフトのπSなどのw已bサ」バソフトを凌駕している。現在w巳bサ」バソフトの

中でシェアは’1位である。

2．6．2Sendma1l（Post椚x）

　S㎝dm且i1は1970年頃エリック・アルマンが開発した。インターネット上で使用されるメール転送のソフトで

あり、ARPANETのときから使用されているアプリケーションである。研究情報のやりとりのために税金で開

発したソフトなので・はじめからρSSである。1990年にインターネットの商用利用が始まり・ユーザが7億人

にもなると、セキュリティ対策をせずにS㎝dm出1をオープンリレーを許可するのまま使用すると、スパムメー

ル送信の足がかりにされはじめた。原則セキュリティ対策をしたPo呂甘ixが主流になりつつあ乱

2．6．3BlND　（Berk1目y　lntern創Nam目Donrain〕

　1970年代にポール・ヴイクシィによって開発されたB㎜Dはr　DNS（Dom刮inN㎜e　Sy畠t巳m）サーバソフトの

名前である。DNSは、世界中でインターネットに接続さ’れている7億台のコンピュータを識別するためにつけ

られた工PアドレスとeメールアドレスやURLに使用されているトメインネームを相互変換するソワトであ乱

IPアドレスは32ピットの2進数であり、コンピュータとネットワークは2進数しか理解できないが、人間が32ビ

ットの2進数を扱えば必ずミスが入る。これを回避するために、人間は巳メールアドレスやURLを使用して入力

するが÷㎝teIキーを押すと・DNSが2進数のアドレスに変換して理解するのである。インターネットのすべての

アプリケーションが利用するソフトであり、これがOSSであることはインタrネット普及を早めた要因である。

2．7RDBMS（Relationa1Data　B旦昌目M日n目g畠ment　Sys－em〕

　現在使用されている情報システムのほとんどはデータベrスシステムであるといっても過言ではない。なか

でも1970年に開発されたリレーショナルデータベース（RDB）は、世界申で最も．多く使用されている口この
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ことは、オラクルというRDBソフトを販売しているオラクル社が世界第2位のソフトウエアメーカーであるこ

とを見れば明らかである。オラクルの最も低価格のソフトでも500万円であるが、このRDBMSソフトにもOSS

がある。

2，7．1Po昌tgreSQL

　Po岳t臣e呂というRD1；MSソフトカ℃CBのマイケル・ストーンブレーカ教授によって開発された。1988年から大

学の外にも配布し始めたが、やがてバグその他の対応は研究室では木可能になり、Po呂哩Te；ゐ開発は中止され

た。その後カナダ在住のマーク・フルニエを中心とするグループが、Po畠tg祀畠をPo冒tg祀SQLと名称を変え、

OSSとして公開している。本学のRDBの演習に利用させていただいている。商用w巴bサイトをOSSで構築する

際、代表的な構成として、Li㎜x，Ap刮ohe，Po冒t星爬SQL，PHPが使用されている。これらのソフトウエアの頭文字

をとって、LAPPと呼んでいる。超低価格で商用webサイトを構築でき乱

2．7，2MySQL

　スエーデンのマイスイーケル（MySQL）社が開発を行い、オープンソース版、商用飯を出している。ユー

ザの環境、能力、費用に応じて、ライセンスやサービスを選択できるようになっている。欧米で多く使用され

ている。商用w．bサイトをPo呂鞍eSQLの代わりにMySQLを使用するケースも多くそのときはLAMPと呼ぶ。

2．8ファイルサーバ、S目mba

　アンドりユー・トライジェルが開発したファイルシステムである。その機能は同じネットワーク上にある

LimxマシンとWindow畠マシンのフ了イルを共宥可能にする。ファイルと同様にプリンタを共用できる。仕事

の都合でLinuxを使う人、Window畠を使う人、両方使う人がいるので非常に便利である。さらに仕事上のファ

イルに対し、アクセスを許可するしないの管理、いわゆるアクセス管理の機能がある。

2．9TCP－lP

　TCPハPはインタネットのプロトコルとして使用されている宥名なソフトで、解説書が300冊にもおよぶ’ので、

ここではTCP佃もOSSの代表的ソフトである・という紹介にとどめる。2．6インターネットで、Ap且ohe，

S㎝dm丑iI，BINDをとりあげたが、これらはTCP疵のアプリケーション層といわれているもので、TCP〃の一部

’である。

3．オ■プンソースソフトウエア活動

3，1GNu（GNui呂Notunix）プロジェクト

　19呂5年、リチャード・ストールマンによ．り設立された。Unix互換のGNU町冒temというOSをイ乍るためである。

しかし・GNU昌y；temの完成は遅れ・代わりにEm且c冒，G㏄，X　Window　Sy；temが世界申に広まった。PSP（P鵬

So丑w鵬Pound田ti㎝）という財団も作り、GNU；ソ昌tem開発資金にあてた。集まった資金は少なかったが、Oでは

なくGNUの活動は今日まで続いている。GNU畠y冒temの完成形はLi㎜xによって実現されたので、ストールマン

はLimxをGM几h咀xと呼ぶことを提案しているが、ハッカ達の賛同は得られていない口

3－20SDL　l［o、（Open§oum昌Development　Laboratories）

　OSDLは・2000隼呂月に1BM・インテル・CA（Computer　A畠畠ooi面te呂）、HP，NlヨC、日立、富士通が中心となり

設立されたNPOである。2003年には、リーナス・トーバルズも参加した。その後、参入する企業が増え、2005

年7月には70杜となった。活動の目的は、OSSの利用促進であ乱

　現在1芋、市場を3つに分け市場ごとに活動している。

　1つ目の市場は通信である。通信事業社が、信頼性の高いソラトを必要としているこ’とに対応し、Limxを使

用できるよう開発を進めてい乱第3世代の携帯電話にはLhuxが使用され、クレジットカード、音楽再生、テ
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レビ、地図情報、定期券などの機能がつけられ、使用されていろ。

　2つ目は、IT企業向けである。ユーザが安くて堅牢なソフトウエアを求めているが、まだ満足できるものを

供給できていない。ソフトウエアの基盤であるOSの使用料が安く、多くのユーザが同じOSを使用すればソフ

トウエア全体が安くニバグが少ないものを供給できる。

　3つ目は、ユーザ企業向けであ糺Wi皿dow冒に比ぺて安く、セキュリテイに優れているので、ユーザ企業に

はメリットである。’

　以上のように、ネットワーク社会の基盤である通信事業社、1丁企業、ユーザ企業ヨ者にとってメリットのあ

るOSS文化がこれから実用化されつつある。ユーザ企業が今後OSSのメリットを享受するためには、ITのスキ

ルを上げ、ユーザ自身が満足できるシステム構築に参加することが必要である。

　OSSとは異なるが、インタネット上で不特定多数の人が作成しているウィキペデイアという百科事典があ糺

もちろん無料で公開されてい糺科学誌Natu祀、2005年の調査によると、科学に関する42項目のうち、ウイキ

ペデイアは、1項目平均4つの誤りがあったがブリタニカにも平均3つあった。その調査報告の直後、ウイキペ

デイアの誤りは訂正されたが、ブりタニカは次の版までそのままである。情報を公開して、世界中から共有す

るという文化が広まりつつある。

4．おわりに

　OSSで情報産業は成り立つのか、という素朴な疑問が聞こえてくる。ある情報システムを導入した企業は毎

日情報システムを構成しているソフトウエアを使うことになる。トラブルに対処しながら使い続け、事業の変

化に対応して情報システムを構成するソフトウエアも進化させる必要があ乱OSやアプリケーションソフト

が無料もしくは安価に構築できても、．このトラブル対応や事業の変化に対応するための費用まで無料にして欲・

しい、とユーザは言わない。これまでユーザは、情報システムを迅速に変えられないためにピジネスを簡単に

変えられなかったが、変化に迅速に対応するための費用は惜しくはない、とユーザは思ってい乱変化に対応

する情報システムを供給する1丁企業も効率化して、利益がでる体制とする。安価で良質な情報システムが広．く

使われるようになる。これが、OSSでもピジネスが成り立つモデルである切。

　よりよいソフトウエアを迅速に開発できる土台ができたといえる。情報システムの開発をこれまでのまま進

めるか、安価で安全そして迅速に変化に対応できるOSSにするか、決めるのはユーザであ乱
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農業システムの再生
Res㎞c血㎡㎎ofヨ馴bu1航出y宮亡em

　　　　　渡辺鮒

はじめに

　システムは安定的であり効率的であることが望ましい。日本農業をシステムとして見ると、非常に不安定な

状態にあり、かつ非効率であ乱生産量は滅少し、食料自給率は年々低下してい乱農業人□は減り続ける一

方であ私農地が足りないのかと思えば耕：作放棄地があちこち・で見られ乱今や農業も規制緩和・価惰破壊・’

空洞化の波にさらされている。農業は壊滅状態になると声高に叫ぶ人々も出てきむシステムの指標が一直線．

に低下していくと不安になる。どこかで底を打っ亡上昇してもらわないと安心できない。

　日本の食料自給率は40％である。これは日本の食糧供給を主として外国からの輸入に頼り、国内生産は主役

の座を降りたということを意味している。日本め農業を先進諸国と比較してみるとシステム上の欠陥と思われ

る特異な事象が多い。農作物が高価で消費者に負担をかけていること、農業補償に金をかけすぎていること、

WTOが促進する自由貿易の障害になっていることなどである。システムを正常に戻すには・システムの働き

を阻害している要因を取り除くしかない。日本農業システムの阻害要因を探ってみたい。

1．システムの安定性

　農業をシステムとしてみる場合、問われるのはシステムの安定性と効率性である。まず安定性から見ると・

農業総産出額、自給率はもとよりそれを支える農業人口、耕地面積が長期低落傾向を示している。

（1〕農業総産出額

14

12

10

目

6
4
2

0’．

紳〆

資料：農林水産統計部

近年の農業総産出額の減少は、農産物価格の下落及び農業生産量の低下によりもたらされており、特に農産物

価格の連続的な下藩が大きく影饗している。

‡W＾丁州A朋，丁乱d躬hi［情報システム学科］
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（2）食料自給率

　食料自給率の種類は上図のようにいろいろあるが通常供給熱量が代表的に使われ乱供給熱量は昭和35年の

80％から40％へと減少した。

　しかしここでは梼に穀物の自給率2呂％に注目したい。この低さは世界173ヶ国及び地域のうち124位、人□1

億人以上の国では最低である。昭和40年と現在の自給率を比較すると米はlOO％から95％へ小麦2呂％から

13％へ大豆41％から16％へと減少してい乱米の自給率だけが突出していて、他の穀物は異常に低い上に更

に低下傾向にある。日本は米だけを守ってきたのである。

（3）農家数と農業就業人口

資料1農林水産省「農林業センサス」、「農業構造動態調査」

　農家数、農業就業人口共に滅少している。昭和35年は1，454万人が農業を営んでいた。2次産業、3次産業の

成長とともに農業人口は減少を始める。現在農業就業人口は334万人（平成17年）、経済活動人口では3．4％ま

で減少してきた。イギリスやアメリカなどの先進国の農業人口は就業人口の2％前後であり、いずれは1％まで

いくのではないかといわれている。

　日本の総農家数は2冨4万戸（平成17年〕。農業人口ほどは減少していない。これは零細な農地の保有に由来し

ている。この2つの指標は減少はしているが先進諸国と比較するとまだ緩やかである。経営単位であ・る農家数

が300万戸近くあるのは多すぎるのではないか。
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（4）耕地面積

万h且

　5B0
　560
　540
耕520
地500
面
積4ε0

　460
　440
　420

資料：「農林業センサス」「耕地及び作付面積統計」

　昭和35年には607万h且あった農地が平成16年には471万h百まで減少した。この45年間で1lO万h・が拡張された

が、改廃が240万h且で合計130万h且が減少した。改廃の内訣は他の用途への転用と耕作放棄であり、この2つは

ほぼ同じ面積である。

　耕作放棄は年々増加し、平成17年には38万h且に達したとい㌔これは埼玉県や滋賀県の面積に匹敵する規模

であ乱原因は「高齢化、労働力不足」と説明されているが、真の原因は減反であろう。収益に宥利な米が作

れない、他の作物を作ってもコスト高になり販路はない。それなら無理に作る必要はないという事1青であろう。

’農地の減少は食料自給率にとっては大きな問題である。

2．システムの効率性

　次にシ亥テムの勲率性・農業の成果に関する指標を見よ㌔国内総生産に対する寄与・食料自給率・生産コ

ストについて諸外国と比較．してみる。さらに農業の人気度を測るために新規就農状況を見てみよう。

（1）国内総生産に対する寄与

　農業は国内総生産にどの程度寄与しているのか。就業人口3・4％でGDPに対する寄与は本来ならばヨ4％程摩で

なければならないのにI．1％にしか達していない。先進諸国では就業人口の割合と国内総生産に占める割合がほ

ぼ等しくなっている。農民も平均的国民と同程度に働いているのであ乱B／Aをみると、日本の農業人は農業’

に関しては平均的日本人の3割しか働いていないことになる。この低い寄与は兼業に由来するものであろう。

表一1農業人口と国内総生産・自給率

日本

ア．メリカ

イギリス

フランス

ドイツ

オ］ストラリア

カナダ

経済活動人口に　国内総生産に占

占める農業の割　める農業の割合

合（％）A　　（％）B
3，4

L9

1．7

2．9

2．2

4．4

2，1

1，1．

1．4

2，3

B’A

O．3

1，1

o．呂

I．o

O．5

O．7

1．1

総含食料自給率
（熱量べ一ス）

（％〕C

40

119

74

130

91

230

120

αA

ll．呂

62，6

43．5

4一、冨

41．4

52．ヨ

57．1

資料：農林水産統計部．ポケット農林水産統計による。自給率は2002年度のデータである口
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（2）農業人口

　農業人□は就業人口の3．4％もありながら食料自給率は40％にすぎない。多くの先進諸国は農業人□2％レベ

ルで1OO％近い自給率を逢成している。表一1C／Aを見ると1％の農業人□は約50％程度の自給率に寄与して

い糺ところ．が日本はわずかにll％しかない。

（．3〕内外価格差

　農産物の生産コストは、主要農産物輸出国と比べて、米はg倍、小麦12倍、大豆10倍，さとうきび9倍程度と

日本のほうが圧倒的にコスト高である。この価格差があるために日本は米について貿易障壁を設け、必死に保・

護してきれ米が余って売れないからやむなく他の作物を作ろうとしても、すでに安価な外国農作物が輸入さ

れていて太刀打ちができない。国際競争力がないのであ糺これが自給率が向上しない理由でもあ乱

表一2　日本とアメリカの生産コスト比較｛単位千円’10a〕

米　全国

全国（5h目以上〕

米国

物財費

75

54

12

全国　　　　　　　　　　　　40

麦．全国（7ha以上）

労働費

47

27’

41　　　　　　　　6

米国　　　　　　　　　　　　4

資本弄■」子’・　　　計

地代　　　　（千円／10a〕

30

28

152

108

18

倍率

8．6

6．2

13　　　　　　　　　62　　　　　　　　11，6

13　　　　　　　　　60　　　　　　　　11．1

1　　　　　　　5　　　　　　　1

資料：日本の値は生産費調査（平成15年）

　　　米国の値はUSDA「Pmd咀ctionCo畠t；mdRetum昌」IUS＄＝115．93円

　この価格差を生んだ要因は日本の経済成長に伴う為替レートの上昇、生産性の上昇をはるかに上まわる賃金

上昇、そして政策的な価格支持があったことと説明されてい乱しかしそれ以外にも高コストになる要因があ

る。これは後ほど触れるが項目のみ列挙してお㍍

一狭隆で高価格な農地

2　兼業化

3　減反政策・・生産調整

4　晶種改良や機械化が進まなジ

5農業補償が生産性向上の意欲をそぐ

内外価格差を減少させること、これが競争力をつけるために必須のことである。品質がよければ価格が高く

てもよいという意見もあるが、農産物は晶質の差別化が困難な分野である。また差別化が出来るものはすでに

高価格を維持して更に外国にも輸出している．残っているものは低価格にしなければ競争力はつかない。

（4〕新卒者の就農

　平成15年の新規学卒就農者は2，200人であり、39歳以下の新規就農者は1l，OOO人である。．昭和60年には14万人

が競農してい．た。農業人口が200万人必要として、40歳以上の中途離農者と就農者が同じとすれば、幸均40年

働くとして、200万÷40年＝5万人ノ年の新規就農者が必要である。農業には耕作地が前提になるので就職しに

くいとしても、一生を託す職業としては魅力のないものになっていることを示している。若者が少ない職場は

活性化しにくい。販売農家（経営耕地面積が30割以上又は農産物販売金額が50方円以上の農家）の農業所得は

平均すると111万円である。主業農家で474万円、・準主業農家で呂6万円、副業的農家で34万円である。22％を占

める主業農家の跡継ぎなら何とかなるが、その他はアルバイトを引き継ぐようなものである。後継者が少ない
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理由である。

表一3　農家類型別に見た農家総所得の比較

農家所得（万円）

主業農家

準主業農家

副業的農家’

計（平均）

農家数（万戸）
　　　　　　隼金・被贈答　農外所得．　農業所得
　（割合）

43（22％）

44（23％）

I08（55％）

195

206

204

241

（229）

冨5

557

477

（432）

474

（111）

呂6

34

計

765

呂47

752

（772）

農業所得が

総所得に占

める割合

o．62

O．lO

O．05

（O．14〕

資料1農林水産省「農業経営動向統計（平成15隼）」「2005農林業センサス（概数値）」

　　主業農家1農業所得が主（農家所得の50％以上が農業所得）で・1年間に60日以上農業に従事してい

　　　　　　　る65歳未満の者がいる農家

　　準主業農家1農外所得が主で、1年問に60日以上農業に従事している65歳未満の者がいる農家

　　副業的農家：1年間に60日以上農業に従事している65歳未満の者がいない農家（主業農家及ぴ準主業

　　　　　　　　農家以外の農家〕

　農業人口について最近声高に言われるのは農葉者の高齢化である。65歳以上の高齢者が57％にもなる。だか

ら担い手不足になるという。外国では高齢になると農業から引退するので、高齢者の割合は年齢とともに減少

傾向にある。ところが日本では高齢者の割合が増加し続ける。この原因は高齢者が引退すると若者が跡を継ぐ

のではなく、ちょうどそのころ定年になるシニア層が跡を継ぐからだ。継ぐことができるのはおそらく年金の

受給者で、農業に生きがいを感じる隼配者だろ㌔しかL高齢化が問題なのではない。若者が就農しにくい、

生活が成り立’たない農業の方に問題がある。

　嵩齢化はどこにでも起き’ている現象である。農業には定年がないから高齢化しやすいだけのことだ。また仕

事をリタイアした人間にとっては農業は余生が楽しめる仕事である。働く場所があることは喜ぶべきことでは

ないか。’

3．農業の衰退をもたらした原因
次に農業がこのように蓑退した原因一それがシステムの阻害要因であるが一を調べてみよう口

（1〕狭い耕作面積

我が国の2005年の農地面積は469万h且である。農家1戸当たりでは米国の約百分の1，EUの1O分の1であ乱

表一4　農地面積比較一

農地面積（万h且）

農家1戸当た．りの

農地面積（ha）

日本に対する倍率

日本

469

1．8

米国

ヨ7，971

17呂、4

99

EU（一5）

12，679

1呂．7

lo

ドイツ

1，69冨

41．2

・23

フランス’　イギリス

2，7呂O

45．3

25

1，611

57，4

32

資料：農林水産業　ひとロメモ

注1日本は2005年、米国は2002年、EU（15）は2000年、EU加盟国は2003年の数値である。日本の農家は販

　　売農家。日本の農地面積には採草、放牧地等は含まない。
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　何故このような狭隆な農地になったのか、これは昭和22年から25年に行われた農地改革に起因す乱政府は

地主が保有する農地を強制的に安値で買い上げ小作人に売り渡した。これは全国的に行われ7割余りの農地が

地主から小作人の手に移った。小作人農家はこれによって自作農になることができた。農地を所有したことに

より生産意欲が高まり、日本の農業生産高は飛躍的に増進したのである。大地主に搾取される小作人という境

遇から解放されたのだから、当時としては善政であっただろう。共産主義から日本を守った政策だとも言われ

た。自作農の数は農地改革以前の284万戸から541万戸へと飛躍的に増加した。これを経済的・経営的に見れば、．

大規模農業の細分化に過ぎず、農業経営を著しく非能率的なものにした。そして後の農業発展の大きな障害と

なる。

　一俵（60㎏）の米を作るのに昭和30年は34時間かかったのに最近では農業機械の導入等により3時間で済む

ようになった。生産量は増え、労働時間はlo分の1以下に短縮されたのである。狭い土地では短時問で農作業

が終わってしま㌔当然農家は余った時問でほかの仕事をするようになる、これが兼業であ乱最近は田んぽ

で農作業する農民の姿を見かけることが少なくなった。日本の農家の呂割近くが兼業農家であるか・らだ。すな

わちほとんどの農家が農業を主業とするに足る農地を持たないのであ乱農地はそれほど細分化されていると

いう現実がある。

　さて兼業農家では平日は仕事があるから農作業ができない。農作業は土日に集申するのでトラクターや田植

え機を使って楽にやりたい。しかし近隣の作業も週末に集中するから機材の貸し借りは難しい。そこでどの農

家も各自で高価な資機材を揃えることになる。その機材は1年のほとんどは使われることなく納屋で眠ってい

る。生産費が高くつくわけである。土地が広ければ大型の耕運機が効率的だが、土地が狭いから非効率な小型

で満足しなければならない。土地の細分化の弊害はまだある。田畑が分散している場合離れた田んぼに行くに

は道路の上を無駄に走ることになる。このような無験が農民の時間を消費する。遠くの田んぼは十分な見回り

もできない。当然収量が落ちる。

（2）高価な農地

　我が国の農地価格は米国の約38倍であ乱土地の高価格が生産コストを上げるひとつの理由である口’高度成

長とと．もに全国的に地価が上がり、農地は資産としてあ価値を持つことになった。

　農地の価格は理論的には農作物めl1又益で決まるはずであ乱農地から毎隼発生するリターンと農地の購入価

格の利子とが等しいところに農地の価格が決まる。ところが実際は同じ農作物を生産する土地なのに都市周辺

と農村のそれでは大きく価格が異なる。これは転売期待如農地価格に大きく影響していることを物語っている。

　これでは農地を買って新規就農することは難しい。lO田の稲作の平均所得は平成13年の農業白書によると5万

円に満たない。仮に5方円としても、この農地を買うためにはローンにして所得全額を返済に当てても表一5に

よれば1，456’50≒31年かかる。この値段の土地では米を作るための耕地としては購入できない。

　かっての農業問題は貧しい農民の生活問題であった。しかし現在の農民は豊かになった。士業部門の勤労者

よりも所得が多いといわれてい乱しかし農地が高いために大規模化が進まない。それが農産物価格を高くし

て自給率を低めている。現代の農業問題は土地問題といって’も過言ではない、これを何とかしなければ農業問

題は解決しない。

表一5　農地価格の各国比較’

10a当たり農地
価格（千円）’

日本を100とし
たときの比率

．日本

1456

100

米国

38

2，6

フランス　　イギリス

46

3．2

130

8，9

ドイツ

102

資料1全国農業会議所「田畑売買価格等に関する．調査結果」

　　　USDA“2002　C巳皿；皿；of且餉ou1t咀爬’I

　　　EガAgTioultu肥in冊eE皿opemUnion一昌t刮ti帥ic田1㎜d㏄㎝om1oi皿fo㎜且廿㎝2004’I
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（3）米の政治価格

　次いで問題になるのは政治による米価アップであ乱昭和35年政府は生産費と所得補償方式による生産者米

価を決定した。その後当時の政権党は農協を集票マシーンとするために図一5にあるように米価を上げた。毎年

農協の組織した農民団体が国会議事堂にのぼりをもって押しかけたのであ糺当時米は食糧管理法に．よって統

制されていた。政治家がコントロールしやすい状態にあったのである。政治米価は毎年上がり、コメ増産に拍

車をかけた。その結果米あまりが生じて、政府は財政上の理由からこの方式を取れなくなった。放置すれば米

価が下がる。そこでとられた政策が減反政策であった。

資料：山形県農林水産部　コメの図書館　コメの資料

　　　h岬：〃且芒Tin．jp加P水ome／1ibI刮切15pdfκ1．P肚

　現在農家有権者数は8％を下回った。小選挙区制が農業議員を減らした。政党は浮動票を獲得するため都会

の住民にアピールする必要があり、地方重視から方向転換せざるを得なくなっれ農民は政治に翻弄されたが、

一時期はそれによるメリ・ツトもあった。しかしこれからは政治に頼らない農業にならざるを得ないのではない．

か。政治的に上がった米価はその分下がることになるだろ㌔

（4）減反政策

　米の在庫が増加の」途を辿ったため、昭和45年、新規の開田禁止、政府米買入限度の設定と自主流通米制度

の導入、一定の転作面積の配分を柱とした本格的な米の生産調整を開始した。

資料：農林水産省

　平成6年食糧管理法が廃止されて食糧法が施行され、減反は農民が自主的にやることとされたが・それでも

実質的には減反による生産調整が続いてい乱昭和45年以来三十数年にわたって生産調整がなされたわけ牟

一207一



が、このような制度は農業を停滞の方向へ導いた。まず生産量を増やすことができないわけだから効率的な稲

作の生産方法が開発されない二これは生産コスト．で諸外国と大きな差を生む原因となった。この遅れを取り戻

すことは容易ではない。更にこの減反は全国一律に行われた。米作に有利な土地も不利な土地も’同じ割合で減

反したのである。有利な土地と不禾一」．な土地では生産コストに5倍の差があるといわれている。国全体としては

有利な土地で米作をするのが効率的であるのに、不利な土地で苦労して米作りをし、有利な土地が空き地にな

っている状態が現出している。これは米の平均生産コストを引き上げることにな乱一律減反により産地間競

争や農民同士の競い合いもなく、必然的に農業の停滞を招くことになった。’

（5）農業関係予算

　日本の農業補償も他国からは評判がよくない。過剰な保護は自由な貿易をゆがめるものだというのである。

農家当たりの補償費はアメリカなどとあまり差がない。しかし面積あたりで考えると大きな差ができる。それ

が次の表である。

表一6　耕作面積あたりの農業関係予算額｛2003年度）

農業関係予算額（億円〕

耕作面積（万ha〕．

農業関係予算額（万円）

÷耕作面積

日本

24，326

469

51．9

米国

77，951

37，971

2．1

EU

61，615

12，679

4．9

仏

20，061

2，780

7．2

ドイツ

15，735

1，698

9，3

8，448

1，611

5．2

資料1各国予算書、FAO統計、農林水産省「農業構造動態調査」等

　これまでの政府の農業補償はすべての農家に品目ごとに農産物価格を補償するというものであった。このや

り方では各農家がどれだけ効率的な経営をしているかは間われず、すべての農家に対して同じような補償がな

されることになる。このような支援策では生産・経営に対する意欲は湧かない、効率的な農業にはならない。

本来なら農地を集約して意欲のある少数の担い手に農業をゆだねるべきだったのであ乱ところが政権党にと

っては集票のために多’くの農民に補償をばら撒く必要があった白政治の都合で改革はまったく逆の方向に導か

れた。そのため　この農政は「バラマキ」と批判されてきた。

　また貿易障壁を作って農産物を高価格に保つことは、自国消費者にも負担がかかっているのである。補償と

いう高額な財政負担と芙に消費者とし．ての国民に二重の負担を強いてきたことになる。

4、．自給率につし．、て

　政府は食料自給率を40％から45％にするという政策目標を掲げた。自給率といえば戦前大地主たちが“自給

率・・を声高に叫んだことがあった。当時の政治に影響力を持っていたのは大地主であ乱彼らは＾自給率・’を

理由に生産性を高めるよりも輸入制限；輸入関税の引き上げなどによって米の輸入を抑え、’国産米の価値を高

める方向に動いむ自給率だけを目標に掲げるなら輸入制限でも目標は達成できるが、本来は国産農産物の競

争力をつけて、結果として外国産の輸入が必要なくなることが望ましい。それが真の自給率である。政府の言

う自絵率は用心して聞かねばならない。良質で低価格な農産物を提供してくれる農業は国民にとって有用な農

業であ乱しかし晶質に対して高価格な農産物を提供する農業は無用な農業であ乱この無用な農業を食糧の

安全保障に訴えて有用かつ必要に見せるレトリックがこの自給率ではないかと疑われる。

　政府の言によると、食料自給率低下の原因は国民の嗜好が変化したからだとい㌔食の欧米化に伴って米で

なくパンを食べるようになった。また肉類を好んで食べるようになったというのである。農業が国民の需要に

対応しなかったのにそうは言わない。一般には産業の生産は需要に合わせるものであろう。実は米偏重の政策

を採っていたために他の農作物に対応できなかったのである。政府は米の価格を上げることにより農民の生活

一208一



新渇国際情報大学情報文化学蔀紀要

をサポートすることを優先した。米価が軍点的に引き上げられたため、米と麦等他作物の収益格差が拡大し、

農業資源が米以外の作物に向かわなかったのであ乱必然的に需要を無視した方向に農業が動いたのであ乱

　それでも自給率をいうなら、自給率の低い小麦、大豆、飼料穀物の自給率をどう高めるかを議論しなければ

ならない。L’かしそれらを高めるには相当な財政負担を覚悟しなければならない。したがって政府はそれに触

れることなく国内産を愛用しよう、「地産地消」と叫ぶだけである。叫ぶだけでは自給率を向上させることは

できない。

　自給率については次の点を指摘しておきたい。

（1）日本が現在揮入している食糧を耕作面積にすると・日本が現在保有する耕作面積の実に2・5倍になるとい

う。山地の多い日本で、これだけの面積を更に確保することは不可能である。つまり．日本は他の先進国のよう

に100％台の自給率は望むべくもない。農水省の自給率向上の目標（5％）が小さい理由であ乱

（2）日本牟食糧の安全保障に危機を感じたのは平成5年の米の不作のときである』この年日本は緊急輸入で凌

ぐが、米を必要とする近隣諸国には米の価格を吊り上げてしまって大変な迷惑をかけた。その当時わが国の米

の自給率はloo％で輸入をしていなかっれ米の生産国も緊急輸出の対応が困難であったのに日本は無理やり

買い上げに走っ仁100％の自給率は自国の事情が原因になる場合には傘糧の安全保障にはならないのであ乱

（3）小麦は主として米国に依存Lている。アメリカ小麦は晶質がよくて安い。それに対して現在生産されて

いる日本の小麦は高価でありパンを焼くには向かないという。日本では米から小麦へ転作しようとLてもコス

トがかかりすぎてアメリカ小麦とは勝負’にならない。

　どうしても自給率を上げたいというならば、同盟国であるアメリカやその他め友好国の食糧生産は日本で生

産しているのと同然と考えることにしてはどうか。国産の範囲を広げるのである。新潟は四国、九州、’北海道

からも農産物を受け入れてい乱これらの地方が海の向こうの国々とどれだけの差があるのか。距離差はある

が輸送運賃は・限りなく低くなっている。保存技術も進歩し輸送時問も短縮されている。グローバル化が進展し

た現代では国境はそれほどの意味を持たない。アメリカの畑は日本の農産物を生産する畑と考え自国の畑とみ

なそう；そう考えれば日本の実質的自給率は高くなり、自給率を心配する必要はなくなる。

　日本は軍事をアメリカに依存している。アメリカの核の傘の下で平和を享受している。軍事を預けるという

ことは命を預けるということである。命を預けておいてなぜ食を預けることに異議を申し立てるのか。食のほ

うはまだ軍事より何とかな糺アメリカがノーといっても出来ることは多い。多くの人はそう考えているので

はないか。そうでなかったら小麦や、大豆、飼料用穀物の低い自給率をそのままにしておけるはずがない。

　とはいえ将来は食糧の逼迫が予想されている。・アメリ主といえども自本に食糧を輸出できなくなる状況にな

ったらどうするのか。その時必要なのは農地と核となる農民である。農政はその確保に全力を挙げるべきれ

農地は減らさない、転用はさせない、使用しない農地は将来の使用を予期して自然に帰す。核となる農民はし

っかりサポートして温存する。農地の確保と農民の温存が食の安全保障である。このような政策なら国民は支

持するだろう。食糧には生命を維持するために絶対必要な食糧もあるし、嗜好のための食糧もある。食糧安全

保障の観点からは後者の食糧は必妻左い。その意味で日常消費しているすぺての食糧を基準にした食料自給率．

はあまり意味がない。

5．今後の対策
　食糧供給システムを健全にするためには阻害要因を排除すれぱよい。根腐れした植物に水（生産調整）や・

栄養素（補助金）をやるのは逆効果である。水を断ち、肥料は控える。できれば腐った根を切って植え替える

のがよい。土地利用型農業はまさにそういう状況にある。

　現在の農業を非効率にしたのは農地改革、政治による米価のアップ、そして減反政策であ乱これらの阻害
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要因を除くことが農業の再生につながる。・

（1〕規模の拡犬

　農地改革の弊害を取り除くとは細分化された農地を集めて経営単位の規模を拡大することである。つま．り国

．土は一定だから現在の経営単位（農家数）を減らすことである。現在の農業就業人口は3；4万人、農家数は2呂4

万戸（平成17年・度）である。このうち販売農家は195万戸である。どのくらい減らせばよいか。

　経営単位には少なくとも20h且以上の農地がほしい。現在の日本の農地は500万h乱だから、500ρO＝25万経営

単位以下でよいことになる。販売農家のうち主業農家だけでも43万戸ある。経営単位をI農家とすれば、兼業

農家はもちろん主業農家も減らさなければならない。

　前の表一3で見牟ように主業農家以外は農業所得の総所得に占める割合はきわめて低い。．このデータは米以外

の農作物も含んでいるので米への依存度はさらに低い。これら農家では米が売れ牽くなってもさしたる影響は

ない。

　農業人口については、先進国は2％程度の農業者でmO％’を超える自給率を達成してい乱日本の自絵率は

40％であるから、I％弱でよい。つまり農業人口はlOO万人以下でよい。農民は現数の1βで十分ということに

なる口

　経営単位、農業人口を減少させるには米価を下げる方法が考えられる。つまりそれには生産調整をやめるこ

とである。

（2）生産調整をやめ、農業補偵を減らす

　米の価格を下げて、競争力のない経営体の撤退を促すとともに、生産効率を高めようとするインセンティブ

を与えるのであ糺生き残った農業のプロは安い米を作り、他の農家をして自分で生産するより買ったほうが

安いと思わせなけれぱならない。そうなれば農業を副業と考えている人たちがその仕事をやめる。当然農地が

安くな．り流動性を持つようになる。土地の集積がしやすくなり、規模の拡大とともに若い人の参入が容易にな

糺あわせて農業補償も減らす。補償の魅力に惹かれて農業を辞められないから芯

　米の一人当たりの年間消費量は昭和37年のl1呂．3㎏をピークに年1，6％の割合で減少を続け平成16隼には’

61，5kgになっれこの40年間で約半分になったわけである。それでもなお、米だけで農業総産出額の23％を占

めている二

　外国には主食という概念のない国が多い。日本が米を偏重するのは歴史的なものであろ㌔米の消費が減少

するという傾向は人□の減少に伴って今後も続くと考えなければならない。米の偏重政策を続けると「何故需

要のないものに補助金を出すのか」という疑問に答えらナしなくなる。余分の田んぼは畑や牧草地にすべきだろ

う。

（3）米の自由化

　生産調整をやめることができなければ米を自由化する方法もある。現在の米価は政治的に決められた一方的

なものであり、経済的合理性を持っていない。その証拠になんと500％の関税で守られてい乱農魔物の市場

開放を迫る外圧が強まってい乱消費者も自由貿易を望んでい乱農民の数が少なくなり政治的圧力が弱まっ

た状態では、’米価が国際水準に近づくのは時間の問題であろう。日本の米価は国際価格より4から6倍高いとい

われてきた。価格を安定させるたはその前に思い切った低価格化が必要である。関税o％に耐えられるように

なれば輸出も・出来る。間題はその価格で生産できる農家がどれだけあるかである。それまでは優秀な農家を選

んで補助金でLっかり支えなけれぱならない。従来の生産方法ではその目標達成は困難である。規模虹大に伴

う新しい生産方式が必要であ乱日本の伝統的稲作技術では限界があるのではないか。

（4〕農地政策

　前にも述ぺたように、日本の農産物輸入量は海外に国内農地の2．5倍の農地を持っていることになる。相対

的に国内の農地はその価値を失ったはずだ。その証拠に耕作放棄地が出るほど農地全りの状態が現出している。
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耕作放棄は間題だという声もあるが心配することはない。農業はもともと環境破壊なのだから・．国内の耕作面

積が少なくてすむということは望ましいことだ。耕作しなくなった土地は将来の使用を予期して自然に帰して

やればよい。耕作放棄があると、病害虫の発生、鳥獣害の発生、不法投棄など周辺に迷惑をかけるという。そ

の管理は所有者の責任れどうしても責任が取れないなら国に上地させればよい。上地された農地は地域で管

理すればよい。一度自然に返った農地は元に戻すのに大変なコストがか赤るという。だが、そのコストをかけ

るだけの価値がなければ再度農地になることはない。また遠い将来にかかるコストの現在コストは非常に小さ

い。

　問題は農地の必要性がなくなったのに場所にょっては農地が高価格なことである。これは転売期待のためま

たは資産保持のためであ孔農業のためではないのだからこういう所有者に農業補償をしてはならないのは言

うまでもないが、農地の価格を低くする政策が必要である。転売期待は農地の転用が狙いであるから、転用を

厳しく制限することれ．たとえば転用するには相当の代替地の提供を義務付けるなどむそうしておけば株式

会体に農地を転売してもかまわない。農地が減る心配をLなくそもすむ。現在の農業問題は農地問題だと前に

述べた。方法はいろいろあろうがとにかく第2の農地改革のつもりで実施する必要があろ㌔転売期待がなく

なれば農地は安くなり従って資産保持のメリットも少なくなる。農地は農業にしか使えないという観念を国民

に強く印象付’ける必要がある。

　山間地の耕作放棄地は放牧地にするか・将来の使用を予期して自然に帰す。日本人は肉を好んで食するよう

になったのに、放牧地があまりにも少ない。農村の土地管理は所有者だけに任せないで地域で管理するように

する。最近農村の多面的機能という議論があって、農民に補助金を出して、その機能を守ろてもらおうという

動きがある。農村に占める農家の割合は非常に減少している。農村の環境を守れるだけの能力はなくなってい

るのではないか。

表一7　農業集落当たりの総世帯数と農家率の推移

総世帯数（戸）

農家率（％）

S45

呂1

48

S55

141

2ヨ

H2

172

16

H12

213

11

資料1農林水産省「世界農林業センサス　農業集落調査」

注　：農家率は総世帯数に占める農家戸数の割合を示す。

　また耕作放棄をして回りに迷惑をかける農民もいる。農地のありかたは付近の住人に影響を与える。つまり

農地は公共性を持λ農地の使用に当たっては所有者の権利を制限して、地域の統制を受けるようにする必要

がある。

6．ひとつのシナリオ

　このように考えてくると日本の農業の行き着く先が見えるような気がす乱システムとしての考えられる一

つの安定状態は穀物以外の農作物は現状のま’ま維持され二穀物が海外依存状態にな飢すなわち米の自給率が

小麦や大豆と同じ程度になること’である。’米の関税を下げ輸入しやすくする。こうなれぱコメ偏重政策の過ち

が正されるであろう。これは自給率から見れば最悪のシナリオである。とこまで覚悟すれば新しい芽が出てく

る。生産コストの高い兼業農家は米作をやめるだろう。作るより買？た方が安くなるからだ。農地は流動化す

乱それを集めて耕作する大規模農家が多くな乱農業補償や高価格農産物を期待せずに、自力で農業経営が

できる農民が出現す乱そして国際競争力のある日本農業が再生す私穀物の自給率も回復す私農政は新農

民が国際的に競争できる条件一すなわち先進諸国と同じ条件を作ってやればよい。
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終わりに

　ここで述べたことは特に新しいことではない。ちょうど20年前1986年に中曽根元首相の私的諮問機関から

「前11リポート」が出む前11りポートは農業補助金のあり方と食管制度などによる農産物の価格支持制度の

見直しを主張す名とともに、自由化による農産物の国際競争力の強化と価格の引き下げを求めた。その後多く

の識者が同じことを繰り返し述べている。’しかしそれ以後は食管制度がな・くなっただけのことで、おなじ弊害

が依然として続き、事態を深刻にしてきた。そこで政府は幅広い農業者を一律的に対象とする助成策を見直し、

・農家への直接支払いの導入によって助成対象を集中化・重点化しようとしてい乱対象となる農家は耕作面積

4h宜以上など一定条件を満たした認定農業者と、共同で20h副以上の耕作地を集めた集落営農組織の二つになっ

てい乱いよいよ本格的に農家の選別を始めるのかと思ったら、集落営農組織にはやる気のない農家でも入る

ことができるので、従来と同じように補助金を受けられるようになっている。政府は農産物の市場開放を迫る

外圧が強まるにもかかわらず、農業の国際競争力を高めようとする強固な意思をまだ持てないようだ。

　・運がよければ農業が直面している危機を回避できるかもしれない。世界的に食料が逼追して食料価格が上昇

する、輸出国の事情で農産物の輸入ができなくなる、隣の中国が経済的に豊かになって日本の農産物を買いに

くる、日本の工業生産物が世界に売れなくなって外貨を稼ぐことが出来ず、農産物を買う能力がなくなるなど

である。しかしこのよろな事態は農業者には好都合としても国民には非常に具合の悪いことである。現状のま

までは農産物の生産は減少し、輸入が増えて農産物価格も下がっていくであろう。無策であっても農産物の価

格が低下する過程で上に述ぺたような状況に遭遇し、農業は回復を見せるかもしれない。しかしそれがいづ来

るかはわからないし、一時的な現象で終わるかもしれない。それまでの農業の混乱はひどいものになるであろ

㌔まずはシステムの状態を主体的に正常にして、グローバルな食糧供給システムのサブシステムとして小粒

でも活力のある農業を展開するに越したことはない。
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